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本書は、柏木川改修と遊水地新設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成12

(2000）年度に発掘調査を実施した恵庭市西島松5遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。な

お本報告書では、多量に出土した鉄製品の保存処理との関係上、その一部分を掲載し、他につい

ては平成14 （2002）年度に一括して報告する予定である。

平成12年度の発掘調査、平成13年度の整理作業は第2調査部第2調査課が担当した。

本書の執筆は、和泉田毅、中山'1目大、末光正卓、石井淳平、編集は和泉田毅が行った。各章・節

などの執筆担当者は、以下のとおりである。

I ･m (1 ･2･4･5) ｡ IV (1 ｡2｡3｡4｡5) ｡V (1 ･ 2･3｡4｡7) ･ VI (1 ･3) ･m(1) :

和泉田毅 Ⅲ (3) ｡W (4) ･V (2 ･ 3) :末光正卓 V (4) :中山昭大 Ⅱ 。Ⅲ

(1 ･2｡4･5) ･W(2) ･V (2｡3｡4･5･6･7) ｡W(1 ･2) 。ⅦI (2) :石井淳平。また出

土遺物については、土器。土製品。鉄製品は石井淳平が、石器。石製品は和泉田毅が分担、執筆

した。

整理作業の担当は、遺構が調査担当の調査員、土器・土製品・鉄製品・フローテーション資料が

石井淳平、石器。石製品が和泉田毅である。

現場の写真撮影は、立川トマス （第1調査部第1調査課） ・中山昭大と遺構担当訓査員、遺物等

の写真撮影は立川トマス（遣榊出土の土器・石器。鉄製品） と中山昭大（包含層出土の土器・石

器・錆落し前の鉄製品など）が行った。

鉄製品の取り上げ、保存処理について第1調査部第1調査課の田口尚の指導のもと和泉田毅。石

井淳平が行った。

現場の空中写真撮影は、㈱シン技術コンサルに委託した。

鉄製品の保存処理は、その一部（大刀など20点） を財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

放射性炭素による年代測定は、㈱地球科学研究所に依頼した。

脂肪酸分析は、帯広畜産大学生物資源科学科の中野益男氏、㈱ズコーシャに依頼した。

人骨の鑑定は、札'幌医科大学の乗安整而氏、入歯の鑑定は、国立科学|尊物館の松村博文氏（現札

幌医科大学）に依頼した。

動物遺存体の同定は、千歳サケのふるさと館の高橋理氏、北海道大学大学院の太子夕佳氏に依頼

した。

樹種|司定はパリノ ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

炭化植物種子の同定は、札'幌国際大学の吉||'舟昌一氏、椿坂恭代氏に依頼した。 。
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須恵器の胎土分析は、奈良教育大学の三辻利一氏に依頼した。

錫製品のX線分析は、北海道大学の小笠原正明氏に依頼した。

石器などの石材錨定は、第1洲査部第1訓査課の花岡正光の指導のもとｷⅡ泉田毅が行った。

調査にあたっては、下記の諸機関および人々の御協力、御助言をいただいた（順不同、敬称lll各)。

文化庁岡村道雄、北海道開拓記念館山田悟郎、平川善祥、北海道開拓の村野村崇、恵庭市

教育委員会上屋真一、松谷純一、森秀之、長町草弘、佐藤幾子、千歳市教育委員会大谷敏

三、 田村俊之、豊田宏良、遠藤昭浩、松[H淳子、千歳サケのふるさと館高橋理北広島市教育

委員会遠藤龍畝苫小牧市埋蔵文化財調査センター赤石慎三伊達市教育委員会大鳥直

行、青野友哉、礼文町教育委員会藤澤隆史、帯広百年記念館北沢実、山原敏朗、 余市水産博



物館乾芳宏沙流川歴史館森岡健治、長田佳宏、 静内ll1]郷土館薮中剛司小樽市教育委員

会石川直章、青木誠、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆札l幌医科大学乗安整而、国

立科学博物館松村博文（現札||堤医科大学)、札幌国際大学深澤百合子、関口明、札I幌大学

木村英明、北海道大学林謙作、菊池俊彦、 天野哲也、小笠原正明、小野裕子、青森県埋蔵文化

財センター木村高八戸市教育委員会宇部則保、 八戸市博物館佐々木浩一、水沢市埋蔵文

化財調査センター朴澤正耕、千田幸夫、 （財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター女鹿

潤哉、滝沢村埋蔵文化財センター井上雅孝、秋田県埋蔵文化財センター小島朋夏、秋田市教

育委員会小松正夫、 日野久、秋田県立博物館庄内昭夫、石川県埋蔵文化財センター小|鴫芳

孝、東北学院大学辻秀人、東北大学藤澤敦筑波大学日高慎、斉藤瑞穂、岡山理科大学

富岡直人、早稲田大学菊池徹夫、 国学院大学鈴木靖民、佐藤矩康、宮宏明、水野一夫、坂野

慧、田中信一、

記号等の説明
遺構は以下の記号によって表記し、原則として発掘調査順に番号を付した。

X:周溝のある墓H:住居跡HP:住居跡の付属ピット P :土曠墓および土壌

S.P. :小ピット TP:Tピット F:焼土

I

遺構図にはグリッド線に従い、方位記号を付した。真北は南北方向の基線(Rライン）に対して

東偏26度51分01秒である。 レベルは標高（単位m) を示す。

r1

4

遺榊の規模は、 「確認面での長軸長×短jlilll長／床（曠底面）での長軸長×短I|illl長

最大深_｜の順で記した。一部破壊されているものについては現存長を （ ）で、

(－）で示した。

3 確認面からの

不明のものは

掲載した実測図等の縮尺は、原則的に以下のとおりとし、 スケールを付した。また変則的なもの

についても随時スケールを入れている。

遣術実測図土曠墓 1 ：20他の遺構 1 ：40土器実測図 l : 3 土器拓影図 1 : 3

剥片石器実測図 1 : 2 礫。礫石器実測図 1 : 3 土製品 1 : 2 石製品 1 : 2

なお、写真図版では土器、礫・礫石器は1 : 3，剥片石器は1 : 2に統一している。

4

出土遺物および分布図等で使用している表示記号は、基本的に土器○、石器●で示しているが、

図独自に用いるものについては、その都度説明表示している。

5

6．土層の色調には『新版標準土色帖』 （小111 ･竹原1967)および『土壌調査ハンドブ

ジスト懇談会1984)を使用し、 カラーチヤートの番号を付しているものがある。

ク』 （ペドロ

土層の混合状態を表現するために、

A+B:AとBが同量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

以下のように表記している。

A>B:AにBが少量混じる。

A=B:AとBはほぼ等しい。

７

8．土層の記述には、下記の記号･ lll各称を用いた場合がある。

Ta-a :樽前al朧下軽石堆積物
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 ．調査要項

事業名：柏木川河川改修工事に伴う発掘調査

委託者：北海道札幌土木現業所

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：西島松5遺跡（北海道教育委員会登載番号A-04-38)

所在地：恵庭市西島松545ほか

調査面積:8,485m2

調査期間：平成12年4月1日～平成13年3月23日 （現地調査 5月8日～10月27日）

整理期間：平成12年11月6日～平成14年3月29日

2．調査体制

平成12年度

理事長 大澤満 第2調査部長 鬼柳彰

専務理事宮崎勝 第2調査課長 高橋和樹（発掘担当者） （平成12年6月27日まで）

常務理事木村尚俊 主 査 和泉田毅（発掘担当者）

総務部長柳瀬茂樹 主 任 中山昭大（平成12年6月26日から）

文化財保護主事末光正卓（平成12年6月23日まで）

文化財保護主事石井淳平（平成12年6月26日から）

平成13年度

理事長 大澤満 第2調査部長 大沼忠春

専務理事宮崎勝 第2調査課長 佐藤和雄

常務理事木村尚俊（平成13年7月16日まで） 主 査 和泉田毅

文化財保護主事石井淳平

3．調査に至る経緯

恵庭市内を流れる柏木川は、陸卜自衛隊島松演習場内に源を発し、恵庭市内を流れる柏木川は、陸上自衛隊島松演習場内に源を発し、石狩川に流入する長さ約11km

の小河川である。この流域には多くの遺跡が点在し、恵庭市内で最も遺跡分布密度の濃いところであ

る。 ところで、石狩川本流およびそこに流入する小河川流域は過去に幾度となく洪水に見舞われてき

た。柏木川もその例外ではなく、特にその下流の左岸一帯は度々洪水被害をこうむってきた。このた

め、昭和58 (1983)年、柏木川改修計、が策定された。昭和61 (1986)年から現河川拡幅の改修工事

が実施され、下流側から上流側（市道西六線～道々江別・恵庭大通付近）へ進められてきた。その後

平成7 (1995)年、柏木川改修の延長と遊水地が計画され、平成9 (1997)年4月、柏木川改修計画

増の区間（道々江別・恵庭線～道央自動車道） と第1 ･第2遊水地建設が決定された。工事主体であ

る北海道札|幌土木現業所から北海道教育委員会に第2遊水地建設について埋蔵文化財保護のための事

前協議書が提出され、北海道教育委員会は平成10 (1998)年10月、第2遊水地建設予定地内に含まれ

る西島松5遺跡の遺跡範囲確認調査を実施した。西島松5遺跡は、昭和39 (1964)年、大場利夫・石

川徹氏等によって西島松南D遺跡A地点・第l ･第2地点として狭小範囲ではあるがその一部分が調

1



西島松5遺跡平成12年度

‘象亀
〆

1 遺跡の位置(IZI土地理院発行20"分のl地形図「札'幌」 ． 「苫小牧」を仙川している｡）図|I-1
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I 調査の概要

査され、縄文時代後期～同晩期を主体とする遺物や擦文時代の住居跡などが発見されており、北海道

教育委員会による遺跡範囲確認調査によっても、縄文時代前期～続縄文時代の遺物・遺構が発見され

た。この結果を受けて関係者による協議が行われ、工事の性格上計画変更は極めて困難であることか

ら、記録保存のための発掘調査を平成12年5月より当センターで実施することとなった。

なお、昭和61年から柏木川改修工事に伴い、恵庭市教育委員会によって、中島松1 ･ 4 ･ 5A地

点・ 6 ． 7遺跡、南島松2 ． 3 ． 4遺跡、西島松14･ 15･ 15B地点･ 17･ 18遺跡、仲町遺跡の発掘調

査が行われ、報告書が刊行されている。

4．調査結果の概要

平成12年度調査面積は、遺構確認調査地区(A－1地区6,000m2) を含む11,4501n2を予定していた。

ところがA－l地区では予想をはるかにこえる遺構、遺物が発見され、 またA－2地区（一部包含層

残存地区）でも25％調査の結果、 I層（耕作土）中に大量の遺物が含まれていることが判明した。こ

のためA－2地区は、 I層を機械力で除去する計画から手掘りによる調査に変更した。これらの理由

などから調査而積は当初計Imiより大巾に減少することになった。 また調査区南東側の崖部分（柏木川

寄りの低位段丘面に続く斜面）は調査区域外であったが、遺物出土範囲が崖部分に広がっているのが

確認された。このため一部(C-15付近、 B-22付近） を調査したところ、斜面から低地部にかけて

のところで大量の遺物が出土した。この結果を受けて北海道教育委員会は試掘調査を実施し、遺跡の

範囲が広がることが判明したため、調査範囲を変更し、次年度以降に調査を行うことになった。この

ような諸事情により、最終調査面積は、当初計画の約74％にあたる8,485m2である。

~
蕊
議

鑿灘
Z錘

Z謬り

；
鰯

篝
蕊雲蕊 溺謬

胡到ＹＸＷＶｂ

灘蕊
〆．Ⅸ

Ｃ
図1－2平成12年度発掘調査区
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西島松5遺跡平成12年度

西島松5遺跡は、ほぼ南西→北東に流れる柏木川とその支流キ1､ウシュメンナイ川に挟まれた標高

約25mの低い台地上に立地し、調査区は北から南へゆるやかに傾斜している。調査区全体が畑地とし

て利用されていたため、耕作の撹乱を受けていて、 とくにA l地区はⅣ層中まで深く耕作がおよん

でいて、遺跡の保存状態はあまり良くなかった。

遺構は、調査区全体に広がっているが、続縄文時代、擦文時代のものは調査区の北～北西側（キト

ウシュメンナイ川寄り）に集中し、縄文時代の遺構は、調査区のほぼ全体で検出されているが、 とく

に中央～南東側に多く分布している。

遺物は、縄文時代早期～擦文時代の土器、石器などが出土しており、鉄製品なども出土している。

遺構は、住居跡9軒、周溝のある墓6基、士曠218基、 Tピット8基、焼土56カ所、小ピット1,154

個などが検出された。また調査区北西側で、キトウシュメンナイ川に注ぐ沢地形が二カ所確認された。

住居跡は、調査区の北～北西側で縄文時代中期のもの6軒、中央～南東付近で縄文時代中期のもの

2軒、縄文時代晩期のもの1軒が検出された。H2 (縄文時代中期）では、壁際に内傾する杭状小ピ

ットがほぼ等間隔に見られる。H4 (縄文時代中期）では、床面から土器が横倒しの状態で一括出土

している。またH7 (縄文時代中期）は、床面上に炭化材が広がっていて、焼失住居の可能性が高い。

H8 (縄文時代中期）は長軸約8.80m、 6本柱の大型住居である。

周溝のある墓は、調査区の北西側で6基検出された。これらは北西→南東方向に、ほぼ直線的に分

布し、すべて擦文時代のものである。次年度以降の調査区に広がっているものと思われる。周溝は全

周せず、内部にマウンドが存在した可能性も否定できないが、耕作により深く撹乱・削平されている

ため確認できなかった。最も残存状態の良いX6は、周溝の直径5～6m、北西側と南東側が開口し

ている。墓曠は中央部に作られ、長軸方向は北西一南東、平面形は長方形で、長1lill約2.10m，短軸約

0.80mである。曠底壁際には、先端を尖らせた杭状のものを打ち込んだ痕跡があり、木榔状の構築物

が作られていたものと思われる。規模副葬品の位置から見て、南東方向を頭位とする伸展葬であろ

う。また墓曠曠底面からは大刀・刀子が出土している。副葬品であろう。

土壌は、 218基検出され、ほぼ調査区全体に分布している。擦文時代の士擴は154基、続縄文時代の

土曠は4基、縄文時代の土曠は59基である。 このうち土曠墓は擦文時代の84基で、他は性格・用途な

どは不明である。擦文時代の土曠墓は、調査区の北～北西側、沢地形l周辺に集中しており、調査区

北側に隣接する市道南23号線下に広がっているものと思われる。擦文時代の士曠墓は、北大Ⅲ式土器

期のものと擦文土器期のものに分けられる。北大Ⅲ式土器期の土曠墓は、長軸0.5m～2.0m、短軸0.3m

~1.20m、深さ0.2m～1.20mで、平面形は隅丸長方形または楕円形状である。長軸方向はほぼ北西一南

東方向である。これらには以下のような特徴が見られる。 1）頭位南東方向 2）屈葬 3）曠底四

隅に杭状の小ピットがある 4）頭部付近に二個の石が置かれている 5）頭位側壁に袋状ピットを

作り、土器を入れている。ただし上記の特徴をすべて備えている土曠墓は少なく、土曠墓ごとに違い

が見られる。 また大刀、刀子、鉄斧、鉄鎌、鉄雛などの鉄製品を副葬しているものが多く、 とくに大

刀、刀子の多さが注目される。これらは遺体の上、 または両脇付近に置かれるものが大半であるが、

なかには頭位側壁際に大刀や鉄斧を立てかけてある土曠墓もある。袋状ピット内の土器は小型の甕型

土器が多いが、注口土器や片口土器も少量見られる。これらの口縁部には意図的な打ち欠きが見られ、

打ち欠き部分を上にし、器体を斜めに傾けて入れられている。なお曠底部に木榔痕や、追葬の痕跡を

確認できたものもある。擦文土器期の土曠墓は、掘り込みは浅く、長軸方向も北西一南東、北東一南

西である。北大Ⅲ式土器期に見られた諸特徴は見られず、規模などから見て伸展葬のものが多い。ま

たP101 ･ 112には蕨手刀が副葬されていた。縄文時代の土曠は調査区の中央～南東側に分布している。

4



I 調査の概要

出土土器などから縄文時代中期末葉～後葉、後期末葉～晩期初頭のものもあるが、大半は時期を特定

することはできなかった。平面形は円形また楕円形の、掘り込みの浅いものが多く、性格・用途など

は不明である。

Tピットは、調査区の北～北西側に5基、中央～南東側に3基検出されている。TP2 ･ 3 ･ 4 ･

5は長軸方向がほぼ西一束方向で、等高線にほぼ平行している。TP7の曠底面には杭状の小ピット

がある。時期は不明であるが、 TP3は縄文時代中期の住居跡と重複しており、住居跡より古いもの

である。

焼土は、調査区の中央部付近に集中している。検出面や出土土器などから見て、縄文時代後期末葉

～晩期初頭に属する可能性が高い。

小ピットは、北側（沢地形1周辺） と中央～南東側に分布のまとまりがある。北側のものは擦文時

代の土擴墓周辺に広がっている。細い杭状のものが多く、擦文時代のものであろう。中央～南東側に

分布する小ピットは、径が大きく、柱穴状のものが多い。縄文時代後期末葉～晩期初頭に属するもの

と思われるが、住居跡のプランなどは確定できなかった。擦文時代のものともども、性格・用途など

は不明である。

遺物は、土器、石器、鉄製品などが出土しており、その総点数は286,989点である。この内訳は土器

200,899点、石器等85,838点、鉄製品249点などである。この他に須恵器片やガラス玉、錫製耳環、木

製品、獣・魚骨の骨片、炭化種子などの自然遺物なども出土している。

土器は、縄文時代早期～晩期、続縄文期（後北C2D)、擦文期のものが出土しているが、なかでも

縄文時代中期の萩ケ岡1 ． 2式、天神山式土器、縄文時代後期末葉の御殿山式土器、擦文時代の北大

Ⅲ式土器などが多く出土している。また須恵器片も少量ではあるが出土している。

石器は、石雛、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、 スクレイパー、石斧、すり石、たたき石、石皿

などが出土している。なかでも石鍍が1,108点と他に比して出土点数が多い。またフレイクや礫が多く、

約86％を占めている。フレイクは住居跡(H4 ． 7)や土曠(P20･21･39･101 ． 144)の覆土中に

大量に混入していた。

この他に北大Ⅲ式土器を伴う士曠墓からは多くの鉄製品が副葬品として出土している。大刀、刀子、

鉄鎌、鉄斧、鉄鎌や鉄環、釣針、針などが出土し、 とくに大刀・刀子が多い。

平成12年度調査では、予想をはるかにこえる遺構が発見され、大量の遺物が出土した。 とくに擦文

時代の土曠墓84基、周溝のある墓6基では、多くの鉄製品が副葬されていた。この鉄製品の保存処理

については、当センターでの処理能力を越えるものであったため、一部は、専門の機関に依頼するこ

とになった。そのため保存処理には二ヵ年を要することとなった。以上の事情により報告書は二回に

分けて刊行することになった。本報告書はその一回目である。本報告書では鉄製品の一部（保存処理

前の鉄製品の写真、実測図など）を掲載している。保存処理後の写真、実測図、科学的分析等は、平

成14年度中に平成13年度調査の台地上遺構と共に刊行する予定である。 また調査区南東側の崖部は次

年度調査分と一緒に報告することになっている。
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西島松5遺跡平成12年度

表1－1 遺構一覧

縄文時代
縄文時代 計続縄文時代擦文時代

早期後期 中期 前期晩期

917
~‘住居跡(軒） 1

6周溝のある蟇(基） 6

891土曠墓(基） 484

1291O 8 41土壌(基） 7(）

8 8Tピット(墓）

56 56焼土(ケ所）

小ピット(個） 1,1541,013141

3 3その他（ケ所）

表1－2 出土遣物（遺構）一覧土器など

Ⅳa Ⅳb Vc Ⅵ Ⅶ 未分類V 土製品･須恵器 計Ⅱ lIIl ⅣI

48周溝のある墓 52 287145 4 36

Qワ
ジ~』土曠墓 21209 715 3,257174 2 40

'、

0 ２ 66

13土曠 22693 596
『ー｢ー

00

1小ピット ２］

665住居跡 56 1,579806 111 40

832土壌 136 20 lO2 1,916779 1 4 141

Tピット 1295 ３12］

966焼土 2 78 ３ 2 73 5］ 1,1856 I

549小ピット 20 1 1 5721

354沢1 1,9991 19 951 ］ 3,720 2 7,047

246沢2 65 670
T戸

」り 2461 1 16 654 1,9161

X1 33 33

計 3,771 14326 180 3,833 17 ６ 69 6,805 3.283 18.1491 13

表1－3 出十遺物(遺構)一覧石器など

礫・

礫片
石槍また
はナイフ

つまみ付
きナイフ 7期|小計

きた
石

た §
皿

語
石

レ
ー

ク
パ

ス
イ

R

ﾌレイク

U

ﾌレイク
石錐 石斧 砥石 石核 小削 今二＋

『コロI石鑪 すり石 原石 石製品

周驚のある皇 4210 491 1
~ ~

土曠墓

土曠

2.986 3.0224 1q
LJ

、戸

乙0 22 20 4 446 ２ 3.4701q
LJ ２ 4 369 6

ワワワ
ム~』白 2841 3 ７ 1 1句

上』 髄
－
６

3505 15､

小ピット 1 1 ］ 2 ７２ ’

５

２

１

４

８

３

２

３

１

２

５

３

５

６

０

２

４

Ｌ

２

１ 14,525

632

11

1,024

58

ワワqq
色？＝ヅリ

住居跡 3 1 17 14.488 29 33 14,55813 1
ワ
〕 2 1 1

８

５

９

４

１

１

18

1貝
八J

19

土曠 5986 11 13 1 ３ 1 30 68011 ２ 2 2

Tピット 8 ２ 121 １

一

１

261 1

焼十 1,008 2 1,0431 13 ２ 131 1 ’

小ピット
｢ー、

00 61 4 1 1 』 64

沢1 31 2,145 114 38 39 3.6973 10 1q
ユリ 18 10 1.238 ２ 5 1.46429 ２

’
沢2 422 458 2 87

rー局戸

、イ、1 19 18 ３ 8 118
~

6

~
X1 3838 38

今､＝-L
ppI 22.059 22.328

1房1

L／上 1,836 ２ 6 2.228 2 24,55832 Q1
J土 112 38

戸甸

Oイ 86
1か

ID
寄再

/／ 9 8
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I 調査の概要

表1－4出土遺物(遺構)一覧鉄製品など

鉄鑛 鉄斧 鉄製品
鉄片

蕨手刀 直刀 小刀 釣針鉄鎌刀子 釘 鉄環 攝子 今壽＋
ロロI耳環

周溝のある墓 1 1 ２ 1

土曠墓 2 22 10 60 (4) 209(4)21 ll ５ 1 ２6 681

，
＋
’

一
三
口

谷

口 23２ 10 61 91
当｣ 11 ５ ６ 1 2 1 70 (4) 213(4)

表1－5 出土遺物(包含層)一覧土器など

I Ⅱ '111 Ⅳ Ⅳa Vb Ⅵ Ⅶ 土製品 須恵器 未分類 一言十
口ロ’

I ．Ⅱ,Ⅲ層 q7ワ
リ~0竺 354 6.498 2164,294 128 1,254 965 190 10 9,079 183､146

~

表1－6 出土遺物(包含層)一覧石器など

石鑛群石鍵辮雅ﾌﾑ,ﾌ山,鞘小計石斧すり石に憎き詞砥石#片

1,098 26 264 173 1341,057 43,70446,456 233 148 62 31 503,545

鯉
フレイク

チッブ 石核 原石 小計 石製品
＋
’

三
一
口

谷
口

“8 ’I ．Ⅱ｡m層 4，111 ；(） 50.597

表1－7 出土遺物(遺構)一覧鉄製品など

鉄製品
鉄片釣針鉄鎌直刀 小刀 鉄鏥 鉄斧 鉄環 攝子 耳環 今壹＋

ロロ’釘蕨手刀 刀子

I層 39７ 15 17

表1－8 出土遺物一覧

合計土器など 鉄製品など石器など

遺構 18,149
‘〕1ワ
全工~』 42,92424,558

包含層 39183,146 233,7825(),597

合計 256201.295 75,155 276,706
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

Ⅱ遣跡の位置と環境

1 ．遣跡の位置と環境

西島松5遺跡は恵庭市の西側、 JR恵み野駅から北西約800mのところに位置する。南東側を柏木川、

北西側を柏木川の支流であるキトウシュメンナイ川が流れ、当遺跡はこの二つの小河川に挟まれた標

高約25mの低い台地上に立地する。柏木川とキトウシュメンナイ川は本遺跡より500mほど下流で合

流する。 また、キトウシュメンナイ川は西島松5遺跡より500～600m上流に源流をもち、遺跡周辺で

も川底から水が湧いているのが確認できる。柏木川に面する側の台地の縁は急激に落ち込んでおり、

平野部における流路の変遷の様子が窺える。

柏木川のアイヌ語名はペケレペッ (Pekerepet) といい、 「木立のない草だけの場所、見晴らしの

よい川」の意である。一方、キトウシュメンナイ (Kituushimemnay)は「蒜のたくさんみられる

泉のある沢」の意とされ、当遺跡は、水場近くの木立の低い、比較的開けた土地につくられたものと

思われる。先述したように現在でも遺跡付近の川底からは水がわき出しており、 こうした状況を「メ

ム」 と表現したものと思われる。その意味で遺跡周辺の環境は、 この小河川が命名された当時の面影

を残しているといえる。 （中lll昭大）

2． 周辺の遺跡

恵庭市の遺跡は、茂漁川、柏木川、ルルマップ川とそ~れぞれに付随する小河川沿いに多く分布し、

特に柏木川沿いには市内の遺跡の約半数が確認されている。柏木川11遺跡では東釧路Ⅱ式の土器が出

土している。

縄文時代前期の遺物は西島松l遺跡で表面採集された静内中野式がある。

1962～1964年に調査が行われた西島松南B遺跡、西島松D遺跡はそれぞれ西島松3遺跡、西島松5

遺跡に相当し、北筒式の土器囲い炉をもつ住居跡1軒、擦文時代の竪穴住居2軒が検出されている。

遺物は縄文時代後期から晩期が大半を占め、ほぼ完形の後北式土器も2個体出土している。また柏木

川11遺跡では縄文時代後期後葉の住居跡が見つかっている。柏木川11遺跡から国道を挟んで反対側に

位置する西島松2遺跡を踏査したところ、縄文時代後期から晩期にかけての土器片を多量に採集する

ことができた。若干の時間'幅はあるものの、柏木川に沿って縄文時代後期後葉の遺跡が広がっていた

ようである。その他、柏木川流域では上流から柏木川l遺跡、柏木川13遺跡、烏松旭町2遺跡、南島

松4遺跡などが縄文時代後期の遺跡としてあげられる。

柏木川流域以外では、比較的近い茂漁川沿いに柏木B遺跡、柏木東遺跡、柏木A遺跡、茂漁1遺跡、

茂漁5遺跡、茂漁6遺跡などが分布する （図Ⅱ－5，表Ⅱ－2）。他の時代の遺跡も縄文時代早期か

ら擦文時代まで比較的多くの遺跡が立地している。 （石井淳平）

3．北大Ⅲ式期の土墳墓と周溝のある墓

袋状ピットや塘底の小ピットをもつ北大Ⅲ式期の土壌墓は余市から千歳にかけての石狩低地帯に分

布し、西島松5遺跡周辺ではユカンボシE5遺跡やE7遺跡、柏木川1遺跡などで見つかっている。

本遺跡付近は石狩低地帯の中でも特に密集しており （図Ⅱ－4）、 この地域が北大Ⅲ式期における一

つの中心的な役割を果たしていたようである。また、この時期見つかっている遺構の多くは墓であり、

住居跡の検出例はきわめて少ない。西島松5遺跡でも土擴墓を残した人々の集落跡などは見つかって

11
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図Ⅱ－1 遺跡周辺の地形図（1） （国土地即院発行5万分の1地形「忠庭」を使用している。○は西島松5遺跡）
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

2遺跡周辺の地形図（2） （大H本純l陸地測量部Mfllll年9月30H発行5)J"のl地形図｢札I雌七号｣を使用している｡Oは西島松5jm跡）図Ⅱ
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3遺跡周辺の地形図（3） （火n本帝|到陸地i川j郷明治43"1211 1511発行5万分の1地形図｢札幌上号｣を岬している｡OはI鴫松5遺跡）図Ⅱ
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、 旭川

石狩湾石狩湾

11

《《
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？

、

い
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●土曠墓検出遺跡

△北海道式古墳及び類似の遺構検出遺跡
内浦湾

L/ /=J

図Ⅱ－4北大Ⅲ式期～擦文前期の墓検出遺跡分布図

北大Ⅲ式期～擦文前期の墓検出遺跡一覧表Ⅱ－1

~ 概要

北大Ⅲ式期の土壌墓7基

北大Ⅲ式期の土曠墓18基

後北C2-D式の土曠墓13基、北大Ⅲ式期の土擴墓4基

北大Ⅲ式期の土曠墓1基

北大Ⅲ式期～擦文前期の土曠墓84基､周溝のある墓6基

所在地番号 潰跡名

余市町天内山遺跡
■
』
■
■
■

小樽市藺島遺跡2

石狩市ワッカオイ遺跡3

江別市萩ケ岡遺跡4

恵庭市西島松5遺跡5

恵庭市ユカンボシE5遺跡6

恵庭市ユカンボシE7遺跡7

柏木川1遺跡 恵庭市8

恵庭市島松沢3遺跡９
’
わ 千歳市ウサクマイ遺跡

江別市町村農場1遺跡11

江別市後藤遺跡12

恵庭市柏木東遺跡13

千歳市ユカンボシC15遺跡14

15
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図Ⅱ－5西島松5遺跡と周辺の遣跡
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

表Ⅱ－2周辺遺跡一覧 （恵庭市A-04)
鍔
－
９
｜
巾
一
ｍ
吃
個
粋
一
幅
幅
打
旧
一
旧
一
ｍ
一
劃
一
座
率
一
酔
一
空
一
お
~
訂
記
一
調
一
犯
訓
一
王
調
一
弘
一
弱
一
王
諏
一
狛
一
調
扣
“

遺跡名

柏木A

柏木B

柏木C

柏木沢

茂漁チャシ

柏木東(茂漁古墳群）

茂漁l

茂漁2

柏木水源地

柏木川l

柏木川2

柏木川3

柏木川4

柏木川5

柏木川6

柏木川7

柏木川8

柏木川9

柏木川10

柏木川ll

柏木川12

柏木工業団地l

柏木工業団地2

柏木工業団地3

柏木工業団地4

西島松l

西島松2

西島松3

西島松4

西島松5

西島松6

西島松7

西島松8

西烏松9

西烏松10

西島松ll

西島松12

西島松13

西島松14

西島松l5

西島松16

島松寿町l

烏松寿町2

島松仲町

柏木川13

茂漁3

茂漁4

茂漁5

茂漁6

性格

遺物包含地

住居跡、墳墓

遺物包含地

遺物包含地

チャシ跡

墳墓

遺物包含地

遺物包含地

墳墓

住居跡、墳墓

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

住居跡、墳墓

遺物包含地

遺物包含地

住居跡、墳墓

遺物包含地

住居跡

住居跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

住居跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

時期 文献(複数ある場合は新しいもの）

擦文

繩文（早～晩)、続繩（北大) 1981 「北海道恵庭市柏木B遺跡発掘洲査報告i'l:l

縄文（晩期）

アイヌ

擦文 1966「忠庭遺跡』

繩文(晩期)､続縄(後北)､擦文(北大） 1979「統千歳遺跡』

擦文

縄文（中,後期)、統縄､擦文

縄文（中・晩期)、擦文 1971 『柏木川』

縄文（中・後期）

縄文（中・後期）

縄文（後期）

縄文（早・中・後期）

縄文（早・前・中期）

縄文（中期）

縄文（中期）

縄文（中期）

縄文（後期）

1988「｢柏木川8遺跡」 「柏木川13遺跡｣」

1955 「柏木川1l遺跡（Ⅱ)』

縄文（中・後・晩期）

縄文（後期)、続縄、擦文

縄文（前期）

縄文（後期）

縄文（前～晩期)、擦文 1966『恵庭遺跡」

縄文（後期）

1966「恵庭遺跡』

縄文（前～後期)、擦文

繩文（早・中･後期)、擦文

婬

娼

一

“

妬

一

妬

幻

一

媚

一

幅

一

理

記

一

弘

極

ｍ

帷

帳

脂

縄文（晩期)、擦文

縄文（中期）

縄文

縄文（中・後・晩期）

縄文（中期）

擦文

縄文（後期）

縄文（後． |晩期)、擦文

縄文（早・中・後期）

縄文（中期)、擦文

縄文(中期)､続縄文(後北C2.,)､擦文(前期）

光土器､縄文(前～晩期)､縞縄文(北大) ､擦文(前期）

擦文（北大Ⅲ）

続縄文・アイヌ

1993『｢i呵烏松14遺跡」 「西島松15遺跡｣』

1994「｢烏松仲町遺跡」 「1ノリ島松15遺跡B地点｣」

1966「恵庭遺跡』

1994 『｢島松仲町迩跡」 「西島松15遺跡B地点｣』

I

1977 「茂抑4遺跡」

1997 『茂漁5遺跡』
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いない。

周溝のある墓は、従来「北海道式古墳」 と呼ばれていたものも含めると、 これまでに江別市の町村

農場1遺跡、後藤遺跡、恵庭市柏木東遺跡（茂漁古墳群)、千歳市ユカンボシCl5遺跡の4遺跡で見

つかっている。これらは「古墳」の名称から明らかなように墳丘をもつものが普通であるが、ユカン

ボシC15遺跡で検出された「周溝のある墓」は墳丘をもたないことが確認されている。本遺跡で検出

した周溝のある墓も墳丘は確認できていないが、耕作による削平のため、本来の姿は不明である。

北海道式古墳や周溝のある墓は8世紀から9世紀代にかけて営まれたと考えられており、時期的

には袋状ピットをもつ土曠墓に後続するようである。 （石井淳平）
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Ⅲ調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 ．調査区の設定（図Ⅱ－1 ）

西島松5遺跡の発掘調査区は柏木川河川改修工事におけるUSPOとUSP100を結ぶ南北方向の直線を

基軸に、 5×5mメッシュの区画として設定した。この基軸をRラインとし、東から西へ5mごとに

アルフアベットを付して表記した。同様にUSPOを0とし、北から南へ5mごとにアラビア数字を付

して表記した。Rラインは真北に対して26｡51! 1''東偏する。

グリッド名は北東の交点におけるアルファベットとアラビア数字によって「M-20」のように呼称

した。また、 アルファベットは大文字によって表記し、 Z以降は小文字に変えて表記した。

基準杭の平面直角座標系第Ⅱ系による座標値は以下の通りである。

USPO (R-0) :X=-121292.638 Y=-55345.279

USP100(R-20) :X=-121381.857 Y=-55390.445 (石井淳平）

2．調査の方法

A－l地区は重機による表土・耕作士除去の後、遺構確認を行い、A－2地区は25％調査により遺

物密度が高いことを確認したため、表土から人力による掘削を進めた。 I層の掘り下げには重機又は

スコップ・ジョレンを用い、 Ⅱ～Ⅲ層の掘り下げには、遺物の密度に応じて、スコップ・ジヨレンと

移植ゴテを使い分けた。

(1)遺物の取り上げ

I層を含む包含層出土の遺物はグリッド毎、層位毎に取り上げた。遺構内の遺物は覆土内に混入し

たと判断したものについては層位のみを記録して取り上げ、曠底出土のものや一括性が高いと判断し

たものについては、図化または地点を記録して取り上げた。

（2） フローテーシヨン・土壌水洗

土曠墓の曠底付近の土壌、住居床面付近の土壌、焼土などは、動物依存体や種子などの微細遺物を

抽出することを目的に、 フローテーション・土壌水洗を行った。フローテーシヨンは作業効率が低い

ため、採取した土壌の一部を抜きとり、作業を実施した。フローテーションを行わない残りの土壌に

ついては、全て土壌水洗を行った。

フローテーシヨンは浮遊したものについては0.2mm、 0.425mmのメッシュを通して回収し、沈下し

たものについては5mmのメッシュを通して回収した。

土壌水洗は5mmのメッシュを通して微細遺物の回収を行った。 （石井淳平）
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Ⅲ調査の方法

3．土層

基本層序

基本層序については次のように設定した。はじめに、各層の観察手順について説明しておく。なお、

土層の観察には「標準土色帖』 （小山・竹原1967)および『土壌調査ハンドブック』 （ペドロジスト懇

談会1984)を用いた。

観察項目l :礫（直径2mm以上）

①岩石の種類；岩石の三大別の「火成岩｣、 「堆積岩｣、 「変成岩」の三区分から判断する。名称がわ

かるものは特定する。

②混入量； 『標準士色帖』の「面積割合」 と比較し、近似する「パーセンテイジ（％)」を判断す

る。

③粒径；平均的な粒径、最大粒径を「mm」単位で計測する。

④形状；円磨度を「角礫｣、 「亜角礫｣、 「亜円礫｣、 「円礫」の四区分から判断する。

⑤風化の程度；風化の程度を「未風化｣、 「半風化｣、 「風化｣、 「腐朽」の四区分から判断する。

観察項目2 ：砂、 シルト、粘土（直径2mm以下）

①土性区分；手ざわりや肉眼観察により、 「野外土性」で判定する。

②色調；水分を含んだ状態での色調に、近似する色を『標準土色帖』から判断する。

③粘着性； 「なし｣、 「弱｣、 「中｣、 「強」の四区分から判断する。

④堅密度； 「すこぶるしよう｣、 「しよう｣、 「軟｣、 「堅｣、 「すこぶる堅｣、 「固結」の六区分から判断

する。

観察項目3 ：層界

下位の層との層界を「画然｣、 「明瞭｣、 「判然｣、 「漸変」の四区分から判断する。

観察項目4 ：その他

その他特徴的な観察事項について記録する。

I層：耕作表土

項目l ;①樽前a降下軽石(Ta-a) @5%程度③8mm程度以下④円～亜円礫⑤未～半

風化

①軽石（Ⅳ層） ②8％程度③様々な粒径④円～亜円礫⑤風化～腐朽

項目2 ;OLoam(壌士） ②黒色(10YR2/1)他③弱④堅

項目3 ；画然～明瞭

項目4 ；地表土、Ta-a、 Ⅱ層、 Ⅲ層、Ⅳ層が耕作によりかき混ぜられた結果、生じた攪乱層。

樽前a降下軽石層(Ta-al739年降下）

項目l ;①軽石②90%程度③15mm程度以下④亜円～亜角礫⑤未～半風化

項目2 ;mand (砂土）②灰白～白色③なし④すこぶるしよう＊小粒径の軽石、火山砂・灰

項目3 ；画然～明瞭

項目4 ；二次堆積も含め、 くぼ地等にみられる。比較的粒径ごとにまとまっているのはプライマリ

ーな堆積と考えられる。これらは大きく次の三つに分けられる。

第1層; lmm程度の軽石主体の層第2層; 1mm以下の砂主体の層

第3層； 1～2mm程度の軽石に5～1Omm程度の軽石10%以下混じる。
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黒色土

；なし

;@ClayLoam(埴壌土） ②黒色(10YR1.7/1)他③中

④軟

；判然～漸変

Ⅱ層

項目

項目

v ，ノ Qノ

１

２

項目3

Ⅲ層：漸移層

項目l ;なし

項目2 ;OClayLoam(埴壌土） ②黄榿色(5YR5/8)他

④軟

項目3 ；判然～漸変 ’
3)中

Ⅳ層

図Ⅲ－3土層模式図

W層

項目1 ；①支笏軽石②15～20%~2mm以上最大75mm程度④円～亜円礫⑤風化～腐朽

①恵庭a軽石②5%~4mm程度④円～亜円礫⑤風化～腐朽

項目2 ;@ClayLoam(埴壌土） ②にぶい黄褐色(10YR5/3) ③中④堅

＊支笏軽石を手で砕いた感触に類似する。

項目4 ：明赤褐色(2.5YR5/8) を呈する、鉄が集積された部分あり。

＊Ⅳ層支笏軽石が、恵庭a降下軽石を若干量取り込んで、二次堆積し土壌化した層である。

*1V層下位に、恵庭a降下軽石を主体とする水成二次堆積層あり （部分的に確認)。

水成二次堆積層；次の①～③の互層で認められる。

①；黄榿色を呈するHeavyClay (重粘土)。恵庭a軽石が土壌化した層。

②；砂礫層（最大1Omm程度以下の砂礫円礫)。

③；恵庭a軽石（二次堆積最大50mm程度以下円礫下位は粒径が大きい)。

以上の観察項目から、層序の形成については、次のように推測される。

l ;支笏軽石流堆積（遺跡よりも高い地点に約32,000年前）

2 ；恵庭a降下軽石堆積（遺跡よりも高い地点に約14,000年前）

3 ；恵庭a軽石の二次堆積（｢水成二次堆積層」形成）

4 ；支笏軽石が恵庭a軽石を若干量取り込んで二次堆積（｢Ⅳ層」の形成）

5 ；土壌化の進行（｢Ⅲ層、 Ⅱ層」形成）

6 ；樽前a軽石降下(｢Ta-a」形成 1739年）

7 ；地表土形成と耕作による攪乱層（「I層｣）の形成 （未光正卓）
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Ⅲ調査の方法

4．整理の方法

（1）土器

土壌墓から出土したⅦ群土器は完形又はほぼ完形の状態で出士したものが多く、 これに対し、縄文

時代から続縄文時代の土器は竪穴住居跡から出土したものを除き、ほとんどが破片の状態で出土した。

このため整理作業はⅦ群土器の接合・復元に重点を置いて進めた。

土器の計測項目はⅦ群以外の土器では「口径」 「底径」 「器高」を計測し、Ⅶ群ではこれに加えて

｢胴部最大径」 「容量」を計測した（図Ⅲ－4)。容量は、土器内壁を高さlcmの円錐台の集合体と見

なし、円錐台の両端面積の平均値に、高さを乗じた値の合計を算出して求めた。

Ⅶ群土器の器面に施される「ハケメ」 「ミガキ」 「ナデ」などの各種の調整と内外面に付着する「煤」

｢炭化物」は、全て一覧表にして記述した。調整は土器の内外面を「口縁部～頚部」 と「胴部」に二

分して記述し、煤や炭化物は「口縁部～頚部｣、 「胴部上半｣、 「胴部下半」に三分し、それぞれの範囲

での付着率をパーセンテージで表した。外面は煤と被熱による煤の酸化消失、内面は炭化物の付着を

記録した。 （石井淳平）

（2）石器

遺構出土の石器は現地で水洗、遺物台帳、遺物カード作成を行い、随時完形品を主に掲載石器を選

び出す。包含層出土の石器は、平成13年度の現場作業と併行して現地で水洗、台帳・カード作成、選

び出しを行い、札幌のセンターで遺構出土の石器を優先して順次実測、 トレースを行った。石器は細

分類、石材同定ののちフレイクチップ以外の全点について計測を行った。掲載石器は遺構出土のもの

が265点、包含片出土のものが524点で、 これらはすべて撮影し、収録した。

（3）金属器

はじめに：保存処理を実施した資料は西島松5遺跡の7～8世紀の墓曠に副葬された、大刀、直刀、

刀子、袋状鉄斧、鉄雛、攝子、耳環、釘、用途不明の金属製品などである。ただし、取上げが要請さ

れた時点には、多くの金属製品は出土後に露出状態で遺構内に長期間置かれていたものであり、表面

に著しい劣化が認められていた。これらには単独で出土するものや数点が密着し、他素材と複合して

出土するものが見られた（出土状況の詳細は本文参照)。複合密着して出土したものには、取上げ時

やサビ取り時に新たに数点の金属製品や他素材の密着が確認されたものも多い。取り上げ時に参考と

した現場出土状況図は、土壌から露出した金属製品の観察のみに留めたものがほとんどであたったた

め、複合密着の可能性のあるものについては細心の注意をはらいながら下部や周辺の土壌ごと切り取

って取り上げた。 また、取り上げた資料については、保管や搬出時の劣化を避けるため、できる限り

現場遺構内や現地整理事務所において、脆弱資料の仮強化と養生作業に努め、その作業の済んだもの

から順に保存処理室に搬送した。その結果、通常の遺跡と比較して鞘・把などの木質．樹皮や骨角、

漆膜、布・紐などの繊維製品が付着するものを多く得ることができた。ここでは、取り上げから保存

処理までの概略を述べる。

遺物の取上げ：遺構は曠底部の急激な乾燥をさけるために、 ビニールシートやベニヤ板などで養生

されていたが、遺物については図化・写真撮影、見学者のために遺構内に長期間置かれていたものが

多い。大雨により冠水し、再び泥に覆われたこともあったとのことである。湿性状態と急激な乾燥状

態が繰返され、金属製品に大きなストレスやダメージを与えていた。 したがって、湿性状態の露出期

間の長い資料には、亀裂、損壊、漆膜の暴れ、繊維付着部分の劣化．欠落が見られた。これらの中で
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木質、漆膜、繊維人骨等の残存する資料には、湿性状態からの急激な乾燥を避けるため、資料の状

態を判断しながら霧吹き、希釈したPEG200溶液（ポリオックスの使用も効果的)、バインダー#18溶

液などを塗布し、表面を画仙紙や不織布などで固定した。すでに乾燥状態にある資料は、数％のパラ

ロイドB72溶液などを塗布し仮強化した。非常に脆弱なものや金属内部が中空状態となって接損、損

壊の恐れのあるもの、土壌中で数点が密着して折重なるものなどは土壌ごと切り出し、表面を画仙紙

や不織布で養生した後、台木や発砲ウレタン樹脂などを台座として、資料形状に合わせて樹脂製ギプ

ス（オルソキャスト）を捲いて固定して取り上げた。取上げ後は、直ちに開封し余分な土壌を除去し、

基本的に室内で徐々に乾燥した。脆弱な資料は必要に応じてアルコールで脱水したり、パラロイド

B72溶液などを塗布し仮強化したものがある。乾燥状態にある資料は、 シール容器に入れ、資料がシ

リカケルとともに容器内で移動・衝突しないように養生した。取り上げ時の接合・劣化状況等はポラ

ロイド撮影、デジタルカメラ撮影、模式図などを取り上げカードともに資料に添付した。シール容器

内等に収まらない資料は台木や発砲ウレタン樹脂製の台座とともにガスバリヤー性の高い特種フイル

ム （エスカル）に脱酸素剤(RPシステム） とインジケーター、極少量のシリカゲルを封入して搬送

した。搬送にあたっては、脆弱遺物に対して、震動等の衝撃に耐うるように充分な養生を行い、養生

作業終了毎に保存処理室に運び込まれた。コンテナに収納できない大型のものは低湿乾燥庫に収納し、

シール容器に収まるものはコンテナにまとめて収納し、作業時以外は特別収蔵庫で恒温恒湿状態で保

管されている。

観察と保存処理計画： 保存処理については、サビや不要付着物の除去、脱塩を行い、樹脂含浸強

化、写真撮影、実測図作成、遺物搬送に耐えうる程度の強度を目標とした。保存処理作業を始めるに

あたっては、事前に資料の構造調査、材質調査等の資料の現状把握に重点をおいた。室内作業では、

出土資料を1点ずつ、出土状況図、出土状況写真、取上げ台帳の照合しながら、保存処理受入れ台|帳

を作成した。台1帳が出来たものから順に、観察カードにスケッチしながら現状を記録し、特に複合素

材の鋳着状況観察を重点に、鍔、飾金具、象眼、樹皮、骨、木質、漆膜、繊維、別素材の付着状況に

注意を払い、実体顕微鏡やHDビデオマイクロ装置を併用して観察した。サビや厚く堅い土壌が付着

し、内部の状況が不明な資料はX線透視写真により観察し、保存計画を作成している。資料が作業過

程で収縮・劣化する可能性もあることから処理前写真撮影やX線透視撮影は欠かせない。これらの観

察結果、蕨手刀、大型の大刀、直刀などのうち漆塗り、装飾のあるもの約20点は、当センターの施設、

機器、技術水準における保存処理が困難と予想されたため、実測図作成、X線透視撮影、各種材質分

析を含めて元興寺文化財研究所保存処理センターへ保存処理を依託することとした。ただし、他の資

料については、細部を充分にチェックできていないので、今後の観察、 クリーニング過程で当センタ

ーで処理困難となるもののが発生する可能性もある。

保存処理の方法：東北芸術工科大学松井敏也氏により、西島松5遺跡の鍛造鉄製遺物は資料の黒色

腐食層中に塩化物イオンと硫化物イオンが見られ、硫化物イオンが著しく多いことが指摘された。こ

のことから土壌中の火山成分の影響を強く受け、サビが遺物内部まで進行しており充分な脱水と脱塩

作業が必要と判断された。

脱塩処理には塩化物イオンと硫化物イオンの両方を溶脱する効果がある高温高圧脱塩法（高温蒸気

法） を実施した。銅や錫製品は蒸留水+0.2%BTA溶液に、鉄製品は蒸留水+0.2%BTA+0.2%ホ

ウ酸溶液に浸漬し、陰イオンの残留度や資料へのストレスを判断しながら基本的に4～5回施した。脆

弱なものや木質や繊維等の有機質等の残存するものは予め樹脂含浸してから脱塩し、基本的には脱塩

処理前にサビの除去とクリーニングを実施している。頑固なサビについては脱塩処理後あるいは脱塩
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と並行して行い、重量変化が無くなるまで恒温乾燥庫で充分に乾燥したのちに樹脂含浸を行っている。

銅や錫製品にはBTA+トルエン＋アセトン＋パラロイドB72の混合溶液に浸漬し、減圧タンク内

で40～50mmHg程度の減圧含浸工程を3回に分けて実施した。 さらに充分に乾燥させた後、 トアイ

ンクララツク （アクリル系合成樹脂+2%BTAの市販品） をスプレーした。鉄製品については、非

水系のパラロイドNAD10 (アクリル系合成樹脂）エマルジョンに浸漬し、減圧タンク内で40~

50mmHg程度の減圧含浸工程を3回に分けて実施した後、充分に乾燥させた。なお、脱塩処理や樹

脂含浸によって変形、破損の恐れのあるものは実測図作成を優先している。樹脂含浸後の資料表面は、

樹脂によって実測図作成及び写真撮影の障害とならないように拭き取り、光沢などを押さえぎみ処理

した。

接着・補填・充填にはエポキシ系樹脂（セメダインハイスーパー等）に適量のフェノール樹脂マイ

クロバルーンを混合したペーストや市販のエポキシパテを使用した。明瞭な折損にはシアノアクリレ

ート系樹脂（アロンアルファ） を使用した。充填箇所の古色付けにはアクリル絵の具を使用し、接

着・充填箇所を観察カードに記入している。

今回は報告のための実測図作成が優先されたため、実体顕微鏡、HDビデオマイクロ、 X線透視撮

影装置による構造調査を実施しているが、金属、樹種、繊維、骨角、漆膜など材質調査は今後の整理

計画にゆだねられる。

まとめにかえて：今後はこのような資料の出土が予想される遺跡では、当初から経験者や充分な研

修を受けた者を配置し、報告計画を含めた調査体制を考慮すべきである。現場における充分な資料観

察や応急処置が、保存処理、構造調査、材質調査をスムーズにさせる。 また、最近では重要な遺構・

遺物について、遺構ごと切り取り、室内で詳細調査することにより大きな成果が得られている事例も

あるので調査取り上げ方法について充分な検討が必要である。

保存処理を実施した遺物は、 どのような環境化でも永久にサビたり、変形しない状態となったわけ

ではない。金属製品を脱脂綿、ガーゼ、晒等で直接養生することは、資料が引っ掛かり破損したり、

新たに空気中の湿気を呼び込む結果となるので好ましい保管方法とは言えない。処理済みのものであ

っても、出来る限り急激な温度変化や湿度変化の少ない環境に保管するようにし、保管環境によって

は再処理の可能性もあるので定期的な経過観察やシリカケル交換、 RPシステムによる収納を心がけ

るべきである。 （第1調査部第1調査課保存処理部門）

（4）微細遺物

フローテンション、土壌水洗などで出土した炭化種子及び動物遣存体は、当センターにおいて一次

分類を行い、整理番号を付した後、炭化種子は札|幌国際大学吉崎昌一氏、椿坂恭代氏に鑑定を依頼し、

動物遣存体については千歳サケのふるさと館高橋理氏、北海道大学大学院獣医学部太田夕佳氏に鑑定

を依頼した。 （石井淳平）

（5）遺物の記録と保管

土器、石器、鉄製品など遺物の実測図、遺物集計、写真等の記録類は当センターに於いて保管され、

遺物類は、整理作業、保存処理終了後、報告書刊行ののち恵庭市教育委員会において保管される。

5遺物の分類

(1)土器
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土器は縄文時代早期に属する資料をI群とし、以下順に前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩

期をV群、続縄文時代をⅥ群、擦文時代をⅦ群とした。各群毎に細分しうるものは群の後にa～c類

を付し、 「Ⅱ群a類」の様に呼称した。さらに細分する際にはアラビア数字を付し「Ⅱ群a－1」の

ように呼称した。

I群縄文時代早期に属する土器

a類 ：貝殻腹縁圧痕文、条痕文が施された土器群

a－1類：物見台式、暁式に相当するもの

a－2類：虎杖浜式、沼尻式に相当するもの。

b類 ：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、等が施された土器群。

b－1類：東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する士器。

a類 ：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された丸底、尖底の土器群。

a－1類：綱文式土器に相当するもの。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類 ：円筒土器下層式、大麻V式に相当

するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器

Ⅲb類 ：円筒土器下層式、植苗式、大麻式

に相当する土器群。

a類 ：円筒土器上層式、萩ヶ岡1 ． 2式

に相当するもの。

b類 ：天神山式、柏木川式、北筒式に相

当するもの。

b－1類：天神山式に相当するもの。

b－2類：柏木川式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 ノダップ式、煉瓦台

式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器。

a類 ：余市式、入江式、手稲砂山式に相

当するもの。

b類 ：ウサクマイC式、手稲式、ホッケ

マ式に相当するもの。

c類 ：堂林式、御殿山式に相当するもの

（口縁部や頸部に刻みが施される

資料は堂林式の古手として扱う)。

V群縄文時代晩期に属する土器。

口径 』I

「
cIn

I 器高

~~

聯幽 世

F座斗書量臺("需噌1※ ｈ

ｎ
一
之
三

図Ⅲ－4Ⅶ群土器計測値
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a類 ：大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類 ：大洞Cl式、大洞C2式に相当するもの。

c類 ：大洞A式、大洞A'式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器。

Ⅶ群擦文時代に属する土器。 (石井淳平）

（2）石器・石製品

器種別の大分類にとどめ、細分は行っていない。整理作業で使用した分類の名称及び報告の際の概

ねの掲載順は以下の通りである。

剥片石器

石鍍石槍またはナイフ石錐つまみ付きナイフ スクレイパー

Rフレイク （加工痕のある剥片) Uフレイク （加工痕のある剥片）

フレイクおよびフレイク・チップ石核原石

礫石器

石斧すり石たたき石台石・石Ⅲ砥石礫・礫片

石製品

玉垂飾石棒異形石器

（3）金属製品

直刀：刀身長が30cmを超える刃物。本来、小刀や刀子とは機能の違いによって区別されるべきも

のであるが、今回は刀身長の計測値により便宜的に区別した。

蕨手刀：柄部分が湾曲する独特の形状を有する刃物で、直刀とは区別した。

小刀．刀子＝刀身が30cm以下の刃物。小刀と刀子も機能の違いによって区別されるべきものと考

えるが、現段階で区別が困難なため同じカテゴリーに含めて扱った。構造や法量によ

る分類基準を作成する必要がある。

鉄斧：今年度報告するものは全て「袋状鉄斧」 とよばれる柄を差し込むためのソケットを有するも

のである。

鍼：雛身部の形状と茎の有無により

①かえしをもたないもの

②かえしをもつ有茎のもので、中柄に茎を差し込んで着柄するもの

③かえしをもつ無形のもので、切り込みを入れた中柄で錐身部を挟んで着柄するものに分類で

きる。

鎌＝残存状態のよいものは少ないが、内湾する刃部をもち、幅に比して薄い刀身をもつ刃物を「鎌」

と判断した。

攝子＝毛抜状の鉄製品 （石井淳平）
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刀身元厚
〆

茎先厚 刀身先厚

＝一一F－－

葉
|， 全長

’ 刀身長茎長

ｲ〆〆刀身先’
ラ鋒

、

茎先幅

身刀

~
一
壱
柄

鞘鍔

鋒カマス

⑤
刃

（ ’ 責金具足金具 鋒（切っ先）の形状

｜

柄頭

｜

柄

I

鞘尻金具鍔

厚

↓

一

吋

Ｋ

脾

~

一

一

謡

一

一

~

一

戸

基部幅
刀・刀子の部位名称と計測項目

、
、

、
、

．
、
、

’

’

’

１

１

’

１

１

１

１

‐

１

１

１

、

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

平棟 丸棟

▽▽”

臥”

○“
刀身の形状

雛身部幅

三ニヨー
、ユュ

）
鍬
部
身
長合口式

全長
1

錐身部厚

）
呑口式

茎長

管 栓

呑口

鉄雛の計測項目

鉄斧の計測項目

図Ⅲ－5鉄製品の部分名称と計測項目

28



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

1 ．概要

本章では、擦文時代～続縄文時代の遺構・遺物を取り扱い、周溝のある墓6基、土擴墓84基、土曠

74基、小ピット141個とその出土遺物について掲載し、説明している。

遺構は、周溝のある墓、士曠墓土壌、小ピットの順に記載し、基本的には遺構番号順に説明して

いる。周溝のある墓、土曠墓士曠は遺構毎に説明し、土曠は事実記載のあとに遺構図などを掲載し

ている。また小ピットは、規模、平面形、土層注記などについて一覧表にし、遺構位置図、土層断図

等をまとめて掲載している。

周溝のある墓、土曠墓は、位置、規模、確認・調査、土層、曠底、壁付属構築物、遺物出土状況、

出土遺物、重複・新旧関係、時期の順で、土曠は、位置、規模、確認・調査・土層、曠底・壁、遺物

出土状況、出土遺物、性格、時期の順でそれぞれ説明しており、最後にその遺構についての簡略な．
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W擦文時代～続繩文時代の適構と遺物

メントを付記している。

出土遺物は、土曠、小ピットのものはそれぞれ事実記載、一覧表、遺構図のあとに土器、石器の順

にまとめて掲載し、周溝のある墓、土曠墓は各遺構毎にまとめて土器、石器、鉄製品の順で掲載して

いる。また掲載土器・石器・鉄製品などは一覧表にして各項の最後にそれぞれまとめて掲載している。

各遺構の出土遺物はⅦ章の最後にまとめて一覧表にして掲載している。

2． 周溝のある墓

周溝のある墓は、調査区の北西側で6基検出された。これらは南から北へゆるやかに傾斜する標高

25.20m～24.10mの緩斜面上に立地する。X2～X6はほぼ南北方向に並び、かたまりを見せているが、

X7はやや離れて沢1と沢2の間に作られている。X2とX6には弧状の周溝があり、 X4， X5で

は周溝の一部が検出されただけである。またX3、 X5、 X6、 X7は墓曠が検出されているが、 X

2、 X4では確認できなかった。このようにX2， X6以外は明瞭な周溝は認められなかったけれど

も、墓曠に付設する溝状の構築物を有するものを「周溝のある墓」 とした。 また調査区全体が耕作に

よって深く撹乱、削平を受けているため周溝内（墓曠の上）に明確な盛土があったかどうかは不明で

あった。しかしながら周溝の覆土や周辺の土層堆積状況などから見て、盛土といえる明確なマウンド

が作られてはいなかったのではないか、あるいは明確な盛土を推測させる裏付け資料が見つからなか

ったため、本報告では「周溝のある墓」という呼称を用いることにした。

出土遺物はX6で大刀と刀子が出土しているが、遺構に共伴する土器などは出土していない。ただ

遺構周辺の土層から須恵器破片が数点出土しただけである。このためこれらの形成時期は明確ではな

い。周溝のある墓は、次年度以降の調査区に広がることが予想されることから、今後の調査結果によ

ってどのような「墓」であったのか、盛土を含めて再検討することにしたい。

X2 (図Ⅳ－3 ･ 4 表Ⅳ－1 表l ･ 2 図版1 ･ 2 ･ 123)

位置:Q-13 規模（周溝) :4.92m

確認・調査：周囲は耕作による削平のため、 Ⅱ、 Ⅲ層が存在せず、 I層除去後のⅣ層で検出した。グ

リッドQ、 R-13のI層除去中に北側の周溝を検出した。当初はTピットなどの細長い遺構かと考え

たが、ゆるく弧を描いていたため、円形の溝状遺構の存在を予想し、隣接するグリッドQ、 R-14の

状況を確認した後、調査を開始することとした。グリッドQ、 R-14のI層除去後に南側の周溝も確

認し、二つの溝状遺構が対になるものと判断した。この時点で、本遺構が区画をもつ墓ではないかと

考え、周溝内を精査したが、墓曠や埋葬施設の痕跡は確認できなかった。北側の周溝に2カ所、南側

の周溝に1カ所のセクションベルトを設定し、掘り下げを行った。覆土中から土器や石器の小片が出

土しており、 これらが本遺構に直接関わる可能性は低いと考えたが、地点を計測して取り上げた。断

面図の作成、写真撮影の後完掘し、平面図の作成と完掘写真の撮影を行った。

土層（周溝） ：南北周溝とも少量のパミスを含む黒色士が主体で、 自然堆積によるものと判断した。

本遺構にはマウンドが存在した可能性もあり、マウンドが崩壊して周溝内に流れ込んだ可能性もある

と考えたが、そのような痕跡は確認できなかった。また、南側周溝の土層2はにぶい黄褐色の土壌で、

周囲に似たような土壌が存在しないことから、広域に降下した火山灰の可能性もある。

曠底・壁（周溝） ：掘り具の痕跡と思われる細かい凹凸が多数存在する。X6のように工具の形状や

力の逃げた方向などを明らかにできるほど、はっきりと痕跡が残っていたものはない。壁は開き気味

に立ち上がる。
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

X2の土層

X2南側周溝X (C-C' )

1 . 10YR2/1 黒色土砂壌土～壌土粘性弱堅ほぼ純粋なⅡ層土

2. 10YR2/1 黒色士砂壌士～壌土粘性弱堅にぶい黄褐色の火山灰を30%含む

3. 10YR1.7/1 黒色土砂壌土～壌土粘性リリ堅ほぼ純粋なⅡ層土、 lと比較し より純淵

4. 10YR3/3 暗褐色土砂壌土～壌土粘性弱軟Ⅲ層土主体で黒褐色土を30%含む

5. 10YR1.7/1 黒色土砂壌土～壌土粘性弱軟パミス （径10～30mm)を3～5%含む

ほぼ純粋なⅡ層土

にぶい黄褐色の火山灰を30%含む

ほぼ純粋なⅡ層土、 lと比較し より純粋なⅡ層の色調に近い

(B-B' )

黒色士砂壌士粘性弱堅 Ⅱ層土主体でパミスを少量含む

黒色土壌土粘性弱しようパミス、 ローム粒（径5mm)を5%含む

X2北側周溝[1]

1 ． 10YR2/1

2. 10YR1.7/1

X2北側周溝[2] (A一A′ ）

1 ． 10YR2/1 黒色士砂壌士粘性弱軟Ⅱ層土の流れ込み

2. 10YR2/1 黒色土砂壌土粘性弱堅ローム粒（径2mm) 3%含む

3. 10YR2/1 黒色土砂壌士粘性弱堅ローム粒（径5mm) 10%含む

4. lOYR2/1.5黒褐色土砂壌士粘性弱 ↑炊ローム塊（径20mm) 3%含む

5. 10YR5/4 にぶい黄褐色士砂土なし軟ローム主体で黒褐色土10～15%含む

識 ロ､－ 1 1

2

『

＆

4

10cm
I

3

０
１ 」

図Ⅳ－4X2出土の土器

遺物出土状況：主体部および、周溝内からⅢ群b類土器104点、Ⅳ群c類土器9点、Ⅵ群土器1点、

Ⅶ群土器6点、未分類土器13点、 スクレイパー1点、 フレイク2点、礫3点、礫片1点が出土してい

る。これらの遺物が本遺構と直接関わる可能性は低い。

出十漬物:X2出土土器はいずれも縄文土器である。 1～3はⅢ群、 4はⅣ群c類に位置づけられる。

重複・新旧関係：なし

時期:X6と同様の性格をもつごく近い時期の遺構と考えるならば、 8世紀から9世紀の年代が与え

られる。 （石井淳平）

X3 (図Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版6)

位置: S-12, 13 規模（周溝) :0.76m 規模（蟇曠) : 0.85m 長軸方向（墓曠) :N-

67o－W

確認・調査：周溝の一部と墓曠と判断した掘り込みを検出しているが、それぞれ別の遺構と考えてい

た。X5やX6の調査がすすみ、本遺構も単独の土曠ではなく周溝を持つ墓の一つではないかと考え
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西島松5遺跡平成12年度

るに至った。削平のため非常に残りが悪く、墓曠、周溝ともに中央の最も深い部分以外は消失してい

た。墓曠の周囲には長さ約10cmの細長い杭列がめく、る。この杭列がX5JTX6とよく似ていたため、

本遺構を周溝のある墓と判断した。断面図、平面図はそれぞれ個別に作成していたため、完掘写真の

撮影のみを改めて行った。

土居（墓曠） ：パミスを多く含む黒色土が主体で、埋め戻しによる堆積と判断した。

土層（周溝） ：パミスを多く含む黒色土が主体で、埋め戻しによる堆積の可能性が高いが、遺構の性

格から考えると自然堆積であろう。

曠底・壁（墓曠） ：墓曠の深い部分だけが残存する。曠底面は平坦ではなく細かい凹凸が多数存在す

る。墓曠の周囲に杭列がめく、るが、本来は擴底面に打ち込まれたものである。壁は開き気味に立ち上

がる。

曠底・壁（周溝） ：掘り具の痕跡と思われる細かい凹凸が多数存在する。X6のように工具の形状や

力の逃げた方向などを明らかにできるほどはっきりとした工具の痕跡は残っていない。壁の立ち上が

りは不明瞭で、曠底との区別は判然としない。

遺物出土状況：主体部および周溝から、 Ⅲ群土器3点、Ⅳ群c類土器7点、Ⅶ群土器2点、未分類土

器2点、 フレイク1点、礫・礫片2点が出土している。いずれも本遺構と直接関わりのある可能性は

低い。

重複・新旧関係：なし

時期:X6と同様の性格をもつごく近い時期の遺構と考えるならば、 8世紀から9世紀の年代が与え

られる。 （石井淳平）
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a~ 24．96

戦，24．9

．25pI

25. 10m b c 25.20m d

;蕊識無 職鰄滅蕊
a

X3の土層

X3主体部

1. 10YR1.7/1 黒色土

2. 10YR2/1 黒色土

3. 10YR2/1 黒色土

4. 10YR5/4 褐色士

祠Ｉ１
１

０
‐

1吹パミス（径10～15mm) 5%含む

堅ローム塊（径10～20mm) 10%含む

堅ローム塊30％含む

ローム主体で黒色土粒を20%含む

砂戦士粘性弱

砂壌土粘性弱

砂壌土粘性弱

壌土粘性中

X3南北側周溝

1 ｡ 10YR2/1

2. 10YR2/1

黒色士砂壌土

黒色士砂壌土

粘性弱

粘性弱

收
堅
ローム粒（径1～3mm) 5%含む

ローム粒（径5mm) 20～30%含む

図Ⅳ－5 X3
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

X4(図Ⅳ－6,図版6)

位置:R-14

確認・調査：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層中で検出した。当初は木

の根かとも考えたが、周辺では周溝のある土壌墓をすでにいくつか検出しており、 これらと同様の性

格をもつ周溝の一部ではないかと考えた。削平のため、連続した溝として検出できず、不定形の掘り

込みが全周の約1／3めくゞる。セクションベルトをいくつか残して調査を進めた。断面観察後、セク

ションベルトを除去し完掘した。 また、周溝内部の精査も並行して行ったが、墓曠や埋葬施設の痕跡

は確認できなかった。

土層：パミスを多く含む黒缶十圭体で、埋め戻しによる堆積にも似ている。

曠底・壁：曠底には細かい凹凸が多数存在し、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

重複・新|日関係：なし

時期:X6と同様の性格をもつごく近い時期の遺構と考えるならば、 8世紀から9世紀の年代が与え

られる。他の周溝をもつ墓と近い位置で検出したため、埋葬施設と判断したが、当初考えていたよう

に木の根である可能性もある。 （石井淳平）

恥惑溌

蟻
1，

1
０
１ I

図Ⅳ－6 X4

X5 (図Ⅳ－7 表1 ･ 2 図版7)

位置:Q-14, -15 規模（周溝) :4.08m(推定） 規模（墓曠) : 1.80m×0.55m

長軸方向（墓曠) :N-38o－W

確認・調査：現地訓査で先行したX6の北側、隣接して検出した。確認面は原地形がX6より若干高

くなるため、 より深く削平され、墓曠の立ち上がりは殆ど失われている。曠底も図の通り、一部は削

平されていた。周溝は東側に、一部を残すのみである。

墓曠の規模や形態は、曠底の壁際に沿って一周巡らされた杭坑から把握できた。杭坑は遺構確認面

において連続する溝状であったが、覆土を丁寧に除去する過程で杭の単位が明確になった。杭坑から

推定できる杭の形状は概ね5cm×2cm程度の角柱状であり、単純に枝の先を尖らせた物ではなく、
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2． 7．5YR1.7／1 壌土弱軟先がほそくなっている工層は1枚

のみlijl心円になる周榔の中心杭穴と考えられる

3. 7.5YR2/1 埴壌士中軟少量の軽石を混入、標準層ⅡにlIiIじ

4． 7．5YR2／3 埴壌l： 強軟少111:の軽石を混入、 3を粒状汎入

5． 7．5YR4／4 壌士刷軟ロームブロック主体で4を少吐汎人している
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形状加工した物を4本前後の単位で、隙間を作らないように連続して打ち込んでいる。このため前述

の通り杭坑は、下へ掘り進むにつれて先が細って杭の一本一本が明確になる。

墓曠の北西、短辺中央に明瞭な3本の杭坑を検出した。これらは他の杭が概ね78.、近辺の杭は

70°～75°の傾斜で外倒しているのに対して垂直に打ち込まれており、杭列に並ぶ内側の2本、単独の

外側1本を三角に配している。墓曠の立ち上がりは同じく北西短辺に確認でき、 3本杭の外側に回っ

ているため、曠底面付近の杭と壁の間にはX6同様、数Crnの隙間があったことが伺えるが、杭列が

単独あるいはあて板の押さえ等、 どのように機能していたかは不明である。杭が52本平均で78.の傾

斜、曠壁と杭坑との距離が約5cm、曠壁が垂直であると仮定すると、杭と曠壁は坑底から23cm程度

で接触するので、当時の生活面から曠底までの深さは不明であるが、曠壁は上場に向かって広がって

いた可能性もある。

周溝は曠底面に凹凸があり、平坦を意識されていない。西側の周溝が推定出来る位置について、標

準土層の変色を検出している。周溝の曠底は砂質の層面にかかっており、汚れの浸透が起こった可能

性もある。

墓曠の中心から北寄りに、円形の杭坑を検出している。同位置の曠底が削平を受けており、墓曠覆

土との切り合いなどが観察できなかったため、同時の遺構と断定は出来ないが、図示したとおり周溝

の中心を通る同心円の中心に位置している。この円の半径は概ね180cmで、墓曠の長径と同一であっ

た。被葬者の身長などからまず墓曠の規模が決まり、中心を決めて杭を打ち、紐などを用いて墓曠長

径を半径とした円を描き、それを基準として周溝を設けているという作業工程が伺える。現地におい

て実際にこの杭坑を中心とした円を、竹櫛で軌跡を表して写真記録した。隣接するX6についても同

様の関係が抽出できるので、 X5はある程度の方法論をふまえた、 ｜司形態の周溝墓であると推察出来

る。

土層（墓曠） ：墓曠の覆土は、削平により殆ど残っていない。わずかに残存する部分については、黒

色十主体で黄褐色砂質土を少量混入している。杭坑の覆土は黒色士で、混ざりが無い。

土層（周溝） ：自然堆積土とは異なり、混入物が多く、墓曠上面のマウンドの崩落など、二次的な堆

積土と考える。

曠底・壁（墓曠） ：一部は削平されているが、残存部分から平坦に作られていることが伺える。壁は

曠底同様、粗雑で立ち上がりは緩急あり統一感無い。

曠底・壁（周溝） ：曠底面は凹凸があり、粗雑で平坦を意識されていない。

壁（墓曠） ：北西の短辺に、 3cm程度の立ち上がりが残存している。壁は曠底同様、粗雑で立ち上

がりは緩急あり統一感無い。

遺物出土状況：未分類土器15点、 フレイク3点が出土している。攪乱が深く、意図して納められたと

思われる遺物は検出できなかった。

重複・新旧関係：なし

時期：単独で判断できる要素は少ないが、構造的に類似するX6と同時期と考える。 （石井淳平）
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X6 (図Ⅳ－8 ･ 9 ･ 10,表Ⅳ－3,表1 ･ 2 ･ 3,図版1 ･ 8 ･ 9 ･207･223)

位置: P-14， 15 規模（周溝) :5.09m 規模（墓曠) :2.11m×0.86m/2.06m×0.79m/

0.20m

長軸方向（墓曠) :N-38°－W

確認・調査：周囲は耕作のためⅣ層まで削平されており、Ⅳ層中で検出した。すでに北側でX2の調

査を進めており、北側の周溝を検出した時点で、本遺構の存在を予測できた。周溝は完全にはめぐら

ず、東西両端が切れている。削平のため周溝の浅い部分が消失したものか、出入り口などとして意図

的に造られたものかは不明である。墓曠の長軸方向と周溝の切れ目の方向は一致しない。また、マウ

ンドが存在した可能性もあるが削平のため確認できない。

墓曠の短軸方向に幅5cmのセクションベルトを設定し、両側を掘り下げた。墓曠の深さは検出面

から約1Ocmで、曠底面で大刀、刀子と思われる鉄製品を確認した。刀は鞘をはじめとした木質部や

帯金具、柄頭が残存していた。鞘は漆が塗布されている。大刀、刀子とも墓曠の南東側におかれ、大

刀は柄を南東方向に向ける。副葬品の配置と頭位方向の関係について北大Ⅲ式期の土曠墓を参考にす

るならば、頭位方向は南東であると推測できる。墓曠の断面図作成、写真撮影の後セクションベルト

を除去し、大刀、刀子の本格的な検出作業を行った。並行して出土状況図の作成を行い、検出作業終

了後に出土状況の写真撮影を行った。大刀の取り上げは、ギブスで固定した上で行った。

周溝は先述したよう南北の周溝にそれぞれ2カ所のセクションベルトを設定し、全体を掘り下げた。

周溝の底面は掘削に使用された掘り具の痕跡が残っており、 これらは先端が丸みをもつスコップ状の

掘り具である可能性が高い。掘り具の痕跡は確認できる限り図化し、工具に加えられた力の方向を記

入した。

土居（蟇曠） ：パミスを多く含む黒色土が主体で、埋め戻しによる堆積と考える。

土層（周溝） ：パミス、 ロームの混入の少ない黒色土が主体である。マウンドの崩落に伴う土砂の流

入の痕跡等の検出につとめたが確認していない。

曠底・壁（墓曠） ：平らである。北側は比較的平坦であるが、南側では掘削痕と思われる細かい凹凸

が存在する。曠底の壁際に沿って細長い杭列を検出した。厚さ3～5cm、 III副0～15cmの板状の杭が

打ち込まれていたものと考えられ、木榔状の構築物が存在した可能性が高い。杭の先端はとがってお

り、外傾しているものが多い。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

曠底・壁（周溝） ：曠底は丸みをもつ。細かい凹凸が多数存在し、掘削に使用された工具の痕跡と考

える。特に北側周溝の東端に多い。壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：Ⅲ群土器18点、Ⅳ群c類土器30点、Ⅵ群土器5点、Ⅶ群土器8点、未分類土器22点、

つまみ付きナイフ1点、 フレイク34点、礫・礫片2点が出土したが、本遺構に直接関係する可能性は

低い。墓曠から大刀、刀子が1点ずつ出土しており、 これらは副葬されたものである。

出土遺物：鉄製品～1は平棟平造りの直刀で、切先はフクラ切先である。区は両区で、茎は1幅を狭め

ながら真っ直ぐに延びる。茎先の幅はきわめて狭い。柄木の残存状態は悪いが、ハバキと柄頭の金具

が残る。鞘は板木の二枚合わせで、全面に黒漆が塗布される。鞘口は筒状の鞘口金具が装着され、責

金具で固定される。いずれも金属製である。鞘のほぼ中央に単脚の足金具が存在する。鞘尻には側面

を覆うように鞘尻金具が装着され、責金具で固定される。 2は細身の小刀・刀子で、平棟平造りであ

る。区は小さな両区で、茎は刀身より厚みをもつ。切先はフクラ切先である。鞘・柄ともにほとんど

残存せず、木質が付着するのみである。

時期：ユカンボシC15遺跡の類例などから考えて8～9世紀の墓であろう。 （石井淳平）
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X6の土層

X6 (A-A' )

1. 10YR1.7/1 シルト 弱すこぶる堅ローム粒（径lmm) 5%、その他の混入物（径1mm)白色粒子10%、
I層と類似

2. 10YR1.5/1 シルト 弱堅ローム粒（径1mm) 5%、板材状の痕跡と思われる

3. 10YR2/1 シルト 弱堅ローム粒（径2～31nm) 20%、 ロームブロック （径5mm) 2%

4. 10YRl.5/1 シルト 弱堅ローム粒（径2～3mm) 10%、ロームブロック （径5mm) 2%、その他の

混入物白色粒子（径lmm) 3%、板材の痕跡と思われる

5. 10YR1.7/1 シルト 弱堅～軟ローム粒（径2～3mm) 7%、 ロームブロック （径5～1Omm) 10%

6. 10YR2/1 シルト 弱軟ローム粒（径2～3mm) 7%、木の根による撹乱と思われる

7. 10YR1.5/1 シルト 弱堅ロームブロック （径5～1Omm) 15%、上部からの流土と思われる

8. 10N1.5/1 シルト 弱軟ロームブロック （径5～1Omm) 5%

9. 2.5Y2/1 シルト 弱軟その他の混入物球状に褐色土が5%混じる、 Ⅱ層に類似

図Ⅳ－8 X6 (1)
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X7 (図Ⅳ－11 ･ 12,表Ⅳ－2,表1 ･ 2, 図版9 ･ 10･ 136)

位置:X-9 ･ 10 Y-9 ･ 10南から北へわずかに傾斜する標高24.30～24.20mのところに位置す

る。

規模：主体部 1.55m×0.89m/1.51m×084m/0.14m <平面形〉検出面・曠底面ともに丸味のある

長方形

北周溝2.36m×0.57m/201m×030m/036m <平面形〉検出面はゆるやかな弧状

南周溝l.33m×0.68m/0.80m×0.32m/0.28m <平面形〉検出面は不整形

長軸方向：主体部はN-63o－W

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で長方形状に広がる黒褐色士の落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を10cmほど掘り下げたところで灰黄色士の面を検出し、壁の

立ち上がりを確認した。この面を曠底面と判断し、北西側も曠底面まで掘り下げる。曠底面を精査し

たところ、壁際に暗褐色土＞黄色土の溝状の落ち込みがめく、っているのが確認された。プランを検出

し、掘り下げたところ、板状の杭跡であることが判明した。また士曠から北東へ約1.80mのところに

弧状の落ち込みと南西へ約1.20mのところに不整形の落ち込みがそれぞれ検出された。周溝のある墓

であろうと判断した。

土層：主体部の覆土は、ほぼ一層である。黒褐色土＞黄色粘土の混合土で、埋め戻しの土である。周

溝の覆土は暗褐色土に黄色土が混入する土である。

曠底：Ⅳ層を浅く堀り込んで構築している。主体部は平坦で、やや軟質である。周溝は、凹凸がはな

はだしい。
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壁：主体部の壁は、全体に垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁14cm、南東・

北西壁が10cm、南西壁が9cmである。周溝の壁はゆるやかな傾斜である。

付属構築物：袋状ピット、曠底の小ピット、貼床などは検出されていない。木榔痕～土層断面（土層

図④）や曠底面で落ち込みを検出した。壁から5cm～8cm内側に見られた溝状の落ち込みを掘り下

げたところ、板状の杭跡は上方が外側に傾いた状態であることが明らかとなった。板状の杭跡は38カ

所あり、壁際をほぼ全周する。検出面での平面形は、巾2cm～5cm、長さ4cm～10cmの長方形状

で、深さは1Ocm～25cm、 15cm前後のものが多い。 また細い三角錐状のものも見られた。

遺物出土状況：出土遺物総数は31点で、すべて石器などである。主体部の覆土や曠底付近からはフレ

イク、礫片が出土している。このうちのフレイク6点は、曠底面直上付近の土壌を採取し、 フローテ

ーシヨン処理して得られたものである。北周溝の覆土中からはスクレイパー1点とフレイクが出土し

ている。

出十漬物：石器～1は北周溝覆土中出土のスクレイパーである。円形状で、片面周縁部を加工調整し

ている。石材は黒曜石である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、周溝のある墓である。主体部は丁寧なつくりであるが、周溝は粗雑で、不完全なもので

ある。恐らく空間を区画する意図のみに主IIRをおいたものであろう。主体部には、板状の杭を密に打

ち込み木榔としたものと思われる。頭位は南東であろうか。人骨などは確認されていないため、埋葬

者の年令、性別、埋葬方法などは不明であるが、曠底の規模から見て、屈葬ではないかと推量してい

る。

表Ⅳ－1 周溝のある墓掲載土器一覧
径
耐

底
に

醜

塞

一

睡

〃

口径

(c、）
高
刷

器
に 地文 ｜ ~ 備考

｜取り上げ番号20

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

遺構番号(層位）

X2南側周溝(覆土2層）

分類

Ⅲ群

Ⅲ群

III群

IV群c類

『

１

２

３

４

鶏
一
手
手
幸

図

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

側

図

測

図

取り上げ番号13X2南側周溝(覆土2層）

2南側周溝(覆土）

X2北側周溝(覆土） LR縄文 ｜堂林式～御殿lll式取I)上げ番号1〃

表Ⅳ－2周溝のある蟇掲載石器一覧

’’
図番号 名称 層位 長さ(cm) 幅(cm)

|XIⅣ－12 1 スクレイパー左周満覆土 3．15 295’
備考

1K1版136

厚さ(cm)

1.(）

重さ(9)

7．8

石材

蝶|恥石

遺構番号

X7

表Ⅳ－3周溝のある墓掲載鉄製品一覧

茎先幅

0．70

0．47

備考

図版223

図版207．223

幅

０

０

元

２

９

茎

３

０

厚

５

４

先

３

２

茎

０

０

潰構番号

X6

〃

茎長

10.10

9.8(）

刀身先幅

3．70

0．86

刀身元幅

4．20

1．20

厚

０

０

身

６

５

刀

０

０

名称

直刀

ﾉ1,刀･刀子

出土層位

塘底面

〃

睾

一

袖

麺

刀身長

44.30

15.28

図番号

図Ⅳ 9 1

図Ⅳ－9－2

(単位=cm)
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3．土曠墓

本章で士曠墓とした遺構は、北大Ⅲ式土器、擦文土器およびそれとほぼ同時期の遺物を伴う 「墓」

をさしている。この時期、 とくに北大Ⅲ式土器期の土曠墓にはいくつかの特徴的な構築物などが見ら

れるが、本報告では以下の用語を使用して事実記載などを行った。

土曠墓の南東壁中に作られている小ピット （横穴） を「袋状ピット｣、曠底四隅付近に見られる杭

状の小ピットを「曠底の小ピット｣、その他曠底などにあるものを単に「小ピット」とし、小ピット

には「S.P.」の記号を付している。 また頭部付近にある石は「礫」あるいは「置き石」 と呼び、鉄製

品とともに副葬姑に含めている。これらの他に、被葬者の周囲を板（杭）状のもので囲ってあるもの

を「木榔｣、構築面上に土を入れて遺体面を作っているものを「貼床」と呼称し、土曠墓を更に墓と

して使用することを「追葬」 としている。

さて、土曠墓は、調査区の北側で84基検出された。これらは南から北へゆるやかに傾斜する標高

24.90m～23.30mの綾斜面上に立地しており、沢l周辺に分布している。中でも沢1の東側に多く集中
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Plの土層

1.撹乱土

2. Ta-a (粒子細かい)

3. Ta-a (暗灰色砂質土､堅い)

4. Ta-a (粒子粗い)

5. Ⅱ層

6. Ⅱ層≫軽石　61 Ⅱ層>黄色土(>軽石)

7.黒褐色土>灰色粘土
8.黒褐色土≫微小の黄色粘土
9.黒褐色土(8より黒っぼく､粘質)

10.黒褐色土≫黄色土(>軽石) 101 10より軟質

ll.黒褐色土(粒子細かく､堅い)

12.黒褐色土(粘質)

13.木の根

14.褐色土≫黄色土(軟質)
15.黄橙色粗砂
16.暗褐色土(軟質)

17.時恭灰色粗砂≫黄色土
18.褐色土(軟質)

19.暗幕灰色粗砂>黄色土
20.褐色土>黄色土(軟質)
21. ≒20 (20より黄色土多く混入)

22.灰黄色粘質土

23.黒色土(粘質)

24.明黄灰色粘質土
25.暗褐色土≫黄色土
26.時灰色土(汚れている)

27,時茶褐色土(軟質)

28.灰白色粘土(堅い､黒色土が筋状に入る)
29,灰白色粘土(堅い-Ⅳ層)

30.暗褐色粘質土
31.暗褐色土≫黄色土≫灰色粘土
32.黒褐色糖質土
33.暗褐色土

34. ≒35　35より黄色土が多い

35. ≒31 31より黒っほい

36.黒茶褐色細砂
37.黒色土

38. ≒36　36より黄色土が多い

39.淡褐色砂質土(やや堅く､しまる｡

上面に淡褐色粘質土が薄く堆積)
40.茶黄色粗砂
41.時衆灰色細砂
42.黒褐色土(粘質)



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

し、標高24.70m～24.20m周辺と標高23.80m～23.30m周辺にゆるやかなまとまりが見られる。北大Ⅲ式

土器を共伴する土曠墓は沢lの東側にあり、沢1西側のものには擦文土器を共伴する土曠墓がある。

土曠墓の長軸方向はほぼ北西一南東方向で、頭位は南東方向である。北大Ⅲ式土器を伴う土曠墓は、

屈葬、袋状ピット、曠底の小ピット、頭部付近の礫、 という特徴が見られる。しかしながらすべての

土曠墓がこれらを備えているという訳ではなく、土曠墓ごとに微妙な違いがある。また擦文土器を伴

う土曠墓には伸展葬のものもあり、掘り込みが浅い。

出土遺物は、袋状ピット内の土器と埋葬儀礼に伴う一括遺物、副葬品としての鉄製品である。 とく

に鉄製品の多さが目に付くが、その内訳は、大刀、刀子、鉄鎌、鉄斧、鉄鎌、釣針などで、大刀には

蕨手刀も二点含まれる。袋状ピット内出土の北大Ⅲ式土器の大半が小型の甕形土器であるが、中には

片口土器や注口土器も含まれる。そしてこれらの土器の口縁部は意図的に打ち欠かれており、打ち欠

き部分を上にして、斜めに入れられている。

ところで鉄製品は現在保存処理中である。このため本報告では、保存処理をほぼ終了したものの実

測図、保存処理中であるが事前に行った実測図などの一部を掲載している。 また錆落し前の写真とX

線写真、保存処理終了の写真も一部掲載した。鉄製品は、保存処理終了後、次年度（平成14年度）中

に報告書刊行の予定である。

P1 (図Ⅳ－14･ 15． 16表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･ 11 ･ 107･ 136)

位置:R-5 南から北へわずかに傾斜する標高2440m付近に位置する。

規模: 1.40m×1.41m/0.96m×0.82m/1.16m 平面形：検出面～不整円形状曠底面～丸味のある

長方形 長軸方向:N-56.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅱ層中でTa-a、暗褐色土＞Ⅳ層、黒褐色土が円形状に広がる落ち込

みを検出した。半裁し、南東側から調査を行う。壁を検出しつつ覆土を掘り下げる。検出面から約

90cmほど掘り下げたところ、南東壁で袋状ピットを検出し、更に約20cmほど掘り下げたところで淡

褐色粘質土を検出する。このすぐ下でⅣ層の堅い面と壁の立ち上がりを確認したため、淡褐色粘質土

の面を擴底面とする。北西面も覆土を掘り下げ、曠底面を検出する。曠底面を精査したところ北東と

南西の壁際に線状の黒色土の落ち込みを検出した。木榔痕の一部と思われる。調査終了後、曠底面を

断ち割ったところ構築面がⅢ状にくぼむことが判明した。

土層:Ta-a、 Ⅱ層の下にある覆土はほぼ5層に分けられる。覆土1層（土層図6 ･ 6' )はⅡ層

にⅢ．Ⅳ層がまじり合った堀り上げ土の流入土である。全体に堅い。覆土2層（土層図7～1O' )は

黒褐色粘質土主体の土である。覆土3層（土層図11･ 12)は黒褐色士。覆土4層（土層図14～30)は

黒褐色土と灰白色粘土が互層に堆積している。ややしまっている。覆土5層（土層図31～38)は黒褐

色土＞褐色士＞灰色粘土の混合土である。覆土2～5層は埋め戻し土である。構築面はⅢ状にくぼみ、

黒色土、淡褐色砂質土を入れて遺体面を作っている。やや堅く、 しまっている。

曠底：やや堅く、平坦である。構築面は、中央部70cm×60cmの範囲が楕円形状に浅くくぼんでいる。

壁：曠底面からほぼ垂直に立ち上がり、中程から外傾している。南西、北西、北東壁は曠底面から約

50cm～60cm上方まで垂直に立ち上がり、南東壁は袋状ピットの上方が外傾している。検出面からの

壁高は南東・北東壁が1.08m，南西壁が1.10m、北西壁が1.04mである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約20cm上方に作られている。開口部は

15cm×15cmの長円形状で、やや下向きに約12cmほど堀り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠

いた土器が一個体、打ち欠き部分を上にし、斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大き目に

17
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

掘り、胴部の下や底部付近に粗砂を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約
63°である。曠底の小ピット～検出されていない。木榔痕～曠底面で5カ所（北東壁際で2カ所、南

西壁際で3カ所）の痕跡を検出した。巾lcm～l.5cmの黒褐色土が線状に見られたが、完掘したとこ
ろ、長さ約10cm、先端鋭角な板状の杭を3cm～5cm打ち込んでいたものと判明した。土層断面で木

榔の痕跡は認められなかった。貼床～構築面の中央部60cm×70cmの範囲に浅い皿状のくぼみがあり、

そこに淡褐色砂質土を入れ、遺体面を平坦にしている。

遺物出土状況：出土遺物総数は223点である。この内訳は土器125点、石器など96点、鉄製品12点であ

る。曠底面付近で副葬品などは出土していない。遺物は覆土2層、 3層上面付近でややまとまって出

土しているが、他は覆土中に混入したものと思われる。鉄製品は鉄片状のものである。袋状ピットか

らはⅦ群の小型の甕が出土している。

出十漬物：土器～1は口縁部の一部が破損しており、意図的に割られた可能性が高い。頚部と胴部は

沈線で区画されるが、頸部の屈曲はこれと一致せず、沈線と口縁端部の中間付近から屈曲し、急激に

外反する。胴部に施されるミガキも沈線を越えて頸部まで伸びることから、胴部と頸部の境界に対す

る意識は薄い。内外面ともにハケメ調整の後、全面ミガキが施される。ハケメは内面の一部を除きミ

ガキによって消される。口縁端部はナデが施される。内外面ともに炭化物、煤が付着し、外面のほぼ

半分で被熱による煤の酸化消失がみられる。

2は中型の甕である。頚部と胴部の境界はわずかに段差が存在し、 さらに沈線で区画される。頚部

と胴部の区別は比較的明瞭である。内外面ともにミガキが全面に施され、ハケメは一部に痕跡的に残

る。頚部外面のみミガキがほとんど施されず、横ナデが見える。内外面とも炭化物、煤が付着し、胴

部下半は被熱による煤の酸化消失がみられる。

石器～1は細長い偏平の砂岩を使用したくぼみ石と称されるもので、煤の付着が見られる。

重複・新旧関係：本遺構は、TPlと重複しており、TP1より新しい遺構である。
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時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものである。

本遺構は、袋状ピットを有する士曠墓である。副葬品はないが、南東壁に袋状ピットがあることか

ら見て、頭位は南東方向と考えられる。木榔痕は北東、南西壁際の擴底でしか検出されていないが、

これらが壁に接するように残存していることからすると、木榔と壁の間にはほとんど空間がなかった

ようである。曠底の大きさから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年
令、埋葬姿勢などは不明である。また埋め戻し土の堆積状態から見て、掘り上げ時には黒土、 Ⅲ．Ⅳ

層をきちんと分け､埋め戻す時にはその組み合わせなどによって丁寧に埋め戻している様子が伺える。

覆土3層上面付近から遺物がまとまって出土しているが、 これは黒褐色土を埋めた後、 この上で埋葬
儀礼を行なったことを示している。なお覆土の堆積状態は、 P2 ･ 3 ． 4 ･ 5と酷似している。

’

P2 (図Ⅳ 17･ 18表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･ 12･ 107･ 121 ･ 136)

位置: S-5 南から北へわずかに傾斜する標高24.35m付近のところに位置する。

規模: l.24m×0.88m/1.05m×0.66m/0.761n 平面形：検出面～楕円形曠底面～長方形

長軸方向:N-43°－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅱ層中でTa-aと黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。

短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。Ta-aからⅡ層、覆土と順次掘り下げる。検出面から

約65cm程掘り下げ、南東壁際で一括土器が出土した。それを残しさらに1Ocmほど掘り下げ、灰色土

の堅い面を検出した｡ この面を精査し、曠底の小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことか

ら、灰色土の面を曠底面と判断した。 また南西コーナーで鉄製品も出土した。北西側も同様に掘り下
げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土1層（士層図4～6）は暗褐色土に灰色粘土が混入する軟

質土である。覆土2層（土層図7）は黒褐色粘質土、覆土3層（土層図8～12)は黒褐色土と黄灰色

土が互層に堆積する堅い土である。覆土4層（土層図13)は褐色土と灰色粘土がまじり合った混合土

である。土層図3はⅡ層に黄色土、灰色粘土がまじる流れ込み状の自然堆積である。

曠底：Ⅳ層を深く堀り込んで構築している。平坦で、堅い。曠底面には暗褐色粘質士が薄く広がって

いる。

壁：全体に曠底面からほぼ垂直に立ち上がり、上方で外傾している。曠底面から約30cmほど上方ま

では垂直で、丁寧な作りの壁面である。検出面からの壁高は、北東・南西壁が78cm、南東壁が79cm、

北西壁が72cmである。

付属構築物：袋状ピット～作られていない。曠底の小ピット～曠底四隅のほぼ下場のライン上に4カ

所検出された。径4cm～6cm，深さ18cm～20cm、杭状で、直立している。なお北東コーナーの覆

土2層上面付近で、径10cmほどの丸い空洞が検出された。位置から見て、 S.P.4のものと思われる。

木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡を確認できなかった。ただ曠底面から約30cmほど上方までの

壁面は、垂直で、丁寧に作られていることから考えると、木榔が作られていた可能性がある。貼床～
作られていない。

遣物出土状況：出土遺物総数は69点である。この内訳は土器39点、石器など29点、鉄製品1点である。

曠底面からは鉄製品が1点、 S.P.2の南東側に立てられていた。 また南東壁際の中央部付近で、曠底

より約10cm上方でⅦ群の一括土器が出土している。他の遺物はまとまった出土状態ではなく、埋め

戻しの士に混入したものである。
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西島松5遺跡平成12年度

出土遺物：土器～1は覆土壁出土の小型の甕又は鉢である。頚部の屈曲は存在しないが、口縁部外面
を一周する横ナデにより段差が生じている。外面は不規則なナデが施され、内面はハケメの後、下半
部は不規則なナデにより消されている。内外面ともわずかに炭化物、煤が付着し、煮炊具として使用
されたことがわかる。

2は口縁部から頚部のみが残存する。頚部には鋸歯状の沈線文が施され、口縁部には2個l対の円

形刺突文が施される。内面はよく磨かれるが、外面は磨かれず、ハケメが残る。内面には炭化物が付
着する。

3はLR縄文の施される胴部片で、北大Ⅱ式に位置づけられる可能性が高い。押引きによる文様が
一部見えるが、全体は不明である。

石器～1～3は有茎凸基の石繊である。 1は丁寧に作られている。石材はともに黒曜石である。

4は、たたき痕のある礫で、割れ面に被熱痕が見られる。石材は安山岩である。

重複・新旧関係：本遺構は他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代の時期と思われる。

本遺構は、曠底の小ピット、鉄製の副葬品を有する土壌墓である。南東壁際で出土した一括土器は、

その高さや位置などから見て、埋葬時、木榔上に置かれたものではないかと思われる。鉄斧や一括土

器の出土状況などはP33と酷似している。頭位は南東方向で、曠底面の大きさから見て、屈葬と思わ

れるが、人骨などが遣存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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図Ⅳ－18 P2出土の遺物
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P3 (図Ⅳ－19･20･21 ．22表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 図版2 ･ 13･ 14･ 107･ 121 ･ 136)

位置: S-5 ･ 6 南から北へわずかに傾斜する標高24.35m付近のところに位置する。
規模: 1.22m×0.84m/1.04m×0.55m/1.16m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方
形 長軸方向:N-32°－W 頭位：南東

確認．調査: I層を除去し、 Ⅱ層中でTa-a、暗褐色土＞灰色土が楕円形状に広がる落ち込みを検
出した。短軸方向で半裁し、南東側からTa-a、覆土を順次掘り下げ、調査を行う。土層図9 ･ 15

上面付近で遺物がやや多く、かたまって出土したため北西側も掘り下げ、 ともに遺物出土の面で実測、
写真撮影などを行い、取り上げた。更に南東側の覆土を約20cmほど掘り下げ、褐色粘質土の面で礫
が出土したため、周辺を精査したところ、褐色粘質土直下の灰色粘土の面で小ピットと壁の立ち上が

りを検出した。この面を曠底面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面直上で鉄製品が出土し、

壁を精査し、南東壁で袋状ピットを検出した。

土層：覆土はほぼ6層に分けられる。覆土l層（土層図5）は堅い暗褐色土、覆土2層（土層図6 ．

7 ． 8）は暗褐色土と灰色粘土粒がまじり合った土で、掘り上げ土の流入士と思われる。覆土3層

(土層図4）は黒褐色粘質士、覆土4層（土層図10～14)は黒色土と灰黄色士が互層に堆積する。覆
土5層（土層図15)は黒色土十褐色土＞灰黄色土の混合土である。覆土6層（土層図16)は曠底直上

の土で、遺体層と思われる。覆土3～5層は埋め戻しの土で、全体に炭化物を多く混入している。 ま

た北東コーナー付近の覆土5層上面で径約10cmほどの円形状の空洞が検出された。位置的にS.P.4に

対応するものと思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。灰色粘土層で、平坦で、堅い。曠底面上には褐色粘質土

が薄く広がっている。

壁：曠底面から60cm～70cmほどはほぼ垂直に立ち上がり、上方で外傾する。検出面からの壁高は、

北東壁が1.12m、南東壁が1.14m、南西壁が1.16m、北西壁が1.20mである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面より約36cm上方に作られている。開口部は13cm><

13cmの円形状で、わずかに斜め下方に約15cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁～胴部を欠損

する土器底部がほぼ正立の状態で入れられている。壁面に対するピットの傾きは約60°である。曠底

の小ピット～曠底面四隅付近のほぼ下場のライン上に4カ所検出された。径5cm～6cm、深さ20cm

~25cm、杭状で、直立している。S.P. 1先端部には木片が残存していた。樹種同定、放射性炭素年代

測定を依頼した結果、樹種はヤマグワ属、 14C年代測定値は1310±40という数値が得られている。木

榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡を確認できなかった。ただ曠底面から約30cmほどの壁面は垂直

で、丁寧に作られていることから見て、木榔が作られていた可能性はある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は255点である。この内訳は土器221点、石器など33点、鉄製品1点であ

る。曠底直上からは礫1点、鉄製品1点が出土している。この礫は「置き石」であろう。鉄製品は刀

子と思われる。副葬品であろう。S.P.3の壁側に壁と平行する状態で出土している。袋状ピット内か

らはⅦ群の小型の甕の底部が正立した状態で出土している。覆土中からは、土層図9上面付近でⅦ群

の土器110点、石器1点、礫1点、土層図15上面付近でⅦ群の土器36点、石器1点が出土している。

ともに埋葬に伴うものと思われる。他の覆土出土の遺物は、埋め戻し士に混入したものであろう。

出土遺物：土器～1は頚部から上と底部を欠く。胴部最大径は38cmあり、本遺跡出土の北大Ⅲ式土

器の中でも最大級のものである。輪積みの痕跡が割れ目として確認できる。わずかに残存する頚部と

胴部上半との境界は沈線によって区画され、若干段も存在する。頚部には横走沈線と鋸歯状の沈線が

みられる。内外面ともにミガキが施され、ハケメはほとんど確認できない。内面にはほぼ全面に炭化
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図Ⅳ－19 P3 (1)

54



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

24，40m
24．40m24．40m24．40m

~

~

杭痕
SP2 SP'3

§Fi4SP'1

0 1m

－ZL

〃 ”

’

〃

側面

…

0 20cm
０
１
】

’

一

袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－20 P3 (2)

55



西島松5遺跡平成12年度

~~

、／

／ O

e

－e－ 2．

日

９

０

１

「

Ｅ

○

ト

・

の

国

24．08

23．s6

4
〆

リ
24,.イ24｣7

S

2…趣24.5

』

23．70m hg
e 24．30m f

睡 一＝ ＝.~
~

、

覆土3層上面（土層図9）遺物出土状況図 ？ ， ‘ ， 1 510cm覆土下層（土層図13･ 14)遺物出土状況図
企

図Ⅳ－21 P3 (3)

物、外面胴部上半には煤が付着し、胴部下半は被熱により煤の酸化消失がみられる。

2は胴部下半のみ残存する。欠損部分の破片が墓曠内からは見つかっていないことから、胴部上半

と口縁部を意図的に打ち欠いた後、胴部下半が埋納されたものであろう。内外面ともに最終調整はミ

ガキであるが、ハケメは完全には消されず残る。内面に炭化物、煤が少量付着する。

3は口縁部から頚部のみが残存する。4とは|司一個体である。頚部はLR縄文で、 口縁端部にも縄

文が施文される。頚部は3本の沈線による山形の沈線文が施文され、竹管状の工具による連続する刺

突文が押される。口縁部には円形刺突文が施される。

4は3と同一個体の胴部片である。LR縄文が施される。頚部と同様に3本の沈線による山形の文

様が施され、その上下には竹管状の工具による連続する刺突文が押される。内面には全面に炭化物が
付着する。

石器～1は覆土l層出土の石錐で、有茎凸基のものである。石材は黒曜石。 2は南東壁側の曠底面

直上で出土した片麻岩の礫片である。自然面にはたたき痕が二カ所見られる。 3は覆土5層出土の安
山岩の長円礫である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器、遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。頭位は

南東方向で、堰底面の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性

別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P4 (図Ⅳ－23･24･25表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 図版2 ･ 14･ 108･ 121 ･ 136)

位置:R-6 S-6 南から北へわずかに傾斜する標高24.45m付近のところに位置する。

規模: 1.56m×1.01m/1.38m×0.60m/1.10m 平面形：検出面～楕円形状曠底面～丸味のある長

方形 長軸方向:N-59.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅱ層中でTa-a、褐色土・暗褐色士＞黄色粘土の土が楕円形状に広が

る落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から壁を検出しつつ覆土を掘り下げ、調査を行う。

検出面から約1.10mほど下で軽石まじりの堅い灰色土の上で礫が出土し、周辺精査の結果小ピットと

壁の立ち上がりを確認したことから、 この面を曠底面と判断した。北西側も同様に曠底面まで掘り下

げ、小ピットを検出した。調査終了後、曠底面を少し掘り下げ精査したところ、南東壁際に小ピット

1個、南西壁際と北東壁際に小ピットと溝状の落ち込みが1カ所ずつ検出された。溝状の落ち込みは

巾約1cm、長さ約10cmほどで、先端がとがり、薄い板状のものの跡と判明した。木榔痕の一部と思

われる。

土層：覆土は大きく4層に分けられる。覆土1層（土居図3～7）は、暗褐色土、黄色粘土、軽石、

灰色土などがまじり合った堅い土で、掘り上げ土状の流入士と思われる。覆土2層（土層図8～14)

は、黒褐色粘質士で、黄色土や軽石が若干混入する軟質の土である。覆土3層（土層図15～20)は黒

褐色粘質土と灰色土、褐色士が互層に堆積する土である。覆土4層（土層図21)は暗褐色土と黄色

土・灰黄色粘土がまじり合った混合土である。土層図24はl～1.5cmの巾でボソボソした士が入って

おり、ほぼ直立している。木榔痕であろう。土層図22．23は木榔の裏込め土と思われ、曠底付近には

ボソボソした暗茶灰色土が確認された。

曠底：若干凹凸はあるが、平坦で、堅い。

壁：南西、北西、北東壁は、曠底面から約60cmほどほぼ垂直に立ち上がり、上方は外傾する。南東

壁は袋状ピットの上方が外傾する。検出面からの壁高は、北東壁が1.08m、南東壁が1.10m、南西壁が

1.13m、北西壁が1.02mである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約30cm上方に作られている。開口部は

41cm×33cmの長円形状で、下向きにやや東方向に掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられてい

ない。壁面に対してのピットの傾きは約60.である。曠底の小ピット～7個検出された。このうち

S.P. 1 ･ 3 ･ 5 ･ 6は擴底面上で最初に検出したもので、径3cm～4cm、深さ18cm～30cm、杭状で、

直立している。S.P.2 ･ 4 ･ 7は曠底面を少し掘り下げて検出したもので、径3cm～4cm、深さ

1Ocm～20cmである。木榔痕～中央部北東・南西壁際で巾約lcm、長さ約1Ocm、深さ10Cm～15cm、

覆土は暗褐色土で、先端がとがる板状の杭跡を検出した。 また土層断面では直立する細い板状の痕跡

(土層図24） を確認した。全体的な痕跡は確認できなかったが、曠底の小ピットと壁の間に板状の杭

を打ち込み、裏込めの土を入れて固定し、木榔が作られていたものと思われる。土層図24から見て高

さ約40cmほどのものか。

遺物出土状況：出土遺物総数は61点である。この内訳は土器41点、石器など20点である。曠底直上か

らは石皿片2点、 フレイク1点が出土し、覆土中壁際でⅦ群の土器底部が1点出土している。他は覆

土中出土の遺物で埋め戻し土に混入したものである。

出土遺物：土器～1は口縁部、胴部上半は欠損し底部付近のみ残存する。意図的に打ち欠かれた後、

底部のみを埋納したものと考える。内外面ともにミガキが施され、ハケメの痕跡は見て取ることが出

来ない。内外面ともに炭化物、煤が少量付着し、底部付近は一部被熱による酸化消失がみられる。

2は小型の甕の口縁部で、外面はほとんど剥落している。口縁部には円形刺突文が施される。内外
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袋状ピット正面

P4の土居
1. Ta-a

2. Ⅱ層

3.暗褐色土≫黄色土(>軽石､色調明るい)
4.黒褐色粘質土(微量の軽石混入)
5.暗褐色土(2より軽石多い)

6.褐色土≫黄色土(≫黄色粘土)

15.明黄色粘質土
16.黒褐色相賀土
17.黄灰色粘質土
18.暗褐色土+黄色土(軟質で､ボソボソ)

19.灰色粘土

20.暗褐色粘質土
7. ≒6 (6より黄色土少なく､やや汚れている) 21.銘褐色土>黄色土+灰黄色粘土

22.暗褐色土+黄色土(ボソボソ)

23. ≒21 (21より黄色土多い)

24. ≒22 (22よりやわらかく､ボツボツ)

25.暗褐色土

26.褐色粘質土
27.暗褐色糖質土

8.暗褐色土(軟質)
9.暗褐色土(ボソボソ)

10. ≒8

ll. ≒10 (軽石を混入)

12.黒褐色粘質土≫黄色土(灰色粘土混入)
13.黒褐色土(粘質)

14.褐色土+黄色土(ボソボソ)



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－25 P4出土の遺物

面ともによく磨かれ、ハケメは残らない。内面には炭化物が付着する。

石器～1は安山岩のすり石としたが、全面にすり痕が見られることから、 自然の営為によるものか
とも考えられる。

2は曠底面出土の石Ⅲ片で接合したものである。位置的にずれるが、置き石と思われる。石材は安
山岩である。

3は安山岩の円礫である。表面がツルツルし、非常に綺麗な円礫で、同じ様な円礫が他遺構からも
出土しているので、実測図と写真を掲載した。

重複．新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、木榔痕、置き石を有する土曠墓である。曠底面で小ピッ

トが7個検出された。検出過程から見て新旧の差があると思われる (S.P.7 ･ 4 ･ 5 ･ 6→S.P.1 ･

3 ． 5 ． 6）。本遺構に伴う小ピットは後者である。追葬が行われたものと思われる。埋め土の堆積

状態は、混合土、黒土とⅣ層の互層、黒褐色粘質土と規則的で、 P1 ･ 2 ･ 3 ． 5と酷似している。

また袋状ピットの開口部前で出土した土器は、袋状ピット内にあったものかどうかはっきりしない。

この出土状況はP33と酷似する。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨

などが遣存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

P5 (図Ⅳ－26･27･28表Ⅳ－4 ． 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･ 15･ 108)

位置: S-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.42m付近のところに位置する。

規模: 1.18m×0.92m/0.87m×0.52m/0.72m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-34.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層上面付近でTa－a、暗褐色土＞黄色士(>軽石）が楕円刊が楕円形状に広
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2． 暗褐色土（堅い）

3． 暗褐色土（軽石と灰色粘土塊・粒が微量混入）
4． 暗褐色土＞黄色土（＞軽石）
5． 黒褐色土（軟質）

6． 黄色粘土

7． 明灰色砂質土

8．褐色粘質土

9．暗褐色土（軟質）

10・灰黄色砂質土
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西島松5遺跡平成12年度

がる落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から覆土を掘り下げ、調査を行う。約30cmほ
ど掘り下げたところで、すり鉢状の面にややまとまって遺物が出土した（覆土2層上面付近)。この
ため北西側も同じ面まで下げ、遺物の出土状況を実測し、写真撮影の後取り上げる。南東側を更に約
40cmほど掘り下げたところで軽石まじりの灰色土の堅い面を検出した。小ピットや壁の立ち上がり
が確認されたことから、 この面を曠底面と判断した。北西側も同様に曠底面まで掘り下げ、小ピット
などを検出した。

土層:Ta-a、 Ⅱ層下の覆土はほぼ6層に分けられる。覆土1層（土層図2 ･ 3 ． 4)は、暗褐色
土に灰色土、軽石などがまじり合った堅い士である。掘り上げ土の流入土であろう。覆土2層（士層
図5）は黒褐色粘質土である。この上面付近で遺物が多く出土する。 また同じ面の北東側で曠底の小
ピットのものと思われる空洞が1カ所確認された。覆土3層（土層図7～13)は、褐色土、暗褐色士、
黒褐色、灰黄色粘土が互層に堆積する。覆土4層（士層図14)は褐色土、黄色土、粘土、軽石などが

まじり合った汚れた混合土である。覆土5層（土層図15)は黒褐色粘質土、覆土6層（土層図16)は

’

曠底直上の士である。覆土2～4層は埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。

壁：曠底面から約40cmほどはほぼ垂直に立ち上がり、 そ~の上はゆるやかに外傾している‘
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央

部、曠底面から約40cmほど上方に作られ

ている。開口部は22cm×20cmの丸味の

ある三角形状で、やや下向きに約18cmほ

ど掘り込んでいる。ピット内に土器は入

れられていない。壁に対してのピットの

傾きは約75°である。曠底の小ピツトー

曠底四隅付近、下場よりやや内側に4個

検出されている。径5cm～8cm、深さ

16cm～29cm，杭状で、直立している。

木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡を

確認できなかった。ただ曠底面から40cm

くらい上方までの壁面は垂直で、綺麗に

作られていることから見て、曠底四隅の

小ピットとの間に木榔が作られていた可

能性がある。貼床～認められない。

遺物出土状況：出土遺物総数は112点で

ある。この内訳は土器71点、石器など21

点、鉄製品20点である。壊底直上付近か

らはⅦ群土器や、礫片、 フレイク、鉄製

品が出土している。この鉄製品は鉄鍼片

や刀子片であるが、壁際から出土してい

､付近ではⅦ群の大形土器破片が多く出土

10cm

P5出土の土器

O
’ 1 1 1

図Ⅳ－28

ることから、副葬品かどうかは判断できない。覆土2層上面付近ではⅦ群の大形土器破片が多く出土

している。 （図Ⅳ-28)。同じ面の南東壁側で細長い礫が斜めに突きささった状態で1点出土している。

出十遺物：土器～1は大形の甕である。頚部と胴部の境界は若干段差をもち、連続する刺突文により

区画される。頚部は波状の沈線文が連続して施される。波状文の内部は格子目状の沈線が施される。

口縁部には3個1体の円形刺突文が施される。胴部は内外面ともミガキが全面に施されるが、頚部内

面や胴部上半ではハケメが残る。頚部から口縁部の内面ではミガキの上からハケメを確認でき、外面

ではミガキがあまり施されない。 また、胴部外面には輪積みの痕跡がみられる。内面は炭化物が付着

し、外面の口縁部から胴部上半にかけては煤が付着する。胴部下半は被熱による煤の酸化消失がみら

れる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：覆土2層上面付近出土の土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のもの

と思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する士曠墓である。覆土の堆積状態はP1 ･ 2 ･ 3 ･

4と酷似しており、丁寧に埋め戻しが行われている。覆土2層上面付近出土の遺物は埋葬時に伴うも

のであろう。頭位は南東方向で、曠底面の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存してい

ないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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西島松5遺跡平成12年度

P6 (図Ⅳ－29･30･31表Ⅳ－4 ． 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･ 16･ 108･ 136)

位置:R-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模: 1.49m×1.32m/1.05m×0.80m/1.16m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-60°－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅱ層中でTa-a、 Ⅱ層、 Ⅱ層＞灰色粘土粒、黒褐色土が楕円形状に広

がる落ち込みを検出した。短軸方1句で半裁し、南東側からTa-a、 Ⅱ層、覆土と順次掘り下げ、調

査を行う。黒褐色士層の下には混合士が厚く堆積していて、検出面から約1.10mほど下で褐色粘質士

を検出する。この下で灰色砂質の堅い士が検出された。褐色粘質土直上ですり石、石Ⅲ片が出土し、

また小ピットも検出された。褐色粘質土は遺体層、灰色砂質土を曠底面と判断した。北西側も同様に

掘り下げ、遺体層、擴底面を確認し、小ピットを検出した。 また南東壁で土器の入った袋状ピットを
検出した。

土層:Ta-a、 Ⅱ層の下の覆土は大きく4層に分けられる。覆土l層（土層図3)は、 Ⅱ層＞灰色

粘土で、流れ込み士であろう。覆土2層（土層図4）は黒褐色土である。覆土3層（土層図l1～23)

はⅡ層、 Ⅲ層、Ⅳ層などがまじり合った混合士である。遺物の取り上げは上層と下層に分けている。

3層上層（土層図11～15)は褐色土と風化した灰色粘土がまじり合った土で、下層（土層図16～23)

は黄色士と細かな灰色粘土粒がまじり合った土である。全体にボソボソしている。覆土4層（土層図

24）は褐色粘質士で、遺体層である。覆土2～3層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。

壁：曠底面から約70cm～80cmほどはほぼ垂直的に立ち上がる。その上は少しオーナーハングをし、

わずかに外傾する。 とくに曠底の小ピット周辺と南西壁のオーバーハングが著しい。検出面からの壁

高は、北東壁が1.10m，南東壁が1.14m、南西壁が1.06m、北西壁が1.12mである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約38cm上方に作られている。開口部は

20cm×15cmの長楕円形状で、やや下向きに約15cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち

欠いた小型の甕が1個体斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大き目に作られており、土器

の下や底部付近には土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約60.である。

曠底の小ピット～曠底四隅で4カ所検出された。径5cm～7cm、深さ14cm～30cmで、杭状で、直

立している。小ピット周辺の壁は半円状に掘り広げられ（巾15cm～20cm、奥行7cm前後)、上方は

ゆるやかにオーバーハングしている。 とくにS.P.2 ･ 3の上方は深くオーバーハングしている。木榔

痕～曠底面ではその痕跡を確認出来なかった。ただ土層断面には裏込めを想わせる堆積状況が見られ

る （士層図19･22･23)。また小ピット周辺の壁の状況は何らかの構築物（高さ約40cln前後）が想定

される。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は306点である。この内訳は土器が262点、石器などが23点、鉄製品が13

点である。南東壁側の曠底直上からすり石、石皿片が各1点ずつ出土している。置き石であろう。他

はすべて覆土中から出土したものである。覆土2層上面付近の南東壁で、正立したⅦ群の土器片が出

土している。 また覆土3層上層の南東壁側で礫が3個出土している。覆土3層中から鉄製品などが多

く混入した状態で出土しているが、埋葬に関係するのか、単なる混入なのか判然としない。

出土遺物：土器～1は小型の甕である。口縁部は欠損しており、割れ口は連続した山形である。山形

の頂点が規則正しく連続することから、意図的に波状口縁に割ったものと考える。頚部と胴部の境界

には明瞭な段が存在し、さらに連続する刺突文で区画される。頚部には格子目状の沈線文が施される。

口端部から頚部の外面を除き、 ミガキが施されるが、外面ではミガキの上からハケメを確認できる。

’
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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口縁部と胴部上半に煤が少量付着する。

2は中型の甕で胴部下半を欠いている。胴部と頚部の境界には不明瞭ながら段が存在する。胎士に

は海綿骨針を多量に含む。頚部には「()」状の沈線文が施され、口縁部には2個1単位の円形刺突文

が施される。口縁部から頚部の外面はナデが施され、それ以外は内外面ともミガキが施される。内面

ではミガキの上からハケメが確認できる。また、内外面とも輪積みの痕跡が割れ目として確認できる。

内面に炭化物が少量付着する。

3は胴部下半から底部のみが残存する。胎士に海綿骨針を多量に含み、 2と同一個体の可能性があ

る。内外面とも全面ミガキが施される。内面に炭化物が少量付着し、外面は被熱による煤の酸化消失

がみられる。

石器～1は覆土1層出土の石鍼で、有茎凸基のものである。

2はすり石（図Ⅳ-29左)、石Ⅲ片（図Ⅳ-29右）で曠底直上出土のもので、 ともに石材は安山岩で

ある。 2 ．3は置き石と思われる。4．5は安山岩の礫で、覆土3層出土である。これらは表面ツル

ツルの円礫で、 P4からも同じ様な円礫が出土している。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土士器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する士曠墓である。木榔痕は検出されていな

いが、土層断面や曠底の小ピット周辺の壁面などから考えると高さ40cmほどの木榔が作られていた

可能性はある。覆土は曠底面から検出面付近まで埋め戻しの土がほぼ一層で、その上に黒褐色土をの

せているだけである。 また南西壁は大きくオーバーハングしており、 S.P.2 ･ 3の杭は40cmほどであ

ったのではなかろうか。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨などは遺

存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P7 (図Ⅳ－32･33．34表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版17･ 137)

位置: Z-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.50m付近のところに位置する。

規模: 1.27m×1.14m/0.74m×0.61m/0.50m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-76.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色士、暗灰色粘土、黄色土がまじり合った混合土が長方形

状に広がる落ち込みを検出した。南東側に楕円形状の張り出しがある。短軸方向で半裁し、南東側か

ら覆土を掘り下げ、調査を行う。混合土が厚く堆積し、約46cmほど下で暗褐色粘質土を検出する。

この上面付近で礫2点と鉄製品が出土した。この暗褐色粘質土は薄く、すぐ下には灰色粘質土の堅い

面があり、 この面で小ピットを検出し壁の立ち上がりを確認したことから、灰色粘質土の面を曠底面

と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面上で小ピットと壁の立ち上がりを確認した。礫、鉄製

品も曠底面上にあり、 また南東側の張り出しは袋状ピットで、上半部は削平されていた。

土層：覆土は2層である。覆土1層（土層図l)は、暗褐色士、暗灰色粘土、黄色土、軽石などがま

じり合った混合士で、埋め戻し土である。覆土2層（土層図4）は、暗褐色粘質土で、遺体層であろ

う。覆土1層の下層は上層よりやや黒っぽい土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部70cm×40cmの範囲が長円形状にやや高くなり、

その中心部は若干凹んでいる。やや凹凸はあるが、堅い。

壁：検出面までほぼ垂直に立ち上がっている。 とくに曠底面から20cm～24cmほど上方の壁面は、垂

直で、丁寧に作っている。検出面からの壁高は、ほぼ50cmほどである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約42cmほど上方に作られている。上半部は

削平されており、全体は不明である。下方部はやや下向きに約17cmほど掘り込んでいる。ピット内

に土器はない。曠底の小ピット～曠底四隅の下場ライン上で4個検出した。径は、 S.P､4が8cm、他

は5cm、深さはS.P.1 ･ 2が20cm前後、 S.P.3 ･ 4は約14cmである。杭状で、直立している。木榔痕

～土層断面や擴底面でその痕跡は検出されなかった。ただ曠底面付近の壁面の状況から見て、木榔が

作られていた可能性はある。貼床～曠底面中央部がやや高まっていたため、調査後断ち割って検討し

たが、貼床ではなかった。

遺物出土状況：出土遺物総数は29点である。その内訳は土器20点、石器など4点、鉄製品5点である。

曠底面上からはすり石、たたき石各1点、鉄製品5点が出土している。覆土中出土の遺物は、埋め戻

し土に混入したものであろう。すり石とたたき石は出十位置から見て、置き石と思われる。鉄製品は

副葬品で、刀子2点、不明3点である。

出土遺物：土器～1は頚部片で、横走する沈線と斜行する沈線により文様が施される。内外面ともに

よく磨かれる。

石器～1はたたき石で、下端部周辺には煤の付着が認められる。

2はすり石で、全面にすり痕がある。 ともに石材は安山岩である。

重複，新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石、鉄製品の副葬品を有する土壌墓である。頭位は

南東方向で、曠底面の大きさなどから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性

別．年令、埋葬姿勢などは不明である。なお木榔痕は確認されなかったが、曠底面付近の壁の構築状

態から見て、高さ20cmほどの木榔を作っていた可能性がある。
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2

PS (図Ⅳ－35･36･37表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 図版17･ 109． 137)

位置: Z-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.08m×0.90m/0.81m×0.64m/0.59m 平面形：検出面～楕円形状曠底面規模: 1.08m×0.90m/0.81m×0.64m/0.59m 平面形：検出面～楕円形状曠底面～丸味のある長

方形 長軸方向:N-48。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で暗黄灰色粘土、暗褐色土、黄色土、灰色粘土などがまじり合っ

た混合土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。混合

士の覆土を約55cmほど掘り下げ、暗灰色粘土の堅い面で礫が3個出土し、小ピットを検出した。 ま

た南東壁中央部で袋状ピットを検出した。

土居：覆土は埋め戻しの混合土である。覆土1層（土層図1）は、暗黄灰色粘土が風化した軟質土で

ある。覆土2層（土層図2）は、暗褐色士と暗灰色粘土がまじり合った士、覆土3層（土層図3）は

黒褐色土に小さな暗灰色粘土が混入する士である。土層図4は覆土3層と同質の士であるが、色調は

うすく、軟質土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。
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壁：曠底面から検出面までほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東・南東・北西
壁が58cm，南西壁が55cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約25cm上方に作られている。開口部は

15cm×14cmの楕円形状で、やや下向きに約28cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠

いた土器1個が打ち欠き部分を上にし、斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大きく作られ

ており、土器の下や底部付近に土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約

64°である。曠底の小ピット～曠底四隅付近から4カ所検出された。径4cm～6cm、深さ16cm~

25cmで、 S.P.2は38cmと深い。杭状で、直立している。木榔痕～曠底面でその痕跡は確認されてい

ない。ただ土層図4はやや軟質で、裏込め土の可能性もある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は9点である。この内訳は土器5点、石器など4点である。曠底面から

はすり石片1点、礫2点が出土している。これらは遺体の頭付近にあり置き石である。袋状ピット内

からはⅦ群の小型の甕が1個体出土している。他の遺物は覆土中から出土したものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、 口縁部の片側を欠く。覆土内に破片が存在しないこと、割れ口が

鋭いことなどから、意図的に割られた後、埋納された可能性が高い。頚部と口縁部の境界には明瞭な

段が存在し、連続する刺突文で区画される。口縁端部は面取りが施される。頚部には約5cmを1単

位とする格子目状の沈線分が約5cm間隔で施される。口縁部には2個1対の円形刺突文が施される。

内外面ともにミガキの密度が薄く、特に口縁部から頚部の外面にはミガキは施されない。口縁部から

胴部上半にかけて内外面ともに炭化物、煤が付着し、外面胴部下半では被熱による酸化消失がみられ
る」

I正面

~
~

ｍＣ
八
Ｕ
Ｉ

ヘ
竺

上面

袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－36 P8 (2)
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－37 PB出土の土器

石器～1はすり石で、稜線にすり痕がある。石材は安山岩。

2は砂岩の礫片、 3は安山岩の礫片で、煤の付着が見られる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる‘

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。貼床、木榔痕は検出され

なかったが、士層断面に裏込めと思われる土の堆積状態も見られることから、木榔が作られていた可

能性はある。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していな

いため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P9 (図Ⅳ－38表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版18)

位置:Y-2 Z-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.17m×1.00m/0.79m×0.60m/0.19m 平面形：検出面・曠底面～長方形状で南東側は丸く

ふくらむ。 長軸方向:N-45.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、W層中で黒褐色土＞灰色粘土粒が長方形状に広がる落ち込みを検出した。

短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約17cmほど掘り下げ褐色粘質土の面を検出した。

褐色粘質土は薄く、その直ぐ下でⅣ層の堅い面を検出する。この面で鉄製品が出土した。 また小ピッ

1､を検出し、壁の立ち上がりも確認されたことから、 Ⅳ層の堅い面を曠底面と判断した。北西側も同

様に掘り下げ、擴底面を検出した。 また南東壁で袋状ピットも検出した。

±層：覆土は大きく3層に分けられる。覆土1層（土層図l)は、黒褐色土＞灰色粒土粒で、やや堅

くしまった士である。覆土2層（土層図3）は、ボソボソした灰黄色粘土で、上方には黒褐色土が縞

状に入っている。覆土3層（土層図5）は褐色粘質土で、遺体層であろう。

曠底：Ⅳ層を掘り込んで構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。北西壁側の小ピット

間には巾1cmほどの黒褐色土がややゆるやかな曲線状に見られた。木榔痕と思われる。

壁：南東壁は急傾斜、他はゆるやかに外傾しつつ立ち上がる。曠底との境いは丸味がある。検出面か

らの壁高は、北東壁が16cm、南東壁が23cm、南西壁が19cm、北西壁が18cmである。

巧庁

ノ／



西島松5遺跡平成12年度

言｜
’

／

ひ
津

！

~
~ Ｅｏト③囚Ａ＋

b~
一

隷
蕊
蕊

、
、

f
褐色

粘質土
／

蕊 0 10cm

、
ノ

○／
／

○

P9の土層

1 ．黒褐色土＞灰色粘土

2．黒褐色士

3．灰黄色粘土（ボソボソ）
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

付属構築物：袋状ピット～南東壁の西寄り、曠底から約12cm上方に作られている。開口部はl1cmx
7cmの不整楕円形状で、やや下向きに約1Ocmほど掘り込んでいる。ピット内には土器などは入れら
れていない。壁面に対してのピットの傾きは約65.である。曠底の小ピット～曠底四隅に4個検出さ
れた。径3cm～4cm、深さ18cm～24cm、杭状で、直立している。S.P.2 ･ 3はわずかに内側に傾い
ている。木榔痕～曠底面上で、 S.P.3とS.P.4の間に巾約lcmの黒褐色の土がゆるやかな曲線状に見
られた。黒褐色土を掘ったところ、部分的（長さ5cm、 3cm、 7cm)に深いところもあるが、全体
的に1cm～5cmほどの浅いものである。他の部分ではこのような落ち込みは見られなかったが、木
榔痕の一部と思われる。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は6点で、 フレイク3点、鉄製品3点である。曠底面からは鉄製品3点
が出土しただけである。鉄製品は小刀2点、刀子1点で、 これらは曠底中央部南西壁際に、かたまっ

た状態で出土している。副葬品である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピッ1､、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土壌墓である。木榔は板状のも
のを立ち並べたものかと思われる。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、

人骨などが遣存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P10 (図Ⅳ－39表1 ･ 2 図版18)

位置:Y-1 ･ 2 Z－1 ･ 2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.50m付近のところに位置す

る。

規模: (2.00m) ×1.30m/(1.10m) ×0.76m/0.12m 平面形：検出面・曠底面～長方形状

長軸方向:N-80.-W 頭位：ほぼ東？

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色土に灰色粘土が多く混入する長方形状の落ち込みを検出

した。短軸方向で半裁し、東側から調査を行う。数CInほど掘り下げたところで中央部と東壁側以外

はⅣ層が検出された。中央部を更に掘り下げ、 Ⅳ層直上で焼土、土器片を検出する。このⅣ層の面を

曠底面と判断し、西側も同様に掘り下げる。東側同様、中央部と西壁側が浅く落ち込んでいる。東壁

側の落ち込みは、中央部が深さ約27cmほどの杭状の落ち込みで、西壁側のものは浅く、凹凸がある。

土層：覆土は1層で、汚れた灰色粘土粒が少量混入する黒褐色土で、全体に軟質。灰色粘土がブロッ

ク状に混入している。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。中央部140cm×70cmの範囲が5cm～10cm深くなってい

る。全体に凹凸は見られるが、ほぼ平坦で、堅い。また中央部90cm×50cmの楕円形状の範囲には褐

色士が薄く広がっている。

壁：段を有し、ゆるやかな傾斜で立ち上がっている。

付属構築物：袋状ピット～不明。曠底の小ピット～小ピットは7個検出されているが、曠底四隅にあ

る小ピットとは性格を異にするものかと思われる。杭状で、直立している。東壁際と西壁際で小ピッ

I､ (S.P.1とS.P.2)が1個ずつ検出されている。木榔痕～明瞭な痕跡は確認されていない。貼床～作

られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は13点で、土器8点、 フレイク3点、礫2点が覆土中から出土している。

曠底直上検出の焼土とともに出土した土器片はⅦ群土器である。
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：長軸方向や遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、大半が削平されており、曠底面がわずかに残されていただけで、全体は不明である。長
軸方向中央部壁際に小ピットが1個ずつあり、中央部は浅く掘り込まれている。また曠底直上で骨片
を多く含む焼土が15cm×12cmの範囲に薄く見られたが、 どのような理由によるものかは不明である。

P1 1 (図Ⅳ－40･41･42･43･44･45表Ⅳ－4 ･ 5 ． 6 ･ 8 ･ 10表1 ･ 2 ･ 3 図版19･ 109･
137･ 187･188･189･190･208･209･210)

位置:Y-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。
規模: 1.36m×1.26m/0.97m×0.79m/0.58m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-44.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で褐色土、灰色粘土、黄色士などがまじり合った混合土が長方形
状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。混合土の覆土を約
40cmほど掘り下げたところで褐色粘質土を検出し、鉄製品、礫が出土した。褐色粘質土は薄く、そ

の直ぐ下に黄灰色土を検出し、壁の立ち上がりも確認したため、 この面を曠底面とする。北西側も同

様に曠底面まで掘り下げ、鉄製品、壁の立ち上がりを確認した。また南東壁中央部で、袋状ピットを

検出した。曠底の小ピットは曠底面を精査したが検出することができなかったが、長軸方向中央部壁

際に1個ずつ杭状の小ピットを検出した。調査終了後曠底を断ち割ったところ構築面上に約8cmほ

どの厚さの土が入れられていることが判明した。

土層：覆土はl層で、土層図1 ． 2とも褐色土十黄色土十灰色粘土がまじり合った混合土である。土

層図1は、 しまりのある堅い土である。土層図2は軟質で、やや色調は黒い。土層図5は褐色粘質土

で、遺体層と思われる。土層図6 ． 7は遺体面構築のために入れられた土で、土層図6は灰色粘土ま

じりの黄灰色土、土層図7は黒色粘質士である。土を選り分け丁寧に入れている。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。構築面は皿状で、 8cm～1OCmほどの士を入れ遺体面を

作っている。遺体面は壁側がやや高くなり、中央部分は浅くくぼんでいる。全体に軟質である。

壁：全体に垂直的に立ち上がっている。四隅コーナー付近は曠底から約20cmほど上方でオーバーハ

ングしている。検出面からの壁高は、北東・南東・北西壁が49cm、南西壁が42cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央付近、曠底から約35cmほど上方に作られている。開口部は

15cm×12cmの長円形状で、やや下向きに約20cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠

いた土器が一個体斜めに入れられている。ピットは土器底部付近がやや大きめに作られており、胴部

下半から底部にかけて暗灰色を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約56°

である。曠底の小ピット～曠底の小ピットは検出されなかったが、長軸方向中央部壁際に杭状の小ピ

ットを検出した。S.P. 1は20cm×8cm、深さ21cm、 S.P.2は18cm×7cm、深さ26cmで、 ともに杭

状で、直立している。木榔痕～検出されていない。ただ北東壁際で、 60cm×12cmの範囲で厚さ5cm

ほどの灰色粘土が見られた。また士層図3はボソボソの黒色土十褐色土の土である。前者は裏込め土、

後者は木榔痕かとも考えられる。貼床～皿状の構築面上に黒色粘質土と黄灰色土を8cm～10cmほど

丁寧に入れて遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は22点である。この内訳は土器6点、石器など9点、鉄製品7点である。

曠底面からは石器など2点、鉄製品7点が、袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が一個体が出土してい
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

て、他は埋め戻し土に混入したものである。南東壁側で出土した石器など2点は、すり石1点、礫片
1点で、置き石であろう。鉄製品は直刀3点、小刀1点、刀子2点、鉄斧1点で、副葬品である。鉄
製品は北東壁側と南西壁側にまとまって2カ所で出土している。北東壁側には直刀1点、刀子2点、
鉄斧1点、南西壁側には直刀2点、小刀1点が副葬されている。

出十置物：土器～1は口縁部から頚部の片側を欠く。他の袋状ピット同様意図的に打ち欠かれた後に
埋納された可能性が高い。胴部と頚部の境界にはわずかながら段が存在し、刺突文で区画される。頚
部には格子目状の沈線文、口縁部には円形刺突文が施される。胴部外面は全面にミガキが施されるが、
内面ではミガキの密度が薄く、特に胴部上半や頸部はハケメが多く残る。外面頸部にはミガキが施さ
れない。内面はほぼ全面に炭化物が付着し、外面の口縁部から胴部上半は全面に煤が付着する。胴部
下半では被熱による酸化消失がみられる。

石器～1はすり石。稜線にすり面があり、その上にたたき痕が見られる。煤の付着がある。石材は
安山岩。 2は礫片で、割れ口付近に被熱の痕がある。石材は安山岩。

鉄製品～1は鉄斧（図Ⅳ－42－2）に付着していた鉄製品である。鉄本体の周囲に木質が付着して

いる。小刀・刀子の類にも見えるが、断面形が円形であることから、小刀・刀子ではないと判断した。

2は袋状鉄斧である。基部と刃部の幅に差が無く、側面のラインは基部と刃部の境界で緩やかに屈曲

し、全体としては基部から刃部までほぼ直線的に延びる。外周には目の粗い平織りの布が広い範囲に

付着しており、布で斧全体を包んでいたようである。また、布の上には木質が付着しており、 こちら

も斧を包むような状態で付着している。 3は平棟平造りの直刀でフクラ切先と推定される。区は両区

で茎は真っ直ぐ、に延びる。茎のほぼ中央に目釘穴をもつ。柄頭は方形で漆が塗布される。柄は棟側か

ら茎を納める溝を設け、茎を落とし込む構造と考えられる。握りの部分は紐を巻いた後、漆が塗布さ

れるか、 または樹皮を巻いた上から漆が塗布される。鐙は板鐸で、柄側から責金具状の金具で固定さ

れる。また、鐙には獣皮のような有機物が付着する。鞘は板木を2枚貼り合わせる構造で、黒漆が塗

布される。4は平棟平造りの小刀・刀子で、 フクラ切先である。区はX線写真からは判然としないが、

小さな両区と推測される。茎は真っ直ぐに延び、茎先寄りに目釘穴をもつ。柄縁にはハバキが装着さ

れ、柄木を覆うように鹿角と木質が付着する。鞘は存在せず、刀身には人骨が付着する。5は平棟平

造りの直刀で、 フクラ切先である。区は両区で茎は棟側に偏る。棟区、刃区ともに小さく、茎の刃側

は内湾気味に絞られる。茎先に目釘穴がある。柄は紐巻きで、ハバキは木製の可能性がある。鞘は腐

食が著しいが、漆膜が残存する。6は平棟平造りの小刀・刀子で、切先の形状は破損のため不明であ

る。区は左右対称の両区である。茎は茎元付近で急激に細くなり、ほぼ直線的に延びる。柄の構造は

不明であるが、柄元にハバキの痕跡がのこる。刀身に鞘の痕跡と考えられる木質が付着し、柄にも鞘

木とみられる木質が付着することから、呑口式の可能性もある。 7は平棟平造りの小刀・刀子で、 フ

クラ切先である。区は両区で、刃区がやや大きい。茎は真っ直ぐに延びる。柄元にはハバキの痕跡が

残る。鞘はほとんど残存せず、切先付近に鞘の痕跡とみられる木質が付着する。8は平棟平造りの小

刀・刀子で、 フクラ切先である。区は両区で、茎は真っ直ぐに延びる。柄元には幅広のハバキの痕跡

が残る。鞘はほとんど残存せず、鞘の痕跡とみられる木質が残存する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものである。

袋状ピット、長軸方向中央部壁際の2個の小ピット、置き石、鉄製の副葬品を有する土

頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などは遺存して

本遺構は、

曠墓であるc
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いないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

鉄製品をおそ~らく遺体の両脇付近に分けて副葬している。
本遺構は、厚い貼床で丁寧に遺体面を作り、

直刀、小刀、刀子、鉄斧とその量・質とも
に他遺構には見られない最大級の埋葬をしている。

杉多勿〃

正面

側面

0 20cm
L

上面

袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－41 P11 (2)
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P12 (図Ⅳ－46･47･48表Ⅳ－4 ･ 6 表1 ･ 2 ･ 3 図版20･ 109･ 192･210．211)

位置:Y-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模:0.99m×0.99m/0.62m×0.60m/0.47m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-66.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で灰黄色粘土、黄色土、褐色土などのまじり合った混合土が長方

形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約40cmほど

掘り下げ褐色粘質土を検出する。この上面付近で鉄製品が出土し、薄い褐色粘質土の下で暗灰色土の

面を検出した。この面で壁の立ち上がりを確認したことから、暗灰色土の面を曠底面と判断した。北

西側も同様に曠底面まで掘り下げる。曠底面の北東・南西壁際で褐色土十灰色粘土＞黒色土の細長い

落ち込みを検出する。木榔痕である。また南東壁中央部で袋状ピットを検出した。調査終了後曠底面

を断ち割ったところ4cm～6cmほどの厚さの汚れた灰色粘土層が確認され、貼床であることが判明

した。 また長軸方向中央部壁際に、南東壁は直線状に、北西壁はやや湾曲気味の細長い落ち込みを検

出した。四隅コーナー付近は長軸方向に壁がオーバーハングしている。

土層：覆土はほぼl層で、混合土である。土層図1は暗褐色土がやや多く、黒っぽい。土層図2は灰

黄色粘土が多い汚れた土である。土層図3は裏込め土、士層図4 ． 7は木榔痕と思われる。土層図5

は構築面上に薄く見られる黒色土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部はややくぼみ、堅い。遺体面の中央部50cmx

20cmの範囲には長軸方向に、褐色土が巾lcm～2cmで縞状に約5cmほどの間隔で検出された。遺

体の下に敷いた植物質の敷物痕ではないかと思われる。

壁：曠底からやや内湾気味に、垂直的に立ち上がっている。 とくに四隅コーナーの長軸方向側は約

20cmほど上方でオーバーハングしている。 また壁面には巾5cm～10cmの縞状の褐色土が2cm～5

cmの間隔で見られた。士曠墓作りに使用した工具痕の可能性がある。検出面からの壁高は、北東壁

が31cm、南東壁が40cm、南西壁が38cm、北西壁が35cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底面から約34cm上方に作られている。上半分は削平

されている。開口部は径15cmほどの半円状で、やや下向きに約12cmほど掘り込んでいる。ピット内

には口縁部を打ち欠いた土器がl個体入れられている。ピットは土器の胴部～底部付近にかけてやや

大き目に作られているが、土を入れてしっかり固定している。壁面に対してピットの傾きは約44.で

ある。曠底の小ピット～曠底四隅に小ピットは検出されていない。ただ長軸方向中央部壁際に細長い

小ピットを検出した。南東壁際の小ピットは長さ23cm、巾12cm，深さ22cm、北西壁際の小ピットは

長さ34cm， 巾13cm、深さ10cmでやや湾曲している。木榔痕～北東壁際で巾3cm～6cm、長さ約

75cm、深さ2cm～3cm、南西壁際で巾2cm～5cm、長さ約84cm、深さ2cm～3cmの細長い落ち

込みが検出された。 また土層断面には木榔痕と思われる土層図4，裏込め土状の土層図3が確認され

た。四隅コーナーの長軸方向に少し掘り込まれている状況などを含めて考えると、組合わせ式の木榔

かと思われる。貼床～構築面中央部75cm×40cmの範囲が皿状にくぼみ、その上に汚れた灰黄色粘土

を4cm～6cm入れ、遺体面を作っている。構築面上には黒色土が薄く見られる。

遺物出土状況：出土遺物総数は56点である。この内訳は土器42点、石器など9点、鉄製品5点である。

袋状ピット内からⅦ群の小型の甕が1個体、フレイク1点、曠底直上から鉄製品5点が出土している。

他は覆土中からの出土で、埋め戻し士に混入したものである。袋状ピット内の土器は口縁部を打ち欠

き、打ち欠き部分を上向きにし、斜めに入れている。鉄製品は北東壁際と南西壁際の二カ所に置かれ

ている。副葬品である。北東側には刀子がわずかに重なるように3点、南西側には直刀が1点とその
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

下に刀子が1点出土している。

出十漬物：土器～1は胴部上半から口縁部を欠く。覆土中に破片が存在しないことから、他の袋状ピ

ット出土の土器と同様意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。外面はよく磨かれるが、内

面はハケメが残る。内面には炭化物が少量付着し、外面は被熱による酸化消失がみられる。

鉄製品～1は小刀・刀子である。刀身を欠く。区は持たず、刀身と茎はほぼ同じ幅である。 2は小

刀・刀子で刀身の元から先を欠く。茎は棟側に偏り、区は棟区を持たない片区である。茎は棟側が刀

身から一直線に伸びる。柄は木質が腐食し、茎の周りに付着するように残存する。柄元にハバキと思

われる板状の金具が残存する。 3は2本の刀子が付着して出土したもので平棟平造りの小刀・刀子で

フクラ切先である。いずれも小さな棟区をもつ片区で、茎が刃側に偏る。刃側の茎と刃部の境界は軽

く屈曲する。4は平棟平造りの直刃で、切先を欠く。区は両刃で茎は棟側に偏る。棟区、刃区ともに

小さく、茎の刃側は内湾気味に絞られる。中央から若干茎寄りのところに目釘穴をもつ。柄には木製

の柄本体の上から、鹿角と板木を二枚合わせに貼り合わせ、木製の柄頭がはめ込まれる。柄頭付近に

は獣毛のようなものが付着する。鞘は残存しない。

重複・新旧関係：本遺構はP13と重複し、 これよりも新しいものである。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、長軸方向中央部壁際に二個の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓で

ある。曠底面検出の木榔痕や壁の状況などから見て組み合わせの木榔が想定される。また遺体面上に

は縞状の痕跡が見られる。これは遺体の下に植物性の敷き物を置いていた痕跡と思われる。頭位は南

東方向で、曠底の大きさなどから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・

年令、埋葬姿勢などは不明である。本遺構は、 Pll同様、貼床上に敷き物を起き、直刀や刀子を二カ

所に分けて副葬している。質・量はPllより劣るかのように見えるが、それでもきわめて丁重に埋葬

されていると考えていいだろう。
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P14(図Ⅳ－49･50･51 表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版21 ． 109･ 137)

位置:Y-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.14m×1.04m/0.70m×0.61m/0.52m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N 56。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土状の土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方

向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土をわずかに掘り下げ袋状ピットを検出する。更に覆土を約

50cmほど掘り下げ、淡褐色粘質土の面を検出する。この土はlcm～2cmほどの薄い層で、その下で

灰色粘質土の堅い面を検出した。この灰色粘質土の面で礫二個、小ピットを検出し、壁の立ち上がり

を確認したことから、灰色粘質士の面を曠底面と判断する。北西側も|司様に掘り下げ、曠底面上で鉄
製品が出土した。

土居：覆土は1層で、埋め戻し状の混合土である。土層図l～4は褐色土、暗褐色士、灰色粘土など

の多少で分層したものである。土層図5はボソボソの土で、木榔痕かと考えられる。士層図6は遺体
層である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部75cm×42cmの楕円形状の範囲はわずかにくぼむ。

曠底面に褐色粘質士が薄く見られる。曠底面は堅い。

壁：ほぼ垂直的に立ち上がっている。曠底面から20cm～25cm上方の壁面は垂直で、堅く、丁寧に作

られている。検出面からの壁高は、全体的にほぼ50cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約32cm上方に作られている。開口部は17cm><

14cmの長円形状で、下向きに約20cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠いた土器が

一個体、斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大きく掘られ、胴部の下に士を入れ土器をし

っかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約44°である。曠底の小ピット～曠底四隅の下

場ライン上で4個検出された。径3cm～4cm、深さ20cm～24cm、杭状で、直立しているが、 S.P.3

だけがやや内傾している。木榔痕～曠底面で痕跡を確認できなかった。 しかしながら土層断面では。

南西壁際に巾6cm，高さ約35cmのボソボソした灰黄色粘土と褐色士がまじり合った汚れた土（土層

図5）が見られた。 また曠底面から20cm～25cm上方までの壁面は垂直で、堅く、丁寧に作られてい

ることなどから見て、木榔が作られていた可能性はある。貼床～作られていない。

遣物出土状況：出土遺物総数は23点である。この内訳は土器18点、石器など2点、鉄製品3点である。

曠底直上からは土器1点、すり石と礫各1点づつ、鉄製品3点が出土している。袋状ピット内出土の

土器はⅦ群のもので、口縁部が欠損している。すり石と礫は南東壁側のコーナー寄りに1個ずつある。

置き石であろう。鉄製品は、刀子2点、鉄鎌1点で、刀子は曠底中央部やや南西寄りに水平の状態で

出土している。鉄鎌はS.P.2の南西側に立てられていた。 ともに副葬品である。覆土中出土の土器は

埋め戻し士の中に混入したものであろう。

出土遺物：土器～1は胴部上半から口縁部を欠く。覆土中に破片が存在しないことから、他の袋状ピ

ット出土の土器と同様意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。外面はよく磨かれるが、内

面はあまり磨かれず、ハケメが残る。内面には輪積みの痕跡が確認できる。内面と外面の上半には炭

化物、煤が少量付着し、外面下半は被熱による酸化消失がみられる。

石器～1は扁平礫を素材としたすり石で、稜線の一部にはたたき痕がある。 2は扁平礫で、 ともに

石材は安山岩で、曠底出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。
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図Ⅳ－50 P14 (2)

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。木榔痕

は明らかでないが、土層断面や壁面の状況から見て、木榔が作られていた可能性はある。 また鉄製品

の副葬品のうち鉄鎌は小ピットに接するように立てられていた。これは小ピットを結ぶ線より壁側に

あることから、木榔の外側に立てられていたものであろう。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどか

ら見て屈葬であろうと思われるが、人骨などが遺存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不

明である。
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図Ⅳ－51 P14出土の遺物

P15 (図Ⅳ－52･53･54･55･56表Ⅳ－4 ･ 5 ･ 6 表1 ･ 2 ･ 3 図版22･ 110･ 191 ･ 192･

211)

位置:Y-3 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.35m×1.25m/1.20m×1.08m/0.71m 平面形：検出面～丸味のある方形状曠底面～方形

状 長軸方向:N-53.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土がほぼ方形状に広がる落ち込みを検出した。北東一南西

方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約30cmほど掘り下げたところで袋状ピットを2個検

出する。覆土を更に掘り下げたところ、北東壁、南西壁から1Ocmほど内側に巾3cm～5cmの茶褐色

土の細長い落ち込みを検出した。木榔痕が想定されたためこの内側を掘り下げ、暗灰色粘土直上で鉄

製品、耳環が出土し、 また南東壁の立ち上がりを確認したことからこの面を曠底面と判断した。北西

側も同様に掘り下げ、木榔痕状の細長い落ち込み検出面で精査し、同様の落ち込みを検出した。更に

木榔痕内を曠底面まで掘り下げ、遺物等の検出作業を行った。小ピットはこの曠底面でははっきりせ

ず、調査終了後擴底面を少し掘り下げ精査したところ木榔痕内側で4個検出した。

土層：遺構上方は削平されているが、残存部分の覆土は灰色粘土小塊と褐色土などがまじり合った混
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合土で、埋め戻しの土である。ただ大きく二層に分けられる。覆土1層（土層図1～4）は灰色粘土

小塊に褐色土が少量まじり、非常に堅く、 しまった土である。Ⅳ層と区別しがたい堆積状態であった。

覆土2層（土層図5）は汚れた灰黄色粘土小塊で、やや軟質である。曠底直上には淡褐色粘質土が薄

く見られる。なお覆土2層上面付近で茶褐色土の細長い落ち込み（士層図6）を検出したが、 この壁
側は内側部分に比べると堅くしまっていた。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部(70cm×65cm)は若干くぼんでいる。全体に軟
質。 くぼみ付近には黒褐色粘質土が薄く見られた。

壁：曠底四隅付近以外はほぼ垂直に立ち上がっている。四隅は長軸方向に半円状に広がり （巾約

20cm、奥行約10cm) 30cm上方で屈曲し、オーバーハングしている。検出面からの壁高は、全体的に
68cm前後である。

付属構築物：袋状ピツトー南東壁で、曠底から約30cm上方に2個作られている。左側の開口部は径

16cm×15cmの円形状で、やや下向きに約20cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部から胴部に

かけて欠損する土器が一個体斜めに入れられている。ピットは、開口部をややおおきめに掘っている

が、底部付近はほぼ土器の大きさに掘り、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約

72°である。右側の開口部は15cm×13cmの楕円形状で、下向きに約17cmほど掘り込んでいる。ピッ

ト内には口縁部から胴部にかけて欠損する土器が一個体斜めに入れられている。ピットは左側のピッ

トと同様の掘り方で、 しっかり土器を固定している。壁面に対してのピットの傾きは約50°である。

曠底の小ピット～4個とも壁から15cm～20cmほど内側にあり、木榔痕からも5cm～20cm内側に作

られている。径3cm～4cm、深さ15cm～22cm、杭状で、直立している。木榔痕～北東と南西壁寄

りに巾約3cm、長さ122cm～127cmの長さに擴底を浅く掘り込んで作られている。 また北西壁側には

長さ14cmのものと6cmのものが見られる。四隅は長軸方向でオーバーハングしていることから見て、

高さ30cmほどの組み合わせ木榔が作られていたものと思われる。貼床～中央部が2cm～3cmほどく

ぼんでいるが、貼床は作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は34点である。この内訳は土器17点、石器など12点、鉄製品3点、錫製

耳環2点である。 2個の袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が1個体づつ出土し、曠底面からは鉄製品

3点、錫製耳環2点が出土している。鉄製品は、曠底中央付近で二カ所に分れて出土している。左側

からは直刀2点が重なって出土し、右側からは小刀状のものが1点出土した。副葬品である。錫製耳

環は左側南東壁側で出土している。覆土中出土の土器片2点は、木榔の外側、木榔痕検出面で出土し

たものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部の1／3を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様、意図

的に打ち欠かれた後に埋納されたものであろう。胴部と頚部の境界は緩やかな段をもつ。頚部は一度

外反した後、口縁部付近で内湾する。口縁端部はつまみ上げられる。口縁部付近にはV字状の沈線分

が施される。 ミガキは全面に施されるが密度が薄く、内外面ともにハケメが残る。内外面に炭化物、

煤が付着し、特に胴部上半から口縁部にかけては広い範囲に付着する。外面は筋状に煤が流れ落ち、

吹きこぼれの痕跡がみられる。2は小型の甕と考えられるが、上面観に歪みがみられることから注口、

片口の可能性もある。胴部下半のみ残存し、他の袋状ピット出土の土器と同様意図的に打ち欠かれ

た後に埋納されたものであろう。外面はよく磨かれるが、内面はミガキの密度が薄くハケメが多く残

る。内外面とも炭化物、煤が付着し、底部付近は被熱による酸化消失がみられる。

鉄製品～1は平棟平造りの小刀・刀子でフクラ切先である。柄元を除き、柄部分を欠く。柄の破片

が一部残存するが、本体とは接合しない。柄元にはli58mmのハバキが装着される。柄には樹皮が巻
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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0 ｍＣ５
１

図Ⅳ－56 P15出土の遺物(3)

かれ、柄元側から柄頭に向かって巻き上げられる。鞘は残存していないが、刀身の周囲には木質が付

着することから、本来は鞘に納められていたものと考えられる。 2． 3はほぼ同じ大きさの直刀二本

が癒着して出土したものである。いずれも平棟平造りで、区は両区、茎が棟側に偏り、刃側が内湾気

味に絞られる。刃区、棟区ともに3は2より小さい。切先は3はカマス切先、 2はフクラ切先である。

3は茎中央と茎先に目釘穴をもち、 2は茎中央から茎先へよったところに目釘穴をもつ。鞘は板鞘で、

3は鞘に接して柄側に柄元装具が装着される。材質は不明である。 2， 3ともに柄元付近に布が付着

するが、 3より2の繊維が太く、織りが粗い。柄には蔓状の紐が巻かれ、 2は太さ2～3mm、 3は

1mmである。 2は柄頭の金具の一部が残る。 2の鞘は樹皮を巻いた後漆が塗布される。

耳環～1は径2.5cm、太さ4mm、 2は径2.7cm、太さ4mmで、 ともに完全な円環ではない。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品などを有する土曠墓である。組み合わせ

木榔で、袋状ピットが二個作られていることから見て、二体合葬墓と思われる。 また小ピットが木榔

の内側に作られていることは、木榔と小ピットが別々の構築物であることを示しているのであろうか。

なお、大きさのちがいはあるが構造的にはPl6と酷似している。

P16 (図Ⅳ－57･58表Ⅳ－4 ･ 6 表1 ･ 2 ･ 3 図版23･110． 121･137)

位置:Y 2･ 3 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模:0.67m×0.63m/0.54m×0.48m/0.25m 平面形：検出面・曠底面～長方形状

長軸方向:N-57.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土に灰色粘土小塊がまじり合った土が長方形状に広がる

落ち込みを検出し、 また南東側中央部に長円形状の張り出し部分を検出した。短軸方向で半裁し、南

東側から調査を行なう。覆土を約24cmほど掘り下げ、 Ⅳ層の堅い面を検出する。 この面で鉄製品、

礫などが出土した。また北東、南西壁側で暗褐色土の細長い落ち込みや小ピットを検出し、壁の立ち

上がりを確認したことから、 この堅い面を擴底面と判断する。南東壁中央部の張り出し部分からは土

器が一個体出土し、袋状ピットであることが判明した。南東壁際中央部付近の曠底面上には頭皮と歯

の一部分が遺存していた。北西側も覆土を掘り下げ、曠底面上で鉄製品、小ピット、細長い落ち込み

などを検出し、壁の立ち上がりを確認した。

土居：覆土はほぼ一層で、Ⅳ層の灰色粘土小塊と暗褐色土がまじり合った埋め戻し士である。全体に
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軟質土で、曠底面上には暗褐色粘質土が薄く見られる。

曠底：Ⅳ層中に構築されている。平坦で、堅い。中央部が若干高くなる。

壁：曠底四隅は長軸方向に掘り広げ、上方約20cmほどのところでオーバーハングしている。他は垂
直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北西壁が21cm、他は25cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約22cm上方に作られている。上方部が削平さ

れ開口部の形状などは不明であるが、やや下向きに掘り込んでいる。ピット内からは口縁部を打ち欠

いたⅦ群の片口土器がほぼ正立した状態で一個体出土した。土器の大きさに掘られていて、 しっかり

土器は固定されている。壁面に対してのピットの傾きは約64.である。擴底の小ピット～木榔痕から

5cm～8cmほど内側に4個検出された。径4cm～6cm、深さ20cm～30cm、杭状で、直立している。

Pl5と同じように木榔と異なる構築物のものと思われる。木榔痕～曠底面の北東壁際で巾約lcm~

2cm，長さ約66cm、南西壁際で巾lcm～2cm，長さ65cm、北西中央部で巾3cm、長さ13cm，南西壁

際で巾2cm，長さ22cmほどの細長い落ち込みが検出された。 これらは曠底面を1cm～2cmほど掘り

込んだ浅いものである。北東、南西壁際のものは長軸方向に壁をやや掘り広げている。組合わせ木榔
が想定される。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は94点である。この内訳は土器20点、石器など70点、鉄製品4点である。

袋状ピットからはⅦ群の片口土器が一個体出土している。曠底面からは礫2点と鉄製品4点が出土し

ている。礫は置き石である。鉄製品は刀子2点、鉄環1点、鉄斧（袋状） 1点が出土している。副葬

品である。刀子2点、鉄環は中央部北東壁側、鉄斧は中央部南西壁側の礫の近くから出土している。

覆土中出土からフレイクが56点ほど出土しているが、 これは擴底直上の士を採取しフローテーシヨン

処理して得られたもので、他の遺物|司様、埋め戻し土に混入したものであろう。

出土遣物：土器～1は注口又は片口で注ぎ口は普通のものより上方に向かって開いている。外面はよ

く磨かれるが、内面にはハケメが残る。内外面ともタール状の物質が薄く付着するが、焼成時に付着
したものか、使用に伴うものかは判断できなかった。

2は口縁部片である。円形刺突文が施され、口縁端部は面取りされる。内外面ともよく磨かれ、ハ
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ケメは残らない。

石器など～1は軽石（図Ⅳ-57右)、 2は凝灰岩（図Ⅳ-57左）の自然礫である。
重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石などを有する土曠墓である。組
合わせの木榔を作っている。曠底の規模から考えると、子供の墓と思われる。

P17 (図Ⅳ－59．60･61 表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版23．24･110･137)

位置:X-2 ･ 3 Y-2 ･ 3 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.65m付近のところに位置す
る。

規模: 1.54m×1.38m/1.08m×0.96m/0.63m 平面形：丸味のある長方形曠底面～長方形
長軸方向:N-50.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土と灰黄色粘土小塊がまじり合った土が長方形に広がる
落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約58cmほど掘り下げて暗
褐色粘質土を検出する。 さらに4cm～5cm掘り下げ、堅い暗灰色粘土の上で礫2点が出土し、壁の
立ち上がりを確認したことから、 この堅い面を曠底面と判断する。また南西壁で袋状ピットを検出し

た。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ1層で、埋め戻し土である。曠底面直上には褐色粘質土がある。遺体層であろう。
土層図12は、巾3cm、高さ30cm～40cmの細長いボソボソの土である。木榔痕であろう。土層図5は

混合士で、裏込め土と思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部98cm×48cmの範囲は長方形状に浅くくぼんでい

る。堅く、 くぼみには淡褐色粘質土が薄く見られる。

壁：全体にほぼ垂直に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北西壁が52cmで、他は約58cmであ

る。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約20cm上方に作られている。開口部は20cmx

17cmの楕円形状で、やや下向きに掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠いた土器が一個体、

斜めに入れられている。ピットは底部付近をやや大きく、他は土器の大きさと余り違わない大きさに

掘り、胴部下には褐色土を薄く入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約60｡

である。曠底の小ピット～曠底四隅付近に径3cm～6cmの暗褐色士が円形状に見られた。半裁した

ところ深さ1cmほどの浅いものであった。他遺構の擴底の小ピットに比べ非常に浅いが、小ピット

の痕跡かとも考えられる。木榔痕～曠底面壁際で5cm～7cmの細長い落ち込みが検出された。深さ

6cmほどの浅い溝状の落ち込みで、 この底面で巾1cmほどの線状の落ち込みを検出した。これは深

さ5cmほどで先端がとがっている。土層断面のものと合わせて考えると、板状の杭を並べて木榔が

作られていたものと思われる。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は67点である。この内訳は土器が42点、石器など23点、鉄製品2点であ

る。袋状ピットからはⅦ群の土器が一個体出土している。曠底面からはⅦ群の土器片5点、石器など

3点、鉄製品（錆のかたまりか鉄片か不明） 2点が出土している。石器などはすり石・たたき石各1

点づつで南東壁側で少し離れて出土している。置き石であろう。他の覆土中出土の遺物は埋め戻し土

に混入したものである。 また覆土上層には骨片や炭化物が多く混入していた。
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図Ⅳ－59 P17 (1)
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側面

20cm
1

〔
Ｕ
Ｉ

一

至言~～
～ 袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－60 P17 (2)

出十眞物：土器～1は小型の甕で、頚部以上を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様、意図的に打

ち欠かれた後に埋納されたものであろう。 また、接合破片の中にはP143の検出面出土のものが含ま

れる。外面はよく磨かれるがミガキの上からハケメが確認できる。一方、内面はほとんど磨かれずハ

ケメが残る。内面に少量の炭化物が付着し、外面胴部上半は全面に煤が付着、胴部下半は被熱による

煤の酸化消失と赤変がみられる。

石器～1は扁平礫を素としたたたき石（図Ⅳ-59左）で、 2は扁平礫を素材としたすり石（図Ⅳ-

59右）である。 ともに石材は安山岩で、曠底面出土のものである。

重複・新旧関係：本遺構はP18と重複しており、 これよりも新しい遺構である。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。鉄製品は副葬されていな

い。土層断面から見て、木榔は高さ40cmほどのものである。頭位は南東方向で、曠底の大きさなど

から見ると屈葬と思われるが人骨などが造存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明であ

る。
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P19 (図Ⅳ－62･63･64表Ⅳ－4 表1 ． 2 ･ 3 図版24･110)

位置:X-2 Y－2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.63m付近のところに位置する。
規模: 1.63m×1.40m/1.16m×0.89m/0.41m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-45° 一W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半
裁し、南東側から調査を行う。覆土を掘り下げ南東壁で袋状ピットを検出し、更に30cm～40cmほど
掘り下げたところで暗灰色粘土の面を検出した。この面で壁の立ち上がりを確認したことから、曠底
面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、北西壁際の曠底面上から鉄製品が2点出土した。調査終了
後曠底面を断ち割ったところ中央部100cm×70cmの長方形の範囲で構築面が浅<<ぼみ、貼床が作ら
れていることが判明した。

土層：覆土は埋め戻し状の混合土である。大きく2層に分けられる。覆土1層（土層図1）は灰黄色
暗粘土小塊に褐色土がまじった土で、覆土2層（土層図3）は黒褐色士に灰黄色粘土粒がまじり合っ
た土である。全体に砂質土である。

曠底：Ⅳ層を掘り込んで構築している。遺体面は中央部がやや高くなり、堅い。構築面は浅い皿状で
ある。遺体面上には褐色土が縞状に見られる。植物性の敷物の残存物であろうか。

壁：全体的に急傾斜で立ち上がる。曠底面との境いは不明瞭である。検出面からの壁高は、北東・北

西壁が33cm，南東壁が42cm、南西壁が34cmである。なお壁面には暗褐色土が縞状に見られる。構築
時の工具の跡かと思われる。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約26cm上方に作られている。開口部は1Ocmx
6cmの楕円形状で、やや下向きに約20cmほど掘り込んでいる。ピットの上方は押しつぶされている。

ピットの方向は長軸方向より西へ約20。ほどずれている。ピットは土器底部付近が大き目に掘られ、

胴部付近は土器の形状に掘られ、 しっかり固定している。曠底の小ピット～曠底四隅付近で小ピット

は検出されなかった。ただ長軸方向中央部壁際で1個ずつ小ピットが検出された。 ともに堰底面で検
出されたものである。S.P. 1は40cm×21cm、深さ24cm、楕円形状で先端部は細い。S.P.2は32cmx

20cm，深さ28cm長円形状で、先端部は丸く、細くなっている。木榔跡～土層断面曠底面でその痕

跡は確認されなかった。貼床～構築面の中央部付近がⅡll状にくぼんでいる。このくぼみ上に黒褐色土
を0.5cm～lcm、その上に暗灰色粘土を入れ、ほぼ平坦な遺体面をつくっている。

遺物出土状況：出土遺物総数は81点である。この内訳は土器73点、石器など6点、鉄製品2点である。

袋状ピットからはⅦ群の小型の甕がほぼ一個体出土している。曠底面からは鉄製品が2点、 （ともに
刀子）出土している。副葬品と思われるが、遺体の足付近と思われる北西壁側で、水平の状態で出土

している。他の覆土中出土の遺物は埋め戻し士に混入したものと思われる。

出十置物：土器～1は中型の甕で口縁部の一部を欠く。胴部と頸部の境界には段差を有する。頚部に

は口縁部側と胴部側にそれぞれ2条の沈線が施文される。口縁端部は面取りされ、内側をつまみ上げ

ている。内面は輪積みの痕跡が明瞭に残る。内外面ともミガキはほとんど施されず。胴部はハケメ、

頚部は内外面ともハケメ調整の後、ナデが施される。土曠墓から出土した他の土器が北大Ⅲ式に位置
づけられるのに対し、本資料はいわゆる「擦文土器」に相当する。内外面とも炭化物、煤が付着し、

外面胴部下半では被熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：袋状ピットとP25との新旧関係は明確でない。

時期：出土遺物や遺構の構造などから見て、 「擦文土器」を伴う擦文時代のものと思われる。
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本遺構は、袋状ピット、長軸方向壁際の小ピット、

鉄製品の副葬品を有する土壌墓である。木榔痕は確

認されていない。構築面上に二種類の土を入れ、平

坦な遺体面を作り、植物性の敷物を敷き、遺体を安

置している。頭位は南東方向で、曠底の大きさから

見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していない

ため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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図Ⅳ－64 P19出土の土器
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P20 (図Ⅳ－65 ．66表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･25･ 111)

位置:X-1 Y-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。
規模: (1.23m) ×1.12m/0.82m×0.66m/0.62m 平面形：検出面～丸味のある長方形曠底面～
長方形状 長軸方向:N-44． －W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土に灰黄色粘土小塊がまじる長方形状の落ち込みを検出
した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。検出面直下で南東壁中央部に袋状ピットを検出し、
更に約30cmほど掘り下げたところで、壁際に黒褐色粘質土＞黄色粘土粒の土が巾5cm～10cmで．の
字状にめく、っているのが確認された。木榔の裏込め土が想定されたためその部分を残し、その内側を
掘り下げる。約60cmほど掘り下げ暗褐色粘質士を検出し、鉄製品も出土したことからこの面を精査
した。すると暗褐色粘質土の周辺で堅い暗灰色粘土の面が検出された。暗灰色粘土の面の中央部がわ
ずかにくぼんでおり、そのくぼみに暗褐色粘質土がうすく堆積しているのが確認された。暗灰色粘土
の面を曠底面と判断する。裏込め土と思われる黒褐色粘質土は曠底面まで堆積していた。北西側も壁
際の裏込め土や遺体層を確認しつつ曠底面まで掘り下げる。裏込め土を残した状態で写真撮影、実測
をし、その後、裏込め土を掘り下げる。曠底面の北東と南西の壁側で、巾4cm～5cm、長さ約59cm
の細長い黒褐色土の落ち込みを検出した。 また南東と北西の壁際でも巾4cm～5cm、長さ約20cmほ
どの|司様の落ち込みを検出した。

土層：覆土はほぼ1層で、埋め戻し状の混合土である。全体的に暗褐色土に灰黄色粘土小塊がまじり
合った土である。土層図12は遺体層、土層図9 ･ 10･ 11は木榔の裏込め士と思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部が2cm～3cmほどくぼみ、堅い。

壁：曠底面からほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が56cm、他は58cmで
ある。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約45cm上方に作られている。開口部は16cmx

14cmの楕円形状で、やや下向きに約18cmほと掘り込んでいる。ピット内には口縁部と胴部上半部が
欠損する土器が一個体、ほぼ正立するように入れられていた。ピットは土器より少し大き目に掘られ、
しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約57°である。曠底の小ピット～曠底四隅に

小ピットはない。木榔痕～土層断面（土層図9 ･ 10･ 11)で裏込め土状の黒褐色粘質士が確認された。
曠底面には細長い落ち込みも検出された。部分的に深いところもあるが、全体的に浅い溝状の落ち込
みである。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は622点である。 この内訳は土器56点、石器など565点、鉄製品1点であ
る。曠底面直上から鉄製品1点が出土した。副葬品であろう。この鉄製品は中央部の16cm×16cmの

範囲にまとまっていたもので錆が多く種類は不明である。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕がl個体
出土している。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したものである。 また曠底直上付
近の土を採取し、 フローテーション処理した結果、 419点のフレイクとスクレイパー1点が得られた。
出土遺物：土器～1は胴部下半から底部のみ残存する。小型から中型の甕である可能性が高いが、上

面観がややひしやげていることから、注口又は片口の可能性もある。内外面ともによく磨かれており、

ハケメは残らない。内面は底部を除き炭化物が付着し、外面は被熱による煤の酸化消失と赤変がみら
れる。

重複・新旧関係：本遺構はP21と重複し、 これよりも古い遺構である。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。
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本遺構は、袋状ピット、鉄製品の副葬品を有する土壌墓

である。木榔の規模は106cm×60cm、高さ約30cmで、皿状

にくぼむ面に遺体を安置し、遺体の上に鉄製品をまとめて

副葬したものと思われる。頭位は南東方向で、曠底の大き

さなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存してい

ないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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図Ⅳ－66 P20出土の土器

P21 (図Ⅳ－67･68･69表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･26･ 111)

位置:Y-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.62m×1.50m/1.18m×1.08m/0.38m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形状
長軸方向:N-64。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土に少量の暗灰色粘土小塊がまじる長方形状の落ち込み

を検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。検出面下の南東壁中央付近で土器片が出土
したため、周辺を精査したところ袋状ピットが検出された。更に覆土を15cm～20cmほど掘り下げた

ところで、北東と南西の壁側に大きな粘土塊が巾15cmほど広がっているのが確認された。木榔の裏
込め士かと想定されたためこれを残し、 この内側の黒褐色土を掘り下げる。約15cmほど下で暗灰色

粘土の面を検出し、壁の立ち上がりも確認したことから、 この面を曠底面と判断する。北西側も裏込

め土を残し、覆土を掘り下げる。曠底面から鉄製品が出土した。写真撮影、実測の後裏込め土を掘り
下げ壁の立ち上がりを確認し、北東と南西の壁側で長軸方向に伸びる巾4cln～6cmの細長い黒褐色
土の落ち込みを検出した。木榔痕と思われる。また調査終了後曠底面を断ち割ったところ、構築面は

軟質の砂質土であることが判明した。このため砂質土上に暗灰色粘土を薄く入れて遺体面を作ったよ
うである。

土層：覆土はほぼ1層である。埋め戻しの土であるが、黒褐色土主体の土である。土層図3は木榔痕

で、土層図4は裏込め士であるが、北東壁側でははっきり確認できなかった。覆土は全体に堅く、 し
まっている。

曠底：Ⅳ層を掘り込んで構築している。軟質の構築面上に薄く粘土を入れ、ほぼ平坦にしている。

壁：急傾斜で立ち上がっている。曠底面との境いは不明瞭である。検出面からの壁高は、北東・北西
壁が32cm、南東壁が36cm，南西壁が28cmである。

付属構築物：袋状ピッ |､～南東壁中央部、曠底から約20cm上方に作られている。開口部は20cmx

22cmの楕円形状で、他遺構とは異なり上向きに約15cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部～
胴部が半分ほど欠損した土器が入れられている。ピットは上方や底部付近が土器より大き目に掘られ、

他は土器の大きさに掘り、 しっかり固定されている。曠底の小ピット～擴底四隅には作られていない。
ただ長軸方向中央部の南東・北西壁際に小ピットがある。S.P. 1は34cm×1Ocm、深さ約14cm、 S.P.2

は33cm×13cm，深さ約24cmで、 ともに中央部が深くなっている。木榔痕～土層断面（土層図3）や
裏込め士、擴底面の北東、南西壁際に見られた細長い落ち込みなどから見て、木榔が作られていたも
のと思われる。貼床～軟質の構築面上に薄く灰色粘土を入れて、遺体面をつくっている。

遣物出土状況：出土遺物総数は272点である。この内訳は土器79点、石器など192点、鉄製品1点であ

る。曠底面からは鉄製品が1点出土している。これは刀子で、副葬品と思われる。中央部やや南西寄
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りのところから出土している。袋状ピットからは口縁部と胴部の半分ほどが欠損するⅦ群の小型の甕
が一個体分出土している。曠底直上付近の土を採取し、 フローテーション処理して114点のフレイク
が得られている。この他の覆土中出土の遺物は埋め戻し土に混入したものである。が得られている。
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P21の土居

1 ． 暗灰色粘土＞褐色士
2．黒褐色土＞暗灰色粘土小塊
3． 暗褐色土＞暗灰色粘土小塊
4．灰色粘土塊

5．黒褐色士

6． 暗褐色粘土

7． 黒褐色土＞黄灰色粘土粒
8． 黒褐色土（軟質士）

図Ⅳ－67 P21 (1)
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袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－68 P21 (2)

出土遺物：土器～1は口縁部から胴部上半を欠く中

型の甕である。外面はよく磨かれるが、 ミガキの上

からハケメが確認できる。内面はほとんど磨かれず、

ハケメが残る。内面は炭化物が少量付着し、外面は

煤の付着と被熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：本遺構はP20と重複し、 これより

新しい遺構である。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ

式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、長軸方向中央部壁際に2

個の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓であ

る。袋状ピットは上向きに掘られている。頭位は南

東方向で、擴底の大きさなどから見て屈葬と思われ

るが、人骨などが遺存していないため、性別・年令、

埋葬姿勢などは不明である。

O

’ 1 ， ， ， ’
10cm

1

図Ⅳ－69 P21出土の土器
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P22 (図Ⅳ－70･71 表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3 図版26･27･ 111･121)

位置:X-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.70m付近のところに位置する。

規模: 1.32m×1.14m/1.00m×0.92m/0.26m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-43.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で長方形状に広がる黒褐色土の落ち込みを検出した。南東側には

半円状の落ち込みが見られた。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。半円状の落ち込み中から

土器片がまとまって出土し、袋状ピットと思われる。覆土を19cm～26cm掘り下げたところで灰白色

粘土の面が検出され、その上で鉄製品が出土した。曠底の小ピットや壁の立ち上がりが確認されたた

め、 この面を曠底面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、塘底面を検出した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土1層（土居図1)は褐色士と灰黄色粘土小塊がまじり合っ

た混合土である。覆土2層（土層図2）は灰黄色粘土粒が少量まじる黒褐色粘質土である。覆土は埋

め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。中央部86cm×65cmの隅丸長方形状の範囲は堅く、ややくぼんでいる。

壁：南東壁は内湾気|床に外傾しているが、他はほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、

北東壁が19cm、南東壁が26cm、南西壁が20cm、北西壁が16cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部の検出面で半円状の落ち込みが検出された。土器片が出土し

ているが、明確な堀り込みは見られなかった。曠底の小ピット～曠底四隅で4個検出された。これら

は径5cm～7cm、深さ23cm～28cm、杭状で、直立しているが、 S.P. 1はわずかに内傾し、 S.P.4は

わずかに外傾している。小ピット間(S.P.2～S.P.3 S.P.3～S.P.4 S.P.4～S.P. 1)で小ピットが

2個ずつ、計6個検出された。S.P.5～S.P.10は径5cm前後、深さ10～12cmで覆土はS.P.5 ． 6 ･ 9

が暗褐色土、 S.P.7 ･ 8 ･ 10が黒褐色土である。先端部は杭状で、直立している。木榔痕～土層断面

や曠底面でその痕跡を確認できなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は95点である。この内訳は土器41点、石器など52点、鉄製品2点である。

曠底面からは鉄製品が2点出土している。これは刀子で、副葬品と思われる。中央部の南西側で、や

や離れて、水平の状態で出土した。袋状ピットと思われるところからⅦ群の土器片が9点出土した。

他の覆土中出土の遺物はまとまった出土状態ではなく、埋め戻し土に混入したものと思われる。

出土遺物：土器～1は小型から中型の甕である。底部が欠損し、 口縁部から胴部も全周のl/3程度が

残存する。胴部と頚部の境界には明瞭な段を有し、 さらに連続する刺突文で区画される。頚部には2

条の段状沈線が施され、口縁端部は面取りされる。頸部内面には輪積み痕が明瞭である。 P19袋状ピ

ット出土のものと同様いわゆる「擦文土器」に位置づけられる。内外面ともよく磨かれ、頚部内面で

若干ハケメが残る。頚部外面はナデが施される。内外面とも炭化物、煤が広い範囲に付着し、胴部下

半は被熱による煤の酸化消失がみられる。

2はⅦ群土器の胴部片である。 ミガキは外面にごくわずかに施されるのみで、ハケメが全面に残る。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。遺体安置面はや

やくぼみ、堅い。曠底の小ピットの他に壁際に5個の小ピットが検出されているが、 これらが単独の

構築物の痕跡なのか、木榔などに伴うものなのか不明である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなど

から見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明であ

る。
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P23 (図Ⅳ－72･73表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･27．28･ 111)

位置:X-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.70m付近のところに位置する。

規模:0.74m×0.65m/0.64m×0.56m/0.14m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形状

長軸方向:N-50． －W 頭位：南東？

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を少し掘り下げたところ、南西壁寄りのところで、横倒しの土

器がl個体出土した。更に5cm～7cmほど掘り下げてⅣ層を検出した。壁の立ち上がりを確認した

ことから、 この面を曠底面と判断する。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。覆土中から炭

化物や骨片などが多く出土したが、 まとまった出土状態ではない。

土層：覆土は1層である。土層図lは灰黄色粘土粒がまじった黒褐色土である。土層図2は南西壁際

にブロック状に見られた土である。

曠底：Ⅳ層を浅く堀り込んで構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、軟質である。

壁：やや急傾斜で立ち上がっている。検出面からの壁高は、全体的に12cm～14cmである。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明で、残存部では検出されていない。曠底の

小ピット ・木榔痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は77点である。この内訳は土器66点、石器など10点、鉄製品1点、装飾

品2点である。曠底面から遺物は出土していない。検出面でⅦ群の土器片2点、鉄片1点が出土して

いるが、 P26の遺物が流れ込んだ可能性もある。中央部南西壁際の曠底面より約1Ocm上方で口縁部

を中央方向に向けてやや下向きに、横倒しの状態でⅦ群の土器片が出土した。また擴底直上付近で装

飾品の破片と思われるものが2点出土している。他の覆土中出土の遺物は、埋め戻し土に混入したも

ので、 まとまった出土状態ではない。

出十置物：土器～1は小型の甕である。口縁部は内外面から交互に押され、上面観は輪花状になる。

頚部と胴部の境界は沈線で区画され、その上からハケメの「あたり」を利用した段が形成される。内

外面ともあまり磨かれず、ハケメが残る。口縁部内面は輪花状の口縁を作り出す際の指の痕でハケメ

が消される。内外面とも胴部上半から口縁部にかけて炭化物、煤が付着し、外面胴部下半では被熱に

よる煤の酸化消失がみられる。

121



西島松5遺跡平成12年度

.」
Ｊ
１
可

／~

一

／
～

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｆ
〃
〃

、

~

~

~

へ

帆

坤

ｕ

”

〃

Ｐ

亘 ノ

』
、

Ｅ
○
ｍ
・
の
刺

ﾉ

I ノ~

0

、、
、、

~

~／

=r－－_〃
ノ

.’○／

b23．80ma~

1
， P23の土居

1 ．黒褐色土（＞灰黄色粘土小塊）
2． 灰色粘土塊＞褐色士

ｊ
ｊ

1m1 1

I

｜

、

§
←

＆

蕊ミ

＃

~ミ

Ｅ
○
ｍ
・
の
囚

、

ゐ

、

F
’~

噸’
９ 23．80m h~

~

50 c、

図Ⅳ－72 P23

122



W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

重複．新旧関係：本遺構は、 P26と重複しており、 これより新し､

時期：出土土器などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遣構は、土曠墓である。ただ曠底の小ピットや副葬品などはない。

中央部南西壁際で出土した土器は、出土位置などから考えると、遺体

安置後の祭礼時に用いられたものではなかろうか。ただ頭位がはっき

りしない。長軸方向から考えると頭位は南東壁側に想定されるが、土

器の出土位置から見ると南西方向が頭位と考えられる。現時点ではは

っきりしない。曠底の大きさなどから見ると、本遺構は子供の墓と思

われるが、性別、埋葬姿勢などは不明である。覆土中に炭化物や骨片

が多く含まれていた。まとまった出土状態でなく、土曠墓外で何らか

の埋葬儀礼が行われ、それらの士が埋め戻し土として使われた結果生

じたものではないかと思われる。
10cm

1
O
I I ， 1 1 1

P24 (図Ⅳ－74･75表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ．28． 137) 図Ⅳ－73 P23出土の土器

位置:X-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.70m付近のと

ころに位置する。 規模: 1.20m×1.04m/0.81m×0.65m/0.91m 平面形：検出面～楕円形状、

曠底面～丸味のある長方形 長軸方向:N-40.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土が楕円形状に広がる落ち込みを検出する。短軸方向で半

裁し、南東側から調査を行う。覆土を約80cmほど掘り下げたところで暗褐色粘質土があり、 この直
上で遺物がちらばった状態で出土した。北西側もこの面まで掘り下げ、遺物を記録して取り上げる。

更に約10cmほど掘り下げて暗灰色粘土層を検出した。この面で礫2個が出土し、小ピットを検出し、

壁の立ち上がりも確認したことから、暗灰色粘土の面を曠底面と判断する。南東壁中央部付近で上下

2個の袋状ピットと思われる掘り込みを検出した。

土居：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土1層（土層図l)は、暗褐色士＞灰色粘土小塊で、砂質土

である。覆土2層（土層図2～6′ ）は灰黄色粘土小塊に褐色土がまじる軟質土である。覆土3層

(土層図7 ． 8）は褐色土に灰黄色粘土粒がまじる粘質土である。覆土4層（土層図9 ･ 10)は暗褐

色粘質土で、遺体層である。土層図l～8は混合土で、埋め戻しの土である。掘り下げ土を分け、丁

寧に埋め戻している。覆土中には骨片、炭化物、焼土などが多く混入していた。

曠底：Ⅳ層を深く堀り込んで構築している。ほぼ平坦で、堅い。ただ中央部はややくぼみ、褐色粘質

土が曠底面上に薄く見られる。

壁：ほぼ垂直に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東・北西壁が86cm、南東壁が84cm、南

西壁が90cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、擴底から約20cmと約45cmほど上方にこの所作られている。

上方の小ピットは、開口部20cm×12cmの楕円形状で、ほぼ水平に約13cmほど掘り込んでいる。下方

の小ピットは、開口部が1Ocm×15cmの楕円形状で、上方へ約65cmほど掘り込んでいる。 ともに土器

などは入れられていない。なお下方の小ピットは奥行きが深く、且つ上方へ伸びていることなどから

見て、他の遺構のものと同じような袋状ピットと言えるかどうか不明である。曠底の小ピット～曠底
四隅に4個検出された。これらは径4cm～6cm、深さ13cm～28cm、杭状で、直立している。木榔

痕～土層断面や擴底面などでその痕跡は検出されていない。貼床～作られていない。
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1 ． 暗褐色土＞灰色粘土小塊（砂質土）
2． 黒褐色土＞灰黄色粘土粒

3． 暗褐色士＞灰黄色粘土粒（軟質）
4． 暗褐色土＞灰黄色土（軟質）
5．灰黄色粘土小塊＞褐色士（軟質）
5'、 3＋5 6． 暗黄色粘質土6'． 5'十6

7． 暗褐色土＞灰黄色粘土粒（粘質士）
8． 7に黄色土が多く混入（粘質士）
9． ．暗褐色粘質士 10.暗黄褐色粘質土
1 1 ．淡褐色粘質士
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図Ⅳ－74 P24
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遺物出土状況：出土遺物総数は252点である。この内訳は土器103点、石器など148点、鉄製品1点で

ある。曠底面からはたたき石（図Ⅳ-74右） と石皿片（図Ⅳ-74左）が各1点づつ出土している。置

き石である。遺体層直上付近で出土した土器片はⅦ群のもので、 55点出土している。覆土上層（土層

図1）で刀子片が1点出土しているが、副葬品ではない。この他の遺物は覆土中から出土したもので、

埋め戻し士に混入したものである。 また曠底直上付近の土を採取してフローテーシヨン処理をした結

果、 フレイク107点、 Rフレイク1点、石雛片1点が得られた。

出十遺物：石器など～1は覆土l層出土の円形状のスクレイパーである。石材は黒曜石。 2は曠底直

上（図Ⅳ-74右）出土のくぼみ石と称されるたたき石である。石材は砂岩である。

重複・新旧関係：本遺構は、 P25と重複し、 これより新しい。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する土壌墓である。袋状ピットは上下二段に

作られている。下方のものは、軟質の士で、上方へ深く伸びているなど、人工的なものか、 またもし

人工的なものとすればその使用目的は何か、判然としない。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどか

ら見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないためその性別・年齢、埋葬姿勢などは不明であ

る。
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P26 (図Ⅳ－76表1 ･ 2図版2 ･27･28)

位置:X-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.70m付近のところに位置する。

規模: 1.90m×1.54m/1.26m×0.93m/0.05m平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状
長軸方向:N-19。－W 頭位：南東？

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土が隅丸長方形状に広がる落ち込みを検出した。北西側

はP23と重複していたため、 P23の調査終了後に調査を行う。短軸方向で半裁し、南東側から調査を

行う。覆土を2cm～5cmほど掘り下げ暗灰黄色士を検出した。 また曠底面の中央部が楕円形状に少

し<くぼみ、 この輪部の南東側で細長い落ち込みが見られた。北西側もこの面まで掘り下げる。

土層：覆土は1層で、暗褐色土に灰黄色土がまじり合った土である。覆土中には焼土、炭化物が多く
混入している。

曠底：Ⅳ層をわずかに掘り込んで構築している。ほぼ平坦で、中央部は154cm×84cmの範囲が楕円形
に2cm～3cm<ぼんでいる。

壁：立ち上がりはわずかに残存するのみで、全体は不明である。

付属構築物：袋状ピット～不明、曠底の小ピット～検出されず。木榔痕～わずかにくむ楕円形状の輪

郭部分、 とくに南東側に巾4cm～5cm，長さ12cm～16cmの細長い落ち込みがあった。浅いもので

■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｆ
１
ｂ
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’

ａ
一 23．80m b

ノ

P26の土居

1 ． 暗褐色土＞灰黄色粘土粒2．褐色土＞灰色士3． 暗褐色土＞灰黄色粘土小塊（軟質）

- 23.80m d
~

…
P23

認 溌溌髪溌
図Ⅳ－76 P26
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

あるが板状の杭跡を思わせる落ち込みである。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は56点である。この内訳は土器22点、石器など34点である。これらは覆
土中から出土したものである。

重複・新旧関係：本遺構は、 P23と重複し、 これより古いものである。

時期：長軸方向や木榔跡の形状などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、士擴墓である。遺構の大半は削平されていて曠底面しか残されていないため、遺構の構

造などは不明である。残存覆土中には焼土や炭化物が多く混入していた。埋め戻しの土に混入したも

のであろう。頭位は南東方向と思われ、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣

存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P27 (図Ⅳ－77．78表Ⅳ－4 表1 ･ 2図版29･111･121)

位置: Z-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.40m付近のところに位置する。

規模: 1.01m×0.91m/0.76m×0.72m/0.23m 平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状

長軸方向:N-60.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約20cmほど掘り下げ、 Ⅳ層の堅い士を検出する。この面で

小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから曠底面と判断した。南東壁中央部で土器が出

土し、その周辺で袋状ピットの掘り込みを検出した。北西側も同様に掘り下げ、擴底面で小ピットを

検出した。

土層：覆土は1層で、埋め戻し士である。土層図1は黒褐色土で、灰黄色粘土粒を少量含み、全体に

ザラザラした土である。覆土中には骨片や炭化物が混入している。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、堅い。ただ壁際は軟質で、でこぼこしている。中央部分

66cm×42cmの範囲は若干高くなり、堅い。

壁：全体的に直垂的に立ち上がっている。検出面からの壁高は22cm～23cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部のやや西寄りに、曠底面から約14cm上方に作られている。

開口部は20cm×22cmの円形状で、やや下向きに約15cmほど掘り込んでいる。最奥部は下向きで細く

なる。ピットには口縁部が欠損した土器が一個体、ほぼ横向きに入れられている。ピットは土器より

やや大き目に掘り、胴部～底部付近に士を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾

きは約68.である。曠底の小ピット～曠底四隅の下場のライン上で4個検出された。小ピット周囲の

壁面をわずかに削り広くしている。径5cm～6cm，深さ1lcm～22cm、杭状で、直立している。木

榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡などを確認されなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は33点である。この内訳は土器28点、石器など5点である。擴底面付近

から遺物は出土していない。袋状ピット内からはⅦ群の小型の甕が一個体出土している。口縁を打ち

欠いている。覆土中出土の遺物はまとまった出土状態でなく、埋め戻し士に混入したものであろう。

出十眞物：土器～1は小型の甕である。胴部と頚部の境界は明瞭な段が存在し、頚部には段が2段存

在する。口縁端部は上方へつまみ上げられ、面取りされる。胴部外面は全面磨かれるがミガキの上か

らハケメを確認できる。内面はほとんど磨かれずハケメが残る。口縁部外面はナデが施される。内面

には輪積みの痕跡が明瞭に残る。胴部上半から口縁部にかけての形状、調整手法はいわゆる「擦文土

器」によく似るが、外反する高台状の底部をもち北大Ⅲ式の特徴を残す。内面に炭化物が付着し、外
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

螺蕊’
2

10cm

l l l

P27出土の土器

O

L一

図Ⅳ－78

面はほぼ全面に煤が付着する。

2は口縁部片である。内外面ともによく磨かれるが、口縁部に一部ハケメが残る。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる‘

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土擴墓である。壁面や壁際周辺の曠底面は軟質で

でこぼこしている。当初木の根痕かと考えていたが、 P101のように工具痕であるかも知れない。頭

位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性

別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P28 (図Ⅳ－79･80 表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ･ 3図版29･30･138)

位置: Z-1 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.50m付近のところに位置する。

規模: 1.29m×1.18m/0.84m×0.70m/0.41m 平面形：検出面・曠底面～長方形状

長軸方向:N-62.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土状の土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。四隅に

小さな半円状の張り出し部分が見られた。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約

35cmほど掘り下げて暗褐色粘質土を検出した。この上面で鉄製品と礫が確認された。暗褐色粘質土

を2cm～3cmほど掘り下げ暗黄灰色粘土の堅い面を検出する。この面で曠底の小ピットを検出し、

壁の立ち上がりを確認したことから、暗黄灰色粘土の面を曠底面と判断する。北西側も同様に掘り下

げ、曠底面を検出した。曠底面には暗褐色の縞状の線が長軸方向に見られた。調査終了後曠底面を断

ち割ったところ、構築面上に2cm～3cmほどの厚さの暗黄灰色粘土が堆積しているのが確認された。

貼床である。

土層：覆土はほぼ1層で、埋め戻しの混合土である。暗褐色土に灰黄色粘土小塊がまじる土で、下層

には暗黄灰色粘土塊がブロック状に混入している。

曠底：Ⅳ層中に構築している。やや凹凸があり、中央部がわずかにくぼんでいる。堅い。ややくぼん

だところ (78cm×50cmの隅丸長方形状）には巾0.5cm～lcmの暗褐色土が3cm～4cmほどの間隔

で、縞状に見られた。

壁：ほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東・南東壁が34cm、南西壁が30cm、

北西壁が33cmである。曠底の小ピット周辺の壁面は半円状（巾8cm～10cm、奥行き約4cm)に張

り出している（北西隅はやや角張る)。

129



西島松5遺跡平成12年度

１
１

言’ ~ロ

塚
ｆ
一

且一一一

~
Ｅ
ｏ
①
・
の
Ｎ

へ

q~

b
一一一一一一一一一一

川Ⅲ縞状 ｜

’｜

’

○’ol

a~ 23，60m b ｆ
23，60me

~~

~

P28の土層

1 ． 暗褐色土＞灰黄色粘土小塊

（暗黄灰色粘土塊がブロック状に混入）
2． 暗褐色粘質土

3‘ 暗黄灰色粘土

4．黒褐色土

5． ボソボソの暗褐色士

Ｏ
’
」

1

J
、

23．60m 23．60m
23．60m 23．60m

／

〃 '
尺

彰
甥
勿
笏
笏

浜

鐇劣

ｎ

〉

Ｉ

Ｊ

1

ヨ

ﾛﾛ

I

図Ⅳ－79 P28

130



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

~~

10cm
1~

０
１

図Ⅳ－80 P28出土の石器

付属構築物：袋状ピット～検出されていない。曠底の小ピット～曠底四隅の下場のライン上に4個検

出された。径6cm～7cm，深さ35cm～40cm、杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底面

でその痕跡は確認されなかった。貼床～構築面は中央部(90cm×62cm)が2cm～3cmほどくぼん

でいる。その上に暗黄灰色粘土を入れ遺体面を作っている。遺体面は壁際より少し高くなり、中央部

が若干くぼんでいる。構築面上には黒褐色土が部分的に入っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は40点である。この内訳は土器18点、石器など19点、鉄製品3点である。

曠底からは鉄製品2点、礫2点が出土した。鉄製品は2点とも刀子で、副葬品である。中央部やや南

西寄りから出土した。礫は南東壁側で出土したもので、置き石である。曠底面から約18cm上方の覆

土中で釣り針が1点出土した。この他の覆土中出土の遺物は埋め戻し土に混入したもので、 まとまっ

た出土状態ではない。

出土遣物：石器など～1は石Ⅲ片（図Ⅳ-79右）で、石材は安山岩である。 2は安山岩の棒状扁平礫

(図Ⅳ-79左）である。 ともに曠底面出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。遺体面に植物性の敷

物を敷き、遺体を安置したものと思われる。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て、屈葬と

思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P29 (図Ⅳ 81 ･82表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ． 3図版30･ 138)

位置:X-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.80m付近のところに位置する。

規模: 1.46m×1.24m/0.98m×0.87m/0.80m 平面形：検出面・曠底面～長方形状

長軸方向:N-50°－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で混合土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。またP28と同

じ様に四隅に小さな張り出し部分が見られた。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約

40cmほど掘り下げ南東壁中央部で袋状ピットを検出する。更に約35cmほど掘り下げ、 Ⅳ層の堅い面

を検出した。この面で礫と鉄製品が出土し、曠底の小ピット、壁の立ち上がりを確認したことから、
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Ⅳ層の堅い面を曠底面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（土層図1～4）は暗褐色士に灰黄色粘土小塊がまじ

る土である。覆土2層（土層図5 ． 6）は灰黄色粘土小塊に暗褐色土がまじる土である。覆土3層

(土層図7）は曠底面上にある土で、暗灰黄色粘質土である。覆土1～3層は埋め戻しの混合土であ

る。土層図8は裏込め土かと思われる。掘り上げ土を分けながら埋めている様子がうかがえる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。中央部95cmx

60cmの隅丸長方形状の範囲には淡褐色粘質土が薄く見られる。

壁：北東・南西壁はほぼ垂直的に立ち上がっているが、北西壁は中程から外傾している。四隅は半円

状に少し掘り広げている。検出面からの壁高は、北東・南西壁が77cm、南東・北西壁が約73cmであ

る。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約35cm上方に作られている。開口部は30cm><

26cmの楕円形状で、やや下向きに約23cmほど掘り込んでいる。ピット内には土器は入れられていな

い。壁面に対してきピットの傾きは約67｡である。曠底の小ピット～曠底四隅に4個ある。径5cm~

6cm、深さ18cm～22cm、杭状で、直立している。下場のラインより2cm～3cm内側にある。木榔

痕～土層断面には裏込め状の土（土層図8）が見え、 また曠底から30cm～35cmほどの立ち上がりは

垂直で、壁面は丁寧に作られていることから見て、壁と曠底の小ピットの間に木榔が作られていた可

能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は31点である。この内訳は土器5点、石器など24点、鉄製品1点である。

曠底面からは鉄製品1点、石器2点が出土している。鉄製品は直刀で、副葬品である。中央部南西側

で出土した。石器は置き石であろう。他の遺物は覆土中からの出土で、 まとまった出土状態でない。

埋め戻し士に混入したものであろう。

出十置物：石器など～1 ． 2とも扁平礫を素材とするたたき石で、石材は安山岩である。 2 （図Ⅳ-

81右）は割れ面を含めた側面に煤が付着している。 ともに擴底面出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石などを有する土曠墓である。頭位
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は南東方向で、曠底の大きさなどから見て、屈葬と思われるが人骨などが遣存していないため、性
別・年齢埋葬姿勢などは不明である。

P30 (図Ⅳ－83･84･85･86･87･88表Ⅳ－4 ･ 5 ･ 6 ･ 8 ･ 10表1 ･ 2 ･ 3 図版31 ･32･
112･138． 193･ 194･195･212･213･214)

位置:X-4 南東から北東へわずかに傾斜する標高23.70m付近のところに位置する。

規模: 1.20m×1.02m/0.87m×0.57m/0.73m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-36.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層上面付近で混合土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。 また南

西と北西のコーナーに接するように径10cmほどの円形状の落ち込みも検出された。短軸方向で半裁

し、北西側から調査を行う。覆土を約30cmほど掘り下げたところ北東・南西壁が段状になり、黒色

土が見られた。この黒色土を残し、覆土を30cm～35cmほど掘り下げると、黒色士は壁面だけでなく

全面に広がっていた。南東側もこの黒色土の面まで掘り下げる。黒色土の面で写真撮影、実測などを

実施したのち、中央部に土層観察用の土手を設定し、全体に掘り下げる。黒色土は1cm～2cmほど

の厚さで、その下に黄色粘土、褐色粘質土があり、それを除去すると灰色粘土が検出された。この面

で鉄製品が出土し、曠底の小ピットが検出され、壁の立ち上がりも確認されたことからこの灰色粘土

の上面を擴底面を判断した。当初北東と南西の段状の壁は木榔の裏込め土と考えていたが、調査終了

後曠底面を含めて断ち割ったところ、地山の士で裏込め土ではないことが判明した。 また塘底面の灰

色粘土も構築面上に入れた土であることが明らかになった。

土層：覆土はほぼ一層で、褐色土と灰黄色粘土小塊がまじり合った埋め戻しの混合士である。曠底と

覆土の中には褐色粘質土（土層図8） と黄色粘土（土層図7）があり、褐色粘質土は遺体層、黄色粘

土は遺体の上か木榔の上にのせた土と思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。なお南東壁側中央部には円形状

(16cm×16cm)に、皿状にくぼんでいた。ここは黒色土の下から空洞になっていたところで、頭部分
と思われる。

壁：全体に垂直に立ち上がっている。北東と南西壁は曠底から30cm～50cm上方で段状となっている。

また擴底の小ピットのそれぞれのコーナー側は、巾5cm～6cm，奥行き約5cmほど壁を角柱状に掘

り広げ検出面まで伸びている。これは検出面に見られた円形状の落ち込みに対応している。検出面か

らの壁高は、全体的に70cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部やや東寄り、曠底面から約35cm上方に作られている。開口

部は16cm×16cmの楕円形状で、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打

ち欠いた土器が一個体が入れられていた。ピットは土器とあまりちがわない大きさに掘られていて、

胴部をしっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約70°である。曠底の小ピット～曠底

四隅に4個ある。径4cm～6cm、深さ25cm～31cm、杭状で、直立している。小ピット付近は角柱

状に掘り広げられており、角柱を建てていたようである。明らかに曠底の小ピットとは別の構築物が

想定される。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡が認められなかった。ただ曠底から30cm～35cm

ほど上方の壁面は垂直で、丁寧に作られていることから見て、木榔が作られていた可能性はある。貼

床～曠底中央部90cm×48cmの範囲がわずかにくぼみ、そこに灰色粘土を薄く入れ遺体面を作ってい

る。平坦で、堅い。

遠物出土状況：出土遺物総数は149点である。この内訳は土器84点、石器など53点、鉄製品12点であ
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る。擴底面からは礫2点、鉄製品6点が出土した。礫2点は置き石で、東側の礫の一部は鉄製品の下

になっていた。鉄製品は直刀2点、刀子3点、鉄斧2点で、副葬品である。直刀と刀子は中央部、長

軸方向に置かれている。鉄斧は南西壁際で、擴底の小ピットに接するように、曠底に少し突き刺すよ
うに立っていた。検出面で鉄製品5点、石器1点、礫2点などがまとまって出土した。この他の覆土

中出土の遺物はまとまった出土状態ではなく、埋め戻し土に混入したものである。袋状ピットからは
Ⅶ群の土器が一個体出土している。

出土遺物：士器～1は小型の甕で、口縁部から胴部上半の一部を欠く。胴部と頚部の境界には明瞭な

段は存在しないが、竹管状工具による押し引き文で区画される。頚部には胴部との境界に施されたも

のと同じ工具による押し引きにより、山形の文様が施文される。口縁部付近には円形刺突文が施され、

口縁端部は面取りされる。内外面ともに磨かれるが、ハケメが多く残る。特に頚部外面はほとんど磨

かれない。底部付近を除きほぼ全面に炭化物、煤が付着する。

石器など～1 （図Ⅳ-83右)、 2 （図Ⅳ-83左）はともに安山岩の自然礫である。曠底出土のもの
である。

鉄製品～1は平棟平造りの小刀・刀子で、切先は不明瞭であるがフクラ切先であろうか。区は左右

対称の両区で、茎はわずかに先細りながら直線的に延びる。柄は元に近い部分が残存しており、柄縁

からlcmほどのところに幅約5mmで柄を一周する溝状のくぼみが存在する。柄木を固定するために、

樹皮などを巻いた痕跡と考えられる。鞘は切先に木質が付着する以外は腐食している。刀身から柄に

かけてを覆うように木質が付着していることから、呑口式であった可能性が高い。 2は平棟平造りの

小刀・刀子で、切先を欠いている。区は不明瞭であるが、刃側が刃部と茎が直線的につながる片区で

あろう。茎は幅広でやや先細りながら延びる。柄は柄頭付近が茎も含めて破損している。ハバキは確

認できない。鞘は残存せず、刀身には両面に人骨が付着する。 3．4．5は板状の鉄製品で、左右で

厚みが若干異なることから片側に刃を造りだしているようである。薄い造りで、棟が明瞭でないこと

から鎌の可能性が考えられる。6， 7は袋状鉄斧である。6は比較的大型で、側面、裏面ともに基部

と刃部の屈曲が不明瞭で、直線的な輪郭である。基部の断面形は横方向に長い楕円形で、内部には柄

の「あたり」と考えられる固く錆化した平坦面が存在する。 7は比較的小型で、刃部が小さく、基部

が大きい。側面は刃部と基部の境界に明瞭な屈曲をもつ。基部の断面形はほぼ円形である。8は平棟

平造りの直刀で、 フクラ切先である。区は両区で、茎の棟側は真っ直ぐに延び、刃側が棟側に向かっ

て斜めに延びる。茎先に目釘穴をもつ。鞘は倒卵形の板鐸で刀身に対してやや斜めに装着される。柄

は棟側に溝を設けて、茎を落とし込む構造で、樹皮巻きの上から紐を巻く。紐は1mm未満の細いも

のと、約1.5mmの太いものの2種類が巻かれる。柄頭は木製柄頭の上から、鉄製の筒金具がかぶせら

れる。柄頭には1幅約1clnの樹皮が巻かれる。鞘は板木の二枚合わせで、全面に漆が塗布され、鞘口

と真ん中近くの二箇所に双脚の足金具が装着される。鞘口には組紐が巻かれる。鞘尻は筒状の金具を

かぶせ、責め金具で固定される。鞘尻には布が付着する。 9は平棟平造りの小刀・刀子で、切先はカ

マス切先と推測される。区は両区で茎は真っ直ぐ、に延びる。茎の中央付近に目釘穴をもつ。柄は柄木

の棟側に溝を設けて、茎を落とし込む構造で、樹皮を巻いた上から漆が塗布される。

重複・新旧関係：本遺構は、 P31と重複し、 これより新しいものである。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石などを有する士曠墓である。浅

い皿状の構築面に灰色粘土を入れ、遺体面を作っている。北東と南西壁の段は木榔をおおう蓋をのせ
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るために設けられたものと思われる。木榔上に黒色土を置き、その上に土を入れ埋め戻したのであろ

う。 また検出面で出土した遺物は埋葬時に用いられたものとも思われる。頭位は南東方向で、曠底の

大きさから見て、屈葬と思われるが人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不
明である。

P33 (図Ⅳ－89･90表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3図版32･33･111)

位置:W-3 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.80m付近のところに位置する。

規模: 1.13m×0.98m/0.75m×0.66m/0.34m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-62.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。南東壁際の検出面直下で口縁部をやや下向きにした一個体の土器が

出土した。 また士層図4の下層付近で面的に広がる焼土を検出したため土層観察用の土手を設定し、

北西側も掘り下げ、焼土を検出する。北西壁側では土層図4上層で14cm×16cmの楕円形状に、厚さ

約5cmほどの焼土が検出された。焼土検出面で写真撮影、実測をし、焼土を採取したのち、南西側

を約12cmほど掘り下げⅣ層の面を検出した。この面で曠底の小ピットを検出し、壁の立ち上がりを

確認したことからこの面を曠底面と判断する。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土l層（土層図l)は暗褐色土に灰色粘土粒が少量まじる土

である。覆土2層（土層図2）は灰色粘土塊に暗褐色土が微量混入するやや堅い土である。覆土3層

(土居図3～l1)は黒褐色土を主体とする土で、北東壁側には灰色粘土塊が厚く堆積していた。土層

図4の下層には焼土が広がっている。覆士4層（土層図12)は黒褐色粘質土で、遺体層である。覆土

1～3層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を掘り込んで構築している。中央部は長方形状(70cm×40cm)にややくぼみ、堅くなっ

ている。褐色粘質土が薄く見られる。

壁：曠底面から約20cmほど上方までは垂直に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北西壁が

28cm、他は32cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明である。曠底の小ピット～曠底四隅に4個

検出された。径4cm～6cm、深さ11cm～21cm，杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や擴底

面でその痕跡は確認されていない。ただ擴底面から約20cmほど上方の壁面は立ち上がりが垂直で、

丁寧に作られていることから考えると、木榔が作られていた可能性はある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は90点である。この内訳は土器56点、石器など32点、鉄製品2点である。

曠底からはフレイク1点、鉄製品1点が出土した。鉄製品は鉄斧で、 S.P.2の南西側に立てられてい

た。この出土状況はP2 ･P4と酷似している。南東壁際で出土した土器は、 Ⅶ群のものである。土

層図4の壁際で出土したもので、褐色土の堅い土の上にあった。他の遺物は覆土中出土である。覆土

中から骨片が多く出土している

出土遣物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頚部を欠く。胴部と頚部の境界には不明瞭ながら段が

存在する。全面にミガキが施されるが、頚部外面にわずかにハケメが残る。内外面は広い範囲で炭化

物、煤が付着し、胴部下半は被熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

~’
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本遺構は、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有す

る土擴墓である。鉄斧は木榔の外に立てられたもので

あろう。南東壁際覆土中出土の土器は、袋状ピットか

ら倒れ出たものではなく、埋葬時に用いられたものが、

覆土の降下で倒れたのではないかと考えられる。土層

図4中出土の焼土は、埋め戻しに混入したのではなく、

意識的に入れられたものであろうと思われる。頭位は

南東方向で、擴底の大きさなどから見て屈葬と思われ

る。曠底直上に円形状(17cm×16cm)の空洞部分が

見られたが、 これは頭の部分に当るものと思われる。

しかしながら性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

／
／

０
１

０
１

１ c、

l l l I

P39 (図Ⅳ－91 ･92･93表Ⅳ－4 ･ 5 表l ･ 2 図Ⅳ－90 P33出土の土器

図版2 ．34． 112． 121･138)

位置:W-4 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.90m付近のところに位置する。

規模: 1.36m×1.02m/0.91m×0.65m/0.72m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-68｡－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土1層（土層図1 ． 2） を掘り下げると中央部が深く落ち込み、

大きな土器片が貼り付くように出土した。この土器出土状況を確認するために北西側も同じ面まで掘

り下げた。土器出土状況の写真撮影、実測ののち土器を取り上げる。士層観察用の土手を残し、全体

的に約35cmほど掘り下げたところで褐色粘質土を検出した。この褐色粘質土は薄く、その下で灰色

粘土を検出し、その面で小ピット、壁の立ち上がりを確認したことから、 この灰色粘土の面を堰底面

と判断した。 また南東壁中央部は約40cmほど下で段になっていて、その下方で横倒しの状態の土器

が一個体出士し、曠底面直上で2個の礫が出土した。

土層：覆土は大きく7層に分けられる。覆土1層（士層図1 ． 2）は暗褐色土に灰黄色粘土小塊が少

量混入する土で、流れ込み状の自然堆積土である。覆土2層（土層図3～5”）は、暗褐色土に微量

の灰黄色粘土などが混入する粘質土である。この上層で大型の土器片が一括出土した。覆土3層（土

層図6～8）は黒褐色土に灰黄色土や軽石が混入する土である。覆土4層（土層図9～9 ，，）は褐色

土主体の士である。覆土5層（土層図10･11)は暗灰黄色砂質士で、覆土6層（土層図12)は褐色土、

灰黄色土、軽石などがまじり合った土である。覆土7層（士層図13)は褐色粘質土で、曠底直上にあ

る土である。覆土2～6層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。ほぼ平坦で、堅い。中央部には長方形状の範囲

(78cm×42cm)に褐色粘質土が薄く見られた。

壁：曠底面から35cm～40cmほどは垂直に立ち上がる。検出面からの壁高は、北西壁が65cm、他は

70cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～はっきりした袋状ピットは検出されなかったが、南東壁中央部、曠底から

約30cmほど上方に段状になるところがある。壁面がくずれたことも考えられるが、はっきりしない。

擴底の小ピット～曠底四隅に4個検出された。径約4cm，深さ12cm～28cm、杭状で、直立する。小

ピットは下場のラインより内側にあり、壁側に巾2cm～3cm、奥行き1cm～2cmほどの角状の張
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図Ⅳ－91 P39 (1)
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図Ⅳ－92 P39 (2)

り出し部分がある。垂直的に立ち上がっている。木榔痕～土層断面では確認できなかった。擴底面で

は、北東壁際東側に巾2cm～3cm、長さ約40cmほど、南西壁際の西側には巾5cm，長さ30cmほど

の直線状の落ち込みが検出された。これらは非常に浅く、わずかにくぼんでいるものである。木榔痕

の痕跡と思われる。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は324点である。この内訳は土器149点、石器など175点である。堰底面

からは南東壁側でたたき石が2点が出土している。置き石である。 また北東壁側で礫が1点出土して

いるが、 これは土層図12中で出土したもので、曠底面から約1Ocm上方にある。南東壁中央部付近、

曠底面から約17cm上方で、横倒しの土器が出土した。これは口縁部を欠損するⅦ群の土器である。

覆土2層上面から貼り付くような状態で大型の土器破片が一括出土している。Ⅶ群土器である。この

他の遺物は検出面、覆土中から出土したもので、流れ込みや混入のものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、 口縁部から胴部上半にかけて一部を欠く。頸部と胴部の境界には

段が存在する。頚部は短く、円形刺突文が施される。口縁端部は面取りされる。外面はよく磨かれる

が、 ミガキの上からハケメを確認できる。内面はほとんど磨かれず、ハケメが多く残る。外面は剥落

した部分も多いが、内外面ともほぼ全面に炭化物、煤が付着する。

2は中型の甕で、口縁部から頚部を欠く。外面は全面磨かれるが、内面はほとんど磨かれず、ハケ

メが残る。内外面とも炭化物、煤が付着し、胴部下半は被熱による煤の酸化消失がみられる。
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図Ⅳ－93 P39出土の遺物

3は口縁部片である。口縁部には円形刺突文が施される。外面は磨かれず、ハケメが残る。内面は

ほぼ全面磨かれるものの、一部ハケメが残る。外面に煤が少量付着する。

石器など～1 （図Ⅳ-91右)、 2 (図Ⅳ-91左）はともに扁平礫を素材とするたたき石で、石材は

1が泥岩、 2が砂岩である。 3は扁平礫で、石材は安山岩である。 1 ．2は曠底面、 3は曠底直上出

土のものである。

重複・新旧関係：本遺構は、 P38と重複しており、 これより古いものである。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、曠底の小ピット、置き石などを有する土壌墓である。曠底面に見られる直線状の浅いく

ぼみや壁面の作りなどから見て、木榔が作られていたと思われる。南東壁際出土の土器や、埋め戻し

土上面付近の一括出土土器から考えると、埋葬時、二度にわたり送葬儀礼が行われていたのではない
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かと思われる。頭位は南東方向で、擴底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存し
ていないため性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P48 (図Ⅳ 94･95表Ⅳ－4表1 ･ 2図版35･ 112)

位置:V-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模:0.74m×0.64m/0.45m×0.39m/0.15m 平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状
長軸方向:N-89．－W 頭位：東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みと、東側に土器の一部が

見える落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、東側から調査を行う。壁を検出しつつ覆土を約

13cmほど掘り下げて灰色粘土の堅い面を検出した。小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認した

ことからこの面を曠底面と判断する。また東側の半円状の落ち込みは袋状ピットと判明した。西側も
同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土は1層で、黒褐色土を主体とする埋め戻し土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。中央部が若干高くなるが、ほぼ平坦で堅い。

壁：立ち上がりは急傾斜である。検出面からの壁高は、東・西壁か10cm、北壁が12cm、南壁が13cm
である。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため全体は不明である。東壁のやや南寄りに、曠底

から約10clnほど上方に作られている。やや下向きに約15cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁
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図Ⅳ－94 P48
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部を欠損する土器が入れられている。土器はピット内に固定す

るように入れられている。壁面に対してピットの傾きは約70°

である。曠底の小ピット～曠底面に4個検出されたが、四隅か

らやや離れている。北と南壁の下場のライン上に2個ずつある。

径3cm～4cm，深さ10cm～16cm、杭状で、直立している。

木榔痕～土層断面や曠底面で、その痕跡は確認されていない。

貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は30点である。この内訳は土器28

点、石器など2点である。擴底面からはフレイクが1点出土し

ている。曠底直上から礫が1点出土している。置き石か？ 袋0 10cm L耳一 ′･ノ○ 制艮もﾉ』士l巳ハユー〃 レノ'}』刀豆〃」J'両.、陸l L‐ ’一〆ｰ可 ’qJU I』ニー ヒー"トU ′ザ 。 ‐割一～

． ｜ ｰ坐L L I_ _L－－ ,,､_ i

状ピットからは口縁部を欠損するⅦ群の小型の甕が一個体出土

図Ⅳ－95 P48出土の土器 している。

出十貴物：土器～1は小型の甕で、口縁部から胴部上半を欠く。外面はよく磨かれるが、内面はほと

んど磨かれず、ハケメが残る。底部内面を除き、内外面ともに炭化物、煤が付着する。胴部下半には

被熱による煤の酸化消失が見られる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、擴底の小ピットを有する土曠墓である。頭位は東方向で、屈葬と思われる

が、人骨などが遣存していないため埋葬姿勢などは不明であるが、擴底の大きさなどから見て小人の

墓と思われる。

P51 (図Ⅳ－96･97表Ⅳ－5表1 ･ 2図版35･138)

位置:V-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模:0.70m×0.60m/0.51m×0.42m/0.17m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-64.一W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。壁を検出しつつ覆土を10cm～14cmほど掘り下げ灰色粘土の堅い面

を検出する。礫や小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、 この面を曠底面と判断し

た。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土居：覆土は1層である。黒褐色士を主体とする埋め戻し土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。凹凸はあるが、ほぼ平坦で堅い。

壁：北東壁はほぼ垂直、南西壁はゆるやか、他は急傾斜で立ち上がっている。検出面からの壁高は、

北東壁が15cm、南東壁が12cm、南西壁が10cm、北西壁が14cmである。壁面はでこぼこして粗雑で

ある。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明である。曠底の小ピット～曠底四隅で4個

検出され、 4個とも下場のライン上に作られている。径3cm～4cm、深さ10cln～12cm、杭状で、

直立している。木榔痕～土層断面や曠底面上でその痕跡は確認されなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は4点である。この内訳は土器1点、石器など2点である。曠底からは

礫2点が出土している。これは置き石であろう。曠底直上から土器片1点が出土した。
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図Ⅳ－97 P51出土の石器

出土遺物：石器など～1 （図Ⅳ-96左)、 2 （図Ⅳ-96右）は扁平礫で、石材は1が砂岩、 2が安山

岩である。 ともに曠底面出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、柱穴状小ピット、置き石を有する士曠墓である。頭位は南東方向で、屈葬であろう。人

骨などは遺存していないため埋葬姿勢などは不明であるが、曠底の大きさなどから見て子供の墓と思

われる。
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P52 (図Ⅳ－98表1 ･ 2図版36)

位置:V-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模:0.69m×0.52m/0.48m×0.38m/0.12m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-57.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。壁を検出しつつ覆土を約11cmほど掘り下げ、灰黄色砂質土の面を

検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、灰黄色砂質土の面を曠

底面と判断する。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土は1層である。黒褐色土主体の埋め戻し土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。全体に凹凸はあるが、ほぼ平坦である。軟質の砂質土で

ある。

壁：立ち上がりは南西壁が急傾斜、他はゆるやかな傾斜である。でこぼこし、粗雑である。検出面か

らの壁高は、北東壁が11cm、南東壁が12cm，南西壁が9cm、北西壁が8cmである。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明である。曠底の小ピット～擴底四隅付近の

下場のライン上で4個検出された。径3cm～4cm，深さ2cm～3cmと非常に浅い。木榔痕～士層

断面や曠底面でその痕跡は確認されていない。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は3点である。この内訳は土器1点、石器など2点で、すべて覆土l層

から出土したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、浅い曠底の小ピットを有する土壌墓である。全体に作りは粗雑である。頭位は南東方向

で、屈葬と思われる。人骨などが遣存していないため埋葬姿勢などは不明であるが、曠底の大きさな

どからみて、小人の墓と思われる。
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P55 (図Ⅳ－99･100表Ⅳ－4 表1 ･ 2図版36･ 113)

位置:V-2 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.04m×0.91m/0.55m×0.55m/0.39m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-71．－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。 また南東壁

中央部に張り出す落ち込みから土器片が出土した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。壁を

検出しつつ覆土を約35cmほど掘り下げ、暗褐色粘質土を検出した。これはlcm～2cmと薄く、その

下に砂質で堅い灰色士を検出した。小ピッ I､を検出し、壁の立ち上がりを確認したことからこの面を

曠底と判断する。 また南東壁の張り出し部分を半裁した結果袋状ピットであることが確認された。北

西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。なお曠底の小ピットの上方部は壁を削り、検出面では半

円状に張り出している。

土層：覆土はほぼl層である。ただ上層は砂質で堅く、下層は軟質である。 ともに黒褐色土に灰色粘

土小塊が混入する埋め戻し土である。曠底直上には暗褐色粘質土が薄く (1cm～2cm)見られた。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、堅い。砂質士である。

壁：立ち上がりはほぼ垂直的である。ただ北東壁の一部はオーバーハング気味である。検出面からの

壁高は、全体的に約36cmほどである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約35cmほど上方に作られている。開口部は上方

が削平されているため不明である。巾約15cmで、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット

内には口縁部を打ち欠いた土器が斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大き目に掘られ、胴

部の下に士を入れ、 しっかり固定されている。壁面に対してのピットの傾きは約54.である。壌底の

小ピット～曠底四隅付近の下場のライン上に4個検出された。径4cm～6cln、深さ15cm～18cm、

杭状で、直立している。なお小ピットの上方は壁を削り、検出面では半円状に張り出している。木榔

痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確認されていない。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は6点である。この内訳は土器5点、石器など1点である。曠底面付近

から遺物は出土していない。袋状ピットからは口縁部を

~

打ち欠いたⅦ群の土器が一個体出土した。

出土遺物：土器～1は、全体の2/3を欠くが、口縁部か

ら底部までかろうじて接合する。胴部と頚部の境界には

非常に不明瞭だが段が存在する。口縁部には円形刺突文

が施され、 この間をつなぐように竹管状工具による押し

引き文が施文される。内外面ともよく磨かれており、ハ

ケメは確認できない。内面はほぼ全面に炭化物が付着し、

外面は口縁部から胴部上半にかけて煤が付着し、胴部下

半では被熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構などから見て、北大Ⅲ式土器

を伴う擦文時代のものと思われる。

O
’ l l l l l

10cm
I本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土曠

墓である。全体的に作りは粗雑である。頭位は南東方向 図Ⅳ－99 P55出土の土器
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で、屈葬と思われる。人骨などが遣存していないため性別、埋葬姿勢などは不明である。曠底の大き
さなどから見て、小人の墓と思われる。

P61 (図Ⅳ－101図版2 ･37)

位置:V-3 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.32m×1.16m/0.80m×0.68m/0.07m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状
長軸方向:N-S 頭位：不明

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色士に灰色粘土小塊がまじる楕円形状の落ち込みを検出し

た。 P59とP60と重複しているためこれらを調査した後、本遺構の調査を行う。短軸方向で半裁し、

南側から覆土を掘り下げる。 5cm～7cmほど下げたところで暗灰色士の堅い面を検出した。この面
を曠底面とし、北側も掘り下げ調査を行う。

土層：覆土はl層で、埋め戻し土である。砂質で堅い。

曠底：Ⅳ層をわずかに掘り込んでいる。凹凸があり、堅い。

壁：断面はlⅢ状である。

付属構築物：袋状ピット～上方が大半削平されている模様で、不明である。曠底の小ピット ・木榔

『
一
一

具

一
一
〆

忽

一一

〃

声
／

／

〆

／

／

／

１

Ｋ

９５Ｐ

少〆、
Y

、
､
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ
ノ

ー
・
１
１
１
１
，
Ｊ

P60診
》

〆

g=

０
１

１
１
、

’

b24．20mａ

、

P61の土居
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図Ⅳ－101 P61
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痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：覆土・曠底などから遺物は出土していない。

重複・新旧関係: P59． P60と重複しており、 これらより古い遺構である。

時期：擦文時代のものと思われる。

本遺構は、浅く、長軸方向や構造も他の遺構と異なっているが、覆土・形状などから土曠墓とする。

P87と酷似する。

P66 (図Ⅳ－102･ 103･104表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2図版37･113･121･ 138)

位置:V-4 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模: 1.10m×0.96m/0.65m×0.50m/0.95m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-70。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約40cmほど掘り下げ、南東壁中央付近で袋状ピットを検出

する。さらに約40cmほど掘り下げたところ、南西側で黒色粘質士が見られ、 この周辺で粘土塊が5

cm～10cmの厚さで見られた。この粘土塊の広がりを確認するため北西側もこの面まで掘り下げた。

ところがこの粘土塊は北西側には広がらず、ブロック状に混入していることが確認された。再び南東

側から覆土を掘り下げ、約15cmほど下で褐色粘質土を検出した。これを除去し、暗灰色粘土の堅い

面を検出した。小ピットや壁の立ち上がりを確認したことから、 この面を曠底面と判断する。北西側

も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土は大きく5層に分けられる。覆土1層（土層図1）は暗褐色土》灰色粘土粒の堅い土で、

流れ込みの自然堆積土である。覆土2層（土層図2）は粘土粒がわずかに混入する黒褐色土である。

灰黄色粘土》褐色士、褐色士》灰黄色粘土がブロック状に混入する。覆土3層（土層図4）は暗褐色

土〉灰黄色粘土小塊である。覆土4層（士層図5）は、覆土3層に暗褐色粘質土が互層に入る土であ

る。覆土3 ． 4層は混合土であり、覆土2層を含めて埋め戻しの土である。覆土5層（土層図6）は

曠底上にある褐色粘質土で、遺体層であろう。なお覆土4層と5層の間には黒色粘質土が薄く入り、

この周辺、 とくに南東側には粘土塊がブロック状に混入していた。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅いが、中央部が長円形状(70cm×35cm)に

若干くぼんでいる。

壁：立ち上がりは全体に垂直的である。 とくに曠底から30cm～40cmほど上方は丁寧に作られ、その

上で段を作っている。 P30の壁と酷似する。また南東壁の両コーナー付近は長軸方向に角状に掘り広

げられ、約35cmほど上方でオーバーハングしている。検出面からの壁高は、北西壁が87cm、他は

90cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約42cmほど上方に作られている。開口部は

16cm×15cmのほぼ円形状で、やや下向きに約20cmほど掘り込み、先端部はやや北東側に向いている。

ピット内には口縁部を欠損する土器が一個体、斜めに入れられいる。ピットは土器と同じくらいの大

きさで掘られていて、胴部の下に土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは

約65.である。曠底の小ピット～北東と南西壁側の下場のライン上に2個ずつ、計4個ある。径5cm

~6cm、深さ12cm～27cm、杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡を確認さ

れていない。ただ曠底面から35cm～40cm上方の壁面は垂直で、丁寧に作られており、その上が段状
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袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－103 P66 (2)

になっていることから見ると木榔が作られていた可能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は84点である。この内訳は土器53点、石器など31点である。曠底面付近

からは遺物が出土していない。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が一個体出土している。覆土中出土

の遺物はまとまった出土状態ではなく、埋め戻し土に混入したものであろう。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、一部残存するものの、口縁部から頚部の大半を欠く。他の袋状ピ

ット出土の土器と同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界に段

は存在せず、列点文により区画される。口縁端部は軽く面取りされる。内外面ともよく磨かれるが、

胴部下半内面に若干ハケメが残る。内外面とも炭化物、煤が付着し、外面の胴部下半は被熱による赤

変と煤の酸化消失がみられる。

2は口縁部片である。口縁部には円形刺突文が施される。内外面ともによく磨かれており、ハケメ

は残らない。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

石器など～1は有茎凸基の石鍼で、石材は黒曜石。 2は両面周縁部加工のつまみ付きナイフで、石

材は頁岩。 3は扁平礫を素材としたたたき石で、石材は安山岩である。 2．3は覆土3層出土、 1は

覆土4層出土である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。
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図Ⅳ－104 P66出土の遺物

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土墳墓である。曠底の小ピットの位置は、四隅と

いうより、北東と南西の下場ラインに2個ずつという位置関係である。曠底から35cm～40cm上の壁

面は段状になっている。これは木榔に蓋をするための構造と思われる。頭位は南東方向で、曠底の大

きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは
不明である。

P68 (図Ⅳ－105･ 106表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3図版38･ 118･ 138)

位置:V-4 ･ 5 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模:0.97m×0.84m/0.65m×0.49m/0.40m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方

形状 長軸方向:N-27.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。また北東側コ

ーナーと南東側中央部に半円状の張り出し部分も検出された。短軸方向で半裁し、南東側から調査を

行う。覆土を掘り下げ南東側に見られた半円状の落ち込みは袋状ピットであることが判明する。更に

覆土を10cm～15cmほど掘り下げたところで土器、石器などがややまとまって出土したため、北西側

も遺物出土の面まで掘り下げ、その広がりを確認した。再び南東側を約20cmほど掘り下げ、灰黄色

土の堅い面を検出した。この面で鉄製品、小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから灰

黄色土の面を曠底面と判断する。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（土層図1）はⅡ層で、覆土2層（士層図2～4）は

暗褐色土と灰黄色粘土小塊がまじり合った混合土である。覆土3層（土層図5）は暗褐色土》灰黄色

粘土粒である。覆土2 ． 3層は埋め戻しの土で、軟質の砂質土である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。ほぼ平坦であるが、中央部(50cm×38cmの範囲）がわずかにくぼん

でいる。砂質で堅い。 くぼみ部分には褐色粘質土が薄く見られる。

壁：立ち上がりは急傾斜である。S.P.4の外側は角状に張り出している。検出面からの壁高は、北東

壁が26cm、南東壁が36cm、南西壁が30cm，北西壁が35cmである。
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図Ⅳ－105 P68
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付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約20cmほど上方に作られている。開口部は

55cm×50cmの楕円形状で、下向きに約30cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を欠損する土

器が一個体、わずかに傾いた状態で入れられている。開口部は広いけれども、中は土器の大きさと余

りちがわない大きさで、胴部～底部の下には士を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピッ

トの傾きは、約30｡である。曠底の小ピット～曠底四隅に4個あり、下場のライン上に作られている。

径5cm～6cm、深さ14cm～18cm、杭状で、直立している。なおS.P.4の壁側は角柱状に張り出し

(巾10cm、奥行き7cm)、その下には径5cm、深さ4cmの浅いくぼみが見られた。これは検出面で

確認した落ち込みで、他の小ピット付近には見られない。木榔痕～士層断面や曠底面でその痕跡は確
認されなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は45点である。この内訳は土器17点、石器など27点、鉄製品1点である。

曠底面付近からは鉄製品が1点出土しただけで、 これは小刀の柄部分ではないかと思われる。副葬品

であろう。中央部の北東壁際で出土した。袋状ピットからは口縁部を欠損したⅦ群土器の小型の甕が

1個体出土している。覆土3層上面付近で遺物がまとまって出土している。本遺構に伴うものである
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

う。他の覆土中出土の遺物は埋め戻し土に混入したものである。

出十置物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頸部を欠く。覆土内に破片が存在しないことから、口

縁部から頚部を欠損した状態で埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界にはわずかに段差が存在

する。頚部の文様ははっきりしないが、山形の鋸歯状沈線文が施されるものと推測する。内外面とも

全面磨かれるが、 ミガキの上からハケメが確認できる。内面はミガキの密度が薄く特にハケメが残る。

内外面ともにほぼ全面に炭化物、煤が付着する。

石器など～1 ．2は扁平礫を素材としたたたき石である。石材は安山岩。 1は検出面、 2は覆土2

層出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。木榔痕や貼床は

確認されなかった。S.P.4の壁側に見られた角柱状の張り出しは、曠底の小ピットとは別の構築物が

あったものと考えられるが、その用途や形などは不明である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなど

から見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明であ

る。

P70 (図Ⅳ－107･ 108･ 109表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2図版39･ 113． 114･ 139)

位置:U 5 V 5 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.44m×0.80m/1.09m×055m/1.15m 平面形：検出面～楕円形状曠底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-40.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中でTa-aとⅡ層が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸

方向で半裁し、南東側から調査を行う。 Ⅱ層、覆土と順次掘り下げ、約1mほど下で黒色土の面を検

出する。この黒色土は薄く、その直下に灰色粘土の堅い面を検出した。この面で礫や小ピットを検出

し、壁の立ち上がりも確認したことから、灰色粘土の面を曠底面と判断する。なお南東壁で袋状ピッ

トの落ち込みも検出した。北西側も同様に覆土を掘り下げ、堰底面を検出した。北西側は約1mほど

下で段があり、壁などを精査したところ検出面から約60cmほど下で段状に張り出していることが判

明した。調査終了後曠底面を断ち割ったところ、厚さ5cm～6cmが貼床になっていることが判明し

た。

土層：覆土は大きく7層に分けられる。覆土1層（士層図1）はTa-a、覆土2層（土層図2)は

Ⅱ層である。覆土3層（士層図3 ． 4）はⅡ層に灰黄色粘土粒が混入した土である。覆土4層（土層

図5～10)は暗褐色土に灰色粘土粒が混入した土である。覆土5層（土層図12～14)は堅い灰色士で

ある。覆土6層（土層図15)は黒褐色粘質土》灰黄色土である。覆土7層（土居図16)は曠底直上に

薄く見られる黒色土である。覆土2 ． 3層はⅡ層及び流れ込みの自然堆積土、覆土4～6層は埋め戻

しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。遺体面は平坦で、堅い。

壁：曠底面から35cm～40cmは垂直に立ち上がる。検出面からの壁高は、北東壁が104cm、南東壁が

112cm、南西壁が105cm、北西壁が1l0cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約35cmほど上方に作られている。開口部は

17cm×15cmの楕円形状で、やや下向きに約21cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を打ち欠
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2． Ⅱ層
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5．黒褐色粘質土

6． 5＞黄色士

7．灰黄色粘質土

8． ＝5 （灰色粘土粒が微量混入）
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1 1 ． 黒褐色土（ボソボソ）

12．灰色粘質士（堅い）

13． 明灰色粘質土（堅い）
14． 12＋13

15． 黒褐色粘質土＞灰黄色土
16．黒色土

17．灰色粘土（堅い）

18． 黒褐色土

19．褐色粘質土

20. 明灰色土

図Ⅳ－107 P70 (1)
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

いた土器が一個体分、斜めに入れられている。ピットは土器の大きさと余りちがわない大きさに掘ら

れており、胴部下に土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約55°である。

曠底の小ピット～曠底四隅に4個検出された。径4cm～5cm、深さ6cm～10cmで先端部が丸味を

もつ杭状のもので、直立している。なお覆土を約40cmほど掘り下げたところで曠底の小ピット (S.P.

1 ． 2 ． 4）に対すると思われる丸い空洞が検出された。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確

認できなかったが、壁面の状況から見て木榔が作られていた可能性はある。貼床～遺体面の下には厚

さ5cm～6cmほどの灰色粘土が堆積していた。この下には黒褐色粘質土が薄く見られたことから、

この灰色粘土が貼床と判断した。

遺物出土状況：出土遺物総数は58点である。この内訳は土器23点、石器など35点である。曠底からは

礫片が1点出土した。これは石皿片で、置き石と思われる。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が一個

体出土している。

出土遠物：土器～1は小型の甕で口縁部を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様に、意図的に打ち

欠かれた後埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界には不明瞭な段差が存在する。他の土曠墓出

土の土器と比較して底部の張り出しが少ない。内外面ともよく磨かれ、ハケメは残らない。内面には

炭化物が少量付着し、外面胴部上半には煤が付着する。

2は注口土器である。口縁部には2箇所の突起があり、突起も含めて'二|縁端部には刻みが施される。

注口部の上側は沈線と竹管状工具により施文される。内外面ともよく磨かれており、口縁部内面でわ

ずかにハケメが残る他は、全て磨き消されている。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

石器など～1は安山岩の石皿片で、曠底面出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、擴底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。 ところで北西側で検出さ

れた段状の張り出し （巾約40cm、奥行16cmほどの半円状）は構造上どのように考えたら良いのだろ

うか。現時点では、二つの士曠墓が重複して作られた結果、即ち追葬が行われたのではないかと推測

している。はじめに長円形かあるいは楕円形状の土曠墓が作られ（張り出し部分)、そののちそれを

壊すかたちで南東側により深い土擴墓を作った（追葬）のではないだろうか。北西壁に見られる検出

面から約60cmほど下にある段状のものは、はじめの遺体埋葬時に蓋をのせる段として作られたもの

ではなかろうか。そして袋状ピット、曠底の小ピット、置き石は追葬に伴うものと考えられる。頭位

は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが人骨などが遣存していないため性別・年齢、

埋葬姿勢などは不明である。

P73 (図Ⅳ－110･111･112表Ⅳ－4表1 ･ 2 ･ 3図版40･114)

位置: S-1･ 2 南から北へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.12m×1.04m/0.76m×0.73m/0.90m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-40.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約70cmほど掘り下げたところで鉄製品が出土した。これが

やや面的な広がりをもっていたため、北西側も同じ面まで掘り下げ、鉄製品の位置を記入し取り上げ

る。鉄製品の下には黒褐色士が薄く堆積し、その下約10cmのとこで赤い砂質土が検出された。この
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図Ⅳ－109 P70出土の遠物

面で小ピットと壁の立ち上がりを確認したことから、砂質土上面を曠底面と判断する。 また南東壁の

東側で袋状ピットを検出し、長軸方向壁際に小ピットを2カ所検出した。更に壁際で巾1cmほどの

曲線状の落ち込みを数カ所検出した。

土層：覆土は大きく4層に分けられる。覆土1層（土層図2）は暗褐色土》灰色粘土小塊である。覆

土2層（土層図3）は明褐色土と暗黄灰色砂質土がまじり合った土である。覆土3層（土層図4）は、

褐色士十黄色土で灰色粘土粒が微量混入し、ザラザラした砂質土である。覆土4層（土層図5）は暗

褐色士十黄色士で灰色粘土粒が微量混入し、やや粘質土である。覆土3 ． 4層は混合土で、覆土1～

4層は埋め戻し土である。なお曠底直上には褐色粘質士が薄く見られ、覆土4層中（曠底から約

10cm～12cm上方）には黒褐色土が薄く堆積し、その直上から鉄製品が出土した。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。暗灰色砂質土で、平坦、やや軟質である。中央部
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図Ⅳ－111 P73 (2)

68cm×25cmの範囲には褐色粘質土が薄く広がっている。なお調査中曠底面全体が赤く、被熱してい

るのではないかと考えたが、調査終了後の断ち割りの結果、赤い面が壁中にまで伸びていることが判

明し、被熱ではないと判断した。

壁：曠底から内湾気味に、ほぼ垂直に立ち上がっている。検出面からの壁高は、全体に88cm前後で

ある。

付属構築物：袋状ピット～南東壁東側に曠底から約55cm上方に作られている。開口部は50cm×30cm

の長円形状で、下向きに約25cmほど掘り込んでいる。長軸方向より北東側に伸びている。ピット内

には口縁部を一部打ち欠いた土器が一個体斜めに入れられている。ピットはほぼ土器の大きさに掘ら

れていて、胴部や底部下には灰黄色粘土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾

きは約35°である。擴底の小ピット～曠底四隅付近に4個検出されている。径4cm～5cm、深さ2

cm～3cmの浅いものである。 また長軸方向壁際にそれぞれ一個ずつ、 2個の小ピットが検出された。

南東壁際のピットは長径22cm、短径11cm、深さ約1Ocmで覆土は暗黄灰色砂質土である。北西壁際の

ピットは長径16cm、短径10cm、深さ約10cmで覆土は暗黄灰色砂質土である。 ともに平面形は長円形

状である。木榔痕～曠底面で、壁から2cm～3cm内側で、巾約lcm、長さ20cm～30cmの細長い暗

褐色土の落ち込みが数ヵ所検出された。掘ったところ巾約1cm、長さ5cm～1Ocm、深さ7cm~

10cmの先のとがった落ち込みが10カ所確認された。板状の杭を並べた木榔と思われる。高さは壁面

の状態から見て35cm～40cmと思われる。貼床～作られていない。
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遣物出土状況：出土遺物総数は87点である。この内訳は土

器8点、石器など70点、鉄製品9点である。曠底面からは

出土していない。鉄製品は覆土4層中の黒褐色土上面で出

土したもので、刀子2点、鉄斧2点で、他ははっきりした

ものではない。副葬品であろう。なお、鉄斧2点は南東壁

で倒れた状態で出土したもので、本来直立していたのでは

ないかと考えられる。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が

一個体出土している。覆土中でフレイクが62点出土してい

るが、 これらは土層図4 ． 5の土を採取し、 フローテーシ

ョン処理して得られたものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部の一部を欠く。

他の袋状ピット出土の土器と同様に、意図的に打ち欠かれ ↑OcmO
I ， I I ’

た後埋納されたものであろう。器壁が厚く、重量感がある。

図Ⅳ－1 12 P73出土の土器頚部と胴部の境界には明瞭な段と沈線により区画される。

口縁部には円形刺突文が施される。内外面ともによく磨かれており、ハケメは確認できない。内面に

炭化物の付着はみられないが、外面には口縁部から胴部上半に煤が付着し、 llli部下半は被熱による煤

の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土壌墓である。 ところで鉄製品の出土状況や塘底

四隅の小ピットと長軸方向壁際の2カ所の小ピットが同一遺構内で見つかっていることなどは、他遺

構と趣きを異にしている。 まず鉄製品は刀子・鉄斧などで他遺構では副葬品として用いられているも

のである。従って鉄製品出土の面が遺体面であったと考えられることができるのではないだろうか。

また曠底の小ピットが非常に浅いこと、壁際の小ピットは曠底面を精査して検出されたこと、更に鉄

製品の出土状態を考え合わせると、本遺構は二度使用された、即ち追葬が行われているのではないか

と思われる。まず長軸方向壁際に1個づつの小ピットをもち、木榔を作った土曠墓が作られた。その

後曠底から1Ocm～15cm上を遺体面とし、鉄製品を副葬し、四隅に小ピット、袋状ピットを作って埋

め戻された。遺構の構造や遺物の出土状況から以上のように考えている。頭位は南東方向で、曠底の

大きさなどから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢な

どは不明である。

P75 (図Ⅳ－113･ 114･ 115･ 116表Ⅳ－4表1 ･ 2 ･ 3図版41 ． 114)

位置:T-3 U-3 南から北へわずかに傾斜する標高24.25m付近のところに位置する。

規模:0.89m×0.89m/0.60m×0.58m/0.38m 平面形：検出面・曠底面～丸1床のある長方形

長軸方向:N 63.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方|可で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約35clnほと掘り下げたところで鉄製品や玉が出土し、その

周辺で焼土や灰状の土を検出した。このため北西側も同じ面まで下げ、灰状の土の広がりを確認する。

遺物や焼土、灰状の土の範囲を記録し、南東側を下げると、灰状の土の下には黒褐色土が薄く堆積し、

168



Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

それを除去し砂質で堅い土を検出する。小ピットや壁の立ち上がりを確認したことからこの面を曠底

面と判断した。南東壁で袋状ピットも検出した。北東と南西壁はややオーバーハングしているものと

考えていたが、調査終了後断ち割ったところ、Ⅳ層と異なる土が見られ、木榔の裏込め土と判明した。

土居：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土1層（土層図1）は黒褐色土＞灰色粘土小塊の土で、堅い。

覆土2層（土層図2）は黒褐色土に微量の灰色粘土粒が混入するやや粘質の土である。覆土3層（土

層図3）は暗黄色土と褐色土がまじり合った混合土である。覆土4層（土層図4）は黒褐色粘質土で

ある。擴底上にあり、遺体層と思われる。焼土、灰状の土はこの遺体層の上にある。覆土l～3層は

埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。砂質土で、平坦で堅い。ただ中央付近はややくぼみ、褐色粘質士が薄

く見られる。

壁：全体に内湾気味に、垂直に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東・北西壁が36cm、南

東、南西壁が38cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央付近、曠底から約20cmほど上方に作られている。開口部は

18cm×15cmの楕円形状で、下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部の一部を打ち

欠いた片口土器がわずかに傾むけて入れられている。ピットは土器の大きさと余りちがわない大きさ

に掘り、底部の下に土を入れてしっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約26.である。

曠底の小ピット～曠底四隅の下場のライン上に4個検出された。径5cm～6cm、深さ18cm～22cm、

杭状で、直立している。小ピットの上方はややオーバーハングしている。木榔痕～士層断面や曠底面

でその痕跡を確認できなかった。ただ北東と南西壁には裏込め土と思われる灰色粘質土が見られ、 ま

た南西壁では検出面のすぐ下は段状になっていることなどから見て、木榔が作られていた可能性があ

る。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は18点である。この内訳は土器8点、石器など5点、鉄製品4点、石製

品1点である。曠底直上からは鉄製品3点、石製品1点が出土した。鉄製品は刀子（図Ⅳ-113右下)、

鉄斧（図Ⅳ-113右上)、鉄鎌（図Ⅳ－113左下）で、副葬品である。これらは焼土や灰状の土の上か

ら出土している。石製品は垂飾（図Ⅳ－113左上）である。袋状ピットからは口縁部が一部欠けたⅦ

群の片口土器が一個体出土している。他の遺物は覆土中からの出土で、埋め戻し士に混入したもので

あろう。

出十置物：土器～1は片口土器である。片口部分を欠く。一般的に袋状ピット出土の土器は意図的に

割られたものが多いことから、 この土器も意図的に割られた可能性が高いと考える。口縁部に3箇所

の小突起をもつ。内外面とも磨かれるが、外面にはハケメの跡が残る。内外面とも炭化物、煤が付着

する。

石製品など～1は自然礫に孔を開けただけの垂飾で、石材はカンラン岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。裏込め土や南西

壁の段状部分などから考えると高さ32cm～34cmほどの高さの木榔を作り、覆い用の板をのせ蓋をし

たものだろうか。 また焼土や灰状の土は遺体上にかけたものだろうか。頭位は南東方向で、曠底の大

きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年齢、埋葬姿勢などは不

明である。
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髭
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袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－1 14 P75 (2)
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図Ⅳ－1 16 P75出土の石製品図Ⅳ－1 15 P75出土の土器

P76 (図Ⅳ－117･ 118･ 119表Ⅳ－4 ． 5表1 ･ 2図版42･ 114･ 121･139)

位置: S-2 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.18m×0.84m/(0.70m) ×0.55m/0.90m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-66.-W 頭位：南東

確認．調査: I層を除去し、Ⅳ層中で風倒木によって壊された落ち込みの一部を確認した。風倒木痕

を掘り遺構の輪郭を出す。暗褐色士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、北

西側から調査を行う。覆土を約60cmほど掘り下げたところで褐色粘質土の面を検出した。曠底直上
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かと思われたがその下に混合土があり、 これを更に約30cmほど掘り下げ、灰黄色土の堅い面を検出

した。小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことからこの面を曠底面と判断した。南東側も

同様に掘り下げ、約50cmほど下で南東壁に袋状ピットを検出する。褐色粘質士、混合土を掘り下げ、
曠底面を検出する。

土層：覆土はほぼ5層に分けられる。覆土l層（土層図1）は流れ込み状の自然堆積土である。覆土

2層（土層図2 ． 3）は暗褐色士と灰黄色土がまじり合った上で、黒褐色土などがブロック状に混入

している。覆土3層（土層図4～6 ， ）は灰黄色土と褐色土がまじり合った軟質土である。覆土4層

（土層図7 ． 8）は灰黄色土で、覆土5層（士層図9～11)は褐色土十黄色土の混合土である。覆土

5層上面には褐色粘質土が薄く (2cm～5cm)見られる。覆土2～5層は埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。中央部64cm×36cmの範囲はわずかにく

ぼみ、褐色粘質士が薄く広がっている。北東・南西は直線的で、南東・北西側は弧状である。

壁：全体に垂直的に立ち上がっている。ただ南東壁では曠底から約25cmほど上方からは大きく外傾

している。崩れたのか、構築時のままなのかはっきりしない。検出面からの壁高は、南東・北西壁が

86cm、北東壁が85cm、南西壁が88cmである。曠底の小ピットの周辺は少し掘り広げられている。

付属構築物：袋状ピット～南東壁北東コーナー近くで、擴底から約40cmほど上方に作られている。

開口部は15cm×lOcmの長円形状で、やや下向きに約15cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部

が欠損する土器が一個体斜めに入れられている。ピットは土器の大きさよりわずかに大き目に作り、

I|1部下と底部下に黒褐色士を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約65.で

ある。塘底の小ピット～曠底四隅の下場ライン上に4個検出された。径5cm～6cm，深さ18cm~

26cm，杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確認されていない。ただ曠

底面から約25cm～30cmほど上方の壁面は垂直で、丁寧に作られていることから考えると、木榔が作

られていた可能性はある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は17点である。 この内訳は土器15点、石器など2点である。擴底からは

たたき石片が1点出土している。置き石であろう。S.P.2から約10cmほど内側にある。袋状ピットか

らは口縁部が欠損したⅦ群の小型の甕が1個体出土している。他の遺物は覆土中からの出土で、埋め

戻し土に混入したものであろう。

出土遠物：土器～1は小型の甕で、 口縁部から胴部上半を欠損している。他の袋状ピット出土の土器

と同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。外面は全面磨かれるが、磨きの上から

ハケメを確認できる。内面は磨きの密度が薄くハケメが残る。外面は輪積みの痕跡が確認できる。内

外面ともに炭化物、煤が付着する。 また、吹きこぼれにより、煤が筋状に流れ落ちた痕跡が確認でき
る。

2は口縁部から頸部が残存する。頚部には鋸歯状の沈線文が施され、 口縁部には円形刺突文が施さ

れる。内外面ともによく磨かれ、ハケメは残らない。内外面ともに炭化物、煤が付着し、口縁部内面

には特に厚く炭化物が付着する。

石器～1は塘底出土の円礫を素材とするたたき石片である。被熱で表面の一部が剥落しているが、

割れ面には被熱の跡は見られない。石材は安山岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、擴底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。覆土5層上面を遺体面と

172



W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

画’
’

田、

Ｅ
○
寸
・
寸
酬

_b一一

／
～

.’
I

褐色

粘質土 ｡’

同24．40mａ

P76の土層

1 ． 暗褐色土＞灰黄色粘土粒

2．暗褐色土＞灰黄色士（軟質、黒褐色土、
黄色土がブロック状に混入）

3． ＝2微小の粘土粒混入、砂質土

4． 黄色土＞褐色土（軟質、砂質土）

5． 暗褐色土＞黄色土（黒褐色土がブロック状

に混入、軟質、砂質土）

~

6．褐色土十黄色士（ボソボソ） 6'・灰色粘土
7． ｜暗黄色士（砂質土、軟質）

B. 7>褐色土（軟質) 9. 褐色土＞黄色土
10． 褐色土＞黄色士（やや粘質）
1 1 ． 黄色土十褐色土（軽石混入）

12．褐色土 13． 暗褐色土 14．黒褐色士

24．40m

24.30m24．30m24．30m ~

S・P2

0

P4ＳS pqI~阜嘩
SP1

1m

’

図Ⅳ－117 P76 (1)

173



西島松5遺跡平成12年度

側面

０
１

20CIT

一
一

袋状ピット内の土器出土状況図 上面

図Ⅳ－118 P76 (2)

蕊
P

I
I

I 、
~

ﾉも
土

~、 ト

プノ

Cへ、侭、
,露晒掛琢鳶う論…- ゞ屑

蝿溌~~~~I

駒

1

O
’ 「 I ， ， I

10cm
1

０
１

ｍＣ（
Ｕ
ｌ

ｌ

l l l

図Ⅳ－1 19 P76出土の遺物

する追葬の可能性もある。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨な

どが遺存していないため性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P80 (図Ⅳ 120･ 121表Ⅳ－5表2図版42･139)

位置:T-4 U-4 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.30m×0.96m/0.98m×0.61m/0.91m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-40.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で
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半裁し、北西側から調査を行う。覆土を掘り下げると、検出面から40cm～45cmほど下で壁が段状に

なり、その壁に沿って約40cmほど掘り下げ、褐色土の面を検出する。褐色土は2cm～3cmの厚さで、

その下には暗灰色粗砂層がある。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、

曠底面と判断する。南東側も同様に掘り下げ、擴底面を検出する。南東壁では約45cm下で、袋状ピ

ットと思われる掘り込みを検出する。なお調査終了後壁を断ち割った結果、段状の壁は厚さ5cm~

10cmの裏込めであることが判明した。

土層：覆土はほぼ6層に分けられる。覆土1層（土層図1）は流れ込み状の自然堆積士である。覆土

2層（土層図2）は灰黄色粘土小塊がまじる黒褐色土で、堅い。覆土3層（土層図3～6）は、暗黄

色土、褐色土、灰色粘土が互層気味に堆積する土である。覆土4層（土層図7）は暗灰黄色士、褐色

土、灰色粘土がまじり合った土である。覆土5層（土層図8）は暗褐色土と灰黄色土の混合士である。

覆土6層（土層図9）は曠底直上に堆積する褐色士である。遺体層と思われる。土層図10は壁際にあ

る軽石まじりの暗灰色砂質士で、木榔の裏込め土と思われる。覆土2～5層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込み、暗灰色粗砂層中に構築している。平坦で、軟弱、やや凹凸がある。北東

は南西側は直線状、南東と北西側は弧状である。

壁：構築面の壁は、ほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が86cm、南東壁

が82cm，南西壁が84cm、北西壁が88cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の中央部、曠底から約30cm上方に作られている。開口部は径20cm

ほどの円形状で、ほぼ水平に約13cmほど掘り込んでいる。ピット内には礫が2点水平に入れられて

いる。曠底の小ピット～曠底四隅に4個検出された。径5cm、深さ17cm～22cm、杭状で、直立して

いる。木榔痕～土層断面に裏込め士と思われる暗灰色砂質土が確認された。曠底からほぼ40cmほど

の高さがあり、上端は段状になっている。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は9点で、すべて石器などである。曠底付近からは出土していない。袋

状ピット内からは礫が2個重なって出土した。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入し

たものである。

出土遺物：石器など～1 ， 2は袋状ピット内から出土した自然礫である。 1が上、 2が下で、 ともに

石材を安山岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する士曠墓である。袋状ピットは他のものとは趣きを

異にしている。ピットは水平に掘り、礫を2個重ねて入れている。頭位は南東方向で、曠底の大きさ

などから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明

である。

P83 (図Ⅳ－122･ 123表Ⅳ－4 ･ 5表1 ･ 2 ･ 3図版43･ 114． 139)

位置:U-4 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.12m×0.90m/0.78m×0.71m/0.50m 平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状

長軸方向:N-61｡ W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色士が長方形状に広がる落ち込みと南東壁際に一括土器を

伴う張り出し部分を検出した。短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約35cmほど掘り
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図Ⅳ－121 P80出土の石器

下げたところ、南東壁側で径約15cmほどの空洞を検出した。当初この空洞の下が遺体面かと考え、

北西側も同面まで掘り下げ精査したが、副葬品や付属構築物などは検出されなかった。空洞の下は黒

褐色粘質土である。黒褐色粘質土の下の混合士が貼床かと考え全体に掘り下げたところ、約12cm~

14cm下で褐色粘質土が検出され、 この直ぐ下に砂質で堅い暗灰色土が検出された。この面で小ピッ

トが検出され南東壁側で礫、中央部北東壁際で鉄製品が出土し、 また壁の立ち上がりが確認されたこ

とから、 この砂質の堅い面を曠底面と判断した。また南東壁の張り出し部分は袋状ピットと判明した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（士層図1）は黒褐色土＞灰色粘土小塊で、堅い。こ

の最下層には黒褐色粘質士（土居図2）が見られた。覆土2層（土層図3 ． 4）は灰色粘土小塊と黄

色粘土小塊がまじり合った土である。覆土3層（土層図5）は曠底直上の上で、遺体層と思われる。

覆土1 ． 2は埋め戻しの土である。なお北東と南西壁にある土（土層図6）は灰色粘土で、木榔の裏

込め土と思われる。

墳底：Ⅳ層中に構築されている。平坦で、堅く、砂質土である。中央部付近70cm×50cmの範囲には

褐色粘質土が薄く広がっている。

壁：ほぼ垂直に立ち上がり、全体に丁寧に作られている。検出面からの壁高は、南西・北西壁が

49cm、北東壁が47cm、南東壁が45cmである。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されていて全体は不明である。南東壁中央部、曠底から約

46cm上方に作られている。ピット内にはほぼ正立した土器底部がある。曠底の小ピット～曠底四隅

で、下場のライン上に4個検出された。径約4cm、深さ7cm～20cm，杭状で、直立している。木榔

痕～土層断面には、北東、南西壁際に高さ20cm～22cm、厚さ6cmほどの灰色粘土（土層図6)が見

られた。裏込め土であろう。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は20点である。この内訳は土器17点、石器など9点、鉄製品4点である。

曠底面からは鉄製品2点、石器など2点が出土している。鉄製品は刀子と鉄鑛で、副葬品である。曠

底中央部北東壁際で重なって出土した。たたき石と礫は置き石であろう。袋状ピットからは口縁部～

胴部の大半が欠損した（削平により欠損したものと思われる）Ⅶ群の土器が出土している。他の遺物
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図Ⅳ－123 P83出土の遺物

は覆土中からの出土で、埋め戻し士に混入したものである。

出十置物：土器～1は上部を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様に、意図的に打ち欠かれた後埋

納されたものであろう。高台風の底部から外にふくらみながら立ち上がり、器壁が直立しかけたとこ

ろから再び外反する。口縁部の形態や全体の器形は不明である。胴部のふくらみが最大になると考え

られる位置に横走する2条の沈線を引き、その間に刺突が施される。磨きは施されず、外面は上方に

ハケメが残る以外、全面が施される。内面はハケメ。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

石器など～1は覆土出土のスクレイパーである。石材は黒曜石。 2 （図Ⅳ 122右）は扁平礫を素

材とするたたき石で、すり石に転用している。石材は安山岩。 3 （図Ⅳ-122左）は片岩の自然礫で

ある。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土壌墓である。調査中

覆土1層中で検出した空洞は、遺体の頭付近にあたるものであろう。土層図2 （黒褐色粘質士）上面

が遺体面と思われ、追葬が行われたものと思われる。 しかしながら副葬品などは出土していない。付

属構築物もはっきりしない。本遺構の副葬品や置き石、曠底の小ピット、木榔痕などは古い土曠墓の
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ものであろう。袋状ピットについてはどちらのものか判断しがたい。新旧とも頭位は南東方向で、曠

底の大きさなどから見て屈葬と思われるが人骨などは遣存していないため、性別．年齢、埋葬姿勢な

どは不明である。

P84(図Ⅳ－124･ 125･ 126表Ⅳ－4 ･ 5表1 ･ 2 ･ 3図版43･44･ 115． 139)

位置:U-5 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.03m×0.83m/0.83m×0.58m/0.69m 平面形：検出面～楕円形曠底面～～丸味のある長方

形 長軸方向:N-37.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約65cmほど掘り下げ、褐色粘質士を検出し、礫や鉄製品が

出土した。褐色粘質土は薄く、すぐ下で灰色土が検出された。この面で小ピットを検出し、壁の立ち

上がりを確認したことから、灰色土の面を擴底面と判断した。 また南東壁で袋状ピットを検出した。

北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土居：覆土は4層に分けられる。土層図1はⅡ層である。覆土l層（土層図2）は黒褐色粘質士であ

る。覆土2層（土層図3）は灰色粘土で、砂質状で堅い。覆土3層（土層図4）は褐色土十灰黄色粘

土小塊の混合土である。覆土4層（土層図5）は褐色粘質土で、遺体層と思われる。覆土1～3層は

埋め戻し土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、軟質土である。

壁：曠底面から40cm～50cmほどは垂直的に立ち上がり、上方は外傾する。ただ北西壁は、検出面ま

で垂直的に立ち上がっている。 とくに曠底から30cmほと・上方は、垂直で、壁面は非常に丁寧に作っ

ている。検出面からの壁高は、北東・南西壁が68cm、南東・北西壁が64cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁東寄り、曠底から約28cln上方に作られている。開口部は16cm><

15cmの楕円形状で、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部～胴部を欠損し

た土器が一個体斜めに入れられている。ピットは土器の大きさよりやや大き目に掘り、胴部下に士を

入れて、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約36°である。曠底の小ピット～曠

底四隅付近に4個検出された。S.P. 1以外は下場のラインより5cm～7cmほど内側にある。径約5

CIn、深さ12cm～16cm、杭状で、直立している。木榔痕～土層断面で、擴底上の壁際にボソボソの土

(土層図6）が見られる。 また壁面の状況から見て、木榔が作られいた可能性がある。貼床～作られ

ていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は18点である。この内訳は土器13点、石器など4点、鉄製品1点である。

曠底付近からは、石器など2点、鉄製品1点が出土している。石器などは、すり石と石|Ⅲ片で、置き

石と思われる。S.P. 1 ･ 2の内側で出土している。鉄製品は刀子で副葬品である。置き石に接するよ

うに出土した。袋状ピットからは口縁部～胴部が欠損し、割れ口を上にしたⅦ群の小型の甕が一個体

出土した。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し士に混入したものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頸部を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様に、意

図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界は段や沈線が存在せず、不明瞭で

ある。内外面ともによく磨かれ、ハケメは残らない。

石器～1 （図Ⅳ-124右）は断面三角形の稜をすったすり石である。ほぼ全面に熱を受けている。

2 （図Ⅳ-124左）は石Ⅲ片である。 1 ･2ともに石材は安山岩で擴底出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。
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時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。頭位は

南東方向で、曠底の大きさなどから見て、屈葬と思われるが人骨などはが遣存していないため、性

別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P85 (図Ⅳ－127･ 128表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3図版44･115)

位置:U 5 ' 6 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.10m×0.78m/0.69m×0.62m/0.40m 平面形：検出面～不整長方形状曠底面～長方形状

長軸方向:N-30°－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を22cm～23cm掘り下げ南西コーナー付近で袋状ピットを検出

した。更に18cm～20cmほど掘り下げ暗灰色土の面を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立

ち上がりを確認したことから曠底面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底を検出した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土1層（土層図2～5）は暗褐色士に灰黄色土、黄色土が混

入する土である。覆土2層（土層図6～8）は混合土で、覆土1 ･ 2層は埋め戻し士である。土層図

1は流れ込み状の自然堆積土である。

曠底：Ⅳ層中に構築されている｡。平坦で、堅い。中央付近50cm×30cmの長円形状の範囲には褐色粘

質土が薄く広がっている。また曠底四隅付近の小ピット周辺はほぼ方形状に広がっている。

壁：北東・南西壁はほぼ垂直に、他は急傾斜で立ち上がっている。擴底の小ピットの壁側は、巾5

cm、奥行き2cm～3cm、高さ25cm～30cmに掘り広げ、角柱状の跡がある。検出面までは伸びてい

ない。検出面からの壁高は、全体的に38cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁西側コーナー付近に、曠底から約20cm上方に作られている。開口

部は15cm×15cmの菱形状で、斜め下方へ約8cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部の一部を

欠く土器が一個体斜めに入れている。ピットは土器の大きさと余りちがわない大きさに掘り、底部付

近に土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約50.である。曠底の小ピッ

ト～曠底四隅とその周辺で8個の小ピットが検出された。S.P. 1～4は径6cm～8cm、深さ19cm~

26cm、 S.P.5は径約6cm，深さ約1Ocm、杭状で、直立している。S.P.5の覆土は黒褐色粘質土。S.P.

6～8は径4cm～6cm、深さは浅く、覆土は褐色土である。木榔痕～士層断面や曠底面でその痕跡

は確認されていない。貼床～曠底の小ピットに囲まれた内側には灰色粘土が薄く見られた。 これは軟

質の構築面上に粘土を入れ、堅い遺体面を作ったものと思われる。

遺物出土状況：出土遺物総数は15点である。この内訳は土器10点、石器など4点、鉄製品1点である。

曠底付近から遺物は出土していない。鉄製品は刀子の柄の部分で、覆土中、曠底から約25cm上、曠

底の小ピットのそばから出土したものである。袋状ピットからはⅦ群の片口土器が一個体出土してい

る。他の遺物は、覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したものであろう。なお覆土1層中で骨片

が多く出土している。

出土遺物：土器～1は小型の片口で、片口部分を欠く。他の袋状ピット出土の土器と同様に、意図

的に打ち欠かれた後埋納さたものであろう。外面は全面磨かれるが、内面はほとんど磨かれず、ハケ

メが残る。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。
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10cm
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０
１

図Ⅳ－128 P85出土の土器

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する士墳墓である。本遺構では曠底の小ピットが8個

検出された。S.P.6～8は他に比べて浅いものである。S.P.5は中央部南西壁側にあり、径、深さ、覆

土などはS.P. l～4に酷似するが、関連性ははっきりしない。S.P.1～4とS.P.6～8との新旧関係は

はっきりしないが、追葬の結果残されたものと考えられる。覆土中で出土した鉄製品はどちらかの副

葬品の可能性もある。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが

遺存していないため性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P86 (図Ⅳ－129･ 130表Ⅳ－4 ･ 5表1 ･ 2 図版45･115･ 121 ･140)

位置:U 5 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.11m×1.04m/0.72m×0.66m/0.36m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形状

長軸方向:N-59.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を30cm～34cmほど掘り下げ暗灰色粘土の堅い面を検出した。

この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから暗灰色粘土の面を曠底と判断した。

また南東壁中央部の曠底直上付近で袋状ピットを検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底を検出し

た。

土層：覆土は1層で、黒褐色土に黄色土が混入する埋め戻しの土である。全体に砂質である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、堅い土である。中央部やや南東壁寄りに径14cmほどで、深

さ2cm～3cmほどの浅いくぼみがある。中央部70cm×43cmの長方形状の範囲に褐色粘質土が薄く

広がっている。

壁：全体的にほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が34cm、南東・南西壁

が30cm、北西壁が31cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底直上付近に作られている。開口部は17cm×16cmの方
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形状で、斜め下方へ約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部～胴部を欠損する土器が一個

体斜めに入れられている。ピットは土器の大きさと余りちがわない大きさに掘り、 しっかり固定され

ている。壁面に対してのピットの傾きは約40°である。曠底の小ピット～曠底四隅に4個、 S.P.2の

東側とS.P.3の北側にそれぞれ1個づつ、計6個が検出された。これらは下場のライン上にある。S.P.

1～4は径4cm～6cm、深さ17cm～27cm、杭状で、直立している。S.P.5は径8cm、深さ18cm、

S.P.6は径4cm、深さ15cmで共に先端が丸く、直立している。S.P. 1～4は曠底直上で検出され、

S.P.5 ･ 6は曠底面を精査して検出したものである。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡は検出さ

れなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は56点である。この内訳は土器26点、石器など30点である。曠底面から

遺物は出土していない。袋状ピットからは口縁部～胴部を欠損するⅦ群の小型の甕が一個体出土して

いる。北東壁際の南東寄りですり石が一点出土した。置き石と思われるが、曠底より約5cmほど上

方にあり、動いているものと思われる。他の遺物は覆土中からの出土で、埋め戻し土に混入したもの

であろう。

出十漬物：土器～1は小型の甕で口縁部から胴部上半を欠損する。他の袋状ピット出土の土器と同様

に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。胎土に海綿骨針を多量に含む。内外面ともよ

く磨かれ、ハケメは残らない。内外面ともに炭化物、煤が少量付着する。

2は口縁部から頚部が残存する。頚部には鋸歯状の沈線文を施し、その間に横走する沈線を引く。

口縁部には円形刺突文が施される。内外面ともよく磨かれるが、内面には若干ハケメが残る。内外面

ともに炭化物、煤が付着する。

石器～1は断面三角形の稜をすったすり石である。石材は安山岩である。曠底直上出土のものであ

る。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。曠底の小ピットが6個検

出されているが、 S.P.5 ･ 6はS.P.1～4よりやや下で検出されていて、本遺構が二度使用されている
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ことが想像される。置き石は新しい土曠墓構築の際動かされたものであろう‘

様である。頭位は南東方向で、塘底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、

ないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

追葬が行われている模

人骨などが遣存してい

P87 (図Ⅳ－131表l ･ 2図版45)

位置:U-8 南から北へわずかに傾斜する標高24.40m付近のところに位置する。

規模: 1.33m×1.20m/0.88m×0.79m/0.16m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-22o－E 頭位：不明

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で混合土状の土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方

向で半裁し、南西側から調査を行う。覆土を10cm～15cmほと掘り下げ灰黄色土の面を検出した。壁

の立ち上がりを確認したことから、 この面を曠底と判断した。北東側も同様に掘り下げ、曠底を検出
した。

土層：覆土はl層で、灰黄色粘土と暗褐色土がまじり合った土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。凹凸があり、軟質である。南西から北西にかけての壁側

はやや深くなる。

壁：北東はゆるやかで、他は垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が9cm、南

東壁が8cm、南西壁が16cm、北西壁が15cmである。

付属構築物：袋状ピット、曠底の小ピット、木榔痕、貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物は土器片1点、 Rフレイク1点で、 ともに覆土中出土のものであるc

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。
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時期：時期を確定しうるものはなく不明であるが、分布域から見て擦文時代のものと思われる。

本遺構は、上方が削平され、全体は不明である。覆土が埋め戻し状の混合士であることから土壌墓

として取り扱っている。長軸方向・形状・覆土などがP61 ･ 115と酷似している。

P89 (図Ⅳ－132･ 133表Ⅳ－4表1 ･ 3図版46･ 115)

位置:T-2 U-2 南から北へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.14m×0.76m/0.82m×0.62m/0.56m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形状

長軸方向:N-82．－W 頭位：ほぼ東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で重複した遺構の落ち込みを検出した。円形状のP88が長方形状

のP89を切っているのが確認されたため、 P88の調査終了後、本遺構を短軸方向で半裁し、東側から

調査を行う。覆土を35cm～40cmほど掘り下げたところで、横倒しの土器が一個体出土した。この土

器を残し、更に覆土を掘り下げ、約15cmほど下で、褐色粘質土を検出する。褐色粘質土は2cm～3

cmと薄く、その下にやや堅い暗灰色土の面を検出した。この面で鉄製品、小ピットを検出し、壁の

立ち上がりを確認したことから、暗灰色土の面を曠底と判断した。東壁中央部やや南寄りで袋状ピッ

トと思われる浅い掘り込みを検出した。西側も同様に掘り下げ、曠底を検出した。

土層：覆土はほぼ5層に分けられる。覆土l層（土層図2）は灰黄色粘土粒が少量まじる黒褐色土で

ある。覆土2層（土層図3 ． 4）は軟質の混合士、覆土3層（士層図5）は暗黄色土に暗褐色土が縞

状に入る土である。覆土4層（士層図6～9）は混合土で、覆土5層（土層図10)は曠底上にある土

で、遺体層と思われる。土層図1は流れ込み状の自然堆積土である。覆土l～4層は埋め戻しの士で

ある。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、やや堅い。中央付近76cm×60cmの広さで長方形状にややく

ぼんでいる。

壁：曠底から約20cmほど上方は垂直に、その上は急傾斜で立ち上がっている。検出面からの壁高は、

北壁が50cm、東・西壁が56cm、南壁が52cmである。

付属構築物：袋状ピット～東壁中央部やや南寄り、曠底から約30cmほど上方に作られている。開口

部は18cm×14cmの長円形状で、約8cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器はない。曠底の小ピッ

ト～曠底四隅に4個検出された。下場のラインより2cm～3cmほど内側にある。径4cm～5cm、

深さ6cm～8cmで、直立している。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確認されていない。た

だ曠底面から約20cmほど上方の壁面は垂直で、非常に丁寧に作られていることから見ると木榔が作

られていた可能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は3点である。覆土中からⅦ群の小型の甕が一個体、曠底直上付近で鉄

製品が1点出土した。鉄製品は刀子で、南壁際で水平の状態で出土した。出土位置がややずれている

が、副葬品であろう。覆土中出土の土器は覆土2層と4層の間で出土しており、ほぼ横倒しである。

埋葬時に置かれたものが、倒れたものであろう。

出十遺物：土器～1は小型の甕である。口縁部の約l/3を欠損する以外、 ほとんど破損していない。

胴部と頚部の境界は不明瞭で、胴部最大径を示す部位と口縁部との中間付近で急激に屈曲する。内外

面とも磨かれるが、内面には一部ハケメが残る。内外面ともに炭化物、煤が付着し、胴部下半では被

熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係: P88と重複し、 これより古いものである。
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P89の土居

1 ． 暗褐色土＞灰黄色粘土粒（堅い）
2．黒褐色土＞黄色士（灰黄色粘土粒が

少量混入、軟質）

3． 暗褐色土十黄色土（軟質）

4． 暗褐色土＞黄色土（灰色土粒が微量混入）
5． 暗黄色土中に暗褐色土が綿状に堆積
6. 1l音褐色土＞灰黄色粘土

7． 暗褐色土＞灰黄色粘土小塊

8． 暗褐色土＞黄色粘土（軟質）
9. 8より黄色上が多い

図Ⅳ－132 P89

10. 褐色粘質土

1 1 ． 褐色土

12． 淡褐色土

土器出土状況
0 50cm
l i l 1
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O 10cm
l I , I ! ｜

図Ⅳ－133 P89出土の土器

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品を有する士墳墓である。覆土中出土の土

器は、遺体安置後、木榔の上に少し土を入れ、その上に置かれたものと思われる。壁面の状態から見

て、高さ約20cmほどの木榔が作られていたものと思われる。頭位はほぼ東方向で、曠底の大きさな

どから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年齢埋葬姿勢などは不明であ

る。

P93 (図Ⅳ－134･135･136表Ⅳ－4表1 ･ 2図版46･47･115)

位置:T 3 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.33m×1.12m/0.92m×0.62m/1.07m 平面形：検出面～楕円形状、曠底面～隅丸長方形

長軸方向:N-63.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約lmほど掘り下げたところで暗褐色粘質土を検出する。こ

の土は2cm～3cmの厚さで、その下に褐色土のやや堅い面を検出した。この面で小ピットを検出し、

壁の立ち上がりを確認したことから、褐色土の面を曠底と判断した。 また南東壁中央部やや北東寄り

で袋状ピットを検出した。北西側も|司様に掘り下げ、約45cmほど下で、北西壁側に20cm×50cmの範

囲に明榿色焼土が検出された。この焼土を残し、他を曠底まで掘り下げる。焼土は曠底直上の暗褐色

粘質土上まで堆積していた。焼土の下で2個の小ピットを検出した。 また北東と南西壁際に褐色粘質

土の細長い落ち込みを検出した。なお調査終了後曠底面と壁を断ち割ったところ、構築面は浅くくぼ

み、構築面上に黒色土が広がり、その上に褐色土を薄く入れて遺体面を作っていることが判明した。

また北東・南西・北西壁には高さ70cm～80cm、厚さ2cm～5cmほどの灰色粘土が見られた。裏込

め土と思われる。

土居：覆土はほぼ6層に分けられる。覆土l層（土層図3 ． 4）は流れ込み状の自然堆積である。覆

土2層（土層図5）は黒褐色粘質土で、覆土3層（士層図6）は黄色粘土で、間層に暗褐色粘質士が
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P93の土層

1 . Ta-a

2． Ⅱ層

3． 暗褐色土＞灰黄色粘土粒

4， 3に灰色粘土小塊が少量混入

5． 黒褐色土（粘質土）

6． 黄色粘土

7‘ 暗褐色粘質土

8．褐色土＞灰黄色粘土小塊

（暗褐色土が縞状に入る｡）
9．褐色粘質土

10. 黄色粘土（わずかに褐色土混入）
1 1 ． 8＋黄色土（粘質士）

12． 暗褐色粘質土

13． 淡褐色土

図Ⅳ－134 P93 (1)

14．黒色土

15．灰色粘土

16．褐色土（ボソボソ）

17． 明榿色焼土

18． 黒色土

19． 黄色粘土
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見られる。覆土4層（土層図8）は灰黄色粘土小塊と褐色土がま

じり合った土で、暗褐色土が縞状に入っている。覆土5層（士層

図11)は覆土3層に黄色土がより多く混入した粘質土である。覆

土6層（土層図12)は曠底上の士で、遺体層と思われる。土層図

1はTa-a，土層図2はⅡ層である。覆土4 ･ 5は混合士で、

覆土2～5層は埋め戻し土である。なお土層図9は土層図12同様

遺体層、土層図10は裏込め土がくずれた土ではないかと思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。やや軟質で、平坦で

ある。曠底の小ピットの周辺は方形状に少し張り出している。

壁：全体的にほぼ垂直に立ち上がっている。曠底の小ピット周辺
… ‐ 一ー~一－一‐ － ‐ ー~…'~画一』 ー‐ ‘ 》"』＝ 図Ⅳ－136 P93出土の土器

は70cm～80cm上方でわずかにオーバーハングしている。 また曠

底から約30cmほど上方は全体的に赤褐色化している。南東壁以外は擴底より70cm～80cmほど上方ま

で、巾2cm～5cmの灰色粘土が見られる。検出面からの壁高は、北東壁が104cm、南東・北西壁が

100cm、南西壁が103cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部やや北東寄りで、曠底から約10cmほど上方に作られている。

開口部は20cm×20cmの円形状で、斜め下方に約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部の一

部を打ち欠いた土器が一個体斜めに入れられている。ピットは土器の大きさと余りちがわない大きさ

に作られていて、胴部下には土を入れ、 しっかり固定している。壁面に対するピットの傾きは約32。

である。曠底の小ピット～擴底北東、南西壁際で4個ずつ、計8個検出された。径5cm～7cm，深

さ18cm～24cm、すべて先端が丸く、直立している。S.P.7 ･ 8は焼土の下で検出されたものである。

またS.P. l～4はS.P.5 ･ 6より上方で検出された。木榔痕～土層断面の士層図10は裏込め土がくずれ

たものと思われる。曠底面で、 S.P.6と7の壁際で巾2cm～3cmの褐色粘質土の細長い溝状の落ち

込みが、 また北東壁際にも細長い溝状の褐色粘土の落ち込みが検出された。非常に浅いものである。

貼床～90cm×50cmの長方形状に浅くくぼんだ構築面上に黒色土と、その上に褐色土を1cm～2cm

ほど入れ、平坦な遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は155点である。この内訳は土器25点、石器など30点である。曠底直上

からⅦ群の土器片が1点出土している。袋状ピットからは口縁部の一部を打ち欠いたⅦ群の小型の甕

が一個体斜めの状態で出土している。他の遺物は覆土中からの出土で、埋め戻し土に混入したものと

思われるが、士層図8中で礫片5点、 フレイク21点が出土している。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部の一部を欠損する以外破損個所はない。頚部と胴部の境界

に不明瞭ながら段が存在する。頚部は短く、口縁部に向かって強く屈曲する。内外面ともによく磨か

れ、ハケメは残らない。内面には炭化物が少量付着し、外面胴部上半にはほぼ全体に煤が付着する。

胴部下半には被熱による煤の酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット有する士曠墓である。本遺構では8個の擴底の小ピットが

検出され、検出状況からみて、追葬が行われたと考えられる。S.P. 1～4はS.P.5～8よりやや上方で

検出され、なおかつS.P.7 ･ 8は北西側に見られた焼土の下で検出された。 また木榔痕の痕跡と思わ

れる褐色粘質土の細長い溝状の落ち込みがS.P.6とS.P.7の付近で検出されていることなどから考える
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と、 S.P.5～8を曠底の小ピットとする土曠墓（曠底が95cm×64cm)がS.P. 1～4を曠底の小ピット

とする土擴墓（曠底が87cm×60cm) より古い時期のものである。袋状ピット、木榔痕、貼床、土層

図15の裏込土はS.P.5～8の土曠墓に伴うもので、焼土はS.P.1～4の裏込め土ではなかろうか。S.P.

l～4の遺体面は土層図11上面で、土層図9は遺体層と思われる。土層図8中で出土した礫片は置き

石か、 とも思われる。なお土層図8層中出土の石Ⅲ片（片岩） とP94覆土中出土の石Ⅲ片は同一個体

である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遺存してい

ないため、性別・年齢、埋葬姿勢などは不明である。

P94(図Ⅳ－137･ 138表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版2 ･48･ 121 ･ 140)

位置:T-3 南東から北西へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: (1.36m) ×1.22m/0.82m×0.64m/1.10m 平面形：検出面～楕円形状曠底面～隅丸長方

形 長軸方向:N-65.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で重複する遺構の落ち込みを検出した。円形状のP95が楕円形状

のP94を切っていることからP95を先に調査する。その後本遺構を短軸方向で半裁し、北西側から調

査を行う。覆土を約50cmほど掘り下げたところで遺物がややまとまって出土したため南東側も同じ

面まで掘り下げる。遺物を取り上げてから再び北西側から掘り下げる。約20cmほど下げたところで、

北東と南西壁に沿って灰色粘土を検出した。この土を残し、更に約20cmほど掘り下げたところ灰色

粘土に沿って暗褐色土の細長い落ち込みを検出した。木榔痕と思われたので、 これを残し更に覆土を

掘り下げ、約1Ocmほど下で暗褐色粘質土を検出した。この約10cmほど下には暗黄灰色砂質土があり、

壁の立ち上がりが確認されたためこの面を曠底と判断した。南東側も同様に掘り下げ、曠底直上付近

から礫と鉄製品が出土した。木榔痕、裏込め士を土手で残し、壁面、曠底面を全体に検出し、曠底面

でも木榔痕を確認する。調査終了後曠底を断ち割ったところ構築面は皿状にくぼんでおり、貼床にし

て遺体面を作っていることが判明した。曠底面を精査したが、小ピットは検出されず、袋状ピットも

検出することができなかった。

土層：覆土はほぼ5層に分けられる。覆土l層（士層図1 ． 2）は流れ込み状の自然堆積土である。

覆土2層（土層図3～6）は、黒褐色土に灰色粘土小塊などが混入する土である。覆土3層（土層図

7～12)は黄灰色土、灰色粘土に褐色粘質土が縞状に見られる土である。覆土4層（土層図13･ 13')

は混合土で、覆土5層（士層図15)は曠底士にある士で、遺体層であろう。覆土2～4層は埋め戻し

の土である。土層図14･ 16は裏込め土、土層図17は木榔痕である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、軟質。北東と南西壁はそれぞれ長軸方向に張り

出している。

壁：曠底から約70cmほど垂直に立ち上がり、その上は外傾している。四隅コーナーは長軸方向に張

り出し、約50cmほど上方でオーバーハングしている。検出面からの壁高は、全体的に104cm前後であ

る。

付属構築物：袋状ピット～南東壁の上方がP95によって壊されているため不明である。曠底の小ピッ

ト～検出されなかった。木榔痕～土層断面で巾2cmほどの木榔痕と裏込め土を確認した。擴底面で

は巾3cmほどの落ち込みが各壁から6cm～10cmほど内側に検出された。深さは2cm～3cmである。

長さ5cm～lOcmのものが断続的に見られる。長軸方向の木榔痕が短軸方向のものより長く、壁を掘

り広げていることから見て、組み合わせ木榔と思われる。貼床～構築面は浅い皿状に掘られ、褐色土

と暗黄灰色砂質土を入れ、平坦な遺体面を作っている。
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P94の土居

1 ~黒褐色土（砂質で、堅い）

2． 黒褐色土＞灰黄色土（＞灰色粘土小塊）
3． 黒褐色土＞灰色粘土小塊

4． 黒褐色土＞灰色粘土小塊

5． ＝4（ボソボソ）

6．黒褐色土に灰色土がブロック状に混入

7． 明黄色土8．褐色粘質土9．灰色粘土

10､ 11商褐色土＞灰色粘土粒 11.灰黄色粘土
12. =10 10より粘土粒少ない

13． 褐色土十灰黄色粘土小塊 13'、 13より黒っぽい
14． 暗茶灰色土ポソボソ混合土

15．暗褐色粘質土 16．灰色粘土

17．暗褐色土＞黄色土 18. 11音黄灰色砂質土
19．褐色土
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図Ⅳ－137 P94
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図Ⅳ－138 P94出土の遠物

遺物出土状況：出土遺物総数は56点である。この内訳は土器37点、石器など15点、鉄製品4点である。

曠底直上付近からは土器片1点、たたき石1点、 フレイク1点、鉄製品1点が出土している。鉄製品

は中央付近で出土している。位置や方向などが不自然であるが、副葬品であろう。たたき石は置き石

であろう。覆土2片からはⅦ群土器など25点、石器など4点、覆土3層とくにその下層付近でⅦ群土

器など8点、石器など6点、鉄製品3点が出土している。鉄製品は鉄雛2点と釣針1点である。覆土

l層のものは流れ込みであろうが、覆土3層のものは覆土4層上面に近いことを考えると、埋葬時に

入れられた可能性がある。

出十遺物：土器～1は口縁部片である。頸部には鋸歯状になると思われる沈線文が引かれる。口縁部

には円形刺突文が施される。 ミガキは内外面ともに施されるが、ハケメが残る。内外面ともに炭化物、

煤が全面に付着する。

石器～1は覆土2層出土の有茎の石槍破損品である。石材は黒曜石。 2は曠底直上出土のたたき石

片である。棒状の礫を使用したもので、割れ面を含め全体的に被熱している。石材は安山岩。 3は覆

土4層上面付近で出土した片岩の石皿片である。 P95覆土出土のものと同一個体である。

重複・新旧関係：本遺構は、 P95と重複し、 これより古いものである。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、鉄製品の副葬品、置き石などを有する土曠墓である。本遺構は、土層断面や曠底面で木

榔痕が明瞭に検出された。木榔は高さ約50cm､巾2～3cm、長さ5～10cmの板状のものを連続的に

打ち込み、灰色粘土を榔外に入れ固定している。組み合わせの木榔である。なお埋め戻しの土は、混

合士、粘土、黒褐色土と丁寧に且つ規則的に入れている。 P1 ． 2 ． 3 ･ 5と酷似している。頭位は

南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため、性別・

年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P96 (図Ⅳ－139･ 140． 141 ･ 142･ 143表Ⅳ－5 ． 6 ． 9 表1 ･ 2 ･ 3 図版49･ 195･ 196･

213･214･215)

位置:T-4 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.14m×1.14m/0.81m×0.68m/0.86m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-60.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。南東壁東側の検出面直下で鉄製品が出土し、 これを検出しながら覆

土を掘り下げる。約75cmほど下で暗褐色粘質土を検出し、その3cm～5cm下で灰黄色土を検出した。

鉄製品はこの士に突き刺したように立っており、その傍には斜めになった鉄製品を検出した。この面

で礫1個が出土し、小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから灰黄色士の面を曠底と判

断した。北西側も同様に掘り下げ曠底を検出した。曠底面の南西側と中央部付近で淡赤榿色に変色し

た部分が確認された。調査終了後擴底を断ち割ったところ、厚さ5cm～15cmほどの貼床が判明した。

また構築面にも一部淡赤榿色に変色したところが見られた。

土層：覆土はほぼ8層に分けられる。覆土1層（土層図1）は流れ込み状の自然堆積士である。覆土

2層（土層図2）は黒褐色土、覆土3層（土層図3～4）は暗褐色土に黄色土がまじり合った士、覆

土4層（土居図5～8）は黄色土に褐色土、黒褐色土がまじり合った混合土である。覆土5層（土層

図9）は黒褐色粘質土である。覆土6層（土層図10)は暗褐色土中に黄色土が互層に堆積する。覆土

7層（土層図l1)は混合士、覆土8層（土居図12)は暗褐色粘質土で、遺体層と思われる。貼床（土

層図14)は灰黄色士で、黒褐色土や淡褐色粘質土がブロック状に薄く入る。覆土2～4， 6 ･ 7は埋

め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。やや軟質で、北西側が少しくぼんでいる。

壁：南東壁は内湾しつつ立ち上がり、中程でオーバーハングしている。他はほぼ垂直的に立ち上がり、

北西壁周辺は曠底から約40cmほど上方で段状になっている。検出面からの壁高は、北東壁が76cm、

南東壁が65cm、南西・北西壁が72cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁西側コーナー付近、 ほぼ曠底面上に作られている。開口部は

30cm×21cmの円形状で、約11cmほどわずかに下向きに掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられ

ていない。曠底の小ピット～曠底面で6個検出された。これらは壁から6cm～12cmほど内側にある。

S.P.5 ･ 6は径5cln～6cm、深さ2cm～3cmと浅く、覆土は褐色土である。他は径5cm×7cm、

深さ28cm～34cm杭状で、直立している。木榔痕～土層断面の北東と南西側に褐色土の細い落ち込

み（土層図13)が見られる。 また擴底面では北東、南東、南西の壁際で巾2cm～3cmの褐色土の細

長い落ち込みが検出されている。北西壁周辺には曠底面から約40cm上方に段があり、木榔に伴う構

築物と思われる。貼床～構築面上に5cm～15cmほど灰黄色士を入れて遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は29点である。この内訳は土器4点、石器など21点、鉄製品4点である。

擴底面からは鉄製品3点、石器1点が出土し、鉄製品は直刀2点、刀子1点が出土している。副葬品

である。直刀1点は突き立てられ、直刀1点は斜め、刀子は水平で、埋葬当時は3点とも一カ所に立

てられていたものであろう。直立する直刀は構築面下より約10cmほど下まで入り込んでおり、直刀

周辺にはボロボロの褐色土十黄色土の土が2cm～3cmほど見られる。これは径12cm、深さ1Ocmほ

どの穴を掘り、その中に直刀を立てて、周りに土を入れ、 しっかり固定してあったものと思われる。

木榔外に立てられている。台石は置き石であろう。他の出土置物は覆土中からのもので、埋め戻し土

に混入したものである。
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図Ⅳ－139 P96 (1)
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Ⅳ擦文時代～続繩文時代の遺構と遺物

出十遺物：石器～1は曠底出土の安山岩の台石である。

鉄製品～1は鉄雛である。長い茎をもち、返しを有する。雛身部は比較的小型である。 2は平棟平

造りの小刀・刀子で、刀身の切先側を欠く。区は存在せず、茎は棟側は刃部から真っ直ぐ、に延び、刃

側では刃部との境界部分で軽く屈曲した後、棟側と平行に真っ直ぐ、に延びる。柄は元側が良好に残る

が、柄頭側では腐植のため細くやせる。ハバキや金具などは確認できない。柄の装着方法は茎を直接

差し込んだものと推測する。 3は平棟平造りの小刀・刀子で、 フクラ切先である。区は両区で、茎の

棟側は真っ直ぐ、に延び、刃側は内湾気味に絞られる。茎の先端は丸く収まる。茎先に目釘穴をもつ。

鐸は倒卵形の板鐙である。鞘はほとんど残存せず、刀身に木質が付着する。4は平棟平造りの直刀で、

フクラ切先である。区は両区で、茎は真っ直ぐ“に延びる。茎先と茎元の二箇所に目釘穴をもつ。鍔は

楕円形の喰出鐙で柄元の責金具で固定される。鞘は全面に黒漆が塗布され、鞘口付近と鞘口から約

20cmのところに責め金具を取り付ける。鞘尻にも責金具かと思われる痕跡がみられる。足金具は円

環で、環状の金具を鞘口に取り付ける。鞘と足金具の固定には皮などの有機質の帯が用いられ、円環

にこの帯を通し、柄縁付近の巻物に固定する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、擴底の小ピット、鉄製品の副葬,砧、置き石を有する士曠墓である。本遺構

では6個の曠底の小ピットが検出された。 ともに曠底面で検出されたもので、 S.P.5 ･ 6は非常に浅

いもので、覆土は覆土5層の土が入っていた。 またS.P.5 ･ 6 ･ 3 ･ 4に囲まれた付近の曠底面は少

しくぼみ、褐色粘質土が薄く広がっていた。現時点ではS.P. 1 ･ 2 ･ 3 ． 4からS.P.5 ･ 6 ･ 3 ･ 4"､

と追葬が行われたものと考えている。袋状ピット ・鉄製品・置き石・木榔・貼床等は古い土壌墓のも

ので、士層図9は新しい士曠墓の遺体層ではないだろうか。本遺構では直刀などが木榔外のコーナー

付近に立てられていた。 P98と同様の副葬形態である。遺体付近に置かれるものと、 どのような関連

性があるのか、あるいは異質性があるのか、現時点で明確な答はない。頭位は南東方向で、曠底の大

きさなどから見ると屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため、性別・年令、埋葬姿勢など

は不明である。

P97 (図Ⅳ－144･ 145表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版50･116･ 140)

位置:T-4 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.07m×1.00m/0.74m×0.75m/0.78m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-64。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約35cmほど掘り下げたところで横倒しの土器が一個体出土

する。土器を残し更に約25cmほど掘り下げたところで褐色粘質土を検出した。 この上面で鉄製品、

礫が出土した。褐色粘質土の2cm～3cm下で茶褐色土が広がり、 この上面で小ピットを検出し、壁

の立ち上がりを検出したため曠底と判断した。南東壁で袋状ピットを検出した。北西側も同様に掘り

下げ、曠底を検出した。調査終了後擴底を断ち割ったところ茶褐色士は8cm～9cmほどの厚さがあ

り、その下には黄灰色粘土（層厚5cm～6cm)が検出された。黄灰色粘土の上面には褐色粘質土が

薄く広がっていた。この面の北東と南西壁の北西側で植物性の茎状の炭化物の一部分が残存していた。

土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土l層（土層図1）は暗褐色土主体の土、覆土2層（土層図
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3）は覆土1層と3層がまじり合った士である。覆土3層（土層図4～8）は混合土である。覆土4

層（土層図9）は褐色粘質土で、遺体層であろう。土層図10は混合土で、覆土1～3層・土層図10は

埋め戻しの土である。土居図11は貼床の土で、構築面や間層に黒色土が薄く、部分的に入っている。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。土層図10上面は平坦で、中央部は若干くぼむ。曠底のピ

ットに囲まれる範囲には褐色粘質土が薄く広がる。土層図11上面は全体にⅢ状で、堅い。

壁：全体に垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、ほぼ59cm前後である。

付属構築物：袋状ピッ1､～南東壁中央部、曠底から約40cm上方に作られている。開口部は22cmx

18cmの円形状で、約18cmほどほぼ水平に掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられている。曠底

の小ピット～擴底四隅付近に4個検出され、下場のラインより6cm～1Ocmほど内側にある。径6cm

ほど、深さ1Ocm～25cm，杭状で、直立している。木榔痕～土層断面では確認されなかったが、曠底

の南東・北西壁際で、巾1cm～4cm、長さ28cmほどの弧状の落ち込みが検出された。覆土は南東側

が褐色士、北西側が黒褐色土で、 ともに深さ5cmほどの浅いものである。 これは士層図10上面で検

出されたものである。貼床～構築面は皿状で、その上に黄灰色粘土を入れ遺体面（士層図l1上面） を

作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は30点である。この内訳は土器9点、石器など8点、鉄製品13点である。

曠底付近からは、石器2点、鉄製品6点が出土した。石器は石Ⅲ片で南東壁際で2点出土している。
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置き石と思われる。鉄製品は刀子や刀子片が4点、他は木質部のみの残存物である。副葬品と思われ

る。S.P.2の付近で出土した刀子は、立てられていた可能性がある。覆土3層上層付近で出土した土

器はⅦ群の小型の甕で、横倒しの状態で出土した。埋葬時に用いられたものであろう。

出土遺物：土器～1は小型から中型の甕で、 口縁部から胴部上半を欠損する。他の袋状ピット出土の

土器と同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。外面はよく磨かれるが、 ミガキの

上から、ハケメを確認できる。内面はミガキの密度が薄く、ハケメが残る。底部付近を除き、内面に

は全面に炭化物が付着する。外面は煤が少量付着する。

石器～1は検出面と覆土から出土したたたき石で、接合した。扁平礫を素材とするもので、石材は

砂岩。 2は擴底付近で出土した石Ⅱ片、接合した。石材は安山岩。③は表面ツルツルの安山岩の円礫

である。覆土中出土である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

’

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。当初は

土層図10上面が遺体面で、その下の土層図10･ 11は貼床の士と考えていたが、土層図1l上面が堅く、

褐色粘質土が薄く広がっていることなどから、一応はじめの土曠墓の遺体面と考えることとした。従

って土層図10は埋め戻しの土で、 この上面を再び遺体面としたものと思われる。本遺構は、土層図10

上面を遺体面とし、袋状ピット、曠底の小ピット、副葬品などは本遺構に伴うものである。追葬が行

われたものであろう。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが

遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。なお、南北両壁側で出土した茎状の残

存物は、敷物の一部分と思われる。土層図l1上面に敷かれたものか。

P98 (図Ⅳ－146･ 147･ 148･ 149･ 150･ 151 表Ⅳ－4 ･ 5 ． 6 表1 ･ 2 ･ 3 図版51 ．52･

116･140･197･ 198･216･217)

位置:T-5 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.56m×1.15m/0.96m×0.63m/0.79m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-48．－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、南東側か

ら調査を行う。覆土を約25cmほど掘り下げたところ、南西コーナー付近で鉄製品を検出した。周辺

を精査したところ下へ伸びていることが確認された。このため鉄製品を検出しつつ覆土を掘り下げ、

約40cmほど下で斜めの状態の別の鉄製品が出土した。この下に黒褐色粘質士の広がりを検出した。

この土は層厚2cm～3cmで、その下には褐色土と灰色士がまじり合った土が見られ、礫・鉄製品が

出土し、小ピットが検出されたことから曠底面と判断した。南東壁際曠底面上で土器が出土し、精査

したところ袋状ピットであることが判明した。調査終了後、曠底面と壁を断ち割ったところ、曠底面

下約5cmのところに褐色粘質土が薄く見られ、更にその下には黒色土が薄く見られた。褐色粘質土

は90cm×50cmの広がりをもち、上が埋め戻し状の土であることから見て、古い遺体面ではないかと

判断した。 また北西壁の灰色土については土層観察用の土手を三カ所設定し、除去したところ曠底面

が約10cmほど広がっており、灰色土の1､~から小ピットが3個検出された。段状の灰色士は本遺構

(P98)の裏込め士と判|新した。
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土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土l層（土層図3）は黒褐色土に灰黄色粘土粒が少量混入す

る士で、下層（2層上面付近）で遺物がまとまって出土した。覆土2層（土層図5～9）は壁際に黄

色土、灰色土の粘土があり、中心部には黒褐色粘質士が厚く堆積する。覆土3層（士層図10･ 11)は

混合土である。覆土4層（士層図13･ 14)は黒褐色土で、 14は粘質士で本遺構の遺体層と思われる。

覆土l～3層は埋め戻し土である。士層図1はⅡ層、土層図2は流れ込み状の自然堆積土である。な

お、士層図16･ 17は古い遺構の埋め戻し土、土層図18は貼床である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、やや軟質。古い土曠墓の曠底面は102cm×70cm

ほどの長方形状で、 中央部がややくぼんでいる。やや堅く、褐色粘質士が薄く広がっている。

壁：立ち上がりは全体的に垂直的である。本遺構の北西壁周辺は曠底から約40cmほど垂直に立ち上

がり、段を作っている。古い土擴墓の壁は急傾斜である。検出面からの壁高は、北東・南西壁が

78cm、南東壁が75cm、北西壁が75cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面付近に作られている。開口部は25cm×18cmの楕円

形状で、約18cmほど斜め下方に掘り込んでいる。ピット内には注口部を曠底側にした注口土器がや

や斜めに入れられている。ピットは土器より大きく掘っているが、底部下に士を入れしっかり固定し

ている。壁面に対してピットの傾きは約36.である。曠底の小ピット～南東、南西、北西コーナー付

近で2個ずつ、北東コーナーで3個、袋状ピット前に1個の計10個検出された。新しい曠底面で検出

されたのはS.P.l～4、古い曠底面で検出されたのはS.P.5～8で、 S.P.9と10はそれより若干下で検出

されたものである。S.P. 1～4は径4cln～7cm，深さ20cm～25cm、 S.P.5～8は径5cm～6cm、

深さ22cm～24cm， S.P.9 ･10は径6cmほど、深さ18cm～19cmで、すべて杭状で、直立している。

木榔痕～新しい土曠墓(P98)の士層断面や曠底面でその痕跡を確認できなかった。ただ裏込め士や

段状の壁の状況から見て木榔が作られていたものと思われる。古い土曠墓については不明である。貼

床～構築面上に黒色土が薄く見られ、その上に灰色粘土を約5cmほど入れ、古い曠底面の遺体面を
作っている。

遠物出土状況：出土遺物総数は238点である。この内訳は土器72点、石器など162点、鉄製品4点であ

る。曠底面付近からは、石器2点、鉄製品4点が出土している。石器は石lⅢ片で、置き石と思われる。

1点（図Ⅳ－146中央）は曠底よりやや上方で出土している。曠底面（図Ⅳ－146左上）上出土の石皿

片と接合した。鉄製品は南東壁際で2点、中央部付近で2点出土している。南東壁際のものは直刀で、

両コーナー側に1点づつ突き立てられていたものと思われる。中央部付近のものは直刀と刀子と思わ

れ、 ともに副葬品と思われる。覆土l層・覆土2層中で遺物が多く出土しているが、 とくに2層上面

付近ではⅦ群の土器48点、石器など30点とややまとまって出土した。袋状ピットからはⅦ群の注口時
が一個体出土した。

出土遺物：土器～1は完形の注口土器である。口縁部の一部が破損するが、袋状ピット内に破片が存

在したことから、埋納後に破損したものであろう。内面の底部付近を除き全而磨かれる。口縁部内面
に炭化物が少量付着する。

2は小型の甕である。頚部とII1部の境界は、不明瞭ながら段が存在する。外面はよく磨かれるが、

内面は一部にハケメが残る。内外面ともに炭化物、煤が多量に付着し、胴部下半では被熱による煤の
酸化消失がみられる。

石器など～1 ． 2は検出面出土の石錐。 1は有茎平基、 2は有茎凸基で、石材は黒曜である。 3は

曠底而とそれよりやや上で出土した石lⅢ片で、接合した。石材は安lll岩である。4は検出面出土のす

り石片で、扁平礫を素材としたもので、石材は泥岩である。
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図Ⅳ－149 P98出土の遺物

10cm
I

鉄製品～1は平棟平造りの直刀で、 フクラ切先である。X線写真でははっきりしないが、おそらく

両区である。茎の棟側は真っ直ぐに延び、刃側は内湾気味に絞られる。茎先に目釘穴をもつ。柄頭は

破損しているが、掛け通しかと思われる穴があけられるのが確認できる。鐙は楕円形の喰出鐙である。

鞘の残存状態は悪いが、所々に漆膜が残存し、鞘口から約14cmのところには青銅製と思われる責金

具が一部残る。鞘口には筒状の鞘口金具が装着される。 2は平棟平造りの小刀・刀子である。全体が

刃側に内湾する。切先の形状は不明で、区は棟側が一直線になる片区である。 3は小刀・刀子で、全

体的に錆化が進んでいるため、刀身と木質、鞘と柄などの区別が付きにくい。区は両区で茎は真っ直

ぐ、に延びる。太い柄が残存するようであるが、錆化が著しい。4は平棟平造りの小刀・刀子で切先は

カマス切先のようである。区は両区で、棟区が大きく茎は刃側に偏る。刀身に比べて茎は短い。柄木

の上から樹皮がまかれ、柄元には幅約lcmのハバキの痕跡が残る。鞘は切先付近に残存しており、

鞘木の上から樹皮が巻かれる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。
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本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。本遺構

は検出された曠底の小ピットの数から考えて、 3回埋葬施設として使用されていたものと考えられる。

即ち最低2回の追葬が行われている。一番古いものは曠底の小ピットが2個(S.P.9 ･10)のもので、

次は貼床上を遺体面とするものでS.P.5～8に対応するものである。 ともにこれらに伴う副葬品や置

き石などは不明である。一番新しいもの(P98)はS.P. 1～4に対応するもので、袋状ピット、副葬

品、置き石はこの墓に伴うものと考えられる。二番目の墓の南東側を広げ、北西側の壁際には灰色土

を入れ、木榔を作っている。本遺構では頭付近の壁コーナーに1本づつ直刀を突き立てている。 P96

と酷似する。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遺存してい

ないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P99 (図Ⅳ－152･ 153表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版53･ 116･ 117･ 122･141)

位置:T-6 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模:0.99m×0.78m/0.74m×0.56m/0.58m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-59. W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約18cmほど掘り下げたところで遺物がややまとまって出土

した（覆土2層上層一南東壁側)。実測後これらを取り上げ、更に覆土を掘り下げる。 10cm～15cmほ

ど下で黒褐色土中に焼土があり、 また遺物が多く出土したことから、北西側もこの面まで掘り下げ遺

物を検出する （覆土2層中一南西壁側)。写真撮影、実測ののち遺物や焼土を取り上げ、南東側を再

び掘り下げる。 12cm～18cm下で灰色粘土の堅い面を検出した。南東壁に袋状ピットも検出した。小

ピットを検出し、壁の立ち上がりも確認したことから、 この面を曠底と判断した。北西側も同様に掘

り下げ、曠底を検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土l層（土層図1 ． 2）は、流入土状の自然堆積土である。

覆土2層（土層図3～7）は黒褐色である。南東から南西にかけての壁側に焼土が多く混入する。覆

土3層（土層図8 ． 9）は混合土である。覆土2 ． 3は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、堅い。曠底面には褐色粘質土が薄く広がっている。

壁：立ち上がりは全体に垂直的である。検出面からの壁高は、北東壁が52cm、南東壁が58cm、南

西・北西壁が56clnである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁東寄り、曠底から約24cm上方に作られている。開口部は19cmx

17cmの長円形状で、やや斜め下方に約19cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられていな

い。壁面に対してのピットの傾きは約60.である。曠底の小ピット～曠底四隅付近、下場のラインよ

りやや内側に4個検出された。径4cm～6cm，深さ12cm～16cm，杭状で、直立している。木榔痕

～土層断面や曠底などでその痕跡は確認されなかった。貼床～作られていない。

遠物出土状況：出土遺物総数は357点である。この内訳は土器262点、石器など89点、鉄製品6点であ

る。曠底面付近からはⅦ群の土器片2点、 フレイク13点が出土しただけである。覆土上面付近からⅦ

群の土器片など168点、石器など55点が出土し、 2層中や3層上面付近からもV群などの土器片55点、

フレイク8点が出土した。これらの遺物は中心方向に落ち込む様な状態で出土している。

出土遺物： 1は中型の甕である。頚部と胴部の境界には場所によって不明瞭だが段差が存在する。頚

部から口縁部までは直線的に外傾しながら立ち上がる。口縁部は4箇所で内側に折り曲げられ、上面

観が輪花状になる。頸部には2列の列点文により山形の鋸歯状文を描く。口縁部には円形刺突文が施
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

される。内外面ともによく磨かれ、ハケメは残らない。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

2は小型の甕で、口縁部から頚部を欠損する。頚部と胴部の境界に段差は存在せず、沈線が施される。

外面はよく磨かれるが、内面にはハケメが残る。内外面ともに炭化物、煤が少量付着する。

3は口縁部から胴部上半の一部までが残存する。頚部と胴部の境界は不明瞭で、段や沈線による区

画は存在しない。胴部には一部LR縄文が施される。頚部外面は器壁がほとんど剥落ちし、文様など

は確認できない。口縁部には円形刺突文が施される。内面には炭化物が付着する。

石器～1は覆土2層出土の有茎凸基の石繊で、石材は黒曜石である。 2は覆土2層出土の板状の砥

石で、石材は砂岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出f十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土曠墓である。覆土2層上面付近や、覆土3層上

面付近、覆土2層中出土の土器は破片であるがまとまった出土状態であることから見て、本遺構の共

伴遺物である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存し

ていないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P100 (図Ⅳ－154･155表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 図版53･122． 141)

位置:T-6 ･ 7 南から北へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.18m×0.98m/0.84m×0.60m/0.57m 平面形：検出面～楕円形状擴底面～丸味のある長

方形 長軸方向:N-68°－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約50cmほど掘り下げ、灰色粘土の面を検出した。この面で

小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、灰色粘土の面を曠底と判断した。南東壁に

袋状ピットも検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底を検出した。

土居：覆土はほぼ一層で、黒褐色士を主体とする埋め戻し士である。土層図1は流込み状の自然堆積

土である。

曠底：Ⅳ層中に構築されている。平坦で、堅い。曠底面には褐色粘質土が77cm×48cmの範囲に薄く

広がっている。

壁：全体にほぼ垂直的に立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が52cm、他は50cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部の東寄り、曠底から約20cm上方に作られている。開口部は

12cm×11cmの三角形状で、ほぼ水平に約12cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられてい

ない。曠底の小ピット～曠底四隅付近、下場のラインより約5cmほど内側で4個検出された。径5

cIn、深さ22cm～34cm，杭状で、直立している。木榔部～土層断面や曠底でその痕跡は確認されてい

ない。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は56点である。この内訳は土器19点、石器など37点である。曠底付近か

ら遺物は出土していない。覆土上層から多く遺物が出土しているが、 まとまった出土状態ではなく、

埋め戻し土に混入したものである。

出士眞物：土器～1は口縁部から頚部が残存する。口縁部には円形刺突文が施される。内外面ともよ

く磨かれ、ハケメは残らない。内外面ともに炭化物、煤が付着する。

石器～1は覆土下層で出土したすり石片である。扁平礫を素材としたもので、石材は安山岩である。
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図Ⅳ－155 P100出土の遺物

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土曠墓である。頭位は南東方向で、曠底の大きさ

などから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明
である。
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P101 (図Ⅳ－156･157･ 158･ 159･160表Ⅳ－4 ･ 5 ･ 6 ･7･9･ 10表1 ･ 2 ･ 3 図版54･

117･ 198． 199･200･201･218･219･220)

位置:Y-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模: 1.22m×1.14m/0.80m×0.72m/0.24m 平面形：検出面～丸味のある長方形曠底面～隅丸

長方形 長軸方向:N-35.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半

裁し、南東側から調査を行う。覆土を掘り下げ鉄製品や土器を検出した。約30cmほど下で歯牙列を

確認した。この直下に灰黄色土の堅い面が見られ、壁の立ち上がりを確認したことからこの面を曠底

と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。覆土はすべて土壌サンプルとして取り上

げた。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土l層（土層図1）は黒色土を主体とし、軽石や粘土小塊が

混在する。焼土や炭化物、焼骨粒も混入している。上層は土圧で締っているが、下層は軟らかい。焼

土や炭化物等は埋め戻し時に入り込んだものである。土層図2は曠底から約1Ocmほどしかないが、

木榔の痕跡と思われる。土層図3は灰褐色粘土で、軟質。構築時に掘りぐずされた土がくぼ地に残っ
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たものと思われる。覆土2層（土層図4）は粘性に富む黒色土で、遺体層であろう。

曠底：Ⅳ層中に構築している。中央部(80cm×40cm)はわずかに傾斜するが、平坦で、堅い。

壁：全体にほぼ垂直に立ち上がっている。曠底の壁際と|司じように凹凸がはなはだしい。検出面から

の壁高は、北東壁が22cm、南東・北西壁が30cm、南西壁が28cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁東側コーナー付近の曠底面上に作られている。開口部は20cm><

20clnの楕円形状で、約15cmほど掘り込んでいるが、明確に袋状ピットと言えるかどうかむづかしい。

ピット内には土器が2個体入れられている。土器は埋葬時の位置から「落ち込んだ」かあるいは「倒

れた」状況を示している。曠底の小ピット～擴底四隅に4個検出されている。径4cm～8cm、深さ

9cm～11cm、浅い杭状で、直立している。ただ壁周辺は凹凸がはなはだしく、位置と杭状で直立し

ていることから曠底の小ピットと判断した。木榔痕～土層断面でその痕跡が認められた。曠底面では

確認されていない。ただ壁際周辺の凹凸部分と中央部の平坦面とが明瞭に区分されることから木榔が

作られていた可能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は307点である。この内訳は土器34点、石器など252点、鉄製品21点であ

る。曠底付近からは土器片1点、鉄製品8点が出土している。土器片は歯牙列の上面で出土したⅦ群

の土器片である。鉄製品は北東壁側で出土した。蕨手刀1点、刀子1点などで、副葬品である。蕨手

刀は正立した小型の甕口縁に柄頭がかかるようにして出土した。切っ先を足部方向に、伽表を上面に

向け、壁面に平行している。蕨手刀の下には刀子が斜交するようにあった。袋状ピット内からはⅦ群

の小型の甕が2個体、 1個体は横倒し、 もうl個体は正立の状態で出土した。他の遺物は覆土中から

出土したものであるが、壁際の曠底から3cm～lOcm上方で刀子や小型の棒状鉄製品が出土し、南西

壁では鉄雛がかたまって出土した。なお取り上げた覆土をフローテーション処理した結果、 フレイク

が124点得られた。

出十置物：土器～1は小型の甕で、口縁部の一部を欠損する以外はほとんど破損していない。いわゆ

る「擦文土器」に属する個体である。小型であるためか、胴部に比して頸部の割合が大きい。頚部と

胴部の境界には明瞭な段差が存在し、 さらに沈線が3本引かれる。 また、口縁部にも沈線が1本引か

れる。口縁端部は上方につまみ上げられ、ほぼ直立する。 ミガキは施されず、全面にハケメが確認で

きるが、ナデによりハケメが消される箇所も多い。内外面に炭化物、煤が付着する。

2は小型の甕で口縁部の一部を欠損する。いわゆる「擦文土器」に属する個体である。頚部と胴部

の境界には段差が存在せず、 3本の沈線で区画される。口縁部付近にも2本の沈線が引かれる。外反

する頸部を直立するように屈曲させ口縁端部を作り出す。 ミガキは施されず、内外面とも全面にハケ

メが施される。頚部は一部ナデによりハケメを消している。内面は炭化物がほぼ全面に付着し、外面

には胴部上半を中心に煤が付着する。胴部下半には被熱による煤の酸化消失がみられる。

石器～1は覆土l層出土の板状の砥石片で、石材は流紋岩である。

鉄製品～1は平棟平造りの小刀・刀子で、切先はフクラ切先である。区は両区で、茎は真っ直ぐに

延びる。柄は腐食が著しいが、柄元にはハバキの痕跡が残る。鞘の木質は残存しない。 2は小刀・刀

子の茎である。柄木の痕跡とみられる木質がわずかに付着する。 3は小刀・刀子である。平棟平造り

で、元付近を除き刀身を欠く。区はなく、茎は刀身と同じ|幅を保つ。柄縁にハバキの痕跡が残る。4

は小刀・刀子である。茎先と切先付近を欠く。平棟平造りで区は両区である。茎は刃側に偏る。柄木

はほとんど腐食しているが、金属製のハバキが残存する。ハバキの上に木質が付着しており、呑口式

である可能性が高い。5．6． 7は無茎の鉄鍼で返しを有するものである。矢柄の先端を割いて、錐

身部を挟み込むもので、矢柄の痕跡が雛身部の両面に残る。⑧は有茎の鉄鍍である。雛身部は小さく、
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返しを有する。茎は長く延び茎の先は矢柄に装着される。9は有茎の鉄雛で、鑛身部は大きく返しを

有する。茎は長く延びるが先端を欠く。 10は先端付近が屈曲する鉄製品である。小刀・刀子の刀身を

曲げ、転用したものであろう。両刃で、区の部分は斜めに切り落とされる。 1 1は釣り針状の鉄製品

である。先端付近には織りの密度が異なる2種類の布が付着する。軸の部分には木質が付着する。

12は先端が屈曲する鉄製品で、断面形は円形である。元の部分には紐が巻き付けられており、軸か

ら先端にかけては紐状の繊維が全体を覆うように乱れた状態で付着する。 13． 14は錨子とともに出

土した鉄製品である。紡錘形の本体と、円環からなっており、本体と円環の結合部分はX線写真に写

らないことから、有機質の物質で結合されるものと推測する。 14は長径約1cmの鉄製品で、小刀・

刀子の刀身部とも考えられる。木質が付着する。 15は攝子である。側面に平織の布が付着する。 16

は平棟平造りの蕨手刀で、 X線写真からはフクラ切先のようである。刀身、柄ともに反りは少ない。

鐸は隅丸長方形の板鐙で、鞘の残存状態は悪い。足金具は吊り手装着部分の上面観が長方形になる台

上双脚で、鞘口と中央付近の二箇所に装着される。鞘尻付近には責金具が装着される。鞘尻は筒状の

鞘尻装具を責金具で固定する。茎は刀身より厚く、茎先に向かって細く、薄くなる。柄は腐食し存在

しないが、ハバキが残存する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、土曠墓である。曠底の小ピットや袋状ピットは形だけ残存する状態で、非常に浅いもの

である。 しかしながら副葬品は種類、点数とも豊富である。蕨手刀はP112で出土しているだけで、

壁際に多くの鉄製品が入れられている。しかしながら構造や作りは粗雑である。とくに「袋状ピット」

は形骸化している。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬であると思われるが、性別・年令

や埋葬姿勢などは不明である
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P102 (図Ⅳ 161･162表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版55･117･ 122･141)

位置: S-3 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.15m×1.02m/0.83m×0,73m/0.85m 平面形：検出面～楕円形擴底面～長方形状

長軸方向:N-64。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で暗褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を掘り下げ、南東壁の検出面直下で袋状ピットの掘り込みを検

出した。覆土を約60clnほど掘り下げたところ （覆土3層上面付近）で、礫などがかたまって出土し

た。その広がりを確認するため北西側も同じ面まで掘り下げる。出土遺物を写真撮影、実測ののち取

り上げ、再び南東側を掘り下げる。 1Ocm～15cm下で暗灰色土の堅い面を検出する。壁の立ち上がり

を確認したことから暗灰色士の上面を曠底と判断した。北西側も|司様に掘り下げ、曠底を検出した。

曠底面を精査したが、小ピットを検出することはできなかった。

土層：覆土はほぼ5層に分けられる。覆土l層（土層図1 ． 2）は暗褐色土に灰黄色粘土粒が混入す

る土である。覆土2層（土層図3 ． 4） と覆土3層（土居図6）は、 ともに混合土である。覆土4層

(土層図7）は黒褐色土、覆土5層（土層図8～12）は褐色土と黄色土がまじり合った粘質土である。

覆土1～5層は埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部がやや高くなるが、ほぼ平坦で、堅い。曠底四隅

は壁側に張り出している。

壁：全体に垂直に立ち上がっている。ただ曠底四隅は上方がややオーバーハングしている。曠底面か

ら40cm～50cm上方は垂直で、壁面は丁寧に作られている。検出面からの壁高は、北東・南西壁が

82cm，南東壁が81cm，北西壁が85cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部やや西側、曠底から約61cm上方に作られている｡開口部は

16cm×15cmの円形状で、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられてい

ない。壁面に対してのピットの傾きは約70°である。曠底の小ピット～検出されなかった。木榔痕～

土層断面に裏込め状の士（土層図9 ･ 10･ 12)が見られ、曠底面南東壁際に巾3cm、長さ20cmほど

の細長い暗褐色土の落ち込みを検出した。壁面の状況も考え合わせると、木榔が作られていた可能性

がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は59点である。この内訳は土器14点、石器など36点、鉄製品9点である。

曠底付近から遺物は出土していない。遺物は覆土3層上面付近で多く出土した。礫・鉄製品が多く、

まとまった状態である。 また北東壁際の南東コーナー北側の覆土4層上面付近でⅦ群の小型の甕が1

個体横倒しの状態で出土した。これらは本遺構の共伴遺物と思われる。鉄製品は鉄雛片5点、釘状の

もの2点などである。

出十置物：土器～1は小型の甕で口縁部から胴部上半の多くを欠損する。外面はよく磨かれハケメは

確認できないが、内面はミガキの粗い部分もあり、底部付近を中心にハケメが残る。内外面ともに炭

化物、煤が少量付着する。

2は片口又は注口土器の口縁部で突起をもつ。内外面ともによく磨かれる。内外面とも二炭化物、

煤が全面に付着する。

3は甕の口縁部片である。頚部には列点文による文様が施されるが、文様の全景は不明である。口

縁部には円形刺突文が施される。口縁端部は面取りされる。内外面ともによく磨かれ、ハケメは残ら

ない。外面は全面に煤が付着する。

石器など～1は扁平礫を素材とするすり石で、石材は流紋岩である。 2は細長い安山岩の自然礫で
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ある。 3は表面ツルツルの安山岩の円礫で、 1 ．2．3とも覆土2層（3層上面）出土である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十＋器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピットを有する土曠墓である。遺物出土状況などから、埋葬に伴い、何らかの葬送

儀礼が行われていたものと考えられる。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われ

るが、人骨などが遺存していないため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P103 (図Ⅳ－163･ 164･165表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ． 3 図版55･56･117･141)

位置: S-4南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.22m×1.10m/0.81m×0.72m/0.98m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-64．－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で暗褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で
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半裁し、南東側から調査を行う。覆土を60cm～70cm(覆土3層中）ほど掘り下げたところ南西側で

礫がまとまって出土した。この広がりを確認するため士層観察用の土手を設定し、北西側も同じ面ま

で掘り下げる。礫などを写真撮影・実測ののち取り上げ、再び南東側から掘り下げる。約30cmほど

下でやや汚れた灰黄色砂質土を検出した。細長い落ち込みを検出し、壁の立ち上がりを確認したこと

からこの面を曠底と判断した。南東壁で土器の入った袋状ピッ1､を検出した。北西側も同様に掘り下

げ、曠底を検出した。なお調査終了後、曠底面を断ち割ったところ75cm×50cmの範囲に層厚3cm~

5cmの貼床が確認された。

土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土1層（土層図1 ･ 2)は流れ込み状の自然堆積士である。

覆土2層（士層図3 ． 4 ． 5）は軟質の黒褐色土、覆土3層（土層図6 ． 7）は暗褐色土に灰色粘土

が、黄色粘土に黒褐色土がそれぞれブロック状に混入するもので、土層図7中で礫がまとまって出土

した。覆土4層（土層図8 ． 9 ． 10）は混合土である。土層図11は軟質の土で木榔の裏込め士と思わ

れる。 2～4層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘って構築している。ほぼ平坦で、軟質の砂質土である。中央部付近60cm×36cm

の範囲は若干くぼみ、褐色粘質士が薄く広がっている。

壁：全体に垂直に立ち上がっている。曠底面から35cm～40cm上方の壁面は丁寧な作りである。また

北西壁では曠底から40cm～50cmほど上方がゆるやかな段になっている。検出面からの壁高は、北東

壁が88cm、南東・北西壁が90cm，南西壁が92cmである。なお曠底四隅付近はやや張り出し、角柱状

の痕跡が見られる。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約40cm上方に作られている。開口部は19cm><

13cmの楕円形状で、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁～胴部の一部が欠

損する土器が一個体斜めに入れられている。ピットは土器の大きさよりやや大き目に掘り、胴部下に

士を入れしっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約60°である。曠底の小ピット～北

西壁際に2個、約25cmほどの間隔をもつ小ピットが検出された。 しかしながら曠底四隅付近には浅

い小ピットの痕跡は見られたが、明瞭な小ピットとはならなかった。この2個の小ピットは径3cm、

深さ5cm、杭状で、直立している。木榔痕～士層断面では北東・南西壁際に巾7cm、高さ35cmほど

の軟質の士（士層図1l)が見られる。曠底面には下場から5cm～7cmほど内側に巾lcm～3cm、

長さ10cm～37cm，弧状の黒褐色土の細い落ち込みが断続的に検出された。深さ5cmほどで、先端部

は鋭角的になっている。貼床～構築面士の75cm×50cmの範囲が皿状にくぼみ、茶黄色砂質士を3cm

~5cmほど入れて遺体面を作っている。構築面には褐色粘質士が薄く広がっている。

遺物出土状況：出土遺物総数は31点である。この内訳は土器10点、石器など20点、鉄製品1点である。

壊底からは礫が1点出土した。南西壁側北西寄りで出土しており、置き石と思われる。袋状ピットか

らは口縁～胴部を欠損するⅦ群の小型の甕が一個体出土している。他は覆土中出土のものであるが、

とくに覆土3層（土層図7）中で礫8点、鉄製品1点が出土した。鉄製品は刀子片である。礫は

30cm×15cm、層厚5cmほどの焼土の上にのっている。 まとまっており、本遺構に共伴するものと思

われる。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頚部の多くを欠損する。胎土に海綿骨針を含む。頚部

と胴部の境界には不明瞭な段が存在する。外面はよく磨かれるが、内面はわずかにハケメが残る。内

外面ともに炭化物、煤が付着する。

石器など～1は扁平礫を素材とするすり石である。石材は安山岩。 2は珪岩の砥石片。 3は安山岩

の石皿、 4は表面ツルツルの安山岩の円礫である。すべて覆土3層で出土したものである。

、
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図Ⅳ－165 P103出土の遺物

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、置き石を有する土曠墓である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから

見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P11 1 (図Ⅳ－166表1 ･ 2 ･ 3 図版57)

位置:Y-6 ･ 7 南から北へわずかに傾斜する標高23.80m付近のところに位置する。

規模: 1.51m×1.36mJ0.92m×0.87m/0.38m 平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状

長軸方向:N-38。－W 頭位：不明

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗灰黄色土と暗褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。

短軸方向で半裁し、北西側から調査を行う。覆土を約25cmほど掘り下げたところで鉄製品が出土し、

さらに10cmほど掘り下げ灰色土の堅い面を検出した。壁の立ち上がりを確認したことからこの面を
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図Ⅳ－166 P1 1 1

曠底面と判断した。南東側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土l層（士層図1～9）は混合士で、覆土2層（土層図10)

は軟質の黒褐色土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。中央部に見られる細い溝状の落ち込みは

木の根痕と思われる。

壁：全体に立ち上がりは垂直的である。検出面からの壁高は、北東・南東壁が30cm、南西壁が32cm、

北西壁が35cmである。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明である。曠底の小ピット ・木榔痕・貼床～

検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は91点である。この内訳は土器19点、石器など69点、鉄製品3点である。

曠底面から鉄製品2点、石器1点が出土した。鉄製品は飾り金具状のものと鉄片1点づつ出土してい

る。他の遺物は覆土中出土のものであり埋め戻し士に混入したものであるが、覆土2層上面付近で刀

子が1点出土している。曠底面出土のものを含めて副葬品と云えるかどうかはっきりしない。

~
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重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、形状・覆土などから見て土曠墓とした。壁・曠底は丁寧に作られている。頭位は不明で

あり、埋葬姿勢なども不明である。

表1 ･ 2 ･ 3 図版57･58･ 122P1 12 (図Ⅳ－167･ 168･ 169･ 170表Ⅳ－4

141･202･221)

位置:X-8 Y-8 南から北へわずかに傾斜

規模: 1.57m×1.40m/0.88m×0.78m/0.43m

南から北へわずかに傾斜

5 ． 6 ７

する標高24.00m付近のところに位置する。
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P112の土居

1 ． 暗灰黄色土（砂質で、堅い）

2， 暗褐色土＞灰黄色粘土小塊

3．黒褐色士（＞黄色粘土粒軟質）

4．暗黄色士（ブロック状に混入）

図Ⅳ－167 P112
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o 5cm
l I I l l l

＝
O

’ l l I

図Ⅳ－168 P1 12出土の這物

5cm

」

(1)

平面形：検出面・曠底面～隅丸長方形状

GO長軸方向:N-70.-W 頭位：南東

0,確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広が

る落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、北西側から調査を行 O 5cm
l 」 l l l

う。覆土を約40cmほど掘り下げ灰色土の堅い面を検出した。こ図Ⅳ－169 P1 12出土の遠物(2)
の面で鉄製品が出土し、壁の立ち上がりも確認したことから、 こ

の面を曠底と判断した。南東側も同様に掘り下げ、曠底を検出した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土l層（土層図1 ． 2）は暗灰黄色土主体の土で、覆土2層

(士層図3）は軟質の黒褐色土である。曠底上には粘質の強い黒褐色土が薄く見られた。覆土1 ･ 2

層とも埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。南東壁際中央部

付近に12cm×12cmほどの円形状の浅いくぼみが見られる。これは曠底直上付近で見られた空洞部分

に対応するものである。

壁：立ち上がりは全体に垂直的である。検出面からの壁高は、北東壁が38cm，南東壁が34cm、南西

壁が42cm、北西壁が40cmである。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されていて、不明である。残存部では検出されていない。曠底

の小ピット、木榔痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は207点である。この内訳は土器39点、石器など167点、鉄製品1点、土

製品1点である。曠底付近からはⅦ群の土器片1点、石器1点、鉄製品1点、土製品1点が出土して

いる。鉄製品は蕨手刀で柄頭を南東方向、切っ先を北西方向にして南西壁面に平行して出土した。副

葬品である。蕨手刀の上に石槍がのっていた。 また北東壁の東側コーナー付近で土製品の丸玉（図

Ⅳ-169)が1点出土した。他の遺物は覆土中出土のもので埋め戻し土に混入したものである。なお

覆土2層の土を採取し、 フローテーシヨン処理をした結果、 135点のフレイクが得られた。

出土遣物：土器～1は小型の甕の口縁部片である。内外面とも磨かれ、口縁部付近はナデが施される。

石器～1は頁岩の石槍。 2はわずかにつまみ部がつくられた黒曜石の横長のつまみ付ナイフで、片

面周縁加工である。

鉄製品か～1は平棟平造りの蕨手刀で、切先はX線写真から推測するとカマス切先のようである。

鐙は細長い倒卵形の板鐸である。鞘口付近と真ん中付近の2箇所に足金具を有する。足金具はPlOl

出土の蕨手刀と同様吊り手装着部分の上面観が長方形になる台上双脚で、脚の間には獣皮のようなも

のが巻かれる。鞘尻は先端部分を一段薄く削り、鞘尻金具をソケット状にはめ込む構造である。
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重複・新|日関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。浅く、長方形状の構造で、覆土の堆積状態も含

めて、 Plllに酷似している。南東壁際に見られた空洞から見て、頭位は南東方向で、曠底の大きさ

などから屈葬と思われる。人骨などが遺存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P1 15 (図Ⅳ－171 表l 図版58)

位置:X-7 ･ 8 南から北へわずかに傾斜する標高24.00m付近のところに位置する。

規模: 1.87m×1.70m/l.04m×0.84m/0.14m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-23o－E 頭位：不明

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南西側から調査を行う。覆土を約lOcmほど掘り下げたところで灰黄色土の堅い面を検出し

た。壁の立ち上がりが見られたためこの面を曠底面と判断した。北東側も同様に掘り下げ、曠底面を

検出した。

土居：覆土は1層で、黒褐色土に粘土粒などが混入する埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。南西から北東へゆるやかに傾斜している。平坦で、堅い。
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1 ‘ 黒褐色士（粘質で、堅い）

2． 1＞黄色土

3． ＝2 2より粘土粒が多い

4． ＝2微小の粘土粒混入

5． 黒褐色土（軟質）

．C 24． 10m

図Ⅳ－171 P1 15
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壁：全体に立ち上がりはゆるやかで、断面はⅢ状である。検出面からの壁高は、北東壁が8cm、南

東・北西壁が12cln，南西壁が6cmである。

付属構築物：袋状ピット ・曠底の小ピット ・木榔痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：遺物は覆土1層で土器片1点が出土しただけで、埋め戻し士に混入したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：形状や覆土から見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、形状、覆土などから見て、土曠墓として取り扱っている。 P61 ･ P87と形状・覆土が酷

似している。

P1 17 (図Ⅳ－172･173表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ･ 3 図版58･59･ 142)

位置:V-8 W-8 南から北へわずかに傾斜する標高24.15m付近のところに位置する~

規模: 1.28m×1.20m/0.93m×0.84m/0.20m

平面形：検出面・曠底面～長方形状

長軸方向:N-70.-W 頭位：南東

I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で確認・調杳

○
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P117の土居

1 ．黒褐色土＞灰色粘土

2．黒褐色土（黄色粘土粒が少量混入やや粘質）

3．黒褐色粘質土
0 1m

図Ⅳ－172 P1 17
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半裁し、南東側から調査を行う。覆土を15cm～18cmほど掘り下げ、

暗灰色土の堅い面を検出した。この面で礫・鉄製品が出土し、壁の立

ち上がりを確認したことから、暗灰色土上面を曠底と判断した。北西

側も同様に掘り下げ、擴底面を検出した。南東壁で袋状ピット状の堀

り込みを検出し、北東と南西、北西壁際で暗褐色土の細長い落ち込み

を検出した。なお、北東・南西壁は長軸方向に伸びている。

土層：覆土は2層で、覆土l層（土層図1 ． 2）は黒褐色士を主体とﾆｴﾉ胄・復工旧､乙ﾉ冑c，復工二lノ冑ﾛﾆﾉ冑|劃l ・ Zノほ黒陶巴土を土1小と

、

~

〔ごする土で、埋め戻し土である。覆土2層（土層図3）は曠底上の土で、

粘質の黒褐色土である。遺体層であろう。 O 5cm
l ， ， ， 1 1

曠底：Ⅳ層を浅く掘って構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦図Ⅳ－173 P1 17出土の石器
で、堅い。礫と鉄製品の間には16cm×14cmの円形状のくぼみが見ら

れる。

壁：立ち上がりは垂直である。北東と南西壁は長軸方向にlOcm～15cmほど張り出している。検出面

からの壁高は、北東壁が14cm，他は18cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁西寄り、曠底上に作られている。開口部は19cm×9cmの楕円形状

で、約8cmほど水平に掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられていない。曠底の小ピット～検

出されていない。木榔痕～土層断面では確認されなかったが、曠底面の北東・南西・北西壁のほぼ下

場のライン上に巾1cm～2cmほどの細長い暗褐色土の落ち込みが見られた。 また北東．南西壁が長

軸方向に張り出していることから見て、組み合わせの木榔痕と思われる。貼床～作られていない。

遣物出土状況：出土遺物総数は123点である。この内訳は土器23点、石器など99点、鉄製品1点であ

る。曠底面からはⅦ群の土器が1点、礫1点、鉄製品1点が出土している。土器は底部が倒立した状

態で鉄製品と木榔痕の間で出土した。礫は南東壁側中央部付近で出土している。置き石と思われる。

鉄製品は刀子で北東壁側に壁に平行するようにして出土している。副葬品であろう。他の遺物は覆土

中出土のもので、埋め戻し土に混入したものである。覆土を採取し、 フローテーション処理した結果

53点のフレイクが得られた。

出土遺物：石器など～1は曠底出土の礫片で、石材は安山岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。組み合わせの木榔が作ら

れている。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存してい

ないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P1 19 (図Ⅳ－174･ 175･ 176表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版59． 142)

位置:V-9 W-9 南から北へわずかに傾斜する標高24.10m付近のところに位置する。

規模: 1.30m×1.25m/0.65m×0.60m/0.22m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:W-E 頭位：東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、東側から調査を行う。覆土を約14cmほど掘り下げたところ、東壁際やや南寄りで14cmx

14cmほどの空洞部分が検出された。この空洞周辺を精査したところ骨片状のものが円形状に広がる
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ことが判明し、更に注意深く検出作業を行った。頭骸骨状で、歯の一部も検出された。頭骸骨の下は

黒褐色土で、その直下に灰色粘土の堅い面を検出した。壁の立ち上がりも確認されたことからこの堅

い面を曠底面と判断した。西側も同様に人骨などの検出作業を行ないつつ覆土を掘り下げ、曠底面を

検出した。なお、頭骸骨周辺35cm×35cmの範囲を土ごと取り上げ、科学分析鑑定を札幌医大に依頼
した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土1層（土層図1 ． 2）は黒褐色土を主体とする埋め戻し土

である。覆土2層（土層図3）は軟質の黒褐色士で、遺体層である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘って構築している。平坦で、堅い。遺体面周辺はややくぼんでいる。

壁：立ち上がりは急傾斜である。検出面からの壁高は、東・南壁が20cln、西壁が17cm、北壁が16cm
である。

付属構築物：袋状ピット～上方は削平されているため不明であり、残存部では検出されなかった。曠

底の小ピット ・木榔痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は88点である。この内訳は土器17点、石器など71点、石製品1点である。

曠底面からは石製品が1点出土しただけで、 これは中央部やや北寄りで出土したものである。他の遺

物は覆土中から出土したもので、埋め戻し士に混入したものであろう。なお覆土の土を採取し、 フロ

ーテーシヨン処理した結果、 53点のフレイクが得られた。

出土遺物：石器など～1は検出面出土の石錐で、有茎凸基のものである。石材は黒曜石。 2は擴底出

、
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図Ⅳ－176 P1 19出土の石製品図Ⅳ－175 P1 19出土の石器

土の垂飾で、貰孔がある。石材はコハクである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる

本遺構は、土曠墓である。浅い掘り込みで、付属構築物は見られない。東壁寄りに頭骸骨と歯の一

部が遣存していた。頭位は東方向である。細長い曠底面であるが遺体面と思われる部分が100cmx

50cmほどの範囲でわずかにくぼんでいることから考えると屈葬と思われる。歯の遣存状態から推定

すると、北向き横臥屈葬であろう。性別等については分析・鑑定の結果を待って判断したい。

P120 (図Ⅳ－177･178表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ･ 3 図版60･ 142)

位置:U-8 V-8 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.49m×0.70m/0.92m×0.60m/0.16m 平面形：曠底面～丸味のある長方形状

長軸方向:N-62. W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で細長い溝状とその中に楕円形状の落ち込みを検出した。検出面

で鉄製品が出土していた。おおよその短軸方|句で半裁し、北西側から調査を行う。覆土を約10cmほ

ど掘り下げ暗灰黄色土の堅い面を検出した。南東側も同様に掘り下げ、礫や木榔痕の落ち込みを検出

した。

土層：覆土は2層で、覆土1層（土層図1）は暗褐色土主体、覆土2層（土層図2）灰黄色粘土主体

の、 ともに埋め戻し士である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘って構築している。 lm×70cmの長方形状の範囲が約10cmほど深くなっている。

ほぼ平坦で、堅い。

壁：大半が削平されていて、立ち上がりなどは不明である。

付属構築物：袋状ピット～残存部分では検出されていない。曠底の小ピット～検出されていない。木

榔痕～曠底面で、巾5cmの細長い黒褐色士が断続的に見られた。深さは6cm～12cmで、直立してい

る。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は6点で、土器2点、石器1点、鉄製品3点である。曠底からは石器が

1点出土しただけである。石器は石皿片で、南東壁西側付近で出土している。置き石と思われる。他

の遺物は検出面で出土したものである。鉄製品は刀子1点、釣針状のもの2点である。これらは曠底

より10cm～15cmほど上で出土しており、副葬品かどうかは判断できない。

出十置物：石器～1は曠底出土の石Ⅲ片である。石材は砂岩。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、置き石を有する土曠墓である。木榔内lOOcm×70cmほどのくぼんだ部分が遺体面と思わ
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れる･頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが人骨などが遺存していないた

め性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。形状などはP10･ P26と良く似ている。

P121 (図Ⅳ－179･ 180表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ． 3 図版60･122･142)

位置:T-7 U-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.20m×0.94m/0.79m×0.70m/0.66m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N 67.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土50cmほど掘り下げたところで褐色粘質土の面を検出し、礫が

出土したことから曠底面を想定したが、更に下に混合土があり、約1Ocmほど掘り下げ灰色粘土の堅

い面を検出した。この面で礫が出土し、小ピットが検出され、壁の立ち上がりが確認されたことから、

灰色粘土上面を曠底面とした。南東壁の検出面直下で袋状ピットを検出した。北西側も同様に掘り下

げ、約50cmほど下で土器片と鉄製品が出土し、更に掘り下げ曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ8層に分けられる。覆土1層（士層図1）は流れ込み状の自然堆積土である。覆土

2層（士層図2～4）は黒褐色土、覆土3層（土層図5）は混合土、覆土4層（土層図6）は黒褐色

土で黄色土が縞状に入る。覆土5層（土層図7～9）は混合土、覆土6層（土層図10)は褐色粘質土

で、層厚2cm～3cmで、ほぼ水平に堆積する。遺体層と酷似する。覆土7層（土層図11)は混合土、

覆土8層（土層図13)は暗褐色粘質土で、遺体層と思われる。覆土2～5 ･ 7は埋め戻しの土で、覆

土全体は混合士と黒褐色士を規則的にはっきり分けて、埋め戻されている。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。ほぼ平坦で、堅い。中央部付近75cm×40cmの範囲に褐

色粘質土が薄く広がっている。

壁：立ち上がりは垂直的である。 とくに曠底面から40cmほど上方までは垂直で、丁寧に作っている。

検出面からの壁高は、北東壁が58cm、南東壁が62cm、南西壁が64cm，北西壁が59cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁やや西寄り、曠底から約45cmほど上方に作られている。開口部は

17cm×16cmの楕円形状で、やや斜め下方に約14cmほど掘り込んでいる。土器は入れられていない。

壁面に対してのピットの傾きは約60.である。曠底の小ピット～北東と南西壁に3個ずつ、計6個検

出された。下場のライン上にある。S.P. 1～4は径5～6cm、深さ13～15cm、杭状で、直立してい

る。S.P.5 ･ 6は径4cm、深さ5cmほどで、直立している。 6個とも曠底面で検出されている。木

榔痕～土層断面や曠底でその痕跡を確認出来なかったが、曠底面から40cmほど上方の壁面は垂直の

立ち上がりで、丁寧に作られていることから見て、木榔が作られていた可能性がある。貼床～作られ

ていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は31点である。この内訳は土器18点、石器など10点、鉄製品3点である。

曠底からは石器（たたき石) 1点が出土している。置き石であろうか。覆土中出土の石器（すり石）

1点と鉄製品1点（刀子）は覆土6層上面付近で出土したものである。他の遺物は覆土中出土のもの

で埋め戻し土に混入したものであろう。

出十置物：土器～1は甕のIn部分である。外面はよく磨かれるが、内面はハケメが残る。内面には炭

化物が付着し、外面は被熱による赤変がみられる。

石器～1は曠底直上（覆土6層上面付近）で出土した珪岩のすり石。 2は曠底出土の安山岩のたた

き石である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。
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図Ⅳ－180 P121出土の遺物

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、置き石を有する土曠墓である。曠底面で6個の曠底の小

ピットが検出されている。このうち2個(S.P,5 ･ 6)は他に比べて浅いものである。 また曠底から

約10cmほど上方で、石器、鉄製品、土器片などが出土し、 これらの出土層位は土層断面に見られる

土層図10上面付近に相当する。土層図10は褐色粘質土で、ほぼ水平に堆積し、遺体面に見られる士で

ある。これらの事からS.P. 1～4は古い土曠墓に伴う小ピット、 S.P.5 ･ 6は士層図10を遺体面とする

新しい土曠墓に伴う小ピットと思われる。追葬が行なわれている模様である。袋状ピットはどちらに

伴うものかはっきりしないが、木榔痕は古い土曠墓のものと思われる。頭位は南東方向で、擴底の大

きさから見て屈葬と思われるが人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明であ

る。

P125 (図Ⅳ－181･ 182表Ⅳ－4 表1 ･ 2 ･ 3 図版61 ･ 117)

位置:R-1 南から北へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.36m×1.06m/0.86m×0.61m/0.80m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N 37.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土状の土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方

向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約75cmほど掘り下げたところで鉄製品が出土し、褐色

粘質土を検出した。そのすぐ下に堅い灰色粘質土があり、壁の立ち上がりを確認したことから、 この

面を曠底面と判断した。南東壁で袋状ピットを検出し、下場ライン上に暗褐色土の細長い落ち込みも

検出した。北西側も同様に掘り下げ、塘底面を検出した。曠底面を精査したが四隅付近に小ピットは

検出されず、南東と北西壁際中央付近に小ピットの落ち込みを検出した。調査終了後曠底を断ち割っ
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1V擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

たところ、薄い貼床が判明した。

土居：覆土はほぼ5層に分けられる。覆土l層（土層図l)は黒褐色土、覆土2層（土層図2)は灰

黄色土、覆士3層（土層図4）は暗褐色士をそれぞれ主体とする混合士である。覆土4層（土層図6）

はボソボソした暗褐色士＞黄色土の土である。覆土5層（土層図8）は褐色粘質土で、遺体層であろ

う。土層図9は木榔痕、土層図10は貼床の土である。覆土1～4層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。

壁：急傾斜で立ち上がる。南東と北西壁では曠底から10cmほどは垂直に作られている。検出面から

の壁高は、全体的に77cm前後である。四隅コーナーはやや角柱状（巾12cm、奥行き5cmほど）に張

り出している。曠底より10cmほど上方から検出面まで伸びている。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約40cm上方に作られている。開口部は21cm><

21cmの円形状で、斜め下方に約27cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を山形に打ち欠いた

小型の甕がl個体入れられている。ピットは土器より少し大き目に掘り、胴部下に士を入れ、 しっか

り固定している。壁面に対してのピットの傾きは約35.である。曠底の小ピット～曠底四隅にはなく、

南東・北西壁際中央付近に1個づつ、 2個の小ピットが検出された。南東壁のものは20cm×12cm、

深さ15cm、北西壁の小ピットは13cm×7cm、深さ15cmで、 ともに先端が尖ったもので、直立して

いる。覆土はともに砂質の褐色士である。木榔痕～曠底面の壁際で、巾2cm～5cm、深さ5cm～6

cInの細長い暗褐色土の落ち込みが検出されている。貼床～曠底面下に70cm×40cmの範囲で層厚2

Cnl～3cmの暗褐色土》黄色土が入れられている。構築面は浅い皿状である。

這物出土状況：出土遺物総数は19点である。この内訳は土器11点、石器2点、鉄製品6点である。曠

底からは鉄製品6点が出土している。これらは直刀1点、刀子5点で、中央部にまとめて置かれてい

たもので、副葬品である。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕がl個体出土している。他の遺物は覆土

中出土のもので、埋め戻し土に混入したものであろう。

出土遣物：土器～1は小型の甕である。口縁部は波状に打ち欠かれており、上面観は輪花状になる。

頚部と胴部の境界には明瞭な段が存在する。段の直下には、竹管状工具で施文された刺突文が外周を

め<、る。内外面ともナデの後に磨かれており、頚部内外面や胴部内面にナデが残る。口縁部内面に炭

化物が少量付着し、外面頚部から胴部上半にかけて多量に煤が付着する。胴部下半は被熱による煤の
酸化消失がみられる。

重複・新旧関係：他遣構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、小ピット、鉄製品の副葬品を有する土曠墓である。曠底四隅に小ピットは

なく、長軸方向壁際中央部に小ピットが1個ずつ検出されている。袋状ピットから出土した土器は単

純に口縁部などを打ち欠いているのでなく、口縁部を丁寧に打ち欠き、山形状のものを作っている。

また曠底四隅壁が、角柱状に張り出しており、 P30と酷似している。頭位は南東方向で、曠底の大き

さなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明
である。

P126 (図W-183･ 184表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 図版62･122･ 142)

位置:R-2 ･ 3 南から北へわずかに傾斜する標高24.20m付近のところに位置する。

規模: 1.55m×1.18m/0.88m×0.73m/0.92m 平面形：検出面～丸味のある長方形曠底面～長方
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図Ⅳ－182 P125出土の土器

頭位：南東長軸方向:N-46.-W形状

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約80cmほど掘り下げたところで礫が出土し、褐色粘質土を

検出した。褐色粘質土のすぐ下には灰色粘土の堅い面があり、壁の立ち上がりを確認したことから、

この面を曠底面と判断した。また南東壁で袋状ピットを検出し、北東・南西壁の南東寄りに曠底面と

|司一面で半円状の掘り込みがあり、土器片が底に貼り付くように出土した。北西側も同様に掘り下げ、

曠底面を検出した。南西壁の北東寄りで南西壁で見られた半円状の掘り込みが見られた。曠底面には

細長い暗褐色土の落ち込みが検出された。調査終了後、曠底を断ち割ったところ、構築面が浅い皿状

になっている事が判明し、貼床が作られていた。

土居：覆土はほぼ5層に分けられる。覆士1層（土層図l)は流れ込み状の自然堆積土である。覆土

2層（土層図2）は軟質の黒褐色土、覆土3層（土層図4～7）は混合士、覆土4層（土層図9）は

ボソボソの暗褐色土である。覆土5層（土層図11)は曠底面上にある土で、遺体層であろう。士層図

13･ 14は貼床の土、 15は木榔痕の土である。覆土3 ･ 4は混合土で、覆土2～4層は埋め戻しの土で

ある。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部がややくぼみ、堅い。黒褐色粘質土が薄く広がっ

ている。北東壁には巾40cm、高さ25cm、奥行き1Ocm，南西壁には巾40cm、高さ20cm、奥行き13cm

の掘り込みがある。

壁：全体に垂直的に立ち上がっている。北東と南西壁は曠底面から35cm～40cm上方までは内湾気味

に立ち上がっている。南東・北西壁は急傾斜である。検出面からの壁高は、北東・南東壁が80cm、

南西・北西壁が78cmである。曠底四隅は巾10cm～15cm、奥行き6cm～12cm、高さ55cmほどの張り
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図Ⅳ－184 P126出土の遺物

出しがあるく

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約50cm上方に作られている。開口部は17cmx

17cmの楕円形状で、やや下向きに約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には土器は入れられていな

い。壁面に対しての傾きは約70.である。曠底の小ピット～検出されなかった。木榔痕～土層断面で

は確認されなかったが、曠底面には、下場のラインからlcm～9cm内側に、巾2～4cmの細長い落

ち込みが見られた。深さは10cmほどで、直立している。部分的にしか残存していなかった。貼床～

曠底面は皿状にくぼみ、黒色土、暗褐色土＞灰色土を入れ、遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は67点である。この内訳は土器44点、石器など23点である。曠底面から

はⅦ群の土器片15点、石器など2点が出土した。土器は南西壁の張り出し部の底面で貼り付いた状態

で出土したものである。石皿片と礫は、置き石であろう。貼床の土の中から土器片が1点出土したが、

他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したものであろう。

出十置物：土器～1は大型の甕の口縁部片である。円形刺突文が施される。内外面ともによく磨かれ、

ハケメは残らない。外面には煤が付着する。

石器など～1は安山岩のすり石（図Ⅳ-183右)、 2は軽石（図Ⅳ-183左）で、 ともに曠底面から

出土したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、置き石を有する土壌墓である。北東・南西壁にある掘り込みは、他には見

られないものである。袋状ピットと性格が同じものなのか、判然としない。曠底四隅に見られる張り

出し部分は曠底の小ピットと同じ性格を有するものか、 とも考えられる。頭位は南東方向で、曠底の
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大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため、性別・年令、埋葬姿勢など
は不明である。

P127 (図Ⅳ－185･186表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ･ 3 図版62･ 142)

位置:Q-5 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模: 1.36m×1.20m/0.98m×0.76m/0.68m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-33．－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合士が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半

裁し、南東側から調査を行う。覆土を60cm～80cm掘り下げたところで、礫が出土し、 また褐色粘質

土を検出した。褐色粘質土は薄く、その下で灰色粘土の堅い面を検出した。この面で鉄製品が出土し、

小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、灰色粘土上面を曠底面と判断した。また南

東壁で袋状ピットを検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。なお調査終了後、擴底

を断ち割ったところ、 95cm×50cmの範囲に灰色粘土が薄く入れられていることが判明した。

土層：覆土はほぼ1層である。褐色土、暗褐色土、灰色粘土小塊がまじり合った混合土である。覆土

上層には検出面周辺に見られる酸化鉄が混入していた。土層図6は曠底上にある褐色粘質土で、遺体

層と思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、堅い。曠底四隅の小ピットの壁側周辺は半円状

に、わずかに張り出している。 100cm×50cmの範囲に暗褐色粘質士が薄く広がっている。

壁：全体に垂直的に立ち上がっている。なお曠底面から約30cmほど上方までは垂直で、壁面は丁寧

に作られている。検出面からの壁高は、北東壁が62cm，南東壁が68cm、南西壁が61cm，北西壁が

58cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約50cm上方に作られている。開口部は18cmx

16cmの楕円形状で、斜め下方に約23clnほど掘り込んでいる。土器は入れられていない。壁面に対し

ての傾きは約67｡である。曠底の小ピット～曠底四隅付近の下場ライン上で4個検出された。径5cm

~7cm、深さ14cm～20cm，杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底上でその痕跡を確認で

きなかった。ただ擴底面付近の壁面の状態から見て、木榔が作られていた可能性がある。貼床～構築

面は軽石と灰色土がまじった軟質の士で、灰色粘土を薄く入れ、堅い遺体面を作ったものと思われる。

遠物出土状況：出土遺物総数は8点である。この内訳は土器4点、石器など3点、鉄製品1点である。

曠底付近からは石器2点、鉄製品1点が出土している。石器は、石皿片とすり石片で、南東壁側中央

付近から出土した。置き石である。鉄製品は鉄鎌で、 S.P.2の近くで出土しているが、立てられてい

たものと思われる。副葬品であろう。他の遺物は埋め戻しの土に混入したものである。

出土遺物：石器～1は扁平礫を素材とするすり石（図Ⅳ-185左)、石材は片麻岩である。 2は安山岩

の石Ⅲ片で、 1 ．2とも曠底出土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土壌墓である。副葬品

の鉄鎌は榔外に立てられていたものであろう。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と

思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P128 (図Ⅳ－187･ 188･ 189． 190･191 ･ 192表Ⅳ－4 ･ 5 ･ 6 ･ 8 表1 ･ 2 ． 3 図版63 ･

118･ 142･203･204･222．224)

位置:Q-5 R-5 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模: 1.46m×1.14m/0.94m×0.75m/0.60m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-8°－W 頭位：南

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で褐色土主体の土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸

方向で半裁し、南側から調査を行う。覆土を掘り下げ、南壁で袋状ピットを検出した。更に約55cm

ほど掘り下げたところで礫鉄製品が出土し、 この下で灰色粘土の堅い面を検出した。この面で小ピ

ットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、灰色粘土上面を曠底面と判断した。北側も同様

に掘り下げ、曠底面を検出した。 また南壁際で巾13cm、長さ40cm、深さ3cm～5cm、北壁際で巾

14cm、長さ30cm、深さ3cm～5cmのともに浅い溝状の落ち込みを検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土l層（土層図1）は褐色士＞灰黄色土、覆土2層（土層図

2～9）は混合士である。覆土3層（土層図10･11)黒褐色土である。覆土は埋め戻しの土で、壁側

には検出面付近で見られた酸化鉄が多く混入している。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部がやや高くなり、凹凸がある。堅い。 100cmx

50cmの範囲に褐色粘質土が薄く広がっている。

壁：全体的に立ち上がりは急傾斜である。検出面からの壁高は、東・北壁が60cm、南壁が58cm、西

壁が54cmである。

付属構築物：袋状ピット～南壁中央部、曠底から45cmほど上方に作られている。開口部は16cmx

14cmの円形状で、やや下方に約20cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を欠損する土器が1

個体、斜めに入れられている。ピットは土器よりやや大き目に掘り、胴部下に土を入れ、 しっかり固

定している。壁面に対してのピットの傾きは約70.である。曠底の小ピット～曠底四隅付近で4個検

出された。下場のラインより6cm～10cm内側にある。径6cm～8cm、深さ23cm～33cm、杭状で、

直立している。木榔痕～土層断面や擴底面でその痕跡を確認できなかった。ただ北と南壁際の曠底面

で浅い落ち込みが検出されたが、木榔痕かどうかはっきりしない。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は42点である。この内訳は土器10点、石器など25点、鉄製品7点である。

曠底付近からは、土器片1点、石器2点、鉄製品5点が出土している。土器片はⅦ群のもの、石器は

S.P. 1と2の付近にあるが、置き石であろう。鉄製品は直刀1点、小刀1点、鉄斧2点、鉄片1点で、

副葬品である。直刀は中央部やや束寄りで出土し、鉄斧と小刀は壁際で出土している。出土状態から
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見ると、壁際に立てられていたのではないかと思われる。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕がl個体

出土している。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したものであろう。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部を欠損する。他の袋状ピット出土の土器と同様に、意図的

に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。割れ口が波状になっており、意図的に形状を整えられた

可能性もある。頚部と胴部の境界には段が存在し、 この段に沿って竹管状の工具による刺突文が連続

的に施文される。頚部にはこの刺突に用いられた工具よりやや先端の細い竹管状の工具で、方形の文

様が施文される。外面はよく磨かれるが、内面は若干ハケメが残る。内面頚部から胴部上半はほぼ全

面に炭化物が付着する。外面は頚部に煤が付着し、胴部は被熱による赤変と煤の酸化消失がみられる。

石器～1 ． 2はともに曠底出土のたたき石で、扁平礫を素材としたもので、石材は1が安山岩、 2

が片麻岩である。

鉄製品～1は平棟平造りの直刀で、 フクラ切先である。区は両区で茎は真っ直ぐ㈱に延びる。茎の先

側に目釘穴をもつ。鞘は表面がほとんど腐食している。 2は平棟平造りの小刀・刀子で、切先はカマ

ス切先と判断する。区は両区で茎はやや先細りながら、真っ直ぐ、に延びる。柄、鞘などの木質は全く

残存しない。 3は平棟平造りの小刀・刀子で切先を欠いた刀身のみ残存する。4．5は袋状鉄斧で2

つが癒着した状態で出土した。4は比較的小型で、刃部と基部の境界が比較的明瞭なものである。 5

は刃部と基部の境界が不明瞭で、側面は基部から緩やかに湾曲しながら刃部に至る。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。
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図Ⅳ－189 P128出土の遺物

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われるc

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。南壁で

出土した鉄斧と小刀は、壁際に立てられていたものであろう。頭位は南方向で、曠底の大きさなどか

ら見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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P129 (図Ⅳ－193･ 194表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版64･ 118･148)

位置:Q-6 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模: 1.31m×1.04m/0.96m×0.72m/0.71m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方
形 長軸方向:N-64．－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半

裁し、南東側から調査を行う。覆土を約65cmほど掘り下げたところで鉄製品と礫が出土し、その下

に灰色粘土の堅い面を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、

灰色粘土上面を曠底面と判断した。 また南東壁で袋状ピットを検出した。北西側も同様に掘り下げ、

曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ1層で、埋め戻しの混合土である。土層図5は暗褐色粘質土で、遺体層であろう。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。中央部がややくぼむが、ほぼ平坦で、堅い。曠底の小ピ

ットの壁側は角形に張り出している。

壁：全体にほぼ垂直的に立ち上がっている。 とくに曠底面から約30cmほど上方は垂直で、壁面は丁

寧に作っている。検出面からの壁高は、北東壁が64cm，南東壁が66cm、南西壁が68cm、北西壁が

71cmである。なお曠底の小ピット周辺の壁は、巾8cm、奥行き5cmほどの角柱状に張り出し、上方

35cm～40cmでオーバーハングしている。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約40cmほど上方に作られている。開口部は

14cm×13cmのほぼ方形状で、約21cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられていない。曠

底の小ピツトー曠底四隅付近の下場のライン上に4個検出された。径6cm～7cm、深さ20cm~

28cm、杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底でその痕跡は確認されなかったが、曠底付

近の壁面の状態から見て木榔が作られていた可能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は25点である。この内訳は土器20点、石器など3点、鉄製品2点である。

曠底面からは礫2点、鉄製品2点が出土している。礫は南東壁側中央部で出土していて、置き石であ

る。鉄製品は小刀（図Ⅳ 129下） と刀子（図Ⅳ 129上）で、中央部付近やや北東寄りのところから、

少し離れて斜めの状態で出土した。副葬品である。南東壁際、曠底から1Ocmほど上方で、口縁部を

南西方向にして、横倒しで押しつぶされたような状態でⅦ群の小型の甕がl個体出土した。袋状ピッ

トから落ちたのではなく、立てられていたものが倒れたものと思われる。他の遺物は覆土中出土のも

ので、埋め戻し土に混入したものである。

出十貴物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頚部にかけての1／3を欠損する。頚部と胴部の境界

には不明瞭ながら段が存在する。頚部は短く、あまり外反せず口縁に至る。内外面ともに磨かれハケ

メの残る箇所は少ないが、頸部はミガキが施されず、ハケメの後ナデにより磨り消している。内面に

は炭化物が少量付着し、外面には口縁部から胴部上半にかけて煤が多量に付着する。

礫～1 ．2とも曠底出土の自然礫。石材は1が安山岩（図Ⅳ-129左)、 2は石材不明のもの（図Ⅳ

-129右）である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土塘墓である。南東壁際

で出土した一個体の土器は埋葬時に用いられたものと思われる。頭位は南東方向で、擴底の大きさなど

から見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P130 (図W-195･ 196･ 197表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版64｡65･118･ 143)

位置:Q-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.60m付近のところに位置する。

規模: 1.25m×1.12m/0.97m×0.82m/1.02m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:N-52。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中に黒褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約95cmほど掘り下げたところで、鉄製品や礫が出土し、そ

の下で堅い面を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、曠底面

と判断した。南東壁で袋状ピットも検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。なお、

北西壁の下半部はオーバーハング気味に張り出していた。

土層：覆土はほぼ4層に分けられる。覆土l層（土層図l)は砂質の黒褐色土である。覆土2層（土

層図4～7‘） と覆土3層（土層図8）は混合土である。覆土4層（土層図9）は曠底上にある土で、

暗黄色土に灰色粘土小塊が混入する土である。覆土は全体に混合土状の埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。曠底の士は軽石十灰黄色砂質土の堅い土である。平坦。

曠底面の一部には褐色粘質土が薄く見られる。北西壁には巾約40cm、奥行き約18cmほどの張り出部

がある。

壁：立ち上がりは全体に垂直的である。北西壁の張り出し部分は曠底面から約40cmほど上方まで掘

り込んでいる。検出面からの壁高は、北東壁が95cm、南東壁が99cm、南西壁が100cm、北西壁が

102cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁やや西寄り、曠底面から約30cm上方に作られている。開口部は

16cm×16cmの五角形状で、やや斜め下方に約20cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部～胴部

を欠損する土器がl個体斜めに入れられている。ピットは土器よりわずかに大きく掘り、胴部下に土

を入れて、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約60｡である。曠底の小ピット～

曠底四隅付近の下場のライン上に4個検出された。径6cm、深さ15cm、杭状で、直立している。木

榔痕～土層断面や曠底面などでその痕跡は確認されなかった。貼床～作られていない。
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遺物出土状況：出土遺物総数は18点である。この内訳は土器4点、石器など7点、鉄製品7点である。

曠底面からは石器など2点、鉄製品7点が出土している。石器などはS.P.2の東側に2個かたまって

いる。置き石であろう。鉄製品は直刀5点、刀子1点、鉄環1点で、副葬品である。これらは曠底中

中央部にあり、長軸方向に対して斜めに置かれている。袋状ピットからは口縁部～胴部を欠損するⅦ

群の小型の甕が1個体出土している。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したもので

ある。

出士漬物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頚部を欠損する。他の袋状ピット出土の土器と同様に、

意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界には段が存在する。頚部には細

い沈線で、鋸歯状文が描かれる。胴部外面には輪積みの痕跡が確認できる。胴部外面はよく磨かれる

が、頚部にはハケメが残り、胴部内面はほとんど磨かれない。頚部内面に少量の炭化物が付着し、外

面は胴部を中心に多量の煤が付着する。

石器など～1 （図左Ⅳ－195上）は扁平礫を素材とするすり石片、 2 (図右Ⅳ 195下）は自然礫で、

1 ．2とも曠底出土のもので、石材はともに片麻岩である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピッ}､、塘底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。本遺構

では副葬品である鉄製品が、直刀、刀子など7点が入れられている。 しかもこれらは擴底の対角線上

にあり、置き石、袋状ピットもこの延長線上にある。このような位置関係や鉄製品の多さは他の遺構

では見られないものである。追葬が行なわれたのかも知れない。なお北西壁の張り出し部はどのよう

な性格のものかはっきりしない。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、

人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P131 (図Ⅳ－198･ 199･200･201 表Ⅳ－4 ． 5 ･ 6 表1 ･ 2 ･ 3 図版65･66･ 118･ 205･

206．224．225）

位置:Q-7 R-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.60m付近のところに位置する。

規模: 1.37m×1.16m/0.98m×0.84m/1.05m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-57｡ W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約100cmほど掘り下げたところで、鉄製品と礫が出土した。

この下にある褐色粘質土を除去し、灰色砂質土を検出する。この面で壁の立ち上がりを確認したこと

から、灰色砂質土上面を曠底面と判断した。南東壁で2個の袋状ピットを検出した。北西側も同様に

掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（土層図1）は灰白色粘土である。覆土2層（土層図

2～6）は混合土である。覆土3層（土層図7 ． 8）は粘質士で、土層図8が遺体層と思われる。覆

土1 ． 2層は埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。曠底の土は砂礫層で、その上に薄く灰色砂質土を入れて

いる。中央部がやや高くなっているが、ほぼ平坦で、軟質である。

壁：立ち上がりは垂直的である。検出面からの壁高は、北東・北西壁が92cm，南東壁が105cm、南西

壁が96cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部（右） と南東側コーナー付近（左）に1個ずつ検出された。

右の袋状ピットは曠底から約40cm上方に作られている。開口部は22cm×15cmの長円形状で、やや斜

め下方に約24cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁～胴部を欠損する土器が1個体斜めに入れ

られている。ピットは土器より大きく掘り、胴部下に土を入れ、 しっかり固定している。壁に対して

のピットの傾きは約50.である。左の袋状ピットは曠底から約25cm上方に作られている。開口部は

22cm×17cmの楕円形状で、やや斜め下方に約20cmほど掘り込んでいる。ピット内に土器は入れられ

ていない。壁面に対してのピットの傾きは約65・である。曠底の小ピット～検出されていない。木榔

痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確認されていない。貼床～明瞭な貼床は認められないが、砂礫上

に灰色砂質士を薄く入れ、遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は18点である。この内訳は土器11点、石器など3点、鉄製品4点である。

曠底付近からは礫2点、鉄製品4点が出土している。礫は置き石である。鉄製品は直刀1点、小刀3

点で、副葬品である。中央部やや南西寄りで出土し、直刀の下に小刀が2点重なっていた。袋状ピッ

トからは口縁部～胴部が欠損するⅦ群の小型の甕が1個体出土した。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部から胴部上半の約半分を欠損する。他の袋状ピット出土の

土器と同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。頚部と胴部の境界には明瞭な段は

存在せず、竹管状工具による連続する押引き文により区画される。口縁には円形刺突文が施される。

口縁端部は内側に折り曲げられており、おそらく上面観は輪花状になるものと考えられる。内外面と

もよく磨かれるが、内面は一部にハケメが残る。輪積みの痕跡が内面に残る。内面には炭化物が付着

し、外面は口縁部から頸部にかけて煤が付着し、胴部には被熱による赤変と、煤の酸化消失がみられ

る。

石器など～1 （図Ⅳ 198右) ･ 2 (図Ⅳ-198左） とも擴底から出土した自然礫で、接合した。石

材は安山岩である。

鉄製品～1は平棟平造りの直刀で、 フクラ切先である。区は両区で、茎は先端に向かって幅を狭め
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袋状ピット内の土器出土状況図

図Ⅳ－199 P131 (2)

ながら真っ直ぐ．に延びる。茎の先側に目釘穴をもつ。鞘は腐食が著しくほとんど残存しない。 2'よ〃｡ ‘っ二つ但、ヤー延U､'Oo=(/ﾉ九'|則1－日亜｣バセもつo鞘はﾉ碕食か者しくはとんど残仔しない｡ 2･3

は小刀・刀子2点が癒着した状態で出土した。 2は平棟平造りで、切先を欠く。区は両区で茎は真っ

直ぐに延びる。柄は木製の柄本体の上から、木製と鹿角製のカバーを2枚合わせに貼り合わせ、柄頭

は鹿角製の柄頭がソケット状にはめ込まれる。 3は平棟平造り、 フクラ切先である。区は両区で茎は

真っ直ぐ．に延びる。柄は木製の柄本体の上に植物繊維の紐を巻き、その上から木製のカバーを2枚合

わせに貼り合わせる構造である。4は平棟平造りの小刀・刀子で、切先はカマス切先であろう。区は

両区で茎は元から先を欠く。柄には樹皮を巻き、その上から漆を塗布して固めているようである。鞘

は残存状態が悪く、痕跡的に木質が付着する。切先には骨が付着する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土曠墓である。本遺構には2個の袋状ピ

ットがあるが、副葬品との位置関係から見て、同時期のものかどうかははっきりしない。追葬の可能

性もある。頭位は南東方向で、塘底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存してい

ないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P132 (図Ⅳ－202･203表Ⅳ－4 表1 ･ 2 図版66･119)

位置:R-8 南から北へわずかに傾斜する標高24.70m付近のところに位置する。

規模: 1.30m×1.04m/0.66m×0.53m/0.44m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-42。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を20cm～30cm掘り下げたところで、土器が出土した。土器の

わずか下に暗灰色の堅い面を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したこと

から、暗灰色士上面を曠底と判断した。南東壁に袋状ピットも検出した。北西側も同様に掘り下げ、

調査を行う。

土層：覆土は1層で黒褐色士を主体とする埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。砂質士で、平坦で、堅い。 80cm×40cmの範囲に黒褐色粘質土が薄く

広がっている。

壁：全体的に急傾斜で立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東・北西壁が38cm、南東壁が

44cm、南西壁が40cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約20cm上方に作られている。開口部は16cmx

16cmの円形状で、やや斜め下方に約19cmほど掘り込んでいる。ピット内には土器は入れられていな

い。壁面に対してのピットの傾きは約70.である。曠底の小ピット～北東と南西壁に2個ずつ、計4

個検出された。径3cm～5cm，深さ6cm～10cm、杭状で、直立する。木榔痕～土層断面や曠底面

でその痕跡を確認されていない。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は10点である。この内訳は土器4点、石器など6点である。曠底面から

遺物は出土していない。北東壁側南東寄り、曠底より3cm～5cm上方で出土した土器はⅦ群の小型

の甕で、口縁部を北側に向け斜めに倒れた状態で出土していた。他の遺物は覆土中出土のもので、埋

め戻し土に混入したものであろう。

出土遠物：土器～1は中型の甕である。頚部と胴部の境界は不明瞭で、細い沈線により区画される。

底部にハケメが若干残る以外、外面はよく磨かれる。内面はミガキが粗くハケメが残るほか、多くの

部分でミガキの上からもハケメを確認できる。内外面ともに炭化物、煤が付着し、特に外面は全面に

煤が付着する。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、塘底の小ピットを有する土曠墓である。曠底直上付近で出土した1個体の

土器は、倒れている方向から見て、頭の上に置かれていたのであろう。頭位は南東方向で、曠底の大

きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遺存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不

明である。
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~

O

’ 1 ， ，

図Ⅳ－203

10cm

P132出土の土器

P139 (図Ⅳ－204･205表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版67･ 143)

位置:Y-3 南東から北西へわずかに傾斜する標高23.60m付近のところに位置する。

規模: 1.20m×1.05m/0.93m×0.74m/0.54m 平面形：検出面～楕円形状曠底面～丸味のある長

方形 長軸方向:N-70.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で風倒木痕と重複する楕円形状の落ち込みを検出した。風倒木痕

を掘り、検出面を精査してから落ち込みの平面形を再度確認した。短軸方向で半裁し、北西側から調

査を行う。覆土を約50cmほど掘り下げたところで灰黄色土の堅い面を検出した。この面で小ピット

を検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、 この灰黄色土の面を曠底面と判断した。南東側も同

様に掘り下げ、擴底面を検出した。

土層：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（土層図1）は灰黄色粘土小塊、覆土2層（土層図2）

は暗褐色土主体の土、覆土3層（士層図3）は黒褐色土主体の軟質土である。覆土l～3層は埋め戻

しの士である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。平坦で、堅い。ただ中央部分が若干くぼみ、 64cm×40cm範囲に暗褐

色粘質土が薄く広がっている。S.P.1とS.P.2の間に20cm×20cmほどの範囲が皿状にくぼんでいた。

壁：全体に立ち上がりは急傾斜である。検出面からの壁高は、北東壁が48cm、南東壁が32cm、南西

壁が50cm，北西壁が45cmである。

付属構築物：袋状ピット～北東から南にかけては風倒木痕により上方が破壊されているため不明で、

残存部分では検出されなかった。曠底の小ピット～曠底四隅付近で4個検出された。下場のラインよ

り3cm～8cln内側にある。径4cm～6cm、深さ23cm～30cm，杭状で、直立している。木榔痕～土

層断面や曠底面でその痕跡は確認されなかった。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は30点である。この内訳は土器24点、石器など6点である。曠底付近か

らは石器など3点が出土した。このうち礫1点は曠底より約5cmほど上方で出土し、他のすり石と

礫が南東側の曠底の小ピットの間で出土している。置き石と思われる。他の遺物は覆土中からの出土

で、埋め戻し士に混入したものである。
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出十遺物：石器など～1 （図右Ⅳ-202上）は断面が三角形の礫の稜をすったすり石で、石材は安山

岩。 2 （図Ⅳ-202右上)、 3は砂岩の自然礫である。 1 ･2は曠底面、 3は曠底直上で出土したもの

である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、曠底の小ピット、置き石を有する土壌墓である。頭位は南東方向、曠底の大きさなどか

ら見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P143 (図Ⅳ－206･207･208表Ⅳ－4 ． 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版67．68･ 119･ 143)

位置:R-7 S-7 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模:0.90m×0.78m/0.80m×0.62m/0.47m 平面形：検出面～楕円形曠底面～長方形状

長軸方向:N-65.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で一括遺物が出土し、その周辺で暗灰黄色土が楕円形状に広がる

落ち込みを検出した。短軸方向で半裁し、北西側から調査を行う。覆土を掘り下げたところ覆土中の

壁際で鉄製品などの遺物が出土し、それらを残し約40cmほど掘り下げ、灰色粘土の面を検出した。

この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりも確認したことからこの灰色粘土の面を曠底と判断した。

南東側検出面で出土した一括遺物を、写真撮影、実測ののち取り上げ、平面形を再度確認し、覆土を

掘り下げたところ、すぐ下で袋状ピットを検出した。更に覆土を約30cmほど掘り下げ、鉄製品、灰

色粘土の面を検出した。調査終了後曠底を断ち割ったところ、構築面は皿状にくぼんでいることが判

明した。

土居：覆土はほぼ2層である。覆土1層（土層図1～4）は混合土状の土で、覆土2層（土層図5）

は黒褐色土主体の砂質土である。覆土1 ． 2層とも埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層中を掘り込んで構築している。平坦で、堅い。

壁：北東・南西壁は曠底から約20cm上方までは垂直に立ち上がり、段を作っている。南東・北西壁

はほぼ急傾斜の立ち上がりである。検出面からの壁高は、ほぼ43cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約30cm上方に作られている。開口部は23cmx

21cmの逆三角形状で、ほぼ水平に約22cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部の一部を打ち欠
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1 1 ． 暗黄色土（軟質）

12． 黄色粘質士

bａ 24．60m

一一国一一一一一～、

＝． ＄○、、〆P

／′

／ 、
〆 、~〃

／ 、／

24，60m 24．60m

、／

？
SP1 SP2

24．60m 24．60m

検出面遺物出土状況図
S・P3

0 20cm SP4
I

図Ⅳ－206 P143 (1)
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－207 P143 (2)

いた土器が斜めに入れてある。ピットは土器より大き目に掘り、胴部の下に土を入れ、 しっかり固定

している。曠底の小ピット～曠底四隅付近の下場のライン上に4個検出された。S.P. 1 ･ 2は径6cm、

深さ6cmほどで、先端部丸<、直立している。S.P.3 ･ 4は径6cm，深さ12cm～23cm、杭状で、直

立している。木榔痕～土層断面や曠底でその痕跡は確認できなかったが、北東・南西壁で曠底より約

20cm上方が段になっていることから考えると、木榔を作っていた可能性がある。貼床～構築面は皿

状にくぼみ(50cm×50cmの範囲)、そこに8cmほど灰色粘土を入れて、遺体面を作っている。

遺物出土状況：出土遺物総数は238点である。この内訳は土器210点、石器など24点、鉄製品4点であ

る。曠底面から遺物は出土していない。検出面でⅦ群の土器片181点、 フレイク2点出土した。壁際

でⅦ群の土器片1点、鉄製品4点が出土している。このうちS.P. 1の南西側で出土した鉄製品は鉄斧

で、出土位置やその出土状態から見て、榔外に立てられていたものと思われる。他の鉄鎌1点、刀子

2点も下場のラインより壁側で出土していることから、榔外に入れられたものと考えられる。なお覆

土中出土の礫は置き石かと思われるが、曠底面から約15cmほど上方にある。袋状ピットからはⅦ群

の高台付小型の甕が1個体出土している。検出面出土の一括土器はほぼ正立した底部があり、本来原

位置に置かれたものであろう。

出土遣物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頚部の一部を欠損する。他の袋状ピット出土の土器と

同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。底部は高さ約5cmの高台をもち、内部

は中空である。この中空部分はあらかじめ細長い高台を造った後、底部内面に直径約3.5cmの円形の

粘土板を貼り付けることにより作り出されている。高台内の中空部分には直径約7mmの土玉が納め
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図Ⅳ－208 P143出土の遺物

られている。土器を振るとかすかに音がすることから、一種の楽器として機能したのではないかと考

える。頚部と胴部の境界には不明瞭ながら段が存在する。口縁端部は面取りされる。内外面ともによ

く磨かれ、口縁部内面を除きハケメは確認できない。内面は胴部上半を中心に炭化物が付着し、外面

は口縁部から胴部上半のほぼ全面に煤が付着する。胴部下半から底部にかけて、被熱による煤の酸化

消失と赤変が見られる。

2は中型の甕で、口縁部から頚部を欠損する。外面は全面磨かれるがミガキの上からハケメを確認

できる。内面はミガキが粗く、ハケメが多く残る。内面は胴部下半を中心に炭化物が付着し、外面は

煤が少量付着する。

石器など～1は黒曜石のスクレイパーで、下端部に刃部を作っている。 2は安山岩の自然礫。 1は

南西壁の覆土中、 2は曠底から約15cmほど上方で出土したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石（？） を有する土壌墓である。

検出面で出土した一括土器は埋葬時の供献土器であろう。袋状ピット出土の土器は小型の甕に空洞の

高台をつけ、その中に士玉を入れている。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思わ

れるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。
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P145 (図Ⅳ－209･210表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版68･69･ 120･143)

位置: P-6 南から北へわずかに傾斜する標高24.60m付近のところに位置する。

規模:0.90m×0.90m/0.68m×0.69m/0.83m 平面形：検出面～楕円形塘底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-49.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で混合土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で半

裁し、南東側から調査を行う。覆土を約80cmほど掘り下げたところで、礫と鉄製品が出土し、暗褐

色粘質士を検出した。暗褐色粘質土は薄く、その下に砂質土があり、 この面で小ピットを検出し、壁

の立ち上がりを確認したことから、 この砂質土上面を擴底面と判断した。南東壁で袋状ピットも検出

した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はほぼ2層に分けられる。覆土l層（土層図1～9）は暗灰黄色土主体の混合土で、埋め

戻しの土である。部分的に軟質の黒褐色土が見られるが、全体に軟質の砂質土である。覆土2層（土

層図10)は暗褐色粘質土で、遺体層と思われる。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。平坦で、軟質。 70cm×40cmの範囲に褐色粘質土が薄く

広がっている。なお南東側の2個の礫の間には14cm×14cmの円形状に少しくぼんだ部分が見られた。

壁：全体に内湾気味に垂直的に立ち上がっている。 とくに曠底から40cmほど上方までは垂直で、丁

寧に作っている。 また北東と南西壁には、部分的ではあるが、灰色粘土（厚さ1cm～2cm、高さ

30cm～40cm)が壁に貼り付くように検出された。検出面からの壁高は、北東壁が75cm、南東壁が

78cm、南西壁が82cm、北西壁が79cmである｡

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約40cm上方に造られている。開口部は16cmx

13cmの長方形状で、斜め下方に約18cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁～胴部を欠損する土

器が1個体斜めに入れられている。ピットは土器とあまりちがわない大きさに掘り、底部付近には土

を入れ、 しっかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約40°である。曠底の小ピット～曠

底四隅付近の下場のラインより約lOcmほど内側に4個検出された。径5～6cm、深さ1lcm～22cm、

杭状で、直立している。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡は確認できなかった。ただ曠底面付近

の壁面の状態や、裏込め状の灰色粘土から見て、木榔が作られていた可能性がある。貼床～作られて

いない。

遺物出土状況：出土遺物総数は5点である。この内訳は土器2点、石器など2点、鉄製品1点である。

曠底からは石器など2点、鉄製品1点が出土している。すり石片と軽石は南東側、曠底の小ピットよ

り中央部寄りに1点づつ出土している。置き石である。鉄製品は刀子で中央部で出土している。副葬

品であろう。袋状ピットからはⅦ群の小型の甕が1個体出土している。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部から胴部上半を欠いている。他の袋状ピット出土の土器と

同様に、意図的に打ち欠かれた後埋納されたものであろう。内外面ともに炭化物、煤が厚く付着する

ため、調整が読みとりにくいが、外面はナデにより調整され、内面はハケメがほぼ全面に残る。内外

面とも輪積み痕が確認できる。

石器など～1 （図Ⅳ-209右）は扁平礫を素材とするすり石片で、石材は安山岩。 2 （図Ⅳ-209左）

は軽石である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土壌墓である。検出面
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は楕円形状であるが、検出面から約35cmほど下からは、南東壁がやや弧状になるが、他は綺麗な長

方形である。置き石の間には頭部分をおもわせる14cm×14cmの円形状のくぼみが見られる。頭位は

南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため、性別・年令、

埋葬姿勢などは不明である。

P146 (図Ⅳ－211･212･213表Ⅳ 4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版69･ 120･ 143)

位置: S－4 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.11m×0.90m/0.80m×0.54m/1.02m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-55.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で風倒木痕と重複する楕円形状の落ち込みを検出した。風倒木痕

を掘り、平面形を確認してから短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を90cmほど掘り下

げたところで遺物がまとまって出土したため、北西側も遺物出土面まで掘り下げ、遺物全体を検出す

る。写真撮影、実測ののち遺物を取り上げ、南東側を約5cmほど掘り下げて暗灰黄色土の面を検出

した。この面で礫や鉄製品が出土し、小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから、 この

灰黄色土の面を曠底面と判断した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。 また南東側で袋状

ピットも検出した。なお、調査終了後曠底を断ち割ったところ曠底面下が皿状にくぼんでいるのが判

明した。

土層：覆土はほぼ7層に分けられる。覆土1層（土層図1 ． 2） と覆土2層（土居図3 ． 3'）は混合

土、覆土3層（士層図4）は黒褐色粘質土である。覆土4層（士層図5）は暗褐色土主体の混合土、

覆土5層（土層図6）は黒褐色粘質土、覆土6層（土層図7 ． 8）は暗褐色土である。覆土7層（土

層図9）は褐色粘質土で、遺体層と思われる。覆土1～6層は埋め戻しの土で、黒褐色粘質土と混合

土が交互に入れられている。

曠底：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。やや軟質で、平坦である。

壁：全体に垂直的な立ち上がりである。 とくに曠底面から30cm～40cm上方は垂直で、丁寧に作って
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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いる。曠底四隅コーナー付近は、巾6cm～1Ocm、奥行き5cm～6cmの半円状の張り出しがあり、

上方はオーバーハングしている。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約40cm上方に作られている。開口部は28cmx

20cmの楕円形状で、斜め下方に約26cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を欠損する土器が

1個体斜めに入れられている。ピットは土器より少し大き目に掘り、胴部下に土を入れ、 しっかり固

定している。壁面に対してのピットの傾きは約40・である。曠底の小ピット～曠底四隅の下場のライ

ン上に4個検出された。径5cm～8cm、深さ16cm～21cm、杭状で、直立している。木榔痕～土層

断面や曠底面で、その痕跡は確認できなかった。ただ曠底面付近の壁面の状態から見て、木榔が作ら

れていた可能性がある。貼床～構築面は皿状にくぼんでいる。その上に約6clnほど暗灰黄色土を入

れ、遺体面を作っている。
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

遺物出土状況：出土遺物総数は94点である。この内訳は土器73点、石器など18点、鉄製品3点である。

曠底面からは礫2点、鉄製品2点が出土した。礫は南東側中央部付近から出土していて、置き石と思

われる。鉄製品は刀子と鉄鎌で、中央部北東壁寄りのところで、 2点上下に重なって出土した。副葬

品である。曠底直上から一括出土した遺物は44点で、Ⅶ群の土器43点、礫片1点である。袋状ピット

からは口縁部が一部欠損するⅦ群の高台付きの小型の甕がl個体出土した。

出士置物：土器～1は小型の甕で、口縁部から胴部上半の約1/2を欠く。頚部と胴部の境界は不明

瞭だが段が存在する。外面はよく磨かれるが、 ミガキの上からハケメを確認できる。内面はミガキの

密度が粗いため、ハケメが残る。内外面ともに炭化物、煤が全面に付着する。外面の胴部下半では被

熱による煤の酸化消失が確認できる。

2は、中型の甕である。頚部と胴部の境界には明瞭な段が存在し、 さらに沈線が引かれる。また、

この沈線の上下には竹管状の工具による刺突文が連続して施される。頚部には細い沈線と列点文を組

み合わせた文様が、約6cmをl単位として全周に施文される。口縁部には2個1単位の円形刺突文

が施される。内外面ともによく磨かれハケメは残らない。内外面とも炭化物、煤が付着し、胴部下半

には被熱による煤の酸化消失がみられる。

石器など～1は曠底出土の安山岩の礫片で、 この2点は接合した。 2は一括出土遺物の上で出土し

た表面ツルツルの安山岩の円礫である。3は覆土上層で出土した安山岩のすり石片。たたき痕が見ら

れる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出十十器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、擴底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土壌墓である。曠底直

上で出土した一括遺物は、遺体埋葬時、木榔上に置かれたものと思われる。頭位は南東方向で、曠底

の大きさなどから見て、屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年令、埋葬姿勢な

どは不明である。

P150 (図Ⅳ－214･215表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ． 2 ･ 3 図版70･ 120･144)

位置: P-9 ･ 10南から北へわずかに傾斜する標高24.90m付近のところに位置する。

規模: 1.49m×1.45m/0.66m×0.62m/0.12m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-36° －W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅳ層中で黒褐色土が丸味のある長方形状に広がる落ち込みを検出した。

短軸方向で半裁し、南東側から調査を行う。覆土を掘り下げたところすぐに南東壁側で一括土器が出

土した。土器を残し更に10cmほど掘り下げ、灰黄色土の堅い面を検出した。この面で礫と鉄製品が

出土し、壁の立ち上がりを確認したことから、灰黄色土上面を曠底面と判断した。北西側も同様に掘

り下げ、曠底面を検出した。

土居：覆土は2層に分けられる。覆土1層（士層図1）は混合土、覆土2層（土層図2）は黒褐色土

主体の土である。覆土1 ． 2層は埋め戻しの士である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘って構築している。やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。一括出土土器の北東

側で、 24cm×24cmの円形状の範囲で、骨片が散在し、 ノリ状のものも見られた。

壁：立ち上がりは垂直的である。

付属構築物：袋状ピット～上方が削平されているため不明であり、残存部分からは検出されなかった。
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W擦文時代～統縄文時代の遺構と遺物

曠底の小ピット ・木榔痕・貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は21点である。この内訳は土器17点、石器など3点、鉄製品1点である。

擴底からは石Ⅲ片1点、鉄製品1点が出土し、石皿片は南東壁中央付近で出土し、置き石と思われる。

鉄製品は刀子で、中央部北東壁寄りで出土した。副葬品である。南東壁際で出土した一括土器はⅦ群

のもので、石Ⅲ片の約2cm～3cm上で出土した。

出十置物：土器～1は小型から中型の甕で、胴部下半のみが残存する。いわゆる「擦文土器」に位置

づけられる個体である。底部は直径が大きくほとんど外反しない。また、一度底部を整形した後、改

めて粘土紐を貼り付けて底部を厚く作り直している。内外面ともにほとんど磨かれず、ハケメが残る。

内面は底部を除き全面に炭化物が付着する。

石器～1は曠底で出土した安山岩の石皿片である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、鉄製品の副葬品、置き石を有する土墳墓である。頭位は南東方向で、曠底の大きさなど

から見て伸展葬であろうと思われる。性別等については不明である。

P179 (図Ⅳ－216図版70)

位置:T 13 規模: 1.22m×0.79m/1.10m×0.72m/0.10m 平面形：隅丸長方形

長軸方向:N-42o－W

確認・調査：周辺は耕作のためⅢ層まで削平されており、 I層除去後のⅢ層で検出した。南北方向に

幅5cmのサブトレンチを設定し、遺構の深さ、覆土の状況などを確認した。その後、 このサブトレ

ンチを基準に幅10cmのセクションベルトを設定し、両側を掘り下げた。検出面から3cm～4cm掘り

下げたところ、東側の壁際で、歯のエナメル質と思われる白色の小破片が出土した。周囲の土の色が

やや暗灰色に変色しており、遺体の痕跡ではないかと推測した。暗灰色に変色した土の範囲を精査し

たところ、上下の歯列を確認した。下側の臼歯が最もよく残存しており、切歯と思われる部分も一箇

所だけ確認した。 また、範囲を広げてさらに精査を続けたところ、糊状になった頭骨の一部を確認し

た。人骨および遺構の実測、写真撮影の後、遺体の頭部付近を30cm×30cmの範囲で切り取り、取り

上げた。

土層： 3層に分層したが、全て埋め戻しによる堆積である。土層1と土層3の間に黒色土の間層を挟

む。

曠底：ほぼ平らであるが、細かい凹凸がある。

壁：ほぼ垂直に立ち上がる。

付属構築物：曠底の四隅で柱穴と思われる小ピットを確認した。

遺物出土状況：出土していない。

重複・新旧関係：なし

時期：出土遺物はないが、墓曠の形状が長方形に近いこと、検出面からの深さが10cmと浅いことか

ら、続縄文時代末～擦文時代の土曠墓の中でも新しい時期の特徴を示しているものと考える。 （石井

淳平）
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

P203 (図Ⅳ-217･218表Ⅳ－4 ･ 5 表1 ･ 2 ･ 3 図版71･ 120･ 144)

位置:V-6 南から北へ傾斜する標高23.90m～24.00mのところに位置する。

規模: 1.07m×0.76m/0.78m×0.52m/0.48m 平面形：検出面～楕円形曠底面～長方形状

長軸方向:N-42。－W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で暗褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約1Ocmほど掘り下げ南東壁際で礫などが出土した。これら

を残し、約35cmほど掘り下げ黒褐色粘質土を検出した。黒褐色粘質土は薄く （層厚2cm～3cm)、

このすぐ下で軟質の灰色土を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したこと

から、灰色十|菟面を擴底と判断した。北東・南西壁には灰色粘土＞褐色との汚れた土が貼り付くよう

に見られた。南東壁で袋状ピットも検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土居：覆土はほぼ3層に分けられる。覆土1層（土層図1)は流れ込み状の自然堆積土である。覆土

2層（土層図2～4）は黒褐色士主体の土である。覆土3層（土層図5）は曠底上にある土で、黒褐

色粘質土である。遺体層である。覆土2層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層中に構築している。中央部がややくぼみ、軟質である。曠底の小ピット周辺の壁側は巾

1Ocm、奥行き4cmほどの半円状に張り出している。

壁：曠底から約30cmほどは垂直で、その上は外傾している。検出面からの壁高は、南東壁が48cm、

他は41cm前後である。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底から約20cm上方に作られている。開口部は19cm><

19cmの方形状で、やや斜め下方に約23cmほど掘り込んでいる。ピット内には口縁部を欠損する土器

がl個体斜めに入れられている。ピットは土器よりわずかに大き目に掘り、胴部下に土を入れて、 し

っかり固定している。壁面に対してのピットの傾きは約70.である。曠底の小ピット～曠底四隅付近

のほぼ下場のライン上に6個検出された。S.P.1～4は径4cm～6cm、深さ13cm～18cm，杭状で直

立している。S.P.5 ･ 6はやや浅いものである。木榔痕～土層断面や曠底面でその痕跡を確認できな

かったが、曠底付近の壁面の状態や、北東・南西壁にあった灰色土の土などから見て、木榔が作られ

ていた可能性がある。貼床～作られていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は75点である。この内訳は土器29点、石器など45点、鉄製品1点である。

曠底面から遺物は出土していない。壁際からⅦ群の土器片2点、すり石と礫が各1点、鉄製品1点が

出土した。これらは木榔外に入れられたものではなかろうか。鉄製品は刀子である。袋状ピットから

は口縁部を欠損するⅦ群の小型の甕がl個体出土した。他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土

に混入したものである。

出土遺物：土器～1は小型の甕で、口縁部から頸部のほとんどを欠く。頚部と胴部の境界は沈線で区

画される。 ミガキは胴部外面のみ全面に施されるが、頚部外面や内面は磨かれないか、 ミガキが粗い

ためハケメが残る。内外面ともに炭化物、煤が付着し、胴部には被熱による煤の酸化消失がみられる。

石器など～1は扁平礫を素材とする安山岩のすり石片で被熱している。 2は安山岩の自然礫で、 と

もに覆土壁で出土したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器や遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピットを有する土曠墓である。壁際出土の遺物は共伴遺物と思わ

れる。頭位は南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していない
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塊が少量混入軟質）

3．黒褐色土（灰色粘土小

塊が微量混入軟質

ボソボソ）

4．黒褐色土（灰色粘土小

塊が少量混入）

5． 黒褐色粘質士

6． 淡灰黄色粘質士

7．黒褐色土

蕊

〃

側面

’

0 20cm

~一雨-~ぐ
~

l~

j 袋状ﾋｯﾄ内の土器出土状況図

図Ⅳ－217 P203
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1V擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－218 P203出土の遺物

ため、性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。なお、曠底の小ピットが6個検出されており、追葬

が行われている可能性がある。

P207 (図Ⅳ－219･220表Ⅳ－5 表1 ． 2 ･ 3 図版72･ 144)

位置:Y-4 東から西へ傾斜する標高23.50mから23.30mのところに位置する。

規模:0.92m×0.74m/0.67m×0.58m/0.34m 平面形：検出面～楕円形曠底面～丸味のある長方

形 長軸方向:N-43° －W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を約30cmほど掘り下げたところで、礫と鉄製品が出土し、灰

黄色土の堅い面を検出した。この面で小ピットを検出し、壁の立ち上がりを確認したことから擴底面

と判断した。南東壁で袋状ピットの浅い掘り込みも検出した。北西側も同様に掘り下げ、曠底面を検

出した。

土居：覆土はほぼ2層である。覆土1層（土層図1）は黒褐色土に灰黄色粘土、軽石のまじる土であ

る。覆土2層（土層図2）は混合土で、覆土l ･ 2層は埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。中央部がやや高くなり、凹凸はあるが、堅い。

壁：全体に急傾斜で立ち上がっている。検出面からの壁高は、北東壁が32cm、南東壁が34cm、南西

壁が12cm、北西壁が30cmである。

付属構築物：袋状ピット～南東壁中央部、曠底面から約8cm上方に作られている。開口部は12cm><

12cmの楕円形状で、約8cmほど掘り込んでいる。土器は入れられていない。曠底の小ピット～曠底

四隅の下場のライン上に4個検出された。径4cm、深さ10cm～19cm、杭状で、直立している。木榔

痕～土層断面や曠底面でその痕跡を確認されなかった。貼床～作られていない。

這物出土状況：出土遺物総数は12点である。この内訳は土器5点、石器など5点、鉄製品2点である。

曠底からは石器など2点、鉄製品2点が出土している。たたき石と礫は中央部南東寄りで出土してい

る。置き石である。鉄製品は刀子で、副葬品である。S.P.1と置き石の間に置かれている。曠底直上
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西島松5遺跡平成12年度
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P207の土層

1 ． 黒褐色土＞黄色士（軽石が微小混入）
2． 暗褐色土十黄色土＞灰黄色粘土小塊
3．黒褐色土（ボロボロ）

4． 暗褐色土（軟質）

5．褐色土 （ボロボロ）

図Ⅳ－219 P207
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図Ⅳ－220 P207出土の石器
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

からⅦ群の土器片が1点出土しているが、他の遺物は覆土中出土のもので、埋め戻し土に混入したも

のであろう。

出十遺物：石器など～1 （図Ⅳ-219左）は扁平礫を素材とするたたき石片で、石材は片麻岩、 2

(図Ⅳ-219右）は安山岩の自然礫で、 ともに曠底で出土したものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：遺構の構造などから見て、北大Ⅲ式土器を伴う擦文時代のものと思われる。

本遺構は、袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品の副葬品、置き石を有する土壌墓である。頭位は

南東方向で、曠底の大きさなどから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存していないため性別・年

令、埋葬姿勢などは不明である。
’

P210 (図W-221･222表Ⅳ－5 表2 図版72･ 144)

位置: S-6 ･ 7 T-6 ･ 7 南から北へわずかに傾斜する標高24.30m付近のところに位置する。

規模: 1.10m×0.99m/0.54m×0.43m/0.13m 平面形：検出面・曠底面～丸味のある長方形

長軸方向:N-S

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で褐黄色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で
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P210の土居

1 ．黒褐色粘質士（ブロック状）

2．褐色土＞黄色土粒（軽石少量混入）

図|Ⅳ－221 P210

1
半裁し、南側から調査を行う。覆土を1Ocmほど掘り下げ灰黄色士の

面を検出した○壁の立ち上がりも認められたことから曠底面と判断

した。北側も同様に掘り下げ曠底面を検出した。

土層：覆土はl層である。褐色土＞黄色土の、混合土である。
1

ｍＣ５
１

O

ー

図Ⅳ－222 P210出土の石器
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西島松5遺跡平成12年度

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。ほぼ平坦で、堅い。

壁：立ち上がりは急傾斜である。検出面からの壁高は、東壁が1lcm、南壁が7cm、西・北壁が10cm
である。

付属構築物：袋状ピット ・曠底の小ピット ・木榔痕・貼床～検出されなかった。

遺物出土状況：遺物は曠底北西側でつまみ付ナイフが1点出土しただけである。

出土遣物：石器～1は片面全面加工のつまみ付ナイフで曠底から出土した。石材は黒曜石である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：長軸方向や形状から擦文時代のものと思われる。

本遺構は、長軸方向、形状、覆土などから土曠墓とした．

P21 1 (図Ⅳ－223図版72)

位置:T-8 南から北へわずかに傾斜する標高24.50m付近のところに位置する。

規模:0.87m×0.77m/0.50m×0.40m/0.08m 平面形：検出面・塘底面～丸味のある長方形
長軸方向:N-8o－E

確認・調査: I層を除去し、Ⅳ層中で暗褐色土が長方形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、北側から調査を行う。覆土を3cm～7cm掘り下げ、灰色士の堅い面を検出した。壁の立ち

上がりを確認したことから、 この面を曠底と判断した。南側も同様に掘り下げ、曠底面を検出した。

土層：覆土は1層で、暗褐色土に灰黄色土が混入する埋め戻しの土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。中央がやや高くなり、堅い。

壁：南壁がやや急傾斜であるが、他はゆるやかな立ち上がりで、曠底との境いは不明瞭である。検出

面からの壁高は、東壁が4cm、南壁が8cm，西壁が7cm、北壁が3cmである。

付属構築物：袋状ピット、曠底の小ピット、木榔痕・貼床～土検出されていない。

『
少一一

g一一
~~

0 1m

~
’

bａ 24．60m ．24．60mC

ノ

"

P21 1の土居

1 ．暗褐色土＞灰黄色土

図Ⅳ－223 P21 1
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Ⅳ擦文時代～統縄文時代の遺構と遺物

遺物出土状況：曠底・覆土から遺物は出土していない。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：長軸方向や形状などから見て、擦文時代のものと思われる‘

本遺構は、曠底付近が残存するだけであるが、覆土や形状などから土曠墓とした。

P212 (図Ⅳ－224･225表Ⅳ－4 表1 ･ 2 図版73･ 120)

位置:Q-9 南から北へわずかに傾斜する標高24.80m付近のところに位置する。

規模:0.73m×0.64m/0.53m×0.42m/0.18m 平面形：検出面・擴底面～楕円形

長軸方向:N-27.-W 頭位：南東

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色士が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、南東側から調査を行う。覆土を掘り下げ約13cmほど下で灰黄色土の堅い面を検出した。 ま

た南東壁西寄りで壁よりやや浮いた状態で土器が1個体出土した。灰黄色土の面は堅く、壁の立ち上

がりが確認されたことからこの面を曠底と判断した。北西側も同様に曠底面まで掘り下げた。壁周辺

はデコボコの状態である。

土層：覆土はl層で、黒褐色土＞灰黄色粘土粒、小塊の埋め戻し状の土である。

曠底：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。平坦で、堅いが、デコボコがはなはだしい。

壁：南東壁はゆるやか、他は急傾斜の立ち上がりである。検出面からの壁高は、北東壁16cm、南

東・北西壁が12cm、南西壁が15cmである。曠底面|司様デコボコがはなはだしい。掘り具の跡かとも

思われるが、判然としない。

付属構築物：袋状ピット、曠底の小ピット、木榔痕、貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は4点である。この内訳は土器3点、石器など1点である。南東壁西寄

りで出土した土器はⅦ群の杯である。

卸〆

6－／
／~ミ、

､

シ＝ 一
、

0 1m

’

’ 524．90ma

．24．80mI C

瀞ﾀ〃Zzz〃ｸﾁｸ移勿〃‘‘〃ZｼZ‘‘‘‘‘勿必”"f秘"ｸ蜂"f"f"fﾉ鯵

P212の土層

1 ‘ 黒褐色土（灰黄色粘土粒が少量混入する軟質）

図Ⅳ－224 P212
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出土遺物：土器～1はロクロ整形の杯である。底部は回転へラ切り

で、磨り消される。内面は黒色処理が施される。胎土には石英の粒

を多く含む。

重複・新|日関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器から見て、擦文時代のものと思われる。

O 5cm

l 1 ｝一』一」

図Ⅳ－225 P212出土の土器

本遺構は、副葬品、付属構築物などは見られないが、覆土などから見て土墳墓と思われる。曠底・

壁などはデコボコがはなはだしく、 PlOlと酷似している。南東壁西寄りで出土した土器は、副葬品

ではなく、埋葬時に用いられたものであろう。検出面で鋭角的にキョシ状の輪郭が見られたが、掘り

具の痕とおもわれる。頭位は南東方向で、曠底の大きさから見て屈葬と思われるが、人骨などが遣存

していないため性別・年令、埋葬姿勢などは不明である。

P214 (図Ⅳ－226表1 ･ 2 図版73)

位置:W-7 X-7 南から北へわずかに傾斜する標高23.90m付近のところに位置する。

規模: 0.78m×0.66m/0.57m×0.48m/0.12m 平面形：検出面・曠底面～楕円形状

長軸方向:W-E

確認・調査: I層を除去し、 Ⅲ層中で黒褐色土が楕円形状に広がる落ち込みを検出した。短軸方向で

半裁し、東側から調査を行う。壁を検出しつつ覆土を約10cmほど掘り下げたところで灰色士の堅い

面を検出した。壁の立ち上がりを確認したことから、 この面を曠底と判断した。西側も同様に掘り下

げ、曠底面を検出した。

土層：覆土はl層で、軟質の黒褐色土である。下層には黄色土粒が混入する。埋め戻し状の土である。

曠底：Ⅳ層をわずかに掘り込んで構築している。平坦で、堅い。

壁：全体的に急傾斜の立ち上がりである。検出面からの壁高は、東壁が10cm、南壁が12cm、西壁が

7cm，北壁が9cmである。
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P214の土居

1 ．黒褐色士（軟質下層に黄色土粒が混入）

図Ⅳ－226 P214
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

付属構築物：袋状ピット、曠底の小ピット、木榔痕、貼床～検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は6点である。この内訳は土器3点、石器など3点で、すべて覆土中出

土のものである。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：形状、覆土などから見て、擦文時代のものと思われる。

本遺構は、覆土、形状などから見て土曠墓とした。

表Ⅳ－4土曠墓掲載土器一覧
調整

法温(cm, |）
内面 外面

口径 器高|底径最大径 容量 口縁部 ｜ 体部 ｜ 口縁部 ｜ 体部

法湿(cm, |）
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↓

キ

デ
ケ
ガ

ナ
ハ
ミ

揃
縦
縦

口縁部100％、 '二半80％
下半100％酸化消失

縦ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
『

横
縦

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

描
縦

口織部60％、 111I部 上半

8()％、 111ﾘ部 ﾄ半5(〕％付蒜

く
る
１

ワ

』

P4覆土2層と接合覆士 喪P5 33,8 7‘0 21.1 q'4~~~~108
一
Ｏ

Ｐ
Ｄ

ゾ

］

口縁部30％、 ルリ部上半

l()％付薪

縦ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
枇

横ハケ→

縦ミガキ
袋状
ビット

１

１

１
Ｌ
〃
。

縦ハケP6 喪 6.4 11.9108

1 1緑部30％、 ’''1部.上半

20％付着

横ハケ→

縦ミガキ

拙ハケ→

縦ミガキ
覆土l

層

覗

趾

，

］

胎上に海綿骨針含｛横ナテ 縦ミガキP6 蕊 20鯵5108

胴部上半20％、 111部下半

30％ｲ､1 粁

１

３

３

－
llfl士に海綿'i1･針含も服部 ド半90％酸化禰失縦ミガキ縦ミガキP6 覆土 盤 1 門

横ハケ→

縦ミガキ
４
１

３

画
横ミガキP7 覆 十 割1

ふい121

LI縁部100％付精、胴部上

半50％、胴部下半100％酸
化消失

縦ハケ→

縦ミガキ

口縁部6()％、 ’'11部上半

50％、胴部下半30％付蒜

横ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

袋状

ビット

７

１

３

縦ハ蕊P8 2．1713.4109
？

》

（
ｂ

ｌ

19.4 6.4

lﾙﾘ部 上半・口縁部｣()()％11

着、 リ'1部下半100％酸化雅

失

横ナデ→

縦ハケ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
、
こ

横
縦

↓
キ

ケ
ガ

ハ
、
ミ

横
縦

袋状
ピットP' ' ¥ 縦ミガキ 90％付着斐

ー、

｡.』 10．6109 12.5 18．0 ().88

M1部上半8()％、胴部下｣’

60％酸化iili炎
横ハケ→

縦ミガキ

縦ハケ→

縦ミガキ
袋状
ピッ｝

７

１

４

－
''1部 '二半15％付希P12 蕊 呉川

J_詮 10．9109

縦ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

袋状
ピッI

ｌ

１

－
Ｄ
。

胴部下半80％酸化消失''1部I､半20％付瀞』喪P14 6 8
1句1

1，.｣109

口縁部・胴郡上半3〔)％

胴部|ぐ半10％付首

| i縁部・ ’11部上半60％、

胴部下半40％付着
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
枇0801際舞

横ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

袋状

ピット

４

１

５
吹きこぼれの痕跡杓蕊D1R

、ロ当

1m1

1色‘I13.4 15.8 5.9110
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西島松5遺跡平成12年度

図
版
番
号

調塵
法量(cm, |）

内面 外面

口径|器高|底径|最大径|容量｜ 口縁部 体部 口縁部 ｜ 体部

法量(cm, |）
使用痕図

番
号

層位遺構番号 器種 備考
内面(タール･炭化物） 外面(煤･酸化消失）

~
‐
十
土
日

Ｘ
Ⅱ
旧

畳
泓
片

袋状
1〆､､ノ ド

４
２

５

．

横ハケ→

縦ミガキ
胴部上半10％､胴部下半

70％付蒲
jﾙ1部上半8()％、胴部向

30％酸化消失

、T属
IBぜ 110

6~」
縦ミガキ

袋状

ピッ I

（
５
、
１

戸

ひ

］

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

橘
横

if1 1

片｢I
P16 描ナデl l0 9,0 横ナデ10.0 弓Q

U．“ 縦ミガキ

上士畷
叩
墹

８
２

５

｝
P16 髭 価ミガキ 縦ミガキ

ｂ

ｐ

Ｌ

柵

叩

ヅ

代

蕊

豚

」

１

１

６

．
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

胴部上半5％、胴部下半
20妬付着

胴部上半8()％、胴部下4
30％酸化消失

Pl43検出面出土土器と

接合
P17 翌101 6.0 1貝P7

LJpf 縦ミガキ

口縁部・胴部上半100％付

着、 ルリ部下半9()％酸化澗
失

袋状
ピッ’

４

１

６

』

↓ケ
テ

ハ
ナ

横
描

蝿P19 110 横ハケ17.0 徹ナテ23．0 6．3 13.7 1.60 縦ハケ 20％付着

は
。

１

ｕ

口

男
性
片

袋状
ピッI､

髄
２

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

P20 縦ミガキ1 1 ］ 6，7 胴部上半100％付着 'Ⅲ部50錫付端

卜

Ｘ

Ｊ

叩

イ

リ

袋

ビ

９
１

６

』

横ハケ→

縦ミガキ

↓
牛
イ

ケ
ガ

ハ
ミ
「

縦
縦

lI1部上半30％、胴部下半

15％付着
lln部上半80％付着、胴部

トー半80％酸化消失
蕊P21 111 8.0

口縁部、 IⅢ1部上半100％ｲ ､1

着、胴部 ﾄ半90％酸化消

失

袋状
1〆､リト
ー〆I

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

恢
拙

１

１

７

↑
難P22 縦ミカ，キ16.9 1q貝

上』.』 横ナデ 縦ミガキ 90％付着’ 1 1

覆土」

屑
欄ハケ→

縦ミガキ

ワ1
f人

ワ
ー合

縦ハケ→

縦ミガキ
斑P22 121

l ｣縁部・胴部 上半40％付

着、 ルリ部下半60％酸化柄
失

↓ケ
デ

ハ
ナ

横
横

３
１

７

□

縦ハケ→

縦ミガキ
口縁部50％、 11M部上~1
70％付満

溌士 喪P23 11 1 ←}一手 縦ハケ9．4 10,2 84 0．351，6

袋状
ピッ1

横ハケ→

縦ミガキ

８

１

７

□

↓ケ
テ

ハ
ナ

横
描

1 1縁部・胴部上半30％付
蒲

P27 饗11 1 9．7 横ナデ 縦ハケ
11，

人」.畠 3.8 8．9 0．39 100％付蒜

澗土上

卿

８
２

７

《

横ハケ→

縦ミガキ
鍵pク7~~~ 髄ミガキ

1，9

止邑』 15．0

袋状

ビット

縦ハケー・

縦ミガキ

５

１

８

つ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

拙ハケ→

横ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
横

'二I縁部・胴部上半10()妬、

Illl部下半50％付篇

I I縁部50％、胴部30％1､j

着
蕊P30 112 14.8 17.0 6.5 12.3 094

胴郡上半80％、胴部下半

70％付満

帥
』

胴部上半30％、胴部下半

90％酸化il1j失
畷土壁 蝿P33 縦ミガキ11 ］

二
Ｄ

Ｐ
り 1ワ7

ユー｡, 縦ミガキ

袋状
ピッI、

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
『

横
縦

縦ハヶ→

縦ミガキ9f llヨ
口縁部・ lllj部上半90％、

胴部 ﾄ半50％付着

糀ハケ→

横ハケ
口縁部80％､ 11n部5()％付

蓉
p旬Q
ロシレ 横ハケ発 Ⅷ ｡フ

ユ玉・色
貝り
J,白 10‘5 0.6511m

AL･字2

覆土2

層

横ハケ→

縦ミガキ

ワ

】

１１３
２

９

↓

縦ハヶ→

縦ミガキ
胸部 上半5％付着、 1M部 「

半100％醗化消失
鶚p旬Q

ローｰ 25.0 7.0 胴部20％付増19. 1

領土2

層
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦\ '2! 難P39 縦ハケ ｜ ｜縁部20％付着

袋状

ピット

横ハケ→

縦ミガキ

５
１

９

』
ル1部上半90％付着、 I伽1部
下半40％付藩

''1部上半60％付着、胴部

下半50％酸化消失
甕P48 112 縦ミガキ13.］ P3覆土2層と接合b今、

口縁部・胴部上半90％付

着、 11m部下半80％酸化消

失

袋状

ピッI
９
１

９

P55 冴月
』し 1.161拙ミガキ 縦ミガキ 横ミガキ

W】旬

11J 18.0 6.1 14.2 縦ミガキ l()0％付荊Z().8

口縁部． 1111部上半90％付

着、胴部下半100％酸化泊
失

１
ト
ト

状
シ

体
へ
ピ 横ﾐｶｷ 撫慕

４０

１

１ |1縁部・胴郡上半100％
胴部F半20％付着

喪P66 縦ミガキ113 16. 1 6.7 13.1 0,98 縦ミガキ］9．6

覆土4

層

横ハケ→
横ミガキ

104
艶P66 1ワ1~~~ 縦ミガキ21‘0 口縁部100％付着 口縁部40％付済

ｌ
脳

土
上

臘

噛

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

６０
１

１
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

胴部上半100％、胴部Iざ半
50％付薪

甕P68 113
句
甦
Ｊ

Ｆ
ｏ 11．4 lllI1部60％付薪

縦
縦

↓
↓
キ

デ
ケ
ガ

ナ
ハ
ミ

袋状
い､ ､､J 1
ー〃 I

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

描
描

横ハケ→

縦ミガキ

109

1
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

蕊P70 11q
上上uJ 12.0hh

覆土

1,2j苗

描ハケ→

横ミガキP70 'y
口縁苦
￥

幕「

1111部 上半50％付T14
ll岨 注口 術ミガキ11.9 7．2 縦ミガキ 縦ミガキ10‘7 0．42 20％付若

1 1縁部10％胴部上半60％
付淵、 1111部下半70％酸化

r'二l _へ
、､『′上上

~

状

シ

柊
捉
ビ

ワ
』１

１

１
髪 横ミガ則P73 縦ミガキ

114

114 縦ミガキ16.4 18.0 7.0 12.9 1.04 識ミガキ

袋状
ビ､ソ I

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

描
縦

５１

１

胴部上半60％､胴部下』’
4096付精

在I l

N-[］
D7R
。~ロ雪 1M 11．5 9 9 6.1 0.35 縦ミガキ 胴部80％付満

胴部上半80％、 11m部~ﾄﾞ半

20％付着、吹きこぼれ痕

有り

袋状
ピッ ’

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

９１
１

１ 縦ハケ→

縦ミガキ
鶚P76 lル1 胴部上半10％付着7.4 12.(）
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W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

使用痕調整
法量(cm, |）

内面 外面

口径|器高|底径|最大径|容量 口縁部 体部 ｜ 口縁部 ｜ 体部

法量(cm1 |）
図
版
番
号

図
番
号

蒲考
遺構番号 層位 器種 外面(煤･酸化消失）内面(タール･炭化物）

縦ハケ→

縦ミガキ
↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

９１

２

１ 口縁部60％付若口縁部30％付着髪検出面P76 6.026.0121

袋状
ピッI

３２
１~ 50％付溝愉ナデ 10％付着横ハケ不明P83 [14

~

ナ
ミ

ラ
縦

へ
↓
キ

横
デ
ガ

袋状
ビット

６２
１~ 50％付着10％付着縦ミガキ翌

』｡、

、､皇P84 11買
上』』

胴部上半10％、胴部下牛
20％付着

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

横ハケ→

縦ミガキ
袋状
ピッ1

128

-1

ｕ
ｎ

圧
”
町

縦ミガキ｜縦ミガキ戸1

D､1P85 ( ) (）115 11‘0 6．6

口縁部40％、胴部上半
60％、胴部下半50％付着

口縁部100％、胴部上半
80％、胴部 1ﾐ 半10％付着

袋状
ll5

ピッ ’

０３
１

１ 縦ミガキ縦ミガキP86 饗
14，

14､｡6.0

↓

↓
、
エ
ー
キ
イ

ー
ゲ
ノ
脚
力
”
岬
『
″

ハ

、

ミ

、

『

、

燃

横

縦

胴部 '二半(10％、胴部下』’
20％付着

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

覆土上

瀞
胎土に海綿骨針含む

Ｏｎ
Ｊ
Ｄ

ｌ

11面1部上半10％付着蕊P86 29.01ワ1
4＝▲

横ハケ→

縦ミガキ
133

－1

口縁部50％付着口縁部10％付箱横ミガキ 縦ミガキ横ミガキ1151覆土｜甕PB9 19.1 12．3 1．0915.1 b､5

’ 1縁部100％、胴部上半
80％付着、胴部下半80％
酸化消失

口縁部70％、胴部上半
80％付篇、胴部下半90％
酸化消失

1 1縁部100％、胴部40兜付
着

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
横１

，
ｌ

状
シ

袋
ビ

６３

４

１
横ナデ 縦ミガキ謡

rT J画呵

り､bd、q剣
！ｰｰ

1ワワ
エ臼■』

命 41

1Ki‘｣

~

10.011民
'八J

b

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

覆土2

層

138

‐1
111部上半10％付着不Iﾘ1饗P94 121

懲尋|口縁部'00%付着↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

袋状

ピッI

５４

１

１ | |縁部100％付端尭P97 6.9116

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

袋状
ピット

149

‐1
胴部上半20％付楢P98 0.34貝ワ

■’ ゴ10.8
nl

y.11 16 河音I1
pロ.トヨ

~

口縁部・胴部上半90％付
着、 ﾄ半60％酸化消失

| l縁部80％、胴部上半
60％、胴部下,f10％付箔

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
横

９４

２

１
縦ミガキ縦ミガキ横ミガキ覆三I

郵
皿P98 1ワ員

』臼ロユノ 1.20
荊寸か

11り 14.7 19.0 6．7

撫慕|胴部上半70%付着
横ハケ→

縦ミガキ

３５

１

１ 胴部上半3()％付着p99 1 161覆土｜甕
５－

Ｊ

１

1Q7
E甲呼~ロ6921．0

、nF

‘ひ.｡

' '縁部~胴部上半30%付 胴部‘0%付着着
153 縦ミガキ縦ミガキ樅ミガキ 縦ミガキ覆土

一
畦
』

耳

少P99 lQワ
几J･『1 17 b､，

口縁部10％、胴部上1
30％付着

覆土2

層

３５
３

１
LR縄文不明縦ミガキ 縦ミガキ莞DQQ

I曹廿 25.0
1句の

L墨色

覆十卜

層P'00 1W5 l I縁部20％付着口縁部60％付着縦ミガキ横ミガキ甕122 20.0

口縁部・胴部上半7()％付

着酸化消失、 ’'1部下半
90％付着

↓
↓

ケ
デ
デ

ハ
ナ
ナ

縦
縦
横

口縁部20％、 lllii部上半
60％、胴部 卜半l(〕錫付着

今一ケ牡
、

ぎ

~

ノ

テ

縦

十鱒単一|購阜→
８５

１

１
P101 覆土 蕊

rー房

、.／ 11.1 0.43
11戸

』l･ひ11．111ワ
ュ上『

胴部上半50％付着、胴部
下半酸化消失

縦ハケ→

横ナデq76 購阜→
８５

２

１
縦ハケ 全面に付着職ハケ喪P101 覆土 133 14.4 6. 1 8．811P7

4Lイ

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

壁砿底

直上

162

-1
15％付薪5％付着縦ミガキ蕊P102 '17 b,h

~

覆土2

層

162

－2
口縁部100％付着 | |1縁部100％付薪縦ミガキ不明蕊P102 10．0122

蘭土上

層

ク
】６

３
１ 汪口

片口
|]縁部100発付新横ミガキ 縦ミガキP102 17.0122

胎土に海綿'ﾄl･針を含む1111部上半・ ']縁部70％
1111部下半20％付着

口縁部50％、 I1部上』’
30％付蒲：

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

袋状

ピッ1

165

‐1
横ナデ 縦ミガキ横ミガキ喪P103 Iqワ~~~~

1~qFー

14．， 11．9 0．756．0117

覆土2

層

168

-1
縦ミガキ不明P1 12 喪122

↓
キ

ケ
ガ

ハ
寺
、

横
縦

覆土3

局

０８

１~ 縦ミガキ '1111部7()％付着P121 翌1ワワ~~~

~

口縁部・ ’'1部上半80％付
着、 ’'1部下半7()％酸化消
失

横ナデ縦
ミガキ

↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

袋状
〆･ゾト
ーノ1

２８
１

１
11縁部20％付箔縦ミガキ横ナラ蕊P125 6，4 11.3 0.65

14綿

14.り117 14.0

覆土l

層

４８
１

１ 胴部50％付満縦ミガキ横ミガキ甕P126 30．0122

蝋燃着､ '''州；
口縁部・ル1部上半90％付

着
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

縦ハケ→

縦ミガキ卜

沖
松
ツ

袋
ビ ’

９８
１

１
機ミガキ 縦ミガキ甕 6.2P128

1on

lJ･台118
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西島松5遺跡平成12年度

調整
法量(cm, |）

内面 外

口径|器高|底径|最大径|容量 口縁部 体部 ｜ ﾛ縁詞

去量(cm, |）
外

顎

嘩一

図
版
番
号

使用量

"霧号|§ 層位｜器種 面 備考
刃面(タール･炭化物） 外面(煤･酸化消失）

睡 剛

体部

縦,､ケ‐
縦ミカ｡キP129 1WplクQ

，qｰｰ ↓
キ

デ
ガ

ナ
ミ

横
縦

↓ケ
デ

ハ
ナ

縦
横

1 1縁梛・ ’'1部上半25％付
着

口縁部，胴部上半80％
lllil部下半20％付薪

悩土壁'18 莞 樅ミガキ13．0 11.8 0.69

幾状
ピッI.

【
Ｊ
Ｊ

〈
ｕ
〉
１
１

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

'二｣縁部・ ’1,1部上半10()％、

II部下半3〔)％付若

P130 蕊118 横ナテ 縦ハケ12.8 6．0 11. 1 1 1縁部20％付着

袋状
ピッ1

200

‐ I
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

樅
縦

縦ハケ→

縦ミガキ
'二l縁部10％、胴部上半
60％付着

口縁部70％付満、 1111部

90％酸化消失

pl気1
11ｰﾛ

11，

1lb 莞 横ミガキ14.4
T房亦

l ／･U 6.5 14.4 縦ミガキ0．97

＃3 皿，
や
圭
一
‐

｜
~
。
》

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
横

横ﾉ､ケ→

縦ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦 辮革 |,繍蝋膳10%~

P132 掻土 16.0 ？17
再』B』 13.7 1．32 100％付着‘⑪唖

袋状

ピッI3181 ''9 口縁部・胴部下半20％
Ⅲ部 上半50％付蒲

口縁部・ルリ部上半10()％、

胴部下半100％酸化消失

P143 蕊 横ミガキ 縦ミガキ8.2 18.2 縦ミガキ 縦ミガ斗1．3 9h ().66

2()8

‐2

樅ハケ→

縦ミガキ
縦ハケ→

縦ミガキ
胴部上半5％、 1脚部下半
7()％付着

Illiﾘ部上半20％、 ルij部下半
10％付蒜

P143 検出面 艶119
拝F

n r》

暁状
I〆・､ノ I、

↓ケ
デ

ハ
ナ

街
尚

Ｉ
ｉ

P145 210 120 艶 50 縦ミガキ

'二1縁部・胴部上半20％付

着、 1111部下半5()％酸化消
失

袋状

ピッ I313 '20
横ハケ→

横ミガキ
↓
キ

ケ
ガ

ハ
、
ミ

柚
縦

↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
縦

口縁部・胴郡上半20％、
|Ⅲil部下半10％付弗fiユ

P146 蕊 1qq
LJ.』 縦ミガキb,hb,h

PlO3出士の破片と接合

口縁部・胴部上半40％付
着、 Ili1部下半409ら酸化消
失

213
↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

縦
横

城底P146 蕊120 2.35 横ミガキ 縦ミガキ23. ‘1 ワウ1
台i・｣ 7．6 19．5 縦ミガキ llIj部60％付着

底部調整後、 再び粘」

紐を貼り付け、成形・

調整

５１

１

ワ
】 ↓ケ

デ
ハ
ナ

縦
横

糧上誰P150 120 横ハケ8．4 ﾙﾘ部下半100％付満

袋状

ピッI218 '20 ↓
キ

ケ
ガ

ハ
ミ
、

横
縦

縦ハケ→

縦ミガキ
口縁部10％・胴部上半

70％、 111部下半l()％付着
胴部上半60％付着、胴部

下半50％酸化消失

P203 喪 横ハケ[7.8 8.5 7．0 縦ハケ14．5
1句印

l‘OX）

225

1 怖 ’
P212 覆土12(） 11 3.8

‘、n

o･ム 0. 1s

表Ⅳ－5土曠墓掲載石器一覧

’置構番号 ’図番号 名称 層位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm)

3．9

重さ(9) 石材 備考
円

座

１

１

２

３

４

１

２

３

~
~
~
~

~

脇

略

〃

〃

〃

亜

ク

ク

~
~Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ

図
図
〃
〃
〃
ｌ
〃
〃

Ｚ

図Ⅳ-161

図Ⅳ-18－1

〃－2

〃－3

〃〃－4

図Ⅳ-221

〃〃－2

たたき石 覆土l層 砂岩15.9 4.］ 図版136341.8

石雛
〃

覆土2層 (2.2） 黒曜石1.05 図版1360．3 0.5

' 2層 (2.6） 1.05 0．3 0.5 〃

〃 3層 (1.7) 0.95 0.25
〃

0.3 〃 参

礫 〃 2層

覆土l層

(6.0） 安山岩9.3 3.3 238.4 たたき狼あり

P3 石錐 1.85 0．4 黒曜石1.1 図版1360.3

台石 擴底直 l

覆土5層

7.1

~9．8
鍜
一
調

片麻岩7.15 575.7 〃

すり石 安山岩
句つ

0．J 265.8 〃

図Ⅳ－25－1 すり石P4 覆土4層
ハ、

0．｡ 安山岩5-1 l叉1版1363.9
戸 胃天
、.／b

142.5

石Ⅲ片 曠底直上〃 〃 2 15.28 5.69 783.5

I
〃

接合

-2参
15.59

再Fー戸

／・DO
〃 〃

5.88 928.5 〃 〃

礫 覆土2層ケ クー3 再戸

／,0
万。､

／､0 5.3 412.7 〃
' 11磯

P6 図Ⅳ-31-1

ヶ 〃－2

石雛 覆土l層擴 ワq
臼．』 1.0 黒曜石 図版1360.35 0．5

すり石 底直上
〃

8.1 安山岩11.7 4.()5 546.5 〃

－
‐
上－Ⅱ

礫

テ
ロ〃 〃－3 (15.55) (9.05） 4.8 965.2 〃 〃

覆土3層上層〃 〃 4 7.25 6.4 5.3 365.1 〃

'1]礫

〃 〃 5 句′、rー

／､0，
〃

6.6〃
5.2 370.0 〃

''1礫

画
一
閑

図|Ⅳ-34 1 たたき石 城底面 lxI版137

被熱
13.6 安山岩5．55 3.6 376.2

すり石〃 〃－2 13.85 4．3 3.4
〃

327.8 〃

図Ⅳ-37 1 すり石 曠底面 9.05 355.7 安11 l岩
169.9 砂岩169.9

QQ
J･』 図版1373.］

礫片〃 〃－2 (7.5）

~(7.0）
(7.1)

今

4.6 〃

参一3 〃

5．5 安山岩
少

1.] 171.2 披胤

図Ⅳ-42 ］ すり石P1 1

~
曠底面 8.45 安山岩1ワワ

ユー.~ 図版1374．9 772,5

礫片多 〃－2 (11.8) 9.35〃
7.1 1,354.3 〃

被熱

RIW-51-l 曠底面
〃

P14 すり石 10.35

~14.55
14.25 安山岩

局局

／､／ 図版137
〃

1,500.5

礫〃 〃 2 10.15 4.95 969.0 1 〃
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

備考重さ(9) 石材厚さ(cm)幅(cm)層位 ｜長さ(cm)図番号 ｜ 名称遺構番号

口絵9
〃

図版137
〃

図版137
〃

図版137
〃

図版138
ヶ

図版138

８

５

６

４

４

８

７

■
●
●
申
■
◆
●

１

２

６

６

８

５

３

８

７

８

８

１

２

７
●

１

１

率
〃
唾
識
鏥

曠底直_｜
〃

曠底面
〃

曠底面

“
｜
哩
一
哩
一
誠
一
剛
一
ｍ
一
恥
一
“
｜
班
一
”

知
一
噸

稗
一
〃
｜
礫

2．75 翠
一
型

図1，
〃

IXIⅣP15 -56-1

〃 〃 2

図Ⅳ－58-1

〃 〃 2

図Ⅳ-61-1

〃 〃－2

図Ⅳ－75－1

〃 〃 2

図Ⅳ－80-1

〃 〃－2

図Ⅳ 82-1

図Ⅳ－61
〃 〃

図W-75
〃 〃

図Ⅳ－80

ク クー乙

図Ⅳ 82-1

恥
一
万 6．25

6．6

10.8

P16

抵
一
蝿
一
卯
一
班
一
唖
一
価
一
嚥

唖
一
晦
一
蝉
一
竺
晦

〃

たたき石P17

すり石

スクレイパー

たたき石

石llll

礫

たたき石
〃

礫
〃

たたき石
〃

礫

礫
〃

石鍼

唖
一
型

弱

〃

黒曜石

〃

覆土l層P24

砂岩

安山岩
〃

安lll岩
〃

492.5

391.9

曠底面

擴底面
〃

曠底面
〃

曠底面
〃

塘底直上
〃

(8.7）

6.05
万 7一
／・り

P28

588.(）

574.9

1.408.1〃 〃－2

図Ⅳ－85－1

〃 〃－2

図Ⅳ-93-1

〃 〃－2

〃 〃－3

図Ⅳ-97-1

ヶ 〃－2

図Ⅳ 104-1

〃 〃－2

〃 〃－3

図Ⅳ-106 1

〃 〃 2

図Ⅳ-109-1

P29

9.45 被熱

図版138
山
石

山

石

~

山

ク

コ

ヒ

安

１

岬
一
郷
一
岬

唖
一
価
一
”

6.5

11.7

(5.25）

P30
云

狄製品に付蒲

図版138P39

峠
諦
蹄
辨
州
酷
鏥

燭
一
恥

郷
一
恥

睡

舜
一
頤
一
“

州

燕
一
羽

(9.35）

~7．35 〃

図版138
〃

図版138
〃

〃

図版138

曠底面
〃

覆土4層

覆土3層

覆土2層検

出面

覆土

曠底面

塘底面

曠底面

對fピット内
〃

覆土

釧
一
”

(6.2）

(5.65）

2．45

4.35

10.45

13.6

14.1

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

５

５

５

５

，

〕

５

〕

１

５

５

４

５

２

６

５

５

５

４

８

５

５

６

４

１

３

１

１

９

８

３

４

５

１

０

１

３

９

１

４

４

０

８

０

３

２

２

３

４

０

９

１

９

３

１

０

０

５

４

口
■
■
■
４
口
①
■
■
●
■
■
■
●
■
已
呼
■
●
■
■
●
■
■
■
■
ｑ
●
旬
■
叩
■
■
●
■
Ｐ
①

７

０

１

１

０

８

９

０

２

９

２

８

４

０

６

８

３

５

１

２

８

１

７

６

５

６

７

１

０

９

７

７

１

５

８

４

６

２

１

く

ｌ

１

ｑ

ｌ

ｕ

ｌ

２

ｑ

く

，

！

く

１

１

１

P51

“
｜
応

弱

P66

石
石

き

き

Ⅲ

た

た

〃

石

た

た 安山岩
〃

安l ll岩

823.(）

1,287.2

5,000.0

５８

２

９

４

７

２
１

P68

図版139０

５

６

７

７

７

Ｐ

Ｐ

Ｐ

18.2
,J一戸

｡､00 泥岩
安山岩

垂飾
Ⅸ1版139

被熱

図版139

図Ⅳ 116-1 石製品
図Ⅳ 119 1 たたき石

躯

羽

７

０

１

４

５

０

９

１

０

８

１

５

５

０

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

７

８

０

１

３

６

４

４

０

４

５

４

９

０

６

１

０

２

６

１

１

６

７

４

０

０

５

０

１

７

５

９

９

６

３

１

０

３

７

０

４

１

１

２

１

１

７

9．25

(14.85) 罪
〃
辨
罪
暗
鏥
令
鏥
諮
準
啼
州
跨

Ｍ

唖
一
噸
一
唖
一
錨
一
弘

Ｍ
一
ｍ
｜
唖

雨
｜
班
一
恥
一
”
｜
燕
口
籾
一
印

顧
一
“

叩
一
卿
一
“

礫
〃

スクレイパー

たたき石

礫

すり石

石Ⅲ

すり石

石槍

たたき石

石Ⅲ

台石

たたき石
〃

石Ⅲ

〃

礫

１

２

１

２

３

１

２

１

１

２

３

１

１

１

２

２

３

狂
公
野
↑
去
雅
↑
犯
狢
《
↑
妊
暢
↑
《
↑
↑

１

１

１

１

１~
~
~ １
１

Ⅳ

〃

Ⅳ

〃

〃

Ⅳ

〃

Ⅳ

Ⅳ

〃

〃

Ⅳ

Ⅳ

〃

〃

〃

〃

図

図

図

図

図

図

図

P80

(14.35)

5．4

〃

図版139
〃

〃

P83

曠底面
〃

12.2

14.5
|X1版139

被熱

〃

曠底面
〃

曠底直上

”
｜
哩
一
”

P84

図版140

図版140

被熱

〃

P86

~P94 覆土2層

曠底直」

蝉
一
”
｜
唾畔

岬
鐙
緬
御
幅
織

５

６

３

４

０

１

０

６

４

３

~
~
~
~
~
~

３

１

１

１

６

８

２

１

１

１

P96
I些1版140

接合(a）｜
’

P97

329.3

~1,788.4
〃

安山岩

(b）

h ”

｜ 接合(a）

| "1b)
〃

図版140

岬

認
一
服

“
｜
郷
一
恥
一
叫

“
一
塀
~
鋸
一
理

〃

黒曜石
〃

泥岩

安山岩
〃

検出面
〃

〃

曠底面

ｊ５

５

ｊ

１

７

９

３

８

~
~
~
~

２

１

９

１

Ｉ

ｌ

１

石雛
~〃

１

２

３

４

４

~

~~

卿

〃

〃

〃

〃

１Ⅳ

〃

〃

〃

〃

図P98
〃

〃

｜ 接答伽1

I "1b,
図版141

〃

図版141

図版141

図版141
〃

ul礫
｜乳|版141

被熱

〃

被熱

すり石

石Ⅲ
〃

石錐

砥石

すり石

砥石

すり石

礫
〃

哩

唾

覆土

覆土2層上層
〃

11.32

イワワ1
1臼．当ﾉ 黒曜石

砂岩

Ｊ

２

Ｊ

Ｊ

Ｊ

２

８

Ｊ

２

８

弱

〃

弱

認

腿

〃

〃

閃

〃

〃

１

１

１

１

１

~

Ⅳ

〃

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

〃

〃

Ⅳ

ク

ヶ

図

図

図

図

図

P99

四

卯
一
噸

団
一
理
一
壺

班
一
頭
一
錘

瞬
一
”
｜
皿
、
｜
脚
一
ｍ
唖
一
祇
一
咽

諦
榊
》
罪
〃
鏥
澤
罪

層
層
層

３

１

２

土
土
土

覆
覆
覆

P100

P101

P102 1,062.1

388.85.15

6.65

〃

〃

覆＋3層

７

６

４

４

~
~
~
~

６

１

９

１

４

４

４

９

３

５

１

４

１

１

すり石

砥石

啄
一
”
｜
坪

P103

石Ⅲ 〃
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西島松5遺跡平成12年度

置構番号 図番号 名称 層位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(9) 石材 備考
P103 図Ⅳ-165-4

図Ⅳ-168-1

〃 〃 2

図Ⅳ-173 1

図Ⅳ-175-1

〃 〃－2

1列Ⅳ-178 1

IXIW 180-1

〃 〃－2

図Ⅳ 184-1

〃 〃－2

図Ⅳ-186-1

〃 〃－2

図Ⅳ-189-1

〃 〃－2

図Ⅳ-194 1

ケ 〃－2

図Ⅳ-197 1

ケ 〃－2

図Ⅳ-200 1

」

Ｉ

１

礫
碓

覆土3層 8．45

6．9

3．05

9．7

2.1

2．5

13.5

19．7

10.9

14.7

17.5

6．15

9.2

10.6

(9.6）

12.35

14.05

8．6

1().9

13.77

13.88

9．5

8．85

4．6

9.1

(9.05）

14.1

9．91

9．45

8．65

8．3

6．85

3．35

(3.95）

安山岩 似|職’
頁岩 図版141

黒曜石 ′

安山岩 図版142

黒曜石 図版142

コハク

砂岩 図版142

珪岩 図版142

安山岩 〃

安山岩 図版142

軽石 〃

片麻岩 図版142

安山岩 ・

安山岩 似臘，
片麻岩 〃

安山岩 図版143

不明 〃

片麻岩 図版143

〃

図版142

図版142
〃

片麻岩

安山岩

片麻岩

班
一
睡
一
”
｜
趣
一
Ｍ
｜
皿
一
誠

訓
一
砥
一
班
一
顧
一
冠
一
皿
一
蠅
一
、
｜
“
｜
“
｜
恥

６

３

９

０

６

７

０

５

１

６

０

５

２

５

７

４

１

７

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

７

０

８

２

０

２

４

６

２

８

４

６

３

４

３

７

６

３

－

ｂ

２

７

８

７

０

２

４

７

１

４

８

５

８

２

４

２

０

７

０

５

４

０

４

６

６

８

０

７

１

１

１

１

１

P112 曠底直上

覆土2層
つまみ付き
ナイフ

礫P1 17 堀底面

検出面

妬
一
睡P1 19

P120

石雛

石製品

石lⅢ

曠底面

壊底而

四
一
蹄
~
魂
一
躯
一
睡
一
雌

P121 すり石

たたき石

石Ⅲ

礫

すり石

石Ⅲ

たたき石
〃

礫
〃

すり石

礫

礫
〃

すり石

礫

スクレイパー

礫

すり石

礫

礫
〃

〃

すり石

石Ⅲ

すり石

礫

たたき石

礫

岬
廻
州
〃
岬
〃
岬
〃
岬
争
唖
〃
州
〃
岬
〃
錘
〃
岬
〃

P126

P127 ５

５

５

１

１

０

２

１

P128 些
些
柘
一
躯
一
塁
型
些
恥
一
瞬
一
恥
一
唖
一
唖
一
睡
一
弘

哩
一
哩
沁
一
榊
一
叩
一
妬
一
睡
弘
一
邸
一
妬

P129

P130

〃4.25

7qQ
~ロ｡凡／、ノ

８

７

２

０

３

５

５

５
１P131
非
〃
罪
畦
辨
非
諦
睡
州
〃
〃
杣
罪
恥
〃
峠
拙
癖

恥
一

山
一
‐〃 〃－2

図Ⅳ 205-1

”
｜
誠
一
迦
一
那
一
銅
一
燕
一
砥
套
哩
一
唖
一
団
一
哩
一
禰
一
温
一
“
｜
皿
~
団
~
鵬

８

６

４

５

０

５

９

３

７

３

２

０

１

７

５

４

１

■
■
■
■
■
■
●
ｂ
■
●
■
凸
Ｂ
ａ
●
ｑ
■

３

６

７

５

５

４

０

５

８

９

８

７

７

４

２

５

９

６

９

３

３

９

９

９

７

３

６

４

０

７

４

７

２

７

３

３

４

７

１

８

０

５

３

６

２

３

２

７

１

１

１

１

P139
図版143

被熱

図版143
〃

趨

咄

包

岨

包

皿

包

２

２

２

〃

Ⅳ

〃

Ⅳ

〃

Ⅳ

〃

図

図

図

P143

P145 x1版ﾙ13

値熱

P146 曠底旧i
〃

｜ 鼎辮
l "(b,

IXl版143

1リ礫

〃

図版144
1X1版144

披熱

〃

図版144
〃

図版144

〃
｜
〃

クーワ
ー

ク 3

覆土壁

〃上層
P150 図Ⅳ-215-1

図Ⅳ-218-1

〃 〃－2

図Ⅳ-220-1

〃 〃 2

図Ⅳ-222-1

間
壁

底
土

曠
覆

砥
一
昭P203

ｊ

５

５

７

５

０

５

６

６

６

５

１

１

〃

曠底面
〃

城底面

P207

P210

表Ⅳ－6土曠墓掲載直刀・小刀・刀子一覧表

|鑿'零’
遺物
番号

率名

遺物名称掲載
番号
醒
号

取り上
げ番号

図版番号 肩位 全長 刀身長 茎長 刀身先幅 刀身元幅 刀身厚 茎先幅 茎元幅 茎先厚

Pl l 概底

Pl］ 曠底Im

P1 1 城吹

Pll轆底lm

P11 蛎底曲

Pll 塘底面

Pl2峨底直上

Pl2曠底直上

P12塘底直上

P12噸底直上

P12噸底直上

Pl5曠底面

P15機底面

Pl5城庇面

P3(）職底Il i

l>30噸底面

P30曠底面

P30職底而

P96覆土

P96覆土

P96直立

P98血立

P98城庇面

P98塘咲伽( i I

P98城底面

轆底|＃i

砿底面

城庇面

職底Il i

職庇面

塘底伽( i]

３
’
４
５
６
’
７
８
１
２
３
４

媚
一
判
一
“
｜
妬
一
媚
一
妬
一
灯

齢
一
脚

噸
一
柳

繩
一
珈
一
如

知

’
’
３
’
？
】
４

７
’
６

直刀

小刀・刀「‐

直刀

’
二
１

48.20

30.00

”
一
吋
一
刎
一
皿
一
岫
一
卿

]1．20 柳
一
迦
一
汕
一
馴
一
蜘
一
血

麺

恥
一
鏥
一
柳
一
噸

即
一
嚥
一
Ⅷ
｜
刷
一
即
一
柳

剰

哩
一
和
一
皿
一
獅
一
加
一
麺
一
山
一
迦
一
利
一
和
一

繩

、
｜
卿
一
噸
一
噸
一
卿
一
噛
一
卿
一
睡

卿

噸

睡
一
蜘
一
卿

嚥
岬
一
艸
一
岬

岬

画
一
卿

ｍ

恥

岬

蠅

叩

細
一
刎
一
刎

皿

唖
一
山
一
嚥
一
卿
一
皿

馴

和

皿
一
卿
一
蝿
一
Ｍ

皿
一
鋤９

５
’
８

０

０

２

７

６

２

４

２

順
一
叩小刀･刀子

小刀・ノJ子

7.6(）

仰
一
切
一
切
一
Ｍ
｜
佃

祠

参 ・ ,ﾉ【)q

」91 ． 21(）

191 ．210

191 ． 210

191 ． 210

Iqツ ・ リ11
とﾆﾆ ﾆﾆ

19］ , 210

1q'〉 ・ '11

1qワ・ ワ11

193 ． 212

IQT・ ツ1リ

ニ三三 三二

195．214

" , 214

196.000

195． 2ル！

】96.215

197 . 216

197. 217

198. 217

198 ． 217

壁
好

延
延
幟

15.70 “

麺
一
“

柳
一
蜘
一
恥

卿

岬

岼
一
郷
一
ｍ
一
剛

卿

画
リ

ニ

ー ２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
ｌ

ハ‘)ワ
lJp-J

]7．， 10

~14.20
皿

抑

岬

岬 岬
一
咄

５
’
１
’
２

絶

一

別

弱

一

参

龍

1

万
一三

9

12

13

15

14

4

3

2

－〒
｡

4

二司

計

１

７

小刀･刀子
D ◇ ~ロロ

|g_ノノ

０

０

１

８

３

２

２

３

2．80

岬
一
伽
一
脈

恥
一
脚
一
恥

1.10 岬
一
山
一
卿

郵

抑

唾

Ｗ

蜘

却

唾
一
抑

辨

郷

卿

２
’
１
’
２

画
面
一
型
画
一
佃
一
哩
壁
画
一
画
一
仙
一
塑
佃

３

８
ｌ
９
ｌ
ｕ

肋

４

緬
一
卿

郷

岬
71 二$皇
一

刀子

0．26

８
’
８

87.88
獅

獅

柳

獅

蜘

卿

０

５

０

０

０

０

４

３

９

５

９

８

Ⅱ

９

７

０

０

０

０

０

０

９

０

３

９

３

２

７

声

○

８

０

７

３

３

２

２

６

４

ワ

】

０

０

０

０

９

６

２

９

６

７

０

鋤

５

３

４ ０１リ
ー

} '二』ﾆ
ﾉJ」

、マ

ノノ 丁21 142 恥
一
卿

峰
一
脚哩

而
訓
可

~

０

１

１

１

５

５

５

５

１

１

１

１

１

－

２

３

４

呵
一
卿

’
叩
一
叩

恥
一
卿

） i
”
｜
好
一
好計

306



W擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

’’
遺物
番号

罪
名

ｉ取り上
げ番号

掲載
番号
嘩
号

茎先厚茎先幅 茎元幅刀身厚刀身先幅|刀身元幅茎長遺物名称 全長 刀身長肩位図版番号

塑
塑
佃
哩
型
初

壁
面
一
群

壁

底

土

城

覆

皿

叩

州
一
唖

睡

恥

咽

７

３

２

’

１

２

１ 肥
－
７
ｌ
６
ｌ
３
ｌ
４

１

２
ｌ
３
ｌ
４

１

１
ｌ
４

２
ｌ
１

２

齢

蝿

刷

馴

皿
一
皿
一
抑

骨

切

り

』

８

８

８

２

４

４

４

リ

評

戸

３

５

１
４
１
１
１
上
旬
凸
句
些
◎
些
内
／
】
り
り
＆
、
／
鐸

？

】

ウ

』

２

ワ

』

２

？

】

ワ

】

．

４

ゾ

ー

ク

ー

ワ

）

。
・
皇
。
”
。
。
、
島
。
，

８

９

９

４

．

４

４

－

，

．

｛

。

６

９

９

９

０

，

〉

（

０

（

Ｕ

八

Ｕ

０

割

１

１

副

１

？

］

ワ

】

ワ

】

？

】

５

り

』

ワ

』

０
乱

／

訂

皿

０

０

０

０

３

２

５

４

０

０

０

０

却

皿

５

０

１

５

９

１

０

３

２

卿
一
脚

Ⅷ
｜
哩
一
卿
一
ｍ

1.00 0．751 0．30

覆土壁

職底 “

和

蜘
一
州

０

０

０

９

５

３

１

３

３

４

？

】

３

０

０

０

５

４

６

３

９

４

５

２

４

皿

皿

卸
一
郡

層特

底

土

底

擴

覆

峨

壁
肝

０

０

９

７

０

０

０７０直刀

小刀・ ノj子

妬
一
恥
一
如
一
”

皿
一
副
一
卿

3．601１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

器隠
汕

狐 加
一
叩

0．70小ﾉj ・刀子

小刀・刀子

26901 16.40

~12250

０

０

４

０

２

２

1

0．40Pl31 1擴底201

単位＝c、

表Ⅳ－7土曠墓掲載蕨手刀一寶表

瞥 柄反刀身
先幅

刀身

元幅
刀身

厚
婚
長

取り上
げ番号

遺物
番号

掲載
番号
準
号

図版
番号

絞り擁

一

却

和

鍔長刃反全反 柄長層位 全長遺構名

' P'0｣ |城底 5330
'lP''2 1城底|Hil 5950

1．45

ワワ目
白.合』

獅
一
皿

０

０

６

６

０

’

辿
一
“

伽

ｍ

利
一
卸

０

０

７

７

１

２

１

１
０５５０５８

０

０

７

７

１

６

１

１

却

籾

０

１

２

２

２

２
~~

１

２

０

０

２

２

０

０

６

７

１

１

６

１

１ 鴫
－
３

単位＝c、

表Ⅳ－8土曠墓掲載鉄斧一覧

遺物
番号

取り上
げ番号

掲載
番号

醒
号

基部幅 基部厚刀部幅遺構名 層位 全長

18.10

図版番号

曠底面

壁

曠底面

蛎

抑

蠅
一
却

畑

6.007.30Pll

P30

P30

Pl28

P128

型

６

７

５

６

６
｜
皿

喝
－
３

４

〔
二
一
（
ｂ

７
Ｉ

狸
一
部
一
部
一
皿
一
皿

８

３

３

２

２

０

１

１

２

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

７

４

４

３

３

８

９

９

０

０

１

１

１

２

２

唖
一
悪

6.9(）

雲
0，Dに〕

6.95

18.50

15.56

14.85
T戸一局戸
10．00

曠底

曠底

5.14
戸一戸戸
0．00

４

５

単位＝c、

表Ⅳ－9土曠墓掲載鉄雛一覧

取り上
げ番号
取り上
げ番号

鍼身部
厚

部身
長

雛 鑛身部
幅

物
号

遣
番

図版
番号

掲載
番号

率
号

茎長層ｲウ 全長遺構名

7.151 2.951 1.801 0.55 1 4.90覆土(職)層P96

PlOl

P101

P101

１

Ⅳ
’
８
｜
皿

１

３

５

（

ｂ

７

Ｉ

８

９

里
唾
亜
唾
一
脇
一
曲

四

196-213

喝
－
５

７

岬
一
卿
一
凹
一
唖
一
唯

塘底直上

職底直上

北隅壁|漂

蛎底直上 1.59

曠咲直卜 10.15

6．55

~5．80
郵
一
唖

汕
一
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表Ⅳ－10土曠墓掲載その他の鉄製品一覧
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名称

取り上
げ番号

物
号

遺
番

掲載
番号

準
号

図版
番号

187-208

幅 厚さ遺構名 層位
E三共
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~
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５
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｜
’

鉄製品底床面 1.002.50２ P101201-21915914

曠底直上 鋼子 10．80
1句『一
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Ⅳ擦文時代～統縄文時代の遺構と遺物

4．土曠

土曠は、調査区の北側で74基検出した。 これらは南から北へゆるやかに傾斜する標高24.80m~

23.50mの緩斜面上に立地する。 とくに沢1の東側に集中していて、標高24.30m～23.70m付近に大きな

まとまりが見られる。土曠には円形状のものと細長い溝状のものがある。円形状の土擴は径80cm前

後、深さ20cm前後のものが多い。曠底上に粘土塊や覆土中に礫を混入するものもあるが、ほとんど

の土曠から共伴する遺物は出土していない。覆土は混合土あるいは黒（暗）褐色土で、土曠墓の覆土

と酷似している。また沢1の西側にある円形状の土壌のうち、礫土器片が多く含まれる土曠が検出

されている。溝状の土曠は円形状の土曠や土曠墓の周辺にあり、長軸95cm～130cm、短軸15cm~

22cm、深さ15cm～35cmの大きさのものである。これらは対をなしているようである。沢1の西側に

あり、礫、土器片を多く混入する土曠は、出土遺物や遺物の出土状況から見て、続縄文時代（後北C

2-D)の土壌墓と考えられる。これら以外のものは、性格・時期などは不明であるが、重複関係、

覆土、分布域などから見て、北大Ⅲ式期～擦文期の遺構とした。

P13 (図Ⅳ－228表2 図版73)

位置:Y-1 標高23.55m付近 規模; 1.04m×0.93m/0.94m×0.82m/0.11m 平面形：楕円

形 長軸方向:N-86.-W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で褐色土主体の落ち込みを検出する。

短軸方向で半裁し、埋め戻し状の覆土を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を検出する。 曠底・壁：Ⅳ

層中に構築し、軟質で、中央部がややくぼむ。壁の立ち上がりはゆるやかな傾斜。 遺物出土状

況：覆土1層からフレイクが1点出土している。 性格：不明 時期: Pl2と重複し、 P12よ

り古い遺構である。擦文時代の遺構と思われる。

P18 (図Ⅳ－228表1 ． 2 図版74)

位置:X-3 Y-3 標高23.65m付近 規模: (0.84m)×(0.60m)/0.56m×0.35m/0,11m

平面形：長楕円形 長軸方向:N-8o－E 確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土＞黄色土の

落ち込みを検出する。焼土まじりの土を除去し、暗褐色土主体の土を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を

検出する。覆土は埋め戻し状の土である。 曠底・壁：Ⅳ層中に構築され、凹凸があり、堅い。断

面は皿状である。 遺物出土状況：曠底直上で内面を上にした土器片が6点出土し、覆土中で軽石

が1点出土している。 性格：不明 時期: P17、 P216と重複し、 P17より古く、 P216より新

しい遺構である。擦文時代の遺構と思われる。

P25 (図Ⅳ－228図版74)

位置:X-2 標高23.65m付近 規模:0.70m×0.54m/(0.62m)×(0.42m)/0.20m

平面形：楕円形 長軸方向:N-41o－W

確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土＞黄色士の落ち込みを検出する。短軸方向で半裁し、混合土状

のまじり合った覆土を掘り下げ、明灰色砂質土の曠底面を検出する。覆土はほぼ1層で、埋め戻し状

の砂質士である。 曠底・壁：Ⅳ層中に構築され、中央部ややくぼむ。砂質で軟質。残存部の壁は

ほぼ急傾斜で立ち上がる。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期: P

24･ P19と重複し、 P24より古く、 Pl9より新しい遺構である。擦文時代の遺構と思われる。
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P31 (図Ⅳ－228図版74)

位置:X-4 標高23.70m付近 規模: (0.66m)×(0.50m)/0.66m×0.60m/0.14m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、黒褐色土

を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を検出する。覆土は黄色粘土をわずかに混入する粘質の土である。

曠底・壁：Ⅳ層中に構築していて、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは急傾斜である。 遺物出

土状況：覆土中でフレイクが1点出土している。 性格：不明 時期: P30と重複してP30より古
い遺構である。擦文時代の遺構と思われる。

P32 (図Ⅳ－228表2 図版74)

位置:X-2 ･ 3 標高23.86m付近 規模:0.92m×0.82m/0.92m×0.78m/0.20m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、黒褐

色土、黄色士、粘土が混入する土を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を検出した。覆土は黒褐色士を主体
とする士で、ほぼ一層で、埋め戻しの土である。 曠底・壁：Ⅳ層中に構築されていて、南東側に

やや凹凸が見られるが、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは急傾斜。 遺物出土状況：覆土上層
でフレイクが1点出土している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P34 (図Ⅳ－228図版74)

位置:W-3 X-3 標高23.76m付近 規模:0.58m×0.40m/0.57m×044m/0.15m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、混合

土状の土を掘り下げ、暗灰色土の壌底面を検出する。覆土は埋め戻し状の混合土である。 曠底・

壁：Ⅳ層中に構築していて、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりはほぼ急傾斜である。 遺物出土
状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P35 (図Ⅳ－229表2 図版75)

位置:W-3 標高23.80m付近 規模:0.75m×0.56m/0.73m×0.58m/0.15m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、黒褐

色土を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を検出。覆土はl層で、黒褐色土に粘土が混入する埋め戻し状の

士である。 曠底・壁：Ⅳ層中に作られていて、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは、北壁がゆ

るやか、他はやや急傾斜。 遺物出土状況：覆土中で礫片2点が出土している。性格：不明 時
期：擦文時代の遺構と思われる。

P36 (図Ⅳ－229･242表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版75)

位置:W-4 標高23.90m付近 規模:0.90m×0,72m/0.88m×0.75m/0.18m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、灰黄色粘土、軽石を混入する

黒褐色土を掘り下げ、軽石混入の灰色粘土の曠底面を検出する。覆土はほぼ一層で、埋め戻し状の土

である。 曠底・壁：Ⅳ層中に作られていて、 ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりはやや急傾斜で

ある。 遺物出土状況：覆土上から土器片1点、 フレイク4点、石製品が出土している。埋め戻し

の土に混入したものであろう。 出土遺物： 1は黒曜石の石製品を思われる。 性格：不明
時期：擦文時代の遺構と思われる。
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物

P37 (図Ⅳ－229･242表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版75･ 144)

位置:W-3 標高23.90m付近 規模:0.87m×0.60m/0.86m×0.70m/0.31m 平面形：円形状

確認・調査・±層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。礫の一部も確認された。礫のところで

半裁し、覆土を掘り下げ、黄灰色土の曠底面を検出した。覆土は二層に分けられる。覆土l層は黒褐

色土、覆土2層は混合土で、 ともに埋め戻しの土である。 曠底・壁：Ⅳ層中に作られ、ほぼ平坦

で、堅い。壁の立ち上がりは急傾斜である。 遺物出土状況：覆土上層でⅦ群の土器片など、台石、

R－フレイクなどが出土している。 出十漬物：5は安山岩の台石である。 性格：不明

時期：擦文時代の遺構と思われる。

P38 (図Ⅳ－229表1 ･ 2 図版75)

位置:W-4 標高23.95m付近 規模:0.72m×0.55m/0.66m×0.56m/0.20m

平面形：長円形状 長軸方向:N－83o－E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、黒褐色土の覆土を掘り下げ、

灰黄色士の曠底面を検出する。覆土は黒褐色士主体の埋め戻し状の混合土である。 曠底・壁:W

層中に構築され、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは急傾斜。 遺物出土状況：覆土中から土器片な

どが出土している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P40 (図Ⅳ－229･240表Ⅳ－4 表1 ･ 2 図版75, 123)

位置:W-4 標高23.85m付近 規模:0.69m×0.62m/0.59m×0.48m/0.10m 平面形：楕円形

長軸方向:N-67.-W 確認・調査・土居：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、

調査を行う。覆土を約1Ocmほど掘り下げ、灰黄色土の曠底面を検出する。覆土はわずかに黄色土や

軽石が混入する粘質の黒褐色土である。埋め戻しの土であろう。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、

凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは北・東壁が急傾斜、他はゆるやかな傾斜である。

遺物出土状況：検出面で礫片、覆土中でⅦ群の土器片やつまみ付きナイフなどが出土している。

出土遺物： 1は胴部片である。 ミガキは施されず、外面には目の粗いハケメが残る。 性格：不明

時期：擦文期の遺構か？

P41 (図Ⅳ－229 図版75)

位置:W-4 ･ 5 X-4 ･ 5 標高23.75m付近 規模:0.82m×0.52m/0.78m×0.46m/0.16m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁して調査
を行う。黒褐色土を約15cmほど掘り下げ、灰黄色士の擴底面を検出する。覆土は埋め戻し状の土で

ある。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的にゆるやかである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P42 (図Ⅳ－230図版76)

位置:W-5 標高23.80m付近 規模:0.68m×0.48m/0.67m×0.52m/0.18m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土居：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁して調査
を行う。覆土を約18cmほど掘り下げ、灰黄色土の曠底面を検出する。覆土は黒褐色土主体の埋め戻
し状の土である。
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曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、やや凹凸はあるが、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的に

急傾斜である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺
構と思われる。

P43 (図Ⅳ－230図版76)

位置:W-4 標高23.90m付近 規模:0.54m×0.48m/0.58m×0.50m/0.10m 平面形：隅丸方

形状 長軸方向:N-S 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土主体の落ち込みを検出する｡半

裁して調査を行う。覆土を約1Ocm程掘り下げ、暗灰色土の曠底と壁の立ち上がりを検出する。覆土

は黒褐色土で、灰色粘土塊が多く混入している。 曠底・壁：曠底は凹凸があるが、ほぼ平坦で、

堅い。壁の立ち上がりは全体的に急傾斜。 遣物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明
時期：擦文時代の遺構と思われる。

P44 (図Ⅳ－230図版76)

位置:N-5 標高23.90m付近 規模:0.58m×0.48m/0.54m×0.42m/0.12m 平面形：楕円形

長軸方向:N-60.-W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調

査を行う。覆土を約10cm程掘り下げ、暗灰色土の擴底面、壁の立ち上がりを検出する。覆土は粘質

で、堅い黒褐色土である。 曠底・壁：曠底は凹凸があるが、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がり

は南壁がゆるやか、他は急傾斜である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明
時期：擦文時代の遺構と思われる。

P45 (図Ⅳ－230表1 図版76)

位置:W-5 標高23.80m付近 規模:0.76m×0.61m/0.76m×0.61m/0.19m

平面形：隅丸方形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒色土の落ち込みを検出する。半裁して調査を

行う。覆土を約19cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は粘質の黒
色士である。埋め戻し状の土であろう。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立

ち上がりはほぼ垂直に近い。 遺物出土状況：覆土中からⅣ群・Ⅶ群の土器片が出土している。埋

め戻しの士に混入したものである。 性格：不明 時期: P46と重複し、 P46より新しい。擦文時
代の遺構と思われる。

P46 (図Ⅳ－230図版76)

位置:W-5 標高23.80m付近 規模:0.92m×0.75m/(0.75m)×(0.64m)/0.14m

平面形：楕円形 長軸方向:N-43°－W 確認・調査・土層：Ⅲ層中で黒褐色士の落ち込みを

検出する。半裁し調査を行う。覆土を約14cm程掘り下げ、黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検
出する。覆土は灰色粘土小塊を少量混入する黒褐色土で、埋め戻しの土である。

曠底・壁：曠底はやや凹凸がある。ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体に急傾斜である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期: P45と重複し、 P45より古い。擦文
時代の遺構と思われる。

P47 (図Ⅳ－230･242表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版76･144)

位置:W-5 標高23.90m付近 規模:0.76m×0.66m/0.73m×0.60m/0.12m 平面形：円形状
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確認．調査．土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約12cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は粘質の黒褐色土である。

曠底．壁：曠底はⅣ層中にあり、やや凹凸はあるが、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体に急傾斜

である。 遺物出土状況：検出面付近で石鍼と覆土中で土器片が出土している。 出十漬物： 2

は木葉形状の石雛で、石材は黒曜石。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P49 (図Ⅳ－231･242表Ⅳ－5 表2 図版77･ 144)

位置:V-2 標高24.00m付近 規模: 1.05m×0.91m/0.96m×0.84m/0.20m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約20cm程

掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出。覆土は黒褐色土で、下層には灰色粘土塊を

多く混入する。埋め戻しの土であろう。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立

ち上がりは急傾斜である。作りは丁寧。 遠物出土状況：覆土中からつまみ付きナイフが出土して

いる。 出十漬物： 3は両面加工のつまき付きナイフで、横長のものである。石材は黒曜石。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P50 (図Ⅳ－231表2 図版77)

位置:V-2 W-2 標高23.95m付近 規模:0.81m×0.64m/0.82m×0.66m/0.13m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。

覆土を約13cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土中（検出面付近）

で炭化物がややまとまって出土している。覆土は黒褐色土に灰色粘土小塊が混入する。埋め戻し状の

士である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、中央部がややくぼみ、堅い。壁の立ち上がりは全体

的にゆるやかな傾斜である。 遺物出土状況：検出面付近で礫片が1点出土している。 性格：

不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P53 (図Ⅳ－231表1 ･ 2 図版77)

位置:V－2 標高24.05m付近 規模: 1.00m×0,92m/0.86m×0.76m/0.10m 平面形：楕円形

状 長軸方向:N-26° －W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込みを検出する。半

裁し調査を行う。覆土を少し掘り下げ、風化した粘土の塊を検出し、それを残し、約10cm程掘り下

げ、暗黄灰色の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。粘土塊は幅約20cm、厚さ約9cmほどで、ほぼ

コの字状に曠底上にある。覆土は暗褐色士に黄色土、粘土が混入する埋め戻し状の土である。 曠

底・壁：擴底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりはほぼ垂直的である。 遺物出土状

況：覆土中で土器片、礫が出土している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P54(図Ⅳ 231 図版77)

位置:V-2 標高24.05m付近 規模:0.90m×0.76m/0.88m×0.73m/0.25m

平面形：楕円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出。半裁し調査を行う。

覆土を約25cm程掘り下げ、黄灰色土の曠底と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が黒褐色土、

下層は褐色士と黄色土などがまじり合う混合土で、埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はW

層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的に急傾斜である。 遺物出土状況：遺物

は出土していない。性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。
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P56 (図Ⅳ－231 図版77)

位置:V-2 ･ 3 標高24.05m付近 規模: 0.88m×0.74m/0.86m×0.76m/0.07m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。

覆土を約7cm程掘り下げ、黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色士で、黄

色土、粘土が混入する。埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、北側

が堅く、南側は軟質の砂質土である。壁の立ち上がりは南東壁が急傾斜、他はゆるやかである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P57 (図Ⅳ－231 図版77)

位置:V-3 標高24.05m付近 規模:0.98m×(0.74m)/0.75m×(0.54m)/0.05m

平面形：長楕円形状 長軸方向:N-74o－E

確認・調査・土居：Ⅳ層中で混合土状の士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約5

CInほど掘り下げ、黄灰色士の曠底面を検出する。覆土は混合土で、埋め戻しの土である。

曠底・壁：曠底は中央部がやや高くなり、砂質の軟質土である。断面は浅い皿状である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P58 (図Ⅳ－232表1 図版78)

位置:V-2･ 3 標高24.10m付近 規模:0.88m×(0.66m)/0.76m×(0.55m)/0.07m

平面形：長円形状 長軸方向:N-82o－E

確認・調査・土居：Ⅳ層中で黒褐色土主体の土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約

7cm程掘り下げ、暗灰黄色土の曠底面を検出する。覆土は黒褐色士に灰色粘土が混入する埋め戻し

状の士である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、やや凹凸があり、中央部が高くなる。砂質の軟

質土である。断面形はⅢ状である。 遺物出土状況：覆土中から土器片1点出土している。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P59 (図Ⅳ 232表2 図版78)

位置~:U-3 V-3 標高24.10m付近 規模: 1.02m×0.80m/0.95m×0.70m/0.20m

平面形：長円形状 長軸方向:N-69｡-E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土は埋め戻し状

の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、 ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的に急

傾斜である。 遺物出土状況：覆土中から礫片が1点出土している。 性格：不明 時期: P

61と重複し、 P61より新しいものである。擦文時代の遺構と思われる。

P60 (図Ⅳ－232図版78)

位置:V-3 標高24.10m付近 規模:0.70m×0.49m/0.66m×0.50m/0.06m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色士主体の土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約

6cm程掘り下げ、暗灰黄色土の曠底面を検出する。覆土は暗褐色土に軽石、灰色粘土を混入する堅

い士である。 曠底・壁：擴底はⅣ層中にあり、やや凹凸はあるが、平坦で、堅い。断面形はⅢ状

である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期: P61と重複し、 P61

より新しいものである。擦文時代の遺構と思われる。
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P62 (図Ⅳ－232図版78)

位置:V-3 標高24.10m付近 規模:0.93m×0.70m/0.93m×0.74m/0.14m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土主体の土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を5

cm～10cmほど掘り下げ、灰色粘土のかたまりを検出する。この粘土を残し更に掘り下げ、灰黄色土

の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。粘土塊は中央付近と南壁側に沿うように、巾約20cm、厚さ

6cm～10cmのかたまりで曠底上にある。覆土は黒褐色土に灰色粘土小塊がまじり合った砂質土であ

る。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは北壁は急傾斜で、他はゆ

るやかである。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺

構と思われる。

P63 (図Ⅳ－232表1 図版78)

位置:V-3 標高24.06m付近 規模:0.74m×0.58m/0.74m×0.61m/0.10m 平面形：円形状

確認・調査・土居：Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を3cm～5

CIn掘り下げ東壁際で粘土塊を検出する。粘土塊を残し、約10cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁

の立ち上がりを検出する。覆土は暗褐色土と灰色粘土がまじり合った埋め戻し状の土である。東壁際

の粘土塊は長さ40cm、巾16cm、厚さ5cmほどのかたまりで曠底上で出土したものである。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的に急傾斜である。

遺物出土状況：覆土中から土器が1点出士している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思

われる。

P64 (図Ⅳ－232 図版78)

位置:V-3 W-3 標高23.97m付近 規模:0.64m×0.53m/0.58m×0.46m/0.07m

平面形：楕円形 長軸方向:N-84o－W

確認．調査．土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約7cm程

掘り下げ、灰色土の曠底面を検出する。覆土は黒褐色土に黄色粘土小塊が少量まじる堅い土である。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、凹凸があり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりはゆるやか。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P65 (図Ⅳ－233 図版79)

位置:V-4 標高24.00m付近 規模:0.66m×0.47m/0.66m×0.48m/0.13m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約13cm程

掘り下げ、暗灰黄色土の堰底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土に灰色粘土小塊がまじ

る土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、わずかに凹凸がある。平坦で、堅い。壁の立ち上

がりはゆるやか。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の

遺構と思われる。

P67 (図Ⅳ－233表l 図版79)

位置:U-1 標高24.00m付近 規模・平面形・長軸方向：不明

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。大半が調査区外に広がる模様で、壁に

沿って覆土を掘り下げる。覆土を約28cm程掘り下げ、曠底及び壁の立ち上がりを検出する。覆土は
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黒褐色土に灰色粘土粒がまじる軟質土である。 曠底・壁：断面観察によると、擴底は平坦で、堅

い。壁の立ち上がりは約15cm程は垂直に立ち上がり、その上は大きく外傾している。

遺物出土状況：覆土中から土器片が3点出土している。埋め戻しの土に混入したものであろう。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

’
P69 (図Ⅳ－233表1 図版79)

位置:V-5 標高23.95m付近 規模:0.70m×0.60m/0.58m×0.46m/0.09m

平面形：楕円形 長軸方向:N-44o－W

確認・調査・土層： Ⅱ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約9cm程

掘り下げ、黄褐色土の擴底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は軟質の黒褐色土である。

曠底・壁：曠底はⅢ層中にあり、ほぼ平坦で、軟質である。壁の立ち上がりは全体にゆるやかである。

遺物出土状況：覆土中で土器片が1点出土している。埋め戻しの土に混入したものであろう。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P71 (図Ⅳ－233表l 図版79)

位置:V-5 ･ 6 標高24.00m～24.10m 規模:0.68m×0.56m/0.58m×0.50m/0.10m

平面形：隅丸長方形状 長軸方向:N-S

確認．調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約10cm程

掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は粘質で堅い黒褐色土である。

曠底．壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは、北壁がゆるやか、他は急傾斜で

ある。 遺物出土状況：覆土中から土器片が1点出土している。覆土に混入したものであろう。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P72 (図Ⅳ－233表1 図版72)

位置:U-6 標高24.10m付近 規模:0.63m×0.53m/0.52m×0.41m/0.08m 平面形：菱形

長軸方向:N-53. W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土主体の土の落ち込みを検出する。

半裁し調査を行う。覆土を約8cm程掘り下げ、黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆

土は暗褐色土と黄色士がまじり合った埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、

平坦で、堅い。断面は皿状である。 遺物出土状況：覆土中から土器片1点が出土している。覆土

に混入したものであろう。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P74 (図Ⅳ－233 図版79)

位置:U-2 標高24.15m付近 規模:0.62m×0.50m/0.54m×0.43m/0.06m 平面形：台形状

長軸方向:N-40o－E 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土主体の土の落ち込みを検出する。

覆土を約6cm程掘り下げ、暗黄灰色士の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は埋め戻し状の

土である。 曠底・壁：擴底はⅣ層中にあり、凹凸はあるが、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは北

壁が急傾斜、他はゆるやかである。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明

時期：擦文時代の遺構と思われる。
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P77 (図Ⅳ－234表1 ･ 2 図版80)

位置:U-3 標高24.18m付近 規模: 0.67m×0.51m/0.62m×0.46m/0.15m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約15cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色士に灰色粘土小塊がまじり

合った土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体的

にほぼ急傾斜である。 遺物出土状況：覆土中から土器片3点、軽石1点が出土している。覆土に

混入したものであろう。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P78 (図Ⅳ－234表1 ･ 2 図版80)

位置:U-4 V-4 標高24.18m付近 規模: 0.82m×0.58m/0.76m×0.60m/0.13m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。

覆土を約13cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が黒褐色土、

下層は灰色粘土＞褐色土の混合土である。 ともに埋め戻し状の土である。 曠底・壁：擴底はⅣ層

中にあり、中央部がややくぼみ、皿状で、堅い。壁の立ち上がりは全体に急傾斜である。 遺物出

土状況：覆土中から土器片が5点、 フレイク1点が出土している。覆土に混入したものである。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P79 (図Ⅳ－234表1 図版80)

位置:U 4 標高24.20m付近 規模:0.88m×0.68m'0.82m×0.66m/0.33m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約30cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が堅い黒褐色土、下層は軟質

の暗褐色土、黄色士、灰色土などがまじり合った土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にある。中

央部はややくぼむが、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは垂直的である。 這物出土状況：覆土

中で土器片3点、曠底直上で土器片1点が出土している。覆土に混入したものである。 性格：不

明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P81 (図Ⅳ－234･242表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版80)

位置:U-4 標高24.20m付近 規模:0.90m×0.79m/0.90m×0.76m/0.16m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約15cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が黒褐色士、下層は褐色土、

灰色粘土がまじり合った土である。 曠底・壁：Ⅳ層を掘り込んで作られている。中央部が若干高

くなる。壁はほぼ急傾斜で立ち上がる。 遺物出土状況：覆土上層で石雛、土器片4点などが出土

している。埋め戻し土に混入したものであろう。 出十遺物：4は黒曜石の石雛で、三角形で平基

のものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P82 (図Ⅳ－234表1 ･ 2 図版80)

位置:U-4 標高24.10m付近 規模:0.80m×0.68m/0.80m×0.67m/0.19m 平面形：円形

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約19cm程

掘り下げ、暗灰色土の擴底面と壁の立ち上がりを検出する。曠底直上には粘質の暗褐色土が薄く見ら

れる。覆土は上層が黒褐色土、下層は灰色土と褐色士がまじり合った土である。 曠底・壁：曠底
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はⅣ層中にある。ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体に急傾斜である。 遠物出土状況：曠

底直上付近で土器片と礫片が出土している。覆土に混入したものである。 性格：不明

時期：擦文時代の遺構と思われる。

P88 (図Ⅳ－234表1 ． 2 図版80)

位置:T-2 U-2 標高24.15m付近 規模:0.88m×0.72m/0.79m×0.68m/0.13m

平面形：楕円形状 長軸方向:N-84°－W

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約13cm程

掘り下げ、 P89の覆土中に曠底面、壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土に黄色土、軽石が少

量混入する埋め戻し状の士である。 曠底・壁：曠底はP89の覆土中に構築されていて、平坦で、

軟質。壁の立ち上がりは西壁がゆるやかで、他はほぼ垂直的である。 遺物出土状況：覆土中から

Ⅶ群土器片などが出土している。覆土に混入したものである。性格：不明 時期: P89と重複し、

P89より新しいものである。擦文時代の遺構と思われる。

P90 (図Ⅳ－235表l 図版81)

位置:T-2 標高24.25m付近 規模:0.85m×0.57m/0.82m×0.60m/0.22m 平面形：円形状

確認．調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色士主体の土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約

22cm程掘り下げ、灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が暗褐色土、下層は褐

色土で、粘土粒、粘土小塊を混入する埋め戻し状の土で、曠底直上には褐色粘質土がうすく見られる。

なお曠底直上の褐色粘質土を採取し、脂肪酸分析を依頼した。 曠底・壁：曠底はややくぼみ皿状、

壁の立ち上がりはほぼ急傾斜である。 遺物出土状況：覆土中から土器片が出土している。覆土に

混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P91 (図Ⅳ-235表1 ･ 2 図版81)

位置:T-2 標高24.20m付近 規模:0.92m×0.71m/0.92m×0.76m/0.12m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約12cm程

掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土で、黄色土と軽石が少

しまじり、堅く、埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、中央部がややくぼみ、

皿状で、堅い。壁の立ち上がりは全体的にゆるやかである。 遺物出土状況：覆土中から土器片、

礫片などが出土している。覆土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と
思われる。

’
P92 (図Ⅳ－235表l 図版81)

位置:T-2 標高24.25m付近 規模:0.80m/0.58m×0,76m/0.62m×0.17m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約17cm程

掘り下げ、暗灰黄色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は暗褐色に黄色土、粘士粒、軽石

が混入する埋め戻し状の土である。なお曠底直上約5cmほどの土を採取し、脂肪酸分析を依頼した。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、中央部がややくぼみ、皿状で、堅い。壁の立ち上がりはやや急傾斜

である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思
われる。
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P95 (図Ⅳ－235･242表Ⅳ－5 表1 ･ 2 ． 3 図版81･144)

位置:T-3 標高24.30m付近 規模:0.76m×0.47m/0.64m×0.41m/0.44m

平面形：楕円形状 長軸方向:N-32.-W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込み

を検出する。覆土を約44cm程掘り下げ、黄灰色土の擴底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土はほ

ぼ三層に分けられる。覆土l層は暗褐色土、覆土2層（土層図2～5）は混合土、覆土3層（土層図

6～8）は砂質の褐色土と黒褐色粘質士が互層に堆積する。覆土1 ･ 2層は埋め戻し状の土である。

曠底・壁：曠底はⅣ層中とP94覆土中に構築されている。平坦である。壁の立ち上がりは全体的に急

傾斜である。 遺物出土状況：覆土上層（土層図2）でⅦ群の土器片、礫、鉄製品などが出土して

いる。鉄製品は釘状のものである。埋め戻し土に混入したものであろう。 出十漬物：6は表面ツ

ルツルの安山岩の円礫である。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P108 (図Ⅳ－235図版81)

位置:U-1 標高24.05m付近 規模・平面形・長軸方向：不明

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出。北東側の大半は調査区外にあるため検出さ

れた部分のみ覆土を掘り下げる。覆土は黒褐色土である。 曠底・壁：曠底は不明、調査部分の壁

の立ち上がりはゆるやかな傾斜である。 遣物出土状況：遺物は出土していない 性格：不明

時期：擦文時代の遺構と思われる。

P1 13 (図Ⅳ－235･241 ･242．243表Ⅳ－4 ･ 5 表l ･ 2 図版81･ 123･ 144･145)

位置:X-6 ･ 7 標高23.80m付近 規模:0.97m×0.90m/0.96m×0.85m/0.20m

平面形：楕円形状 長軸方向:W-E

確認・調査・土層：Ⅲ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。検出面でも礫が見

え、覆土を掘り下げると礫がややまとまって出土した。これらを残し、覆土を約20cm程掘り下げ、

灰黄色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土に黄色土が少量混入する埋め戻し状

の士である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、やや凹凸はあるが平坦で、堅い。壁の立ち上がり

は全体に急傾斜である。 遺物出土状況：覆土中からⅦ群の土器片など、曠底直上付近から、すり

石、石皿、礫などが出土している。 出十漬物：土器～2は北大式の注口又は片口である。口縁部

は波状口縁に近い、緩やかな突起をもつ。内外面ともよく磨かれ、ハケメは残らない。内外面ともに

炭化物、煤が付着する。 石器など～7．8は曠底面で出土したもので、 7は安山岩の石皿片、 8

は安山岩の礫で、一部分に煤の付着がある。 9･ 10･ 11は曠底直上付近で出土したもので、 9は扁

平礫を素材とするすり石、 10･ 11は自然礫で、石材は9･ 10． 11とも安山岩である。 性格：覆

土、出土礫の状態から見て、土曠墓と思われる。 時期：続縄文～擦文時代の遺構と思われる。

P1 14 (図Ⅳ－236表l 図版82)

位置:X-7 標高23.85m付近 規模:0.68m×0.54m/0.68m×0.54mf0.17m 平面形：円形状

確認・調査・土居：Ⅲ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約17cm程

掘り下げ、灰黄色土の堰底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土で黄色土がまじる埋め戻

し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりは東壁は

ゆるやかで、他は急傾斜である。 遺物出土状況：覆土中からⅣ群の土器片などが出土している。

覆土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

319



西島松5遺跡平成12年度

P1 16 (図W-236図版82)

位置: Z-3 標高23.55m付近 規模:0.39m×0.28m/0.36m×0.28m/0.11m 平面形：円形状

確認・調査・土居：Ⅳ層中で混合土状の土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約

1lcm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土＞黄灰色土の混

合土状のもので、上層は黒褐色土が多く、下層は黄灰色土が多くまじり合っている。 曠底・壁：

曠底はⅣ層中にあり、凹凸はあるが、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは全体に急傾斜である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P1 18 (図Ⅳ－236表1 ． 2 図版82)

位置:V-8 W 8 標高25.15m付近 規模:0.93m×0.85m/0.88m×0.79m/0.05m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。

覆土を約5cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土に黄色

粘土粒が少量混入する土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、中央部がやや高くなっている。

壁の立ち上がりは急傾斜である。 遺物出土状況：検出面で土器片とフレイクが出土している。覆

土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P134 (図Ⅳ－236表1 図版82)

位置: P-6 ･ 7 標高24.50m付近 規模:0.85m/0.71m×0.85m/0.69m× (0.19m)

平面形：円形状 確認・調査・土層：遺構確認調査中、 I層にⅡ層軽石が混じる土の落ち込みを検

出する。この中央にベルトを設定し掘り下げたところ、平坦な曠底や、壁の立ち上がりを確認した。

覆土2層はⅡ層主体で、 3層はⅣ層主体である。後者は壁際の三角堆積である。 曠底・壁：曠底

は平坦で、壁はゆるやかに直立気味に立ち上がる。 遺物出土状況：覆土1層から土器が1点出土

している。この遺物は覆土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思わ

れる。

P135 (図Ⅳ－236表1 ･ 2 図版82)

位置:0 6 標高24.50m付近 規模:0.76m/0.63m×0.79m/0.71m× (0.13m)

平面形：円形状 確認・調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含む黒色士の落ち込みを検出す

る。この中心にベルトを設定し掘り下げたところ、平坦な曠底や、壁の立ち上がりを確認した。覆土

1層は、 Ⅱ層主体で、 2層は壁際の三角堆積である。 曠底・壁：曠底は平坦で、壁はゆるやかに

立ち上がる。 遺物出土状況：北東と南西部分の覆土l層から、土器、礫、 フレイクが合計9点出

土している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P136 (図Ⅳ－236表2 図版82)

位置:0 7 標高24.50m付近 規模:0.92m/0.79m×0.94m/0.46m× (0.13m)

平面形：円形状 確認・調査・±層：遺構確認調査中、 Ⅱ層軽石を含むI層が円形に落ち込んでい

るのがみられた。この中央にベルトを設定し掘り下げたところ、擴底や、明瞭な壁が確認された。覆

土2層が主体で、 3， 4層はⅣ層主体である。 3層は、 4層の下位に入り込むように堆積している。

曠底・壁：曠底は東側から西側へと傾斜している。 遺物出土状況：覆土2層から、礫が2点出土

している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。
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P137 (図Ⅳ－237表2 図版82)

位置:0-7 標高25.00m付近 規模:0.82m×0.58m/0.77m/0.59m/(0.15m)

平面形：円形状 確認・調査・土層：遺構確認調査中、円形の落ち込みを検出する。この中央にベ

ルトを設定し掘り下げたところ、曠底や明瞭な壁が確認された。覆土1， 3層はⅣ層主体で、 2， 4

層はⅡ層主体である。 曠底・壁：曠底は概して平坦、壁はゆるやかに立ち上がる。 遺物出土

状況：南側の覆土3層から、礫片1点が出土している。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と

思われる。

P138 (図Ⅳ－237表1 図版82)

位置: P-7 標高25.00m付近 規模:0.68m×0.62m/0.67m×0.60m/(0.12m)

平面形：円形状 確認・調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含むⅡ層の土の落ち込みを検出

した。この中央にベルトを設定し掘り下げたところ、曠底や明瞭な壁が確認された。二つの層に分層

したが、 ともにⅡ層主体である。 曠底・壁：曠底は西側が高く、東側が低い。壁はゆるやかに立

ち上がる。 遠物出土状況：覆土2層から土器片2点が出土している。 性格：不明 時期：

擦文時代の遺構と思われる。

P144(図Ⅳ－237．243表Ⅳ－5 表1 ･ 2 図版83･ 145)

位置: S-8 標高24.55m付近 規模:0.86m×0.73m/0.62m×0.58m/0.06m

平面形：隅丸長方形状 長軸方向:N-9。－E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。検出面で礫が見ら

れたためこれを残し覆土を掘り下げる。約6cmほど掘り下げ、暗灰黄色土の曠底面と壁の立ち上が

りを検出する。覆土は黒褐色土で、曠底直上には黄色土が混入している。 曠底・壁：曠底はⅣ層

中にあり、ほぼ平坦である。壁の立ち上がりは全体にゆるやかである。 遺物出土状況：覆土中か

らつまみ付きナイフ、スクレイパーなどが出土しており、曠底面や曠底直上からは土器片2点、石lⅢ

などが出土している。 出十貴物： 15は安山岩の石皿で、曠底上から出土したものである。

性格：土曠墓と思われる。 時期：続縄文時代の遺構と思われる。

P148 (図Ⅳ－237･241 表Ⅳ－4 表1 ･ 2 図版83． 123)

位置:Y-10標高24.75m付近 規模:0.66m×0.52m/0.64m×0.48m/0.08m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅲ層中で礫、土器片が混入する黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行

う。遺物を検出しつつ覆土を掘り下げ、約8cm程下で暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出す

る。覆土は微小の軽石を混入する埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はわずかにⅣ層中を掘

り込んで構築しており、やや凹凸がある。堅い。壁の立ち上がりは全体的にゆるやかである。

遺物出土状況：曠底直上付近からⅥ群土器がまとまって一括出土している。また検出面から曠底直上

まで石皿片3点、すり石片1点がまとまって出土している。 出土遣物：土器～3は後北C2D式

の深鉢である。胴部は内湾しながら立ち上がり、口縁部に至る。口縁部は上方につまみ上げられ、端

部には刻みがつけられる。口縁部外面に微隆起線が貼り付けられ、口縁部断面は三角形になる。文様

はRLの帯状縄文と三角形の列点文で構成される。横走する帯状縄文3段に対して、土器の全周を8

等分する縦走する帯縄文を設ける。さらに2段目の横走する帯状縄文と、縦走する帯状縄文の交点を

中心とし、 1段目と3段目の帯状縄文の間に収まる大きさの円を帯状縄文により描く。 さらにこの円
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の外部で1段目と3段目の帯状縄文の間にもう一つ別の帯状縄文を設ける。

文の間や円形の帯状縄文の中に施文される。 性格：士曠墓と思われる。

見てⅥ群土器を伴う続縄文時代の遺構と思われる。

列文点は横走する帯状縄

時期：出十十器から

P149 (図Ⅳ－237．243表Ⅳ－5 表2 図版83． 145)

位置: S-6 標高24.40m付近 規模：－×－/0.60m×0.50m/0.08m

平面形・長軸方向：不明 確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調

査を行う。覆土を約8cm程掘り下げ、暗灰色土の曠底面とわずかに壁の立ち上がりを検出する。覆

土は少量の灰色粘土と軽石を混入する砂質で堅い暗褐色土である。 曠底・壁：擴底はⅣ層中にあ

り、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは東・西壁はゆるやかで、南壁は削平を受け立ち上がりはほとん

ど見られない。 遺物出土状況：曠底直上付近でつまみ付ナイフが2点出土しているが、覆土に混

入したものと思われる。 出土遣物： 13は片面周縁加工の横長のつまみ付きナイフ。 14は片面全

面加工のつまみ付きナイフ。側縁に刃部を作る。 ともに石材は黒曜石である。 性格：不明 時

期: P5と重複し、 P5より古いものである。擦文時代の遺構と思われる。

P202 (図Ⅳ－238表1 ･ 2 図版83)

位置:R 7 標高24.55m付近 規模:0.61m×0.55m/0.64m×0.57m/0.06m

平面形：五角形状 確認・調査・土層：Ⅲ層中で暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行

う。覆土を約6cm程掘り下げ、灰色土の曠底面を検出する。覆土は黄色土と軽石がわずかに混入す

る暗褐色土である。 曠底・壁：曠底はわずかにⅣ層を掘り込んでおり、凹凸があり、断面形は皿

状である。堅い。 遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクが1点づつ出土している。覆

土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P208 (図Ⅳ－238表1 ･ 2 図版83)

位置:X-4･ 5 標高23.60m～23.30m 規模: 1.08m×0.90m/1.06m/0.89m/0.40m

平面形：円形状 確認・調査・土層：Ⅲ層中で黒褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。

覆土を約24cm～44cm程掘り下げ、黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土

を主体とする土で、上層はわずかに黄色土が混入し、下層は黄色土、暗褐色士などが多く混入する土

で、埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、平坦で、堅い。壁の立ち上がりは

急傾斜である。 遠物出土状況：覆土中からⅢ群とⅣ群の土器片やフレイクなどが出土している。
覆土に混入したものである。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P209 (図Ⅳ－238･241表Ⅳ－4 表1 ･ 2 図版83･123)

位置:X-4 Y-4 標高23.30m付近 規模:0.70m×0,58m/0.55m×0.50m/0~38m
平面形：楕円形状 長軸方向:N 44°－W

確認．調査．土層：Ⅲ層中で黒色土の落ち込みを検出する。Y－5の杭部分が現表土面から残存して

いたことから、断面精査し、掘り込み面等を検討し、半裁し調査を行う。覆土は黒色土を主体とする

土で、上層（土層図1 ． 2）はわずかに黄色土が混入する士で、下層は黒色土にⅢ．Ⅳ層の土がまじ

り合った土である。下層は埋め戻し状の土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、南東→北西
へ傾斜する。やや凹凸がある。壁の立ち上がりは全体的に急傾斜であろうと思われる。
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遺物出土状況：覆土上層からはⅢ群・Ⅶ群の土器片、 フレイクなどが出土している。覆土に混入した

ものと思われる。

出十置物：4は北大Ⅲ式の甕である。口縁部のみ残存する。内外面ともによく磨かれ、ハケメは残ら

ない。口縁部には円形刺突文が施される。外面に煤が少量付着する。 性格：不明 時期：掘り

込み面はⅡ層上層付近であることから見て、擦文～続縄文時代の遺構と思われる。

P213 (図Ⅳ－238･244･245･246表Ⅳ－5 表2 図版84･ 146･147)

位置:Y-7 標高23.47m～23.67m 規模:0.67m×0.58m/0.64m×0.58m/0.28m

平面形：円形状 確認・調査・土層： Ⅱ層中で礫が混入する黒色土の落ち込みを検出する。半裁し

調査を行う。礫を残し覆土を約5cm～26cm程掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検

出する。覆土は上層が軟質の黒色土、下層が黄色土と褐色土が混合した土で、 ともに軟質でポロポロ

している。 曠底・壁：曠底はⅣ層上面付近につくられ、南東→北西へ傾斜し、凹凸がある。壁の

立ち上がりは垂直的である。 遺物出土状況：曠底直上から検出面まで、石皿片、すり石片を含む

礫10点が出土している。 出十置物: 14～23は覆土中出土のものである。 14は扁平礫を素材とす

るすり石、 15～21は石皿と石Ⅲ片、石材は安岩。 22は泥岩の礫片、 23は安山岩の礫片である。

性格：土墳墓と思われる。 時期：続縄文時代の遺構と思われる。

P217 (図Ⅳ-239図版84)

位置:Y-2 標高23.60m付近 規模:0.47m×0.38m/0.45m×0.35m/0.10m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約1Ocm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黄灰色土を少量混入する暗褐色土

である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の立ち上がりはやや急傾斜である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P218 (図Ⅳ－239表1 ･ 2 図版84)

位置:X-8 標高24.05m付近 規模:0.52m×0.44m/0.46m×0.34m/0.12m

平面形：楕円形状 長軸方向:N-48o－W

確認．調査．土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約12cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は粘質の黒褐色土である。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、皿状で、やや堅い。壁の立ち上がりは全体的にゆるやかである。

遺物出土状況：覆土中で土器片とフレイクなどが数点出土している。覆土に混入したものである。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P219 (図Ⅳ－239図版84)

位置:U-8 標高24.05m付近 規模:0.43m×0.32m/0.43m×0.30m/0.12m 平面形：円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約12cm程

掘り下げ、暗灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は軟質の黒褐色士である。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、皿状で、やや堅い。壁の立ち上がりは全体にゆるやかである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。
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’
P140 (図Ⅳ－239表1)

位置:Q-9 標高24.80m付近 規模: 1.22m×1.10m/0.26m×0.05m/0.34m

平面形：棒状 長軸方向:N-32o－E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。短軸方|句で半裁し調査を行う。覆土を

約34cm程掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黒褐色土である。全

体に堅くしまっている。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、長軸方向にやや凹凸があり、堅い。壁

の立ち上がりはほぼ垂直的である。 遺物出土状況：検出面でⅢ群の土器片が1点出土している。

性格：不明。P141を対をなしているように見える。 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P141 (図Ⅳ－239･243表Ⅳ－5 表2 図版145)

位置:Q-9 標高24.80m付近 規模: 1.32m×1.24m/0.21m×0.05m/0.31m 平面形：棒状

長軸方向:N-40o－E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。短軸方向で半裁し調査を行う。覆土を

約31cm程掘り下げ、暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は灰色粘土をはさみそ

の上下に黒褐色土が堆積する。全体は堅くしまっている。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、長軸

方向はやや凹凸があり、堅い。壁の立ち上がりはほぼ垂直的である。 遺物出土状況：覆土中から

たたき石が1点、落ち込んだ状態で出土している。 出土遺物： 12は棒状礫を素材とするたたき石。

性格：不明。 P140と対をなしているように見える。 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P200 (図Ⅳ－239表1 ． 2 図版85)

位置:Y-11標高24.20m付近 規模:0.68m×0.23m/0.54m×0.32m/0.22m

平面形：楕円形状 長軸方向:N-llo－W 確認・調査・土層：Ⅲ層上面付近で黒褐色土の落

ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約22cm程掘り下げ、暗黄灰色土の擴底面と壁の立ち

上がりを検出する。覆土は黒褐色土で、曠底直上には淡褐色土（Ⅲ層）が少量まじる。木の根の影響

を受け、全体に粗雑な感じがある。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、凹凸があり軟質。立ち上が

りはやや急傾斜である。 遺物出土状況：出土遺物総数は16点で、 この内訳は土器3点、石器など

13点である。曠底直上からフレイクが1点出土し、覆土からはⅢ群の土器片、すり石片などが出土し

ているが、すべて覆土中に混入したものである。

性格：不明 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P124 (図Ⅳ－240表1 ･ 2 図版85)

位置:Y-3 Z-3 標高23.57m付近 規模:0.94m×0.88m/0.13m×0.10m/0.15m

平面形：棒状 長軸方向:N-65o－E

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒色土の落ち込みを検出する。覆土を約15cm程掘り下げ、黄灰色士の

曠底と壁の立ち上がりを検出する。覆土は灰黄色土粒を微量に混入する堅い黒色土である。

曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、凹凸があり、堅い。壁の立ち上がりはほぼ垂直的である。

這物出土状況：覆土中からⅡ ・Ⅲ群の土器片、すり石片などが出土している。覆土中に混入したもの

である。 性格：不明。 P140･ 141などと同じ性格の遺構と思われる。 P142と対をなしているよ

うに見える。 時期：擦文時代の遺構と思われる。
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P142 (図Ⅳ－240表1 ． 2 図版85)

位置:Y－3 標高23.53m付近 規模: 1.26m×1.19m/0.14m×0.08m/0.24m

平面形：棒状 長軸方向:N-43o－E 確認・調査・土層：Ⅳ層中で混合土の落ち込みを検出

する。覆土を約24cm程掘り下げ、灰黄色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が暗

褐色土＞黄色粘質土の混合土、下層は灰黄色粘土粒をわずかに混入する黒褐色土である。 曠底・

壁：曠底はⅣ層中にあり、凹凸があり、堅い。壁の立ち上がりは全体的に垂直的である。 遺物出

土状況：検出面や覆土中から土器片、 フレイクなどが出土している。覆土中に混入したものである。

性格：不明。 P124と対をなすものか。 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P147 (図Ⅳ－240図版85)

位置:Y-3 ･ 4 標高23.58m付近 規模: 0.88m×0.57m/0.12m×0.08m/0.14m

平面形：棒状 長軸方向:N-15o－W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検

出する。覆土を約14cm程掘り下げ、灰黄色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が

灰色士粒がわずかに混入する黒褐色土、下層は灰色砂質土と上層がまじり合った土である。 曠

底・壁：曠底はⅣ層中にあり、凹凸があり、堅い。壁の立ち上がりは、長軸方向はゆるやか、他は垂

直的である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明。 P215･216と同方向、ほ

ぼ平行に作られている。 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P215 (図Ⅳ-240図版85)

位置:Y-3 標高23.52m付近 規模：－×－/0.14m×0.10m/0.17m 平面形：棒状？

長軸方向:N-28.-W 確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。南側は風

倒木痕により撹乱・削平されている。覆土を約10cm程掘り下げ、灰黄色土の曠底と壁の立ち上がり

を検出する。覆土は黒褐色土である。 曠底・壁：曠底はⅣ層中にあり、ほぼ平坦で、堅い。壁の

立ち上がりは、北壁は段状で、他はほぼ垂直的である。 遺物出土状況：遺物は出土していない。

性格：不明。 P216. 147と同一方向で、ほぼ平行している。 時期：擦文時代の遺構と思われる。

P216 (図Ⅳ－240図版85)

位置:Y-3 標高23.60m付近 規模: 1.21m×1.16m/0.15m×0.12m/0.17m平面形：棒状

長軸方向:N-32･－W

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。覆土を約1lcm～17cm程掘り下げ、黄

灰色土の曠底と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黄灰色土粒がわずかに混入する黒褐色土である。

曠底・壁：塘底はⅣ層中にあり、凹凸がある。堅い。壁の立ち上がりはほぼ垂直的である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。 性格：不明。 P215･ P147と|司一方向で、ほぼ平行して

いる。 時期：擦文時代の遺構と思われる。
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図Ⅳ－245土曠出土の石器（4）
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図Ⅳ－246土曠出土の石器（5）

表Ⅳ－12土曠など掲載石器一覧
亘
言

番構

６

７

９

１

７

５

１
３

遣

３

４

４

８

３

９

１

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

図番号 名称 ’ 層莅
石材 ｜ 備考
黒曜石 | |x1版'44|XIIV-242-I l 石製舶 ｜ 覆土上層

’－2 1 石鍼 ｜ 澗土

〃 3 1つまみ付きナイフ’ 〃〃

磁
一
師
一
礫
一
ｍ
一
礫
一
〃
｜
”

州
鐙
岬
緬

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

唱

蝿

皿

賜

陥

Ｆ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

ｎ

ｏ

〃

坐

〃

〃

″

〃

〃

Ｊ

４

″

〃

ク

ク

〃

〃

畑

４

参

２

２

Ⅳ

Ⅳ

〃

ク

ク

ヶ

ヶ

ー

参

〃

〃

〃

〃

〃

図

〃

’ 〃

~安山岩
〃

今

〃 被熱

世|版145
す

礫

たたき石

つまみ付きナイフ

″
恥
州
参
岬
錘
〃

‐
ｉ
岩
石

畦

如

辨

〃

〃
P141

P149

P144

P213

"

石Ⅲ

すり石

石lⅢ

〃

〃

図版146
〃

安山岩
〃

〃
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備考

図版146
〃

〃

〃

図版147

蕪

石山石山

麻山

安片

厚さ(cm) 重さ(9)

6.l 3,500.0

(15.4) 7,000.0

10．6 4,000.0

13.6 4,000.0

11.3 3,500.0

17．5 11,000.0

2.85 65.1

(1365) 1.932.7

岬一ｍ

11つ

上上.｡

T向拝

l／,｡

１

５５
８６

２３
１

１

長さ(cm) 幅(cm)
2435 15．0

(18_1) (21.8)

(19.8) 13.05

(13.7) (16.1)

(22.0) (12.3)

(27､2) (21.45)

6．4 3．15

(19.05) (11.6)

13．05

(16.1)

ｊ

５ｊ
３４

２１
ｕ⑫

一
Ｖ
｜

土

・

Ｊ
３
Ｉ

穫

参

屋

巨称

珈

〃

〃

名遺構番号 ’ 図番号

図w-244 18

図IV-245 19

P213

０

１

２

２
~

〃

〃

〃

〃 安山岩
〃

〃

泥岩

安山岩

〃

２

３

２

２
６

〃

４２

〃

″

肌 〃

〃

〃

~礫 〃

〃

４

５

２

２
~~

〃

〃

〃

〃

5．小ビット （図Ⅳ-248～258,表1 ． 2，図版86）

小ピットは137基検出された。 ここでは平面図と士層断面、エレベーシヨンを別々にまとめて掲載

し、規模・土層注記などは一覧表にまとめている。なお、遺構番号は201～300, 501～620まで付した

が、木の根や撹乱も含まれていたため、それらに付してあった番号は欠番とした。

確認・調査：小ピットは調査区の北側、南から北へゆるやかに傾斜する緩斜面上で確認された。調査
区が耕作により深く撹乱・削平を受けているため、 これらI層を除去し、ほとんどがⅣ層中で検出さ
れた。平面確認後、半裁し、写真撮影、実測などをしながら、調査を行った。

位置・分布：小ピットは調査区北側の標高24.60m～23.50mの緩斜面上に分布する。これらは沢1の東

側に多く、土墳墓分布域に集中しているようである。また沢1の西側ではX-8 ･ 9周辺にまとまっ

ている。

規模・覆土：平面形は円形、楕円形のものが多く、中には方形状、長方形状のものもある。大きさは

8cm～20cmのものが多いが、 とくに径10cm前後のものが多い。径6cm～7cmのものや40cm以上の

ものも見られる。断面形では浅い皿状、椀状、角形（長方形状)、台形状、三角形状、そして細長い

杭状のものなどがある。なかでも細長い杭状のものが多く、約半数近くを占めている。これらは径6

cm～15cm、平面形が円形や楕円形、方形状のものである。 また曠底中央部に柱の痕跡を思わせる浅

い円形のくぼみ、円形状に堅くなっているものや、土層断面に柱跡が確認できたものもある。杭状の

小ピットにはその下半部が角張っているものも検出されている。

覆土は、暗褐色土や黒褐色土、黒色土を主体とする土で、灰色士や黄灰色土、黄色土が混入するもの

が多い。なかには混合土もあり、全体に軟質土であるが、粘質土やボソボソした土も見られる。

遺物。時期：覆土中からはほとんど遺物は出土していない。曠底直上や覆土中から礫が出土している

小ピットもあるが、時期を決定できるものではない。

当初、土曠墓周辺で多く検出されたため、土曠墓に伴う構築物の痕跡かと考えていたが、分布域や

土曠墓との位置関係に特別な関連性は見られないことが判明した。 しかしながら約半数近くを占める

細長い杭状の小ピットは土墳墓の曠底四隅の小ピットと酷似していることから見て、埋葬時に何らか

の目的をもって作られた構築物の痕跡ではないかと思われる。なお形状等による分布域の違いなどは

確認できなかったが､柱跡と思われる小ピットはS－2とV－5を結ぶ線上に集中している様である。

ところで調査区南側、縄文時代後期のものと思われる小ピットに比べ、全体に小さく、細いもので、

杭状のものが多い。
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表Ⅳ－13小ピツトー覧

規模(cm)

霊｢扇産F
8 1 6 1

長径 最

6

遺構番号 付置 平面形 断面形 覆土(土層注記） 備考(重複出土遺物･ ･ ･）
大深

S,P202 Y－I 楕円形 杭状1ヴ
ユ~』 1.暗褐色土＞黄色土

〃 204 〃 ’ 10 9 円形状 角形1ワ
ュ臼 l黒色土

1.黒色土

1.黒色土(黄色土がブロック状に混入）

1.暗褐色土2． 1<黄灰色粘質土

l黒色土

1黒褐色土2.黄色粘質土

l暗褐色士

壁～ほぼ垂直､號底～平坦

〃 205 8 長方形状6 18 杭状

〃 206 楕円形Q 146 〃

〃 207
局

長|'1形9 8
〃

ｸ

〃 209 X ］ 9 隅ﾒL長方形状７ 句rー

凸、 〃

〃 210 q 7 14〃

〃 213 方.形状18 1ワ
ュ~』

1，

1色 逆台形
〃

７

８

１

１

２

２

″

″

肥
－
８

円形状
1弓
Lノ 14 逆三角形状

円形8 杭状22

〃 219 W－l 20 18 19

〃 220 方形状10 10 14

〃 221 ７ 円形状6
今

9
~

〃 2クク 15 方形状15 18 逆三角形状
〃

３

８

２

２

２

２

″

″

1頁
LKJ 円形15 10〃

6 円形状5 棒状10
〃

〃 229 円形6 31 杭状
必

b

2.黄灰色土＞暗褐色砂質土

〃 233 V－l 梢|｣1形７ 106

〃 236 6 円形７b

〃 240 U－l ワワ
全~』 28 1楕円形状24 I略角形 1.黒褐色土＞黄灰色土 2.黒褐色

土十黄灰色土3灰色土＞暗褐色土

ｼ 244 T－1.U ］ 32 梢円形28 17 逆台形状 1.黄灰色土と軽石がブロック状

2黒褐色土＞黄灰色土

l黒褐色土＞軽石・黄色土2黄灰

色土十褐色土3. 1>褐灰色土

1.黒褐色土

]黒褐色土2. 1+黄灰色土(軽石混入）

〃 245 S－l 楕円形状
○1
LJl 26 26 I略角形

９

０

４

５

２

２

″

″

Y－3 方形状12 10 12 l'16杭状

R 1 ．2 楕円形 略角形24
、l

‘」 24

｜[l形状にくぼむ

〃 253 V－ワ
ユ ~ 9 長円形 杭状 」'黒色土

〃 ｜ '暗褐色上>黄灰色土粒

~

10
1色

〃 254 長方形状8 14h

〃 256 7－ワ
ー 臼 方形状8 8 略杭状11 l黒色土(軟質）

l黒色土＞灰色土

l黒色土(ボソボソ）

1.褐色土＞灰色土

l.褐色土＞灰色土粒

2褐色土＞灰色土

〃 263 X－2 長方形状1ワ
ユ~' 13 ５

｜
弱

Ⅲ状

〃 266 W 2.X－2 12 円形11 杭状

〃 269 X－2 10 円形状10 1q
工』 '1勝角形

〃 271 12 11 12参
〃

〃 275 盈
一
跨

22 長円形状16 13 逆台形

〃 276 方形状8

:指：
杭状

n、

乙乙

〃 277 円形状恥
－
９279 ク 6 b 〃

〃 280 方形状〃 ’ 14
1，

1乙
ワ匡
合J

〃

2.暗褐色土＞黄色土(軟質）
~

〃 281 長方形19
Tの

l乙 19
必

3.黒褐色土(ボソボソ）

r5~1 9 ]0 円形状 ｜ 略杭状" 2851 Y-4
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’規模(cm)

長径短径最大深 平面形
9 6 19 長円形

12 8 8楕円形状

16 14 9 方形状

平面形

長円形

方形状

備考(重複出土遺物…）覆土(土層注記）断面形遺構番号’ 位置

壁|堅い

壁～急傾斜、曠底～平坦

l黒褐色土(やや粘質）

1.黒褐色土(軟質）

l黒色土

杭状

'1塔杭形

杭状

９

２

６

８

９

９

２

２

２

Ｐ
．

″

″

Ｓ 湾
一
時
一
〃

壁～垂直、城底～皿状l褐色土＞黄色土(＞灰黄色土）

2暗褐色土＞灰黄色土

3.＝2(ポソボソ）

略杭状〃 298 19
りう弓

･／r－2
』、1

色」

擴底凹凸あり、つくり粗雑

壁～ほぼ垂直、曠底～平坦

l黒褐色土(軟質) 2.1>灰色土

1黒褐色粘質土＞褐色土(＞軽石）

'2 1 楕円形 不整形
30 1 〃 角形

〃 299 〃 ’ 27 26
" 3061 X 4 1 191 18

ワラ
合』

1黒褐色土(ボロボロ） 2.黒褐色粘

質土＞灰色小粒

壁～下半段状杭状〃 307 W 4 19 16
nf，

色U
〃

1.暗褐色粘質土" 311 1 X-3 1 14 13 1 24 1 方形状 〃

壁～上半垂直l黒褐色粘質土(灰色粘土がブロ

ク状に混入）

長方形27〃 314 1419

〃 317 12 11 20 1 円形状 ｜ 角形 1黒褐色土(灰色土がブロック状に混入) |壁～垂直、擴底～皿状

壁～上方急傾斜1.黒褐色粘質土 2.灰色土3黒褐

色(ボソボソ）

杭状20〃 318 1q
LJ 12 〃

壁～急傾斜

壁～急傾斜、

壁～急傾斜、

壁～急傾斜、

l黒褐色土(ボソボソ）

1.暗褐色土＞灰色小粒(粘質）

1.褐色土＞灰色土

l褐色土＞黄灰色土

1.暗褐色土(ボソボソ）

1..黒褐色土(ボロボロ）

1.暗褐色土＞灰色土(粘質）

l黒色土(ボソボソ）

1.黒褐色粘質土2.灰黄色土

l黒色土(ボソボソ）

l黒褐色土＞灰色土小粒

楕円形状 略杭状

方形状 逆台形

円形状 〃

方形状 〃

円形 塊状

楕円形 杭状

〃 鉢状

方形状 角形

楕円形状 略杭状

円形状 〃

楕円形状 〃

〃 〃

円形 〃

円形状 塊状

方形状 略杭状

円形状?

楕円形状

方形状

〃 3191 〃

" 32] W 2

７
｜
訓
一
８
’
７
’
８
｜
脇
一
Ｍ
創
嘔
一
岨
一
皿
一
塊
肋
一
哩
恥
一
恥

１

１

３

８

３

３

５

６

７

５

５

４

１

６

６

８

１

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

９
｜
知

四
一
８

Ｂ
ｌ
ｕ
｜
過
一
随
一
Ｅ

５
ｌ
皿
一
Ⅱ
｜
Ⅱ

賜
一
皿

坦

状

坦

平

Ⅲ

平

一

一

一

底

底

底

曠

曠

塘

２

３

２

２

３

３

″

″

３

’

４

２

３

４

５

４

″
諏

咋
咋
咋
咋
〃
〃
〃
〃
｜
〃
ｌ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｊ

５

６

９

０

１

４

５

６

７

８

０

２

と

２

２

２

３

０

０

０

０

０

０

１

１

．

３

３

３

３

５

５

５

５

５

５

５

５

〃

壁～急傾斜、曠底～丸味をもつ

壁～垂直、曠底～平坦

壁～急傾斜・

壁～丸味をもつ

壁～急傾斜

″

｜

″

｜

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

″

｜

″

″

1.黒褐色粘質土2灰色土

l暗褐色土＞灰色土粒(粘質）

l暗褐色上(ボソボソ）

l暗褐色土(ボロボロ）

l暗褐色土＞灰色土小粒

壁～急傾斜

壁～垂直、堀底～丸い

壁～急傾斜、擴底～平坦

壁～急傾斜、曠底～平坦

壁～急傾斜、 P66より古い1.灰色土＞褐色土2.暗褐色土

＞灰色土3.暗褐色土＞灰色」

(ポソボソ）

逆三角形状方形状〃 R1Q
ジロン 20 1920を

壁～急傾斜、蛎底～平坦

壁～急傾斜､蛎底～平坦､覆土2は柱跡

曠底～|Ⅲ状

壁～ゆるやかな傾斜

〃 略台形状 l褐色土十灰色土

" 1.灰色土＞褐色土2.暗褐色土〃

長円形状 角形 1.暗褐色土(軟質）

方形状 逆三角形状 l黒褐色土＞灰色土小粒

陥
一
皿
一
肪
一
６

⑬
一
面

喝
一
喝

腿

喝
一
胆

皿

514

515

516

518

″
｜
″
｜
″
｜
″

〃
｜
〃
｜
〃
｜
咄

壁～急傾斜で段をもつ、覆土lは柱跡l黒褐色土＞灰色土小粒2黒褐色

土十灰色土

略台形状17〃 519 V－3 24 24

曠底～平坦" 520 1 U-5 1 16 15 1 13 1 円形状 略塊状 1黒色土(粘質で堅い）

長方形状 l黒色土(軟質） 2黄色粘土＞

黒色土

l暗褐色土＞灰色土2.灰色土

＞暗褐色土

杭状13〃 521 ７11〃

曠底～丸味をもつ、覆土lは柱跡方形形 台形状18 10523 U－3 19

l黒褐色土＞灰色土

1暗褐色土＞灰色土

擴底～Ⅲ状

壁～凹凸あり、炭化物混入

塊状

~皿状8 1 円形状
9 1長方形状

" 524 U-3 191 18
〃 525 1 ・ ’ 32 28

1.暗褐色土＞灰色上(炭化物混入）

2.暗褐色土＞灰色土

l黒褐色土＞灰色土(堅い）

2.灰色土(下方に黒褐色が入る）

l略塊状

略鉢状

円形状〃 526 14[6 b〃

覆土1は柱跡10〃 527
n戸

乙、
｡うひ
全』

〃

８

０

２

３

５

５

″

″
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－257小ピットの土居断面図とエレベーシヨン図（1）
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Ⅳ擦文時代～続縄文時代の遺構と遺物
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図Ⅳ－258小ピットの±層断面図とエレベーシヨン図（2）
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